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第104号住居跡

おー 4グリッドに位置する。北半部分は調査区外に延びているため、全体の形状や規模は不明で

ある。検出した状況から推せば、おそらくは長方形の住居跡になるものと思われる。確認できた範

囲での規模は東西軸長4.42m、深さ0.43mで、南北軸長は3.75mある。主軸方向はカマドが未検出

であるために断定できないが、北西壁にその存在を仮定すれば、 N-53'-Eとなる。床面は地山砂

層に掘り込まれており、概ねは平坦であった。但し、面的には西側から東側へ向けわずかに傾斜を

有し、中央はいくぶん窪んでいた。壁溝・貯蔵穴．柱穴も確認することはできなかったが、南隅寄

りで性格不明のピットを検出した。覆土のうち、 1• 2 • 3 • 4 • 5層中にはFAブロックを包含

していた。断面観察からは、住居の廃絶後、窪地状だった部分にこれらの土層が堆積し、その結果、

ほぼ平坦化したことがうかがえた。

出土した遺物は少なかった。南東の壁際から見いだされた 7の大型坪は完形品で、内面全体には

樹脂が付着している。
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1 褐灰色(!OYR5/1) 粘性強，微量のFA粒・赤褐色鉄粒・炭化物を含む

2 褐灰色（!OYR4/1) 粘性強。多量のFA粒、微量の炭化物を含む。

3 褐灰色（!OYR5/1) 粘性強。少量の炭化物、微量のFA粒を含む。

4 褐灰色（!OYR5/1) 粘性強。多量のFAプロック・炭化物プロックを含むロ

5 掲灰色（!OYR4/1) 粘性弱。多量の炭化物、少量のFAプロックを含むc

6 灰黄褐色（!OYR5/2) 粘性強。少量の赤褐色鉄粒を含むロ

7 灰黄色(!OYR6/2) 粘性強。少量の赤褐色鉄粒、微蘊の炭化物を含むロ

8 褐灰色（10YR6/l) 粘性強C 多鉱の炭化物、微蘊の赤褐色鉄粒を含むロ

9 褐灰色(lOYR6/l) 粘性強C 多量の赤褐色鉄粒を含む。

10 灰白色（10YR7/l) 粘性強c 少量の赤褐色鉄粒を含む。

11 褐灰色（10YR6/l) 粘性強。微量の炭化物粒を含む。

12 灰白色（10YR7/l) 粘性強口微量の炭化物粒を含むロ

13 褐灰色（10YR6/l) 粘性強口少量の炭化物プロック・赤褐色鉄斑を含む。

第310図第104号住居跡
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第311図第104号住居跡出土遺物

第104号住居跡出土土器観察表

番号 器種 口径 器 高 底径 胎土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

1 坪 12.5 5.6 RWW'B A 明赤褐 70 

2 坪 12.6 5.3 RWW'B A 明赤褐 80 

3 坪 (12.4) 5.0 RWW'B A 明赤褐 40 

4 坪 12.8 5.7 RWW'B A 明赤褐 60 

5 坪 (12.0) (4.9) RWW'B A 橙 30 

6 坪 11.1 5.1 RWW'B A 明赤褐 90 No.3 

7 大型坪 16.0 7.5 RWW'B A 橙 100 No.1 内側全面に樹脂付着

8 高 坪 12.1 (7.9) RWW'B A 橙 80 ， 甕 (20.0) (9.5) RWW'B A 橙 40 

10 て宜士ズ (18.0) (10.5) RWW'B A 橙 30 器面の荒れ顕著

第105号住居跡

おー 4グリッドに位置する。規模は長軸長3.88m、短軸長3.20m、深さ0.26mで、主軸方向はN

-55°-Eである。床面は地山砂層に掘り込まれているため、廃絶後の壁面の崩壊と液状化現象によ

る攪乱によって変形が著しかった。前述の軸長は壁下端間の距離であるが各壁とも下端ラインから

25~55cmほど外側に傾斜をもっていた。カマド右側で長径74cm、深さ23cmで、住居内側に向かって

傾斜をもつ楕円形の貯蔵穴を検出したが、壁溝・柱穴・ピットは確認できなかった。覆土 1• 5層

中にはFAブロックが包含されていた。

カマドは北東壁に造られ、袖には灰白色粘土が使用されていた。右袖の長さは52cm、燃焼部の幅

-346-



は43cmである。煙道は幅26cm、長さ120cmである。地山をわずかに傾斜をつけて掘り抜き、先端に煙

出ピットをもっていた。支脚位置は左寄りであり高坪が転用されていた。

遣物はカマド・貯蔵穴周辺を中心に出土した。カマド燃焼部からは14の高杯と15の甕が原位置で

出土した。高坪は倒立し支脚に転用されていたが、 15の甕は右側へずれており、支脚にのせられた

ものではない。貯蔵穴からは 3。4• 5の坪、 16の甕が出土した。特筆されるのは、貯蔵穴内に落

ち込んで出土した16の甕は胴部上半以上であり、口縁部内面も麿滅しているため、器台として転用

されていたものであるが、同一個体の胴部下半がカマド焚き口から出土したことである。それ以外

の図示した坪類は覆土中からの出土である。

＜
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1 褐灰色（10YR5/11 粘性強，微景のFAプロック・赤褐色鉄粒を含む

2 褐灰色（!OYR6/1) 粘性強，赤褐色鉄プロックを含む

3 褐灰色（10YR6/1) 粘性強m 微量の炭化物粒・赤褐色鉄粒を含む→

4 褐灰色（!OYR6il) 粘性強m 多最の赤褐色鉄プロノクを含むコ

5 掲 灰 色(10YR6/1) 粘性強こ少景の赤褐色鉄粒を含む 2

6 褐 灰 色(10YR6/1) 粘性弱 多恩の赤褐色鉄プロック

7 灰黄褐色（10YR6/2) 粘性強ぐ微乱の赤掲色鉄フロノク

7 I尺黄褐色 (!OYRも2) 粘性強 微誠の赤褐色鉄フロックを含む→

8 褐灰色（10YR61J) 粘性強 多量の赤掲色鉄プロックを含む←

9 褐 庚色(10YR5/l) 粘•1生強微量の FA ・焼土フロノク・炭化物プロノクを
含む。

10 褐灰色（10¥'R6/l) 粘•1生強，少最の赤褐色鉄プロックを含む
11 灰黄褐色（!OYR612) 粘性強。多凪の赤褐色鉄粒、微景の炭化物プロノクを含

むm

第312図第105号住居跡
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カマド

a 灰黄褐色（10YR5/2) 粘性9恥多量の焼土プロック・赤褐

色鉄粒を含むロ

b 褐灰色（10YR4/l) 灰層。微蘊の焼土プロックを含む。

c 橙 色（10YR6/6) 焼士層n 硬質である。

d 褐灰色(10YR6/l) 粘性弱。微量の赤褐色鉄粒を含むロ

e 灰白色（10YR7/l) 粘性強。炭化物・赤褐色鉄斑を含むロ

f 灰 色（10YR6/l) 粘性強。微量の炭化物、赤褐色鉄斑

を含む。

g 黒掲色（10YR3/l) 粘性9気多量の炭化物を含む。

h 灰白色（10YR7/l) 粘性強。少量の炭化物粒を含む，

i 灰白色(10YR7/l) 砂層口混入物なし，

j 灰黄褐色（10YR5/2) 粘性強。多量の粘土プロック、微量

の赤褐色鉄粒を含む。

k 灰黄褐色 (!OYR5/2) 粘性強口多量の赤褐色鉄粒、少董の

焼土粒を含む。

l 灰黄褐色（!OYR4/2) 粘性強。多量の焼土プロックを含む。

天井の崩落b

゜
1m 

第313図第105号住居跡カマド

第105号住居跡出土土器観察表

番号 器種 口径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

1 坪 (13.4) 5.7 RWW'B C 赤褐 40 稜なし

2 坪 12.2 5.7 RWB C 赤褐 80 No.24 

3 坪 12.7 5.9 RWW'B A 明赤褐 80 No.6 

4 坪 13.2 5.6 RWW'B A 赤褐 90 No.15 

5 坪 13.0 5.7 RWW'B A 明赤褐 90 No.16 

6 坪 13.5 5.9 RWB A 明赤褐 90 No.17 

7 坪 13.6 5.6 RWW'B B 赤 70 No.18 火に掛けた痕跡有り

8 坪 13.4 5.6 RWW'B A 鈍赤褐 100 Nal9 ， 坪 12.3 5.5 RWW'B A 明赤褐 100 No.22 

10 坪 (12. 9) 5.8 RWW'B A 明赤褐 30 Nu23 

11 坪 (12.6) (5.4) RWW'B A 鈍赤褐 30 貯蔵穴内

12 大型坪 (15.4) (7.6) RWW'B A 赤褐 40 

13 高 坪 (4.6) 8.7 RWW'B A 明赤褐 60 

14 高 坪 16.5 13.5 13.5 WW'B A 明赤褐 95 No.3・4・5・7・8・9 転用支脚

15 甕 19.7 35.0 7.2 RWH B 淡赤橙 70 No.l 

16 甕 18.1 27.8 6.7 WW'B A 灰白 75 Nu10·12•26 上半のみ器台に転用
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第106号住居跡

おー 4グリッドに位置する。全体はカマド位置に対して横長の長方形であるが、南壁が長く設定

されているために台形気味となっていた。規模は長軸長5.95m、短軸長5.14m、面積約30.6m2,深

さ0.25mである。主軸方向はN-30°-Wである。床面は地山砂層に掘り込まれており、液状化現象

の影響を強く受けている。このため、中央部へ向かって傾斜するほか、かなりの凹凸が刻まれてい

た。壁の掘り込みラインも乱れ、崩壊のためか立ち上がりは緩くなっていた。しかし、床からは壁

溝と 3つのピットを検出した。壁溝はカマド部分を除き幅12cm、深さ 8cmほどで全周する。ピット

1は径60cm、深さ 18cm、ピット 2は径31cm、深さ 11cmで、ピット 3は径64cm、深さ 51cmの漏斗状で

ある。このうち、ピット 3は貯蔵穴と考えられる。また、ピット 2は壁際に穿たれた浅い小穴では

あるが、カマドと対面する位置にあることは注意される。あるいは、出入口にかかわる施設の一部

かもしれない。

カマドは北西壁の中央部に造られる。袖は壁より「ハJ字状に開き、材料には灰白色粘土が使用さ

れていた。左袖の長さは77cm、燃焼部の幅は48cmである。燃焼部はほぼ平坦であり、床面との高低

差はみとめられなかった。火床面には灰の堆積が顕著であった。煙道については、これを検出する

にいたらなかった。

遺物は少量で、すべて覆土中からの出土である。 1の坪と、 11の高坪は床面からやや浮いた位置

にあったが、 1は内面底部に、また1]は坪部内面に樹脂の付着がみとめられる。 10は坪体部の破片

である。成形時の突出した底部を削り取っただけで、通常行なわれるケズリ調整がなされていない。

12は壺の口縁部破片で、刃物による深い擦切痕があるだけでなく、割れ口の一部には平滑となった

磨滅面がみとめられる。その目的や用途は明らかとしえないが、人為的な 2次加工によるものであ

ろう。

第106号住居跡出土土器観察表

番号 器種 口径 器 高 底径 胎土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

1 坪 13.0 5.8 RWW'B A 明赤褐 90 No. l 内面底部に樹脂付着

2 坪 12.4 5.5 RW'B A 鈍橙 100 No. 2 

3 坪 12.4 5.6 RWW'B A 赤 65 

4 坪 12.6 (5.8) RWB A 赤褐 60 ナデ右回転

5 坪 (12.2) (5 3) WW'B A 赤褐 40 

6 坪 (12 0) 5.5 RWB A 橙 25 

7 坪 (13. 0) 5.4 RB B 鈍橙 25 

8 坪 (12.0) (5.3) RWB B 橙 25 ， 坪 (12. 2) (5.0) RWB A 橙 20 

10 坪 (3 2) RB A 橙 20 医面の荒削りのほかは体部未調整

11 高 坪 17.4 13.2 11.5 RWB A 明赤褐 90 No. 3 坪部内面樹脂付着

12 竺士 RWB B 橙 破片 擦切痕有り 磨滅端部有り

13 小型甕 (12.1) 5.5 R"「W'B A 鈍赤褐 60 

14 甕 (25.0) 5.4 RWB C 赤黒 50 

15 甕 (19. 7) (20.0) RWW'H B 鈍褐 15 
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1 褐灰色(!OYR6/l) 砂層。炭化物粒・粘士粒を含む．

2 褐灰色(!OYR61!) 砂質. 1 • 4層の混合恩

3 灰白色(IOYR7/l) 砂層。灰色枯土粒を含む

4 明褐灰色 (7.5YR7 /1)砂随。酸化鉄斑を含むc

5 灰白色（10Yll7/1) 砂賓こ微量の炭化物粒を含む

6 灰白色（lOYR7/l) 砂質マ下部に多量の炭化物を含む。

7 灰白色（10YR7/1） 砂質m 混入物なしつ

8 灰白色（10YR7/l) 砂質，多哉の酸化鉄斑を含む

9 灰白色(!OYR7'1) 砂履 混入物なしぐ

10 鈍黄褐色 (10¥R7/2) 砂層ゞ地山砂崩壊恩し

11 明褐灰色 (7.5YR7il)砂竹。マンガン粒を含む

12 黒 色(101'R2/l）炭化物層。

13 灰白色(!OYR7/l) 砂質唄砂による地山砂混合居。

カマド

a 灰褐色（!OYR5/2) 砂質 多景の粘土・焼土プロノクを含むm 天井の崩落c

b 鈍赤褐色 (2.5YR5/3) 砂 層 i夜状化による

c 黄灰色(2.SYR5/l) 砂質 多捨の炭化物・焼士プロックを含む。

d 灰 色（lllYR4/l) 灰層微鼠の獣骨片を含む。

c 灰黄褐色 (!OYR4/2) j古七質 被熟で赤化している一

f 黄灰色(2.SYRS/1) 紗層。多址の鉄斑、粘土プロノクを含む。

g 灰 色（10YR5/l) 砂層C 粘土フロノクを含む＾

h 黄灰色(2.5YR5/l) 砂質こ袖の崩壊粘十

］ 黄灰色(2.5YR5/l) 砂質。袖の崩壊粘土フロノクを含む

J 褐灰色（!OYR6/l) 粘上質 多量の鉄斑、カマト枯七プロノクを含むm

k 灰褐色(10¥'R7,'1) 砂思 少景のカマト粘土フロノクを含む

1 灰白色l!OYR7•1) 枯土質少景のカマト粘土プロノクを含む＾

第315図 第106号住居跡
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1 褐灰色（!OYR6/!) 粘士質。混入物なし。

2 褐灰色（!OYR5/!) 砂質。少量の炭化物を含む。

3 褐灰色（!OYR6/1) 砂質。少量の炭化物・ FA粒を含む．

4 褐灰色（!OYR5/1) 砂質。少量の炭化物を含むロ

5 褐灰色（!OYR6/1) 砂層。少量の炭化物を粒を含む。

6 褐灰色（!OYR4/1) 砂質。多量の焼上・炭化物を含む。

7 褐灰色（!OYR5/1) 砂層。多量の焼土・炭化物を含む。

8 褐灰色（!OYR6/1) 砂層。多量のFAを含む。

9 褐灰色（!OYR5/!) 砂質口多絋の炭化物・ FA粒を含む。

10 淡赤橙色(2.5YR7 /3) FA層。

11 褐灰色（!OYR6/1) 砂質。少量の炭化物・ FA粒を含む。

12 褐灰色（!OYR6/1) 粘土質。混入物を含むロ

13 黒褐色（!OYR3/1) 炭化物層。

14 黒褐色(!OYR3/1) 焼上・炭化物層。

15 褐灰色(!OYR6/1) 砂層。多量の炭化物・ FAを含む。

16 褐灰色（!OYR6/1) 砂質。多葦のFA粒を含む。

17 褐灰色(IOYR6/1) 砂質。少量のFA粒を含むロ

18 褐灰色（IOYR5/1) シルト質。上部に炭化物を含む。

19 灰黄褐色（IOYR6/2) 粘土質。少量の炭化物、多董のFA粒を含む。

20 褐灰色（IOYR5/1) 粘土質。多蘊の炭化物粒 •FA粒を含む。
21 褐灰色（IOYR5/1) 砂質。少量のFA粒を含む。

22 褐灰色（IOYR6/1) 砂層。少董のFA粒を含む。

23 褐灰色（IOYR5/1) 砂層口多量のFAを斑状に含む。

24 褐灰色（IOYR4/1) 砂層口多量の炭化物・ FAを含む。
25 褐灰色（IOYR6/1) 砂質。混入物なし。

26 褐灰色（IOYR6/1) 砂質。焼士・炭化物・ FA粒の混合層。

27 褐灰色(IOYR6/1) 砂層。多董の酸化鉄を含む。

28 褐灰色(IOYR6/1) 砂層。多量のFA粒を含む。

29 鈍黄褐色(IOYR5/3) 砂層。地山砂崩攘層。

30 掲灰色(IOYR5/1) 砂質。混入物なし。

31 掲灰色（IOYR6/1〉 砂層。微量の炭化物を含む。

第317図 第107号住居跡（ 1)
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カマト

a 掲灰色(10¥R(i・1) ／ルト質 カマト崩洛焼十S

b 褐灰色 (10\•R6;1 ） 肪層 焼上．i文化物を含む

c 堪 色(10Yli2/l) 灰層，骨片を含む：

d 渇灰色(JOYRS/1) c,ルト質 多景の｝文化物を含む

e 褐灰色(JO¥Rii/1) 砂層.. FA約を含む

f 褐灰色(JOYR6/l) c,ルト質 炭化物粒を含む．

g 苗 褐 色(2.5¥RS/3) 砂昂混入物なし

h 黒 色(IOYR2/l) 炭化物層焼十・炭化物の混合層地山『久

， 明赤褐色（2.S¥R5/6) l尭十層．下半は灰と混合し

J 褐灰色（10¥RG/J) 紗層. i昆入物なし2

k 褐峨色(J0¥112'3) 佼化物恩 焼上と炭化物の混合圏，

I 灰白色IJO¥R7/l) ンルト質地山の流れ込みかC

貯蔵穴

1 掲灰色（!OYRG/1) 砂質 多誡の炭化物 •FA を含も。
2 褐灰色(]0¥R6/1） 砂質混入物なし

3 灰臼色（10YR7/2) 砂質 2居と地山砂の混合思

第318図第107号住居跡 (2)

第107号住居跡

おー 4グリッドに位置する。南西の隅部は第108号住居跡を切り込んでいた。部分的には壁の崩落

も見られたが、全体は比較的整った方形である。規模は長軸長5.33m、短軸長5.17m、面積約27.6

m＼深さ0.49mで、主軸方向はN-127°-Wである。壁面の崩壊や液状化現象による攪乱も見られた

が、南西隅の床面からは径89cm、深さ15cmの皿状の貯蔵穴を検出した。そのほかに壁溝。柱穴・ピ

ットは確認できなかった。覆土は、 FAブロックを包含する層と包含しない層とが交互に堆積して

おり、人為的な埋め戻しが考えられる。

カマドは西壁の中央、いくぶん南寄りに造られる。袖はわずかに開くものの、ほぼ垂直に造り付

けられていた。構築には灰白色粘土が使用されていた。左袖の長さは78cm、燃焼部の幅は46cmであ

る。袖の燃焼部側は丸味をもっており、この部分を円筒状としていた。火床面は概ね平坦で、厚く

灰の堆積がみとめられた。煙道は幅26cm、長さ152cmで、緩やかな傾斜をつけて掘り抜かれていた。

但し、その先端部底面は平坦となり、煙出口となっていた。支脚位置は中軸線上の燃焼部中央であ

り、小型鉢と小型甕が転用されていた。

遣物はカマド周辺、および貯蔵穴周辺以外はすべて覆土中からの出土である。カマド燃焼部から

は1の坪、 9の短頸壺、 10の甕からの転用鉢が出土した。 9と10はカマド支脚に転用されたもので、

火床面に伏せた］0の上に、 9が伏せ重ねられていた。貯蔵穴内からは 7の坪と 8の用が出土した。

8の用は胴を縦に大きく 2分割され、一方は胴部内面に樹脂が付着している。口縁部を把手にして

柄杓状に使用したものと考えられる。このほか、 2。3の坪、 16の壺が床面上から出土した。 6の

坪は内外面とも黒色処理されているが、還元化されて器肉は灰色であり、一見須恵器的である。 11

の大型高坪は粗製で、全体的に歪み、輪積痕を明瞭に残す。脚柱部は中空ではなく、芯となる 1本

の粘土棒のまわりに同径の 5本の粘土棒を束ねて外面を調整する特殊な手法をとっている。 15は壺

の口縁部だが、頸部となる下端に樹脂が付着している。全周の 4分の 1ほどだが樹脂は割れ口にも

及んでおり、完形品としての使用時に頸部に生じたヒビ割れを補修するために樹脂が塗布されたも

のと見られる。 14は擦切痕をもつ壺の破片である。
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第107号住居跡出土土器観察表

番号 器種 口径 器高 底 径 胎土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

1 坪 (12.0) 5.4 RWW'B A 橙 20 No.19 

2 坪 11.6 4.7 RWW'B A 鈍赤褐 90 No.22 

3 坪 12.3 5.2 RWW'B A 橙 90 NQ 2 • 4 

4 坪 (13.0) (5.3) RWW'B A 明赤褐 30 

5 坪 (13.4) 5.0 RWW'B A 橙 40 

6 坪 (14.2) (5.2) w A 褐灰 10 内外面黒色処理

7 坪 11.2 5.6 RWB A 明赤褐 95 No. 3 • 26 • 27 

8 柑 8.9 14.8 RWW'B A 橙 90 No.23 • 25 胴部内面に樹脂付着， 短頸壺 10.6 10.8 RWW' A 黄褐 95 N(l18 10とともに転用支脚

10 甕 7.0 RWW'B A 明赤褐 100 No.20底部からの転用鉢木葉底

11 高 杯 26.2 17.0 12.4 RW'B A 鈍黄橙 50 No. l 粗製

12 局' 坪 (7.0) RWB A 明赤褐 80 

13 支 脚 (5.6) RW A 明赤褐 90 

14 盆·— WW' B 灰白 破片 擦切痕土器片

15 宮ギ 22.0 (6.5) RW A 明赤褐 90 頸部に樹脂塗布

16 宜＝ (17.2) (22.8) (7.6) RWB A 橙 40 No.21 

17 壺 15.0 (17.0) RWW'B A 赤褐 70 N[l 5 

18 小型甕 11.8 12.9 4.8 RWW'B A 赤褐 80 

19 小型甕 15.8 18.3 3.8 RWW'B A 明赤褐 95 No.9 

20 小型甕 14.4 18.0 5.6 RWB A 赤 80 

21 甕 (18.0) (12. 7) RWW'B A 橙 30 

22 • 宰 19.7 (13.4) RWW'B A 鈍黄橙 90 No.6 • 8 口縁部内面に凹線

23 甕 17.8 (15.2) WW'B A 橙 80 No.16 

24 甕 17.6 (13.5) WW'B A 明赤褐 90 No.10 転用器台

25 甕 (18.4) (16.4) RWW'B A 橙 20 

26 甕 16.0 30.5 4.7 RWB A 鈍赤褐 70 No.11・13

27 甕 18.9 (30. 9) RWW'B A 橙 70 No.12 

28 甕 17.9 (22.0) RW'B A 鈍橙 80 No.15 

29 甑 27.7 26.8 RWB A 鈍橙 100 

30 甑 19.0 11.4 3.5 RWB B 橙 80 No. 7 

第108号住居跡

おー 4グリッドに位置する。第107号住居跡に北壁の大半を切られていた。全体は東辺の長い長方

形で、壁の立ち上がりは崩壊のためにかなり緩い。規模は長軸長4.28m、短軸長3.32m、面積約14.

2m2、深さ0.42mで、主軸方向はN-24'-Eである。床面は地山砂層に掘り込まれていたため、壁面・

床面とも液状化現象によって攪乱を受けていた。このため、壁溝・貯蔵穴・柱穴・ピットは確認で

きなかった。

カマドは検出部分には存在しなかったが、第107号住居跡に破壊された北東壁に造られていたと考

えられる。

遺物の出土量は少なかった。 3の坪は口辺部外面に擦切痕がある。 4の大型坪は内外面とも底部

以外に煤が付着し、火に掛けて使用されたと見られる。 5は小破片であるが高坪脚部の円形透し孔

部分と見られる。
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1 褐灰色（JOYRS/1) 砂質」少量の炭化物粒・焼土粒を含むこ

2 褐灰色（JOYRS/1) ンルト質。少量の炭化物粒・焼土拉を含むm

3 褐灰色（JOYRS/1) 粘土質こ多量の炭化物を層状に含む。

4 掲灰色(JOYR6/l) 砂行混入物なし，

5 灰白色(JOYR7/l) 粘土倒"i昆入物なし

6 灰白色(JOYRG/1) ンルト質，液状化による地山砂混合思。

7 灰 色（10YR6/J)粘土質品人物なし

8 褐灰色(JOYR5/l) 砂質，・少想の炭化物粒を含的

9 褐灰色（lOYR,¥/1) ／ル l沼凡少董の炭化物粒を含む。

10 掲灰色（10YR6/l) 粘土質，混入物なし，

11 褐灰色（10YR6/l) 粘土質混入物なし，

12 褐灰色(IOYR6/l) 砂思混入物なし

13 褐灰色(10YR5/1） 砂層こ少址の炭化物粒を含む。

14 褐灰色（10YR6/l) 粘土質'i昆入物なしC

15 灰白色(lOYR7/l) 砂庖o r昆入物なしm

16 褐灰色（10YR6/!) 砂質r 焼上粒を含む

第322図第108号住居跡
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第108号住居跡出土土器観察表

番号 器種 口径 器 高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 出土位置。その他

1 坪 (10.4) (5.0) WW'B A 橙 30 No.29 

2 坪 13.6 6.3 RB A 明赤褐 95 No.28 

3 坪 RWW'B A 黄褐 70 擦切痕有り

4 大型坪 RWW'B A 明赤褐 90 火に掛けた痕跡有り

5 高 坪 RW B 鈍橙 10 円形透し孔か

第109号住居跡

えー 4グリッドに位置する。西半部は調査区外となるため、全体の形状や規模は不明である。検

出状況から判断すれば、方形、ないしは長方形になろう。調査のおよんだ範囲での規模は南北軸長

3.72m、深さ0.55mで、東西軸長は1.85m以上となる。主軸方向はN-62°-Eである。床面は地山

砂層中に掘り込まれており、平坦ながらも北へ向けてやや傾斜していた。壁溝・貯蔵穴・柱穴・ピッ

トはいずれも確認できなかった。覆上は最上層に近い 2層中において、 FAブロックの包含が観察

された。

カマドは東壁の中央やや南寄りに造られる。袖には灰白色粘上が使用され、壁からはほぼ垂直に

造り付けられていた。右袖は62cmとさほど長いものではないが、それにもまして燃焼部の幅は16cm

と極端に狭い。火床面は床面より 3cm前後低く、支脚の手前側には灰の堆積がみとめられた。煙道

は幅22cm、長さ 118cmで、緩やかな傾斜をつけて掘られていた。支脚位置は中軸線上の燃焼部中央で

あり、転用の坪と高坪が組み合わされていた。なお、薄く範囲も狭いものであったが、右袖の外側

には灰層が形成されていた。

遺物はカマド燃焼部内から出土した。支脚として火床面に据えられた 1の高坪、 2の坪以外には

ほとんど見いだされなかった。組み合わせは伏せられた 1の脚部上に、 2が伏せ重ねられたもので

ある。

第109号住居跡出土土器観察表

番号 器種 口径 器 高

1 高 坪 12.3 8.3 

2 坪 12.3 6.5 

3 坪 (13.4) (5.0) 

第324図第109号住居跡出土遺物

底径 胎土 焼成 色調

7.9 RWW'B A 明赤褐

RWW'B A 赤

RWW'B A 橙
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1 渇灰色（IOYR5/l) ンルト質．少量の炭化物を含む

2 渇灰色（!OYR5/l) シルト質，•多竜の炭化物 •FA を含む。

3 黒褐色(IOYR3/l) 粘土行，多輩の炭化物粒を含むし

4 褐灰色（IOYR6/l) ンルト質。少景の炭化物粒を含むC

5 褐灰色（IOYR5/l) 粘土笠．，多量の炭化物粒を含む。

6 褐灰色（IOYR6/l) シルト質。多品の炭化物粒を含む

7 褐灰色（10YR4/l) 粘土質c 多景の炭化物を含む。

8 掲灰色（IOYR5/l) 粘土質c 少慧の炭化物、多駄の砂粒を含むc

9 褐灰色（10YR6/l) 砂質こ微凪の炭化物粒を含む、

10 渇灰色(IOYRb/1) 砂層こ微呈の炭化物粒を含む：

11 褐灰色(IOYR5/l) 砂層こ地山砂崩壊層こ

12 褐灰色（IOYR4/l) 、ノルト質r 多塁の炭化物を含むc

13 掲灰色（IOYR5/l) 粘士質 3 少量の炭化物を含む，』

14 褐灰色(IOYR5/l) 粘十質。混入物なし 3

15 褐灰色(IOYR5/l) 粘士質C 多鈷の砂粒、少最の炭化物を含む 2

16 褐灰色(10¥R4/l) 粘士質口砂と粘七の混合恩。

し）

庄［｝9 

工lI 1'¥ ] 

A' 

C 
- -2 8 2 0 

C' D' 

言

0 2m 
← - f_ __----」

カマド

a 褐灰色(!OYRS/1) 粘土質。混入物なし。

b 褐灰色（!OYRS/1) ンルト質。焼土粒・炭化物粒を含む，．

c 赤褐色(2.SYR4/l) シルト質多抵0)炭化物・灰・焼士を含む。

d 褐灰色（!OYR5/1) 粘士質炭化物を含む．

e 褐灰色(!OYR6/l) 粘士質。天井の崩落

f 明赤褐色(2.5YR5/6) 焼土層。天井の崩落，

g黒 色(!OYR2/l) 灰層。

h 褐灰色(!OYRS/1) シルト質，焼上粒・炭化物粒を含むこ

i 明赤褐色12.5¥「R5/6) シルト質．天井崩埃プロソクか溶化して分布口

］ 褐灰色 (10¥'R6/l) ンルト質，多試の灰・炭化物を含む。

k 褐灰色l!OYR511) ンルト質C 多鉱の灰．煤を含むC

l 掲灰色（10YR7/1) 砂質o t昆人物，

m 褐灰色（10YR6/l) シルト質。炭化物粒を含むこ

n 褐灰色（10YR6/l) ンルト質口多鼠の炭化物を含む，．

o 褐灰色(10¥「R5/l) 砂質．多址0)炭化物を含む。

p 喝灰色（!OYR6/!) ンルト質，多址の炭化物を含むc

q 褐灰色(lOYR6/1) 、ノルト質地山砂との混合層。

r 褐灰色(!OYR5/1) シルト質c 炭化物を含むこ

s 黒 色(lOYR2/l) 灰層。

第325図第109号住居跡
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第110号住居跡

おー 4グリッドに位置する。第17号溝は本住居跡の完全埋没後、その覆土を切り込んでいた。液

状化現象による壁の崩壊が顕著で、全体は台形状に歪んでいた。規模は長軸長4.55m、短軸長4.37

m、床面積約20m＼深さ0.50mで、主軸方向はN-163"-Eである。床面は地山砂層に掘り込まれて

いたため、特に液状化現象による攪乱が顕著であった。掲載した住居跡の平面図中、西壁の北半部

を破線で表現したのは、この部分が液状化で地山と同化してしまっていたためである。床は中央部へ

向かって皿状に窪むほか、広範に凹凸が生じていた。したがって、壁溝・貯蔵穴・柱穴・ピットは

確認できなかった。

カマドは南壁の中央に造られ、袖には灰白色粘土が使用されていた。壁や床の状態に比べ、カマ

ドの遺存状態は良好であった。壁寄りでは燃焼部天井の一部が残存していた。左袖の長さは92cm、

燃焼部幅は27cmである。燃焼部は円筒（トンネル）状であり、残存した天井部までの高さは20cmであっ

た。火床面はわずかに丸味を有し、全面に灰の堆積がみとめられた。煙道は幅18cm、長さ90cmで、

傾斜をつけて地山を掘り抜いたものである。先端には径20cm前後の煙出口を穿っていた。支脚位置

は中軸線上であり、燃焼部の中央からはやや奥に寄っていた。支脚には組み合わされた高坪と坪が

転用されていた。なお、図示することはできなかったが、左袖の外側には薄いながらも灰層が形成

されていた。

遺物はカマドを中心に数多く出土した。支脚は火床面上に倒立させた36の高坪を据え置き、その

脚部に 2点の坪が（下から 1• 2の順）伏せ重ねられたものである。 49の甕は支脚からは外れるが、

焚き口寄りの袖に接して掛けられていた。 48の台付甕は西壁下から出土した。 17の小型坪と47の小

型甕は北東隅寄りから並んで出土した。 40は甕の胴部下半を転用した鉢であり、粘土紐の輪積み端

第110号住居跡出土土器観察表(1)

番号 器種 口径 器 高 底 径 胎土 焼成 色調 残存 出土位置・その他

1 坪 12.8 5.5 RWW'B C 明赤褐 50 N112 転用支脚

2 坪 12.7 (5.9) RWW'B A 橙 70 No. 2 転用支脚

3 坪 12.5 6.0 RWW'B A 橙 75 

4 坪 (12.5) 5.6 RWW'B A 橙 45 

5 坪 (12.4) (5.5) RWW'B A 鈍黄橙 25 

6 坪 (12.2) (5. 7) RWE A 橙 25 

7 坪 (12.4) (5.2) RWW'B A 鈍橙 25 

8 杯 (13.0) (5.0) RWW'B A 明黄橙 35 ， 坪 (12.6) (5.9) RWW'B A 橙 20 

10 坪 12.5 5.8 RWB A 橙 95 

11 坪 (11.9) 5.4 RWW'B A 橙 35 

12 坪 (12.4) (5.3) RWW'B A 橙 25 

13 坪 (10.6) 5.4 RWW'B A 橙 30 

14 坪 (12.0) (5.0) RWB A 明赤褐 20 

15 坪 (11.9) (6.1) RWB A 明赤褐 30 

16 坪 (11.6) (4.4) RWW'B A 橙 35 

17 坪 9.6 5.3 RWW'B A 橙 90 No. 5 

18 坪 (9.1) (4.0) RWW'B A 鈍黄橙 30 内面黒色処理

19 坪 (12.8) (3.0) RWW'B A 橙 10 
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第110号住居跡出土土器観察表(2)

番号 器種 口径 器 高 底径 胎土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

20 ミニチュア (10.2) (4.3) RWB A 橙 20 鉢形

21 坪 13.6 5.6 RWW'B C 明赤褐 75 カマド

22 坪 (14.3) 5.6 RWW'B A 橙 25 

23 大型坪 (14.0) 6.0 RWW'B A 鈍橙 40 

24 大型坪 14.7 7.4 RWW'B A 橙 75 

25 大型坪 14.2 7.4 RWW'B A 橙 75 火に掛けた痕跡有り

26 大型坪 15.4 7.5 RWB A 橙 80 

27 大型坪 14.7 6.7 RWW'B C 鈍橙 55 

28 連 坪 (9.5) RW A 橙 破片 連結部貫通孔有り

29 高 坪 RWB B 鈍橙 破片 擦切痕土器片

30 坪 RW B 橙 破片 擦切痕土器片

31 手捏土器 (1.5) RW A 橙 20 

32 高 坪 (18.0) (6.3) RWW'B A 鈍橙 35 

33 高 坪 (6. 7) RW'B C 褐灰 95 2次被熱

34 高 坪 (5. 7) RWW'B A 橙 40 

35 高 坪 (5.0) RWW'B A 明赤褐 40 

36 高 坪 12.0 10.6 10.0 RWE A 橙 100 N[l3 転用支脚

37 高 坪 (3.0) 9.3 RWB A 橙 100 

38 高 坪 (3.5) 10.0 RWW'B A 橙 75 

39 高 坪 (3. 7) (10.4) RWB A 橙 30 

40 鉢 15.6 7.5 4.8 RWW'B A 赤 60 火に掛けた痕跡有り

41 甑 (11.5) (3.9) RWW A 明赤褐 35 

42 て罪 (4.0) (5.6) RW A 橙 25 打撃痕土器片

43 小型甕 (13.8) (8.2) RWW'B A 橙 30 

44 小型甕 15.1 (13.3) RW'B A 橙 90 

45 小型甕 13.6 15.5 5.2 RWW'B C 橙 95 カマド

46 小型甕 (13.4) 14.0 (5.3) RWW'B A 明赤褐 30 

47 小型甕 13.7 13.8 7.3 RWW'H A 黄褐 95 No. 6 

48 台付甕 11.1 12.9 7.7 RWE A 明赤褐 60 台脚部粗製

49 甕 16.9 28.7 4.6 RWW'B A 浅黄橙 95 NCl 1 

50 甕 18.8 27.4 5.1 RWB A 橙 95 

51 甕 (17.1) (17.9) RWW'B A 橙 40 

部（擬口縁）をそのまま口縁としている。器面に付着した煤の状況から推して、火に掛けて使用され

たものと考えられる。 25の大型坪も同様である。上記以外にも、本跡からは特殊な遺物の出土が多

く見られた。 18の小型坪は、内面に黒色処理が施されている。 28は連坪(2個体）の連結部であり、

接着時に穿孔された径 7mmほどの連接孔がある。 29• 30は器表面に刃物によると思われる擦切痕の

ある土器片である。 42の壺底部破片には、打撃による欠落痕がみとめられる。このほか、土玉 1点、

土器剥片 6点、扁平土製品13点、亀甲状土製品 1点といった土製品や臼玉、獣骨片など、かなりま

とまった出土があった。臼玉や獣骨片をはじめ他の土製品も覆土中のものと考えられる。
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l 褐灰色(loYR6/l） 砂質，多量の炭化物を含む。

2 褐灰色(10YR6/ll シルト質。微誠の炭化物粒を含むコ

3 渇灰色(lOYR6/l) 砂思 多景の炭化物を含む，9

4 褐灰色(lOYR5/l) 砂庖 多景の炭化物を含む

5 褐灰色（!OYR6/l) 砂層 品入物なしい

6 鈍黄橙色 (!OYR7'2) 砂層し地山砂混合層ッ

7 褐灰色(!OYR6'1) 砂層こ少砧の炭化物粒を含む＂

8 灰黄褐色 (10YR6/2) 砂層C 地山砂の崩れ．

9 褐灰色(lO¥R6/l) 砂層。少最の炭化物を含む。

10 褐灰色(lOYR5/l) シルト質へ少祉の炭化物粒を含む

ll 渇灰色(lOYRSCl) 砂庖，多星の炭化物を含むc•

12 灰黄褐色 (!OYR6/2) 砂層 炭化物を含む。

13 掲灰色（!OYR6/l) 砂層。微凪の焼土粒・炭化物を含む。

14 褐灰色(lOYR6/l) 砂質こ多量の炭化物を含む。

15 褐灰色(lOYR5/l) シルト質．多凪の焼上粒・炭化物粒を含むs

16 褐 灰 色(!OYRS/1) 粘上質「多量0)炭化物を含む＾

17 褐灰色(lOYR6/l) 粘上質 多景の炭化物を含む，

18 灰白色(lOYRl/1) ンルト質，微址の炭化物を含む，．

19 灰 白 色(!OYR7/l) ンルト質．混入物なし

20 赤黒色(2,5YR2/l) 粘七質 多址の炭化物を含む3

21 褐灰色(lOYRS/1) 砂質口多誠の廃上・炭化物を含むこ

22 褐灰色(!OYRS/1) 粘ナ竹 多量の炭化物粒を含むし

゜
2m 

カマド

a 黄灰色(2.5YR6/1) 炭化物をまばらに含む

b 褐灰色(lOYR5/1) 砂質。多址の焼土粒・炭化物粒を含むe

c 灰白色（lOYRl/1) 枯土口下面が焼土化。天井の崩落c

d 褐灰色（10YR6/1) シルト質こ多拭の炭化物粒・焼土粒

e 灰白色(lOYRl/1) シルト阿。炭化物粒・焼土フロック

r 褐灰色（10YR6/!) シルト質□ 多駄の焼土フロノクを含むc

g 黒 色(lOYR2/1) 灰居c 多最の骨片を含む。

h 褐灰色（10YR5/]) 砂質，炭化物粒を含むa

l 褐灰色（!OYR6/J) 粘土質。混人物なし。天井形成粘土

J 褐灰色(!OYR6/1) 粘土質c 炭化物・焼七を含む。

k 渇灰色（10YR6/l) ンルト質つ地山砂を斑状に含む。

I 灰白色（10YR7/I) 枯土質へ 9昆入物ない抽の崩落。

m 灰黄褐色 (!OYR6/2) 砂 府 地ill砂の流れ込みし

第326図 第llO母住居跡
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第329図第110号住居跡出土遺物 (3)

第111号住居跡

おー 4グリッドに位置する。規模は長軸長5.35m、短軸長4.06m、面積約21.7m¥深さ0.25mで、

主軸方向はN-147°―Eである。床面は地山砂層に掘り込まれているため、液状化現象の影響を著し

く受けていた。このため、全体は長方形を基本とするものの、壁面と床面は崩壊や凹凸によりとも

に大きく乱れていた。北東壁と南西壁が中央部近くで歪むのはこのためである。カマド右側で径91

cm、深さ35cmの擢り鉢状の貯蔵穴を、また住居中央部で径70cm、深さ6cmの皿状ピットを検出したが、

そのほかに壁溝・柱穴・ピットは確認できなかった。覆土 2層は多量の炭化物と土器を包含してい

た。

カマドは南東壁中央のわずかに西寄りに造られる。袖には灰白色粘土を使用していた。左袖の長

さは78cm、燃焼部の幅は46cmである。火床面は概ね平坦で、厚く灰の堆積がみとめられた。煙道は

幅27cm、長さ148cmで、地山をわずかに傾斜をつけて掘り抜いていた。その先端には径25cm、深さ20

cmの煙出ピットをもっていた。

遺物は多量に出土しているが、床面上のものはなくすべて、 2層を中心にした覆土中からの出土

である。土器の中には投棄後の埋没途中において火を受けた痕跡をもつものも多数見られるため、

住居廃絶後の凹地状の段階で土器を投棄し、火を燃やしたと考えられる。多数の坪類のうち、34の大

型坪は底部に穿孔されている。 37の坪は体部外面の器面調整では下半をヘラケズリしたのみで上半

には及んでいない。 38の小型坪は体部の内面にヘラミガキが施されている。 41は坪の成形後、本来

ならば、削り落とされるべき突出底部が残ったものである。 57の坦は底部に穿孔されているだけで

なく、口縁部も上半が意図的に水平に打ち欠かれている。土製支脚は77• 78の2点が出土したが、

77は完形品である。 83は甕口縁部からの転用器台である。 95は椀形の手捏土器片である。ほかに打

撃部分をもつ49の高坪脚部と70の壺破片がある。
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1 褐 色(lOYRl/4) 砂質多址の炭化物・焼十を含むこ

2 具褐色（10YR2/3) 灰居多拡0)炭化物を含む

3 黒褐色（10YR2/3) 粘士質多拡の炭化物・焼士粒を含む．

4 黒褐色（10YR2/3) 粘土質。多誠の炭化物を含むr 噴砂による砂混入層。

5 褐 色(lOYR4/4) 砂質微址の焼土・炭化物を含む→

6 鈍黄褐色（10YR4;3) シルト冗少景の炭化物を含む

貯蔵穴

a 鈍黄橙色(lOYR6/4) 砂層，壁・床の崩壊流入土。

b 黒褐色（!OYR2/3) 灰府 多量の焼土粒・焼土プロノク・炭化物を含む。

カマド

a 鈍黄橙色(lo¥「R6/4) 砂賀r

b 直褐色（!OYR3il) 灰居。焼土・灰1じ物籾．

c 里褐色（!O¥'R213) 灰居。多量の炭化物を含む，

d 黄褐色(10YR5/6) 砂同＾火を受けている 3

e 鈍黄褐色（!OYR4/3) 粘土質こ焼土粒と火を受げた粘土フロックの混合層口

［ 鈍黄橙色（!OYR6/4) ンル！、質？焼土粒主（本。

g 鈍黄橙色（!OYR614) ンルト質＾焼土粒を含む，．

h 鈍黄橙色（ 10YR6/•J) 、ノルト質，混入物なし→

し 純黄褐色（10YR6外） 砂質O i夜状化による一

第330図 第111号住居跡
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第331図第111号住居跡出土遺物（ 1)
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第336図第111号住居跡出土遺物 (6)
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第337図第111号住居跡出土遺物 (7)

第111号住居跡出土土器観察表（ 1)

番号 器種 口径 器 高 底 径 胎土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

1 坪 12.4 5.2 RWW'B A 橙 95 N(l29 

2 坪 (12.9) (5.3) RWW' B 鈍黄橙 40 Nu38 

3 坪 (12.4) (5.1) RWW'B A 明赤褐 25 No.42 

4 坪 12.3 5.3 WW'B A 赤褐 95 N叫8

5 坪 12.2 5.5 RWW'B A 鈍黄褐 70 

6 坪 12.1 5.6 RWB A 暗赤褐 50 

7 坪 (13.1) (5.2) RWW' A 明赤褐 40 

8 坪 12.3 (5.5) RWW'B B 鈍黄橙 50 ， 坪 12.1 (5.3) RWW'B A 赤 70 

10 坪 (12. 7) 6.1 RWW'B A 赤褐 40 

11 坪 (11.6) 5.5 RWB A 橙 25 

12 坪 (12.4) 5.5 RWB A 赤 20 

13 坪 (12.5) 5.4 RWW'B A 赤 25 

14 坪 13.1 5.6 RWW'B C 赤 50 

15 坪 (12.3) 5.2 RWW'B A 明赤褐 40 

16 坪 (12.0) (5.4) RW' B 鈍赤褐 20 

17 坪 12.6 (5.5) RW A 赤 50 

18 坪 (12.4) (4.5) RWW'B C 明赤褐 40 

19 坪 12.5 5.9 RW A 鈍褐 80 Nu2 

20 坪 12.9 5.0 RWW'B A 橙 100 No. 6 

21 坪 (12.0) (5.1) RWW'B A 明赤褐 30 No.21 

22 坪 12.2 (5.0) RWW'B A 赤褐 80 

23 坪 12.6 5.5 WW'B A 赤 50 

24 坪 13.4 (5.2) RWB A 鈍赤褐 60 

25 坪 13.4 6.0 WW'B A 赤 80 N叫6

26 坪 12.7 5.5 RWW'B C 鈍赤橙 50 

27 坪 12.6 6.3 RWW'B A 赤褐 70 

28 大型坪 (13.0) 7.1 RWW'B A 明赤褐 45 

29 大型坪 13.1 7.3 RWW'B A 暗赤褐 90 No.18 

30 坪 12.6 6.0 RWW' A 赤 50 

31 大型坪 (14.1) (5.8) RWW' A 赤 40 

32 坪 13.2 5.4 RWB A 赤橙 50 

33 大型坪 (15.2) 6.7 RWW' A 赤褐 40 

34 大型坪 17.0 7.4 RWB A 赤 90 No.14 穿孔土器
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第111号住居跡出土土器観察表（ 2)

番号 器種 ロ径 器高 底 径 胎 土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

35 大型坪 16.0 7 9 RWB A 鈍橙 90 No.30。58

36 大型坪 (15.5) (6.8) RWB A 橙 40 No.24 

37 坪 11.5 6.3 RWW'B A 暗赤 90 No.57 

38 坪 10.2 5.1 RWW' A 赤 80 体部内面ヘラミガキ

39 坪 11 9 5.3 RWW'B A 明赤褐 95 No. 3 

40 坪 (12.4) (4. 9) RWW' A 明褐 20 

41 坪 (3.2) RWB A 赤 60 突出底部

42 短頸 壺 12.5 (5.5) RWW'B A 明赤褐 50 No.1 

43 高 坪 (16.0) (4. 7) RWW'B A 明赤褐 20 

44 高 坪 (17.0) (5 0) RWW'B A 明赤褐 20 

45 高 坪 15 9 (6 7) WB A 赤 70 

46 高 坪 (16 0) (5.0) RWW'B A 橙 30 

47 高 坪 (17.5) (7.0) RWW'B A 橙 40 

48 高 坪 12.8 (8.6) WB B 明赤褐 70 

49 高 坪 (4 3) RWW' A 明赤褐 50 打撃痕有り

50 高 坪 (2.0) RWB A 橙 80 

51 高 坪 (5.0) 9.9 RW'B A 橙 65 

52 高 坪 (4.4) 9.3 WW'B A 赤褐 50 

53 高 坪 (4.3) 11. 4 RW A 赤 60 

54 小型甕 (15. 0) (7 8) RWW'B C 鈍褐 30 

55 椀 (12.8) (7. 7) W「W'B A 明赤褐 30 

56 椀 (13. 7) (6.5) RWB A 鈍赤褐 20 貯蔵穴

57 坦 (13.0) RWW'B A 明赤褐 90 No. 7 口縁部打ち欠き穿孔土器

58 坦 (5.5) RWW'B A 橙 60 No.45 

59 短頸壺 10.1 11.2 RWW'B A 赤 60 No.44 

60 鉢 (20.0) (7.6) RWW'B A 橙 20 

61 罪手 (17.9) (10.0) RWW'B A 橙 30 

62 互ギ (21.0) (17 5) RWW'B A 明赤褐 40 No.28 

63 空土 (25. 7) (9.5) RWW'B A 明赤褐 40 

64 壺 (12.0) RWW'B A 鈍黄橙 50 

65 互土 27.4 26.9 6.2 RWB A 橙 70 No. 4 • 15 • 17 • 19 • 25 • 49 

66 罪ギ (14. 9) (8.0) RWW'B A 明赤褐 40 

67 壺 (24 0) (5.2) WW'B A 赤 20 No.39 

68 立土 18 0 (9.5) WB A 灰褐 70 

69 四士 (19. 8) (6.5) RWW'B A 橙 30 

70 宜土 (15.2) (7.0) WW'B A 明赤褐 20 打撃痕有り

71 順 (18. 7) 16.4 (3 8) RWW'B A 鈍橙 20 No.34 

72 甑 21 8 (19.5) RWB A 赤 50 

73 甑 (11.0) 7 0 RWW'B A 明赤褐 60 No.36 

74 甑 28.0 32.4 9.8 RWW'B A 明赤褐 70 No12 

75 甑 20.7 25.7 7.0 RWB A 赤 90 No. 8 • 10 • 32 • 33 • 51 • 55 • 56 
76 順 21. 9 28.7 8.6 WW'B A 鈍橙 90 No.52 

77 支 脚 15.9 WW'B A 褐灰 100 No.60 

78 支 脚 (5 5) RW A 橙 40 

79 小型甕 14.8 15.9 5.5 Rv¥「W'B A 鈍黄橙 95 No.23 

80 小型甕 (12.5) 4.3 W'B C 赤黒 50 貯蔵穴

81 甕 (5.0) (6. 6) WW'B A 赤 40 

82 甕 (4 5) (4 3) RWW'B A 鈍橙 30 
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第111号住居跡出土土器観察表（ 3)

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

83 甕 (20.0) (6.0) WW'B A 赤 30 No. 5 転用器台

84 甕 17.6 9.5 RWW'B A 鈍橙 50 貯蔵穴

85 甕 (19.0) (15.8) RWW'B A 橙 30 

86 甕 (17.2) (8.4) RWW'B A 赤褐 40 

87 甕 17.0 (13.5) RWW'B A 鈍黄橙 50 

88 甕 (16.5) (17.3) RWW'B A 明赤褐 40 No.51 

89 甕 17.1 (21.0) WW'B A 赤 60 

90 甕 19.1 (20.0) WW'B A 明赤褐 70 No.35 • 54 

91 甕 18.0 30.3 7.6 RWW'B A 明赤褐 100 N(l 9 

92 甕 17.3 29.0 5.6 RWW'B A 鈍橙 100 No.16 

93 甕 16.1 11.5 WW'B C 赤灰 50 貯蔵穴

94 甕 19.1 (8. 7) WW'B A 赤褐 60 No.27 

95 手捏土器 RW C 鈍橙 破片

第112号住居跡

えー 4グリッドに位置する。南西壁の一部を第113号住居跡のカマド煙道に切られていた。全体は

長方形を基本とするが、地震の影響でかなり歪み、平行四辺形気味となっていた。規模は長軸長3.

52m、短軸長2.75m、深さ0.37mで、主軸方向はN-34"-Wである。床面は地山砂層に掘りこまれ

ているため、凹凸が生ずるなど液化現象による乱れなどがある。壁面も崩壊が著しく、特に北東壁

は二段になっていた。調査当初、この段はテラス状の構造物、あるいは住居跡の重複・拡張を示す

ものではないかとも思われたが、第123号・第131号・第141号住居跡に見られる、砂層の壁面を補強

する粘土充填のための掘り方と考えられる。床面の状態が悪いため、壁溝・貯蔵穴・柱穴・ピット

はいずれも確認できなかった。覆土は 1• 2層中に FAブロックが包含され、さらに 3層はそれが

純層の状態で観察された。

カマドは北西壁のやや西寄りに造られていた。袖は灰白色粘土が使用され、壁からほぼ垂直に造

り出されるが、右袖はやはり遺存状態が悪く、先端部は崩落していた。左袖の長さは77cm、燃焼部

の幅は31cmである。火床面は平坦で、厚く灰の堆積がみとめられた。煙道は幅28cm、長さ104cmで、地

山をわずかに傾斜をつけて掘り抜き、先端に煙出ピットをもっていた。支脚位置は中軸線上であり、

高坪が転用されていた。

遺物はカマド周辺から集中して出土した。カマド燃焼部からは支脚として倒立転用された15の高

坪と、その上にのった16の甕が出土した。カマド左脇からは11の鉢が10の鉢内に入れ子になり正立

し、 13の小型甑、 17の甕とともに出土した。 14の甑はカマドから離れ、東壁際の床面上から出土し

たものである。 9の坦の口縁部は内外面とも赤色塗彩が施されている。 10の鉢は外面底部寄りに、

刃物によると思われる擦切痕が見られる。 11の鉢は成形後の外圧により、変形しているが本来は丸

底円筒形である。 12の鉢は胴部と底部に帯状の樹脂塗布部分が見られるが、これは焼成時に生じた

亀裂を補修するためのものである。 2• 3 • 8の坪類は内外の煤の付着状況から、火に掛けて使用

されたと見られる。
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量~ ／ 8 

1 褐灰色（!OYR6/1) 砂質。炭化物粒 ・FAを含む。

2 褐灰色（!OYR6/1) 砂質。多量のFAを含む。

3 黄橙色（!OYRS/6) FA層。

4 褐灰色（!OYR5/1) 砂質。混入物なし。

5 褐灰色（!OYR6/1) 砂層。混入物なし。

6 褐灰色(!OYR6/1) 砂層。少量の炭化物を含む。

7 褐灰色（10YR4/1) 粘士質口少拡の炭化物を含む。

8 褐灰色(!OYR6/1) 粘士質。混入物なし。

9 褐灰色(!OYR6/1) 粘土質。混入物なし。

10 掲灰色(!OYR4/1) 粘土質。黄灰色砂を含む。

l] 褐灰色（!OYR6/1) 砂層。液状化により粗砂をラ

ミナ状に含む。

12 褐灰色（!OYR4/1) 粘士質口i昆入物なし。

13 褐灰色（!OYR5/1) シルト質。多量の炭化物を

含む。

14 灰白色（!OYR7/1) 粘土質。多量の砂を含むロ

15 褐灰色（!OYR5/1) 砂層。少量の炭化物を含む。
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カマド

a 灰白色（IOYR7/]) 粘土質口混入物なし口袖の崩落粘土。

b 褐灰色(IOYR6/!) シルト質。混入物なし。

c 橙色（2.5YR6/6) 焼土層。天井の崩落口

d 褐灰色（IOYR5/]) 砂層。炭化物を含む。

e 褐灰色(IOYR5/l) 砂質。微髯の焼土・炭化物を含む。

f 褐灰色（!OYR5/]) 砂質。炭化物を含む。

g 黒 色 ( IOYR2/]) 灰層。

h 褐灰色(IOYR5/I) 粘土質口炭化物を含む。

゜
カマド
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第340図第112号住居 跡出土遺物 (2)

第112号住居跡出土土器観察表

番号 器種 □ 径 器 高 底 径 胎土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

1 坪 12.0 4.9 RWB A 明赤褐 100 No.10 

2 坪 12.0 4.9 RWB A 赤褐 75 No. 9 火に掛けた痕跡有り

3 坪 12.5 5.4 RWB A 明褐 85 No. 8 火に掛けた痕跡有り

4 坪 12.8 4.9 RB A 明赤褐 65 

5 坪 (11 9) 5.0 RWB A 明赤褐 35 

6 坪 12.3 4.3 RWW'B A 明赤褐 90 

7 坪 (IO. 3) 4.5 RWW'B A 明赤褐 30 

8 大型坪 13.8 6.2 RWB A 鈍赤褐 70 火に掛けた痕跡有り， 坦 (10.2) (6.5) RWW'B A 赤 25 内外面赤彩

10 鉢 14.8 10.2 RWB A 橙 100 No.1 擦切痕有り

11 鉢 10.5 9.9 RWW'B A 明赤褐 95 No. 2 丸底成形時の歪み有り

12 鉢 18.5 9.7 6.4 RWW'B C 明赤褐 50 No.3 亀裂を樹脂補修

13 甑 15.5 9 5 3.7 RWW'B A 橙 100 No. 4 粗製不整形

14 甑 25.1 29 7 8.5 RWW'B A 明黄橙 100 No.11 

15 高 坪 17.9 14 0 12.7 RWW'B A 橙 90 No.12 転用支脚

16 甕 18.0 29.4 6.0 RWW'B A 鈍黄橙 95 No. 6 

17 甕 18 2 27.7 6 3 RWW'B A 浅黄橙 95 No. 5 木葉底
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第113号住居跡

え 4グリッドに位置する。本跡のカマド煙道は第112号住居跡を切っていた。全体は壁の上部が

崩落するものの、比較的整った長方形となっていた。規模は長軸長4.07m、短軸長3.30m、面積約

13.4m¥深さ0.42mで、主軸方向はN-76°-Eである。床面は地山砂層に掘り込まれ、壁溝・貯蔵

穴・柱穴・ピットは確認できなかった。

カマドは東壁に造られ、袖には灰白色粘上が使用されていた。右袖の長さは45cm、燃焼部の幅は

32cmである。煙道の幅21cm、長さ78cm以上である。燃焼部中央には支脚に使用されると見られる礫

が横転していたが本来の位置は不明である。左右両袖の外側には灰層があった。

遺物の出土量は少なかった。 1• 2の坪は床面上から出土したが、 2ば煤の付着状況から火に掛

けて使用されたものと見られる。 5は擦切痕をもつ坪片である。

＼ L ー 冒 ーニ＜

/ -------

C 

B 

~I 

B 
- 2 8 5 0 

B' 

B' 

カマド

a 明赤褐色 (2.5YR5'G) 廃十 天井の崩落

b 里 色(]0¥R2/1） 灰層少砿の獣骨片を含む＾

c I)澤黄渇色 (¥OYR6公） ／ルト問多鉄の地山砂を含む

d 灰白色(JOYR7'I) 粘十質こネ由の崩壊粘十

c 黒 色(JOYR2'J) 灰層多鼠の獣骨片を含む

＜ 

d b 

—-|—~-

言

゜
2m 

l 褐灰色(!OYR6/l) ンルト質 少景の炭化物粒を含む→

2 褐灰色(!O¥R6/l) 砂質 多量の地山砂を含む

3 褐灰色(10¥RS/!) 粘土質C

4 褐灰色(!O¥R・l/1) 粘．十質し

5 褐灰色 (!OYR4/l) 粘．十質多景の炭化物柁を含拉←

6 褐灰色(l(IIR5'l) 粘七質 少景の炭化物粒を含む→

7 褐灰色(1(IIR(i/l) 粘ナ府地山砂混合層

8 褐灰色（10¥R5/11 枯十〖＇凡少俄の炭化物を含む＾
9 褐灰色（10¥’R5/l) 粘士行＾微拭の炭化物を含む

10 褐灰色（10YR5/l) ンルト質少輩の炭化物を含的

11 褐灰色（10YR6,1） 砂質少拡の炭化物を含む

12 褐灰色 (10YR5/l) 砂質少絋び）炭化物を合む

13 褐灰色 (10¥R6/1） 砂質混入物允し C

14 掲灰色(10¥rR5/11 粘七竹褐灰色ンルトをラミナ状に含む

第341図第113号住居跡
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第342図第113号住居跡出土遺物

第113号住居跡出土土器観察表

番号 器種 口径 器 高 底 径 胎 土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

1 坪 11. 9 4.9 Rv¥「W' A 橙 80 床面

2 坪 (12.5) 5.0 WW'B A 橙 40 床面火に掛けた痕跡有り

3 坪 (11. 9) (5.2) RWW'B A 橙 20 

4 坪 (12. 0) (4.4) RWW'B A 橙 25 

5 坪 RWW'B A 橙 破片 擦切痕土器片

6 高 坪 (3.3) (9.9) RWW'B B 灰褐 35 

7 甑 (12.4) 2.2 RWW'B A 赤 80 

8 甕 (14 0) 5.6 WW'B A 暗褐 80 

第114号住居跡

えー 4グリッドに位置する。全体は南壁の東側がいくぶん崩壊してはいたが、おおよそ整った方

形である。規模は長軸長5.29m、短軸長4.98m、面積約22.6m2,深さ0.39mで、主軸方向はN-73°

Eである。床面は地山砂層に掘り込まれ、液状化の影響を受けている。このためかなりの凹凸を

有するほか、中央部が窪んでいた。カマド右側で長径82cm、深さ20cmの貯蔵穴を検出した以外には、

壁溝．柱穴・ピットは確認できなかった。覆土 1層は地山の砂層を主体とするが、中には少量なが

らも FAブロックが包含されていた。

カマドは東壁の中央部に造られる。袖は壁より垂直に垂下し、灰白色粘土が使用されていた。右

袖の長さは84cm、燃焼部の幅は29cmである。煙道は幅21cm、長さ 142cmで、地山をわずかに傾斜をつ

けて掘り抜き、先端に煙出ピットをもっていた。支脚位置は左寄りであり、高坪が転用されていた。

--382-
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言9
1 褐灰色（10YR5!1) 砂質こ多紘の地1上1砂、少誠の炭化物・ FAを含む

2 褐 灰 色(10YR6'!) シルト質こ多量の炭化物を含む．

3 褐 灰 色(!O¥R6!i) 枯士質・多景の炭化物を含む。

4 褐灰色（10YR5!]) 粘土質・多景の炭化物を含む

5 褐灰色（10YR6り） 砂質 多量の地山砂、微趾0)炭化物を含む

6 里 色（10¥R2!]) 床直敷物状炭化物層，．

7 褐灰色（!OYR6!1) 砂層，

8 褐灰色(IOYR6/i)砂質

9 褐灰色 (!OYR6!1) 砂層 少旦の炭化物を含む・

IO 褐 灰 色(10¥R.'!l) 粘上質混入物なしこ

11 1易灰色(!OYRが1) 砂質こ少鼠の地山砂・炭化物粒• I尭＿十粒を含む。

12 褐灰色（10YR6!]) 砂質こ多量の地山砂を含む

13 褐灰色（!OYR5!]) 砂 層 多景の地山砂を含む

14 掲灰色（10¥Rふ］） 砂質＾多景の焼士・炭化物を含む．

15 黒 色(lOYR2il) 灰炭化物居焼＊フロックを含む

16 喝灰色（!OYR6/l) ._.ルト質． 2同と同質たか炭化物か集中

。
翠m

--

貯蔵穴

a 灰白色 (IOYR7/]) 砂府C 少鉱の炭化物を含むコ

b 灰白色 (!OYR7/]) 砂暦。

c 灰白色 (!OYR7/]) 砂恩。

第343図第114号住居跡
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左袖の外側には灰層があった。

遣物はカマド周辺・貯蔵穴周辺・南壁下を中心に出土した。カマド燃焼部からは21の高坪、 25の

鉢、 26• 27の甕が出土した。 21は支脚として倒立転用され、 2点の甕は横並列状態だったが、本来

は27が支脚上にのり、 26が袖と天井に塗り込められていたものと考えられる。 25の鉢は小型だが火

に掛けて使用された痕跡がみとめられる。カマド周辺からは 1• 9 • 16 • 18の坪類と30の甕、 36の

甑が出土した。 30の甕は胴部上半がカマド右脇から、また底部が左袖の付け根から出土している。

口縁部内面に磨滅帯こそ見られないが、その形状から器台に転用されていた可能性が強い。貯蔵穴

内からは19の大型坪が伏せられた状態で出土し、その周辺からは13の短頸壺と 6の甑が見出され

辻 ＜ 

6 

C''  

） 
-----―-・ 

ロ ー ~, I/ ((t]',,) I 1 員攣冒冒 C - 2 8 8 0 C' 

I＼＼ □ 墨鬱

゜゚
; 

＜ ＜ 

旦＿ 2 8 8 0 B
 

カマド

a 橙 色(2.5¥'R6/6) 焼土プロソク。天井からの崩落焼土フロック。

b 褐灰色（!OYR5/1) 砂層。炭化物を含む．火を受けている，天井の崩落。

c 灰白色(!OYR8/!) 灰層コ骨片を含む．

d 黒 色(!OYR2/1) 灰層C

e 黄灰色(2.5YR6/1) 粘土質c 焼土フロックを含むJ

f 黄灰色(2.5YR6/1) 粘土質。粘土と焼土プロックとの混合層。

g 灰白色 (!OYR7/1) 粘土質，i昆入物なし。

h 褐灰色（10YR5/l） ンルト質。焼土プロック・炭化物を含む。

I 灰黄褐色（10YR5/2) 砂質C 天井地山の崩埃3

J 褐灰色（10YR4/1) 砂質し炭化物，焼土プロノクを含む。

k 灰黄褐色 (!OYR6/2) 砂層。混入物なし3

l 橙 色(2.5YR6!6) 焼土フロノク。煙道天井の崩落c

゜
1m 

第344図第114号住居跡カマド
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た。南壁下中央には、外部から流れ込んだ状態で15の大型坪と礫 9点がまとまって出土した。特筆

されるのはこの遺物群で、 15の坪内には樹脂が付着しており、礫 5点には赤色顔料が付着していた

ことである。樹脂の付着は22の高坪にも見られ、カマド左側では顔料ブロックが出土した。さらに、

カマド右側では性格不明の火を受けた粘土塊も出土した。礫の中には顔料製造に用いたと見られる

石皿状及び石杵状のものもあることから、顔料の製造や使用に関係した遺構と考えられる。他の出

土遺物として打撃痕をもつ11の坪片、擦切痕をもつ12の坪片、甕からの転用器台である28の土器が

ある。

第114号住居跡出土土器観察表

番号 器種 口径 器 高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

1 坪 12.4 5.8 RWW'B A 橙 95 Nu 9 

2 坪 (13.0) (5.7) RWW' A 橙 45 カマド

3 坪 (11.6) (4.5) RW A 鈍橙 30 

4 坪 (11.3) (5.2) RWW'BU A 橙 35 

5 坪 12.9 5.5 RW A 鈍橙 90 

6 坪 12.8 5.8 RW A 橙 95 

7 坪 12.3 5.1 RWW' A 橙 90 

8 坪 (12.9) (4.8) RWW' A 橙 40 ， 坪 13.1 5.9 RWW' A 橙 100 No. 2 

10 坪 (11.2) (4.5) RWW'B A 橙 20 

11 坪 (3.3) RW A 淡赤橙 30 打撃痕土器片

12 坪 RB B 橙 破片 擦切痕土器片

13 短頸壺 11.5 8.0 RWW'B A 赤 100 No.13 

14 短頸壺 (12.6) (5.5) RW A 明赤褐 30 No.28 ・カマド

15 大型坪 15.6 7.0 RWW' A 橙 100 Nu 1 内面樹脂付着

16 大型坪 16.0 7.3 RWW' A 橙 100 No.3 

17 大型坪 16.1 7.5 RWW'B A 浅黄橙 95 N叫0

18 大型坪 15.7 6.9 RWW' A 明赤褐 95 No.11 

19 大型坪 16.2 7.8 RWW' A 橙 100 貯蔵穴

20 大型坪 15.3 6.4 RWW' A 明赤褐 100 

21 高 坪 12.2 8.5 10.0 RWW' A 明赤褐 95 No.5 転用支脚

22 吉回 坪 (11.3) 8.6 (8.8) RWW' A 橙 40 内外面樹脂付着

23 高 坪 (7.0) (12.5) RWW'B A 明赤褐 20 

24 鉢 14.6 10.0 4.8 RWW' C 明赤褐 75 カマド右火に掛けた痕跡有り

25 鉢 14.2 9.3 5.6 RWW'B A 橙 95 No.26 火に掛けた痕跡有り

26 甕 17.9 30.3 5.5 RWB A 明赤褐 85 No.4・カマド

27 甕 17.5 28.6 6.3 RWW'B A 浅黄橙 90 No.6 木葉底

28 甕 17.0 (21.4) RWW'B A 鈍橙 80 転用器台

29 甕 18.3 29.8 4.6 RWW'B A 橙 90 カマド

30 甕 19.5 29.8 5.5 RWW'B A 鈍橙 70 No. 6 • 7 • 12 カマド

31 甕 (22.8) (12.6) RWW'B C 橙 45 

32 甕 (18.8) (4.5) RWW'B A 橙 35 

33 ＝ 宮 (21.0) (11.0) RWW' A 鈍橙 20 

34 壺 (18.6) (9.5) RWW'B A 明赤褐 40 No.23 

35 甑 (25.0) 10.0 RWW' A 橙 80 No.15 

36 甑 (22.0) 9.1 RWW'B A 赤 80 No. 7 
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第347図第114号住居跡出土遺物 (3)

第115号住居跡

えー 4グリッドに位置する。西側は調査区外にある。規模は長軸長5.20m、短軸長3.07m、深さ

0.53mで、主軸方向はN-43°-Eである。床面は地山砂層に掘り込まれているため、液状化現象の

影響でプランは歪んでいた。覆土の堆積状況は大きなレンズ状になる10層をのぞいては全体的に乱

れており、人為的な埋め戻しも考えられる。

カマドは遺存状態がきわめて不良であったため、袖などを検出することはできなっかた。わずか

にみとめられた焼土化した部分から推せば、カマドの位置は北東壁中央寄りに想定できるものと思

われる。

遺物の出土は少量だった。 1• 2の坪は比較的残存率が高い。 4は椀の破片だが内面は暗文状に

ヘラガキされ、さらに黒色処理されている。
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！ 褐灰色（!OYR5/1) シルト質C 少量の炭化物粒を含むロ

2 鈍黄橙色（!OYR7/2) 砂質。 FAを斑状に含む。

3 褐灰色（!OYR5/1) 粘土質口微紘のFA粒を含む。

4 褐灰色（!OYR5/1) 粘土質口粗砂粒を含むロ

5 褐灰色（!OYR6/1) 砂質。部分的に粗砂プロックを含むロ

6 褐灰色(!OYR5/1) 粘上質。混入物なし。

7 褐灰色（10YR4/1) 粘土質。多量の炭化物を含むロ

8 褐灰色（10YR5/1) 粘土質口少量の炭化物粒を含む。

9 褐灰色（10YR4/1) 砂質口地山崩壊土層。

10 褐灰色（10YR5/1) 粘士質。多量の砂粒・炭化物を含む。

11 褐灰色（10YR5/1) シルト質。多拡の炭化物を含む。

12 褐灰色（10YR6/1) シルト質。少量の炭化物を含む。

13 褐灰色(!OYR6/1) シルト質。多量の炭化物粒を含む。

14 褐灰色（10YR6/1) 砂層口液状化による地山砂混合層。

第348図第115号住居跡

第115号住居跡出土土器観察表

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

1 坪 12.2 5.1 RWW' A 橙 80 

2 坪 12.6 4.8 RWW'B A 橙 100 

3 坪 (13.0) 4.7 RWW'B A 橙 30 

4 椀 W'B A 鈍橙 破片 内面黒色処理

5 甑 19.4 24.9 9.4 RWW'BH A 橙 75 
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第349図第115号住居跡出土遺物

第116号住居跡

ぇ＿ 3グリッドに位置する。全体は長方形を基本とするが、北壁がやや長いために台形気味となっ

ていた。規模は長軸長4.45m、短軸長3.60m、面積約16m＼深さ0.46mで、主軸方向はN-77°-E

である。床面は地山砂層に掘り込まれており、おおよそは平坦であるものの、東から西へかなりの

傾斜を有していた。壁溝・貯蔵穴．柱穴・ピットは確認できなかった。

カマドは東壁に造られ、袖には灰白色粘土が使用されていた、左袖の長さは75cm、燃焼部の幅は

25cmである。火床面はおおよそ平坦で、灰の堆積はあまり発達していない。煙道は幅36cm、長さ116

三

｀ 

ニ
ニ4

゜
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第350図第116号住居跡出土遺物

第116号住居跡出土土器観察表

番号 器種 口径 器高 底 径 胎土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

1 坪 (12. 7) 5.2 RWW'B A 明赤褐 45 カマド

2 坪 12.4 4.8 RWB A 明赤褐 50 

3 坪 (12.2) (4.3) RWB A 橙 20 

4 高 坪 (4.2) 9.1 RWB A 橙 100 床面

5 局• 坪 16.4 13.0 11.9 RWB A 明赤褐 70 カマド
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cmで、傾斜をつけて掘り抜かれていた。

遺物の出土は少量だった。 1の坪と 5の高坪がカマド内から出土し、高坪は転用支脚の可能性も

考えられるが、位置等は不明だった。少量の土器に対して、住居中央寄りの床面上から竪櫛のムネ

部が出土したことが特筆される。第45号住居跡と同様にリン酸・カルシウムの抽出分析を実施した

が、骨などの遺存反応はみとめられなかった。
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土レペル

カマド

a 褐灰色(!OYR6/1) シルト質。天井の崩落ロ

b 黄灰色(2.5YR6/1)粘土質口炭化物を含む口天井の崩落C

c 明赤褐色(2.5YR5/8)焼土プロック カマド内壁の崩落s

d 黒 色（!OYR2/1) 灰層。

e 褐灰色(2.5YR5/1)砂質。多駄の炭化物を含むc

f 黒 色（10YR2/1) 砂層c 煤を吸着している。

g 灰黄掲色（!OYR6/2) 砂質。地山砂の崩壊流入。

h 褐灰色(!OYR6/1) シルト質。多量の炭化物を含むc

i 灰黄褐色(!OYR6/2) 砂層。煙道天井の崩落。

j 褐灰色(!OYR6/1) 砂質。地山砂を含むc

瓢
C 
ー 2880 一‘

疇量

゜
2m 

［ 褐灰色（10YR6/1) 砂質c 少量の炭化物、多最の地山砂を含む。

2 褐灰色(IOYRS/1) シルト質。少量の炭化物、多鉱の地山砂を含む。

3 灰褐色(lOYRS/1) 粘土質。多量の地山砂を含む。

4 褐灰色（10¥'R6/1) シルト質。少量の炭化物を含むC9

5 褐灰色(10YR6/1) 粘士質。粘士と砂の混合層。

6 褐灰色（lOYRS/1) 粘士質。灰黄掲色粘土プロックを含む。

7 灰黄褐色（lOYRS/2) 砂層。混入物なし。

8 褐灰色(lOYRS/1) 粘土質。地山砂混合層。

9 褐灰色(IOYR6/1) 砂質。多量の炭化物を含む。

10 褐灰色(10YR6/1) シルト質微量の炭化物を含むロ

11 灰 色（10YR6/1) 砂層混合物なし。

12 灰 色（10YR6/1) 粘士質。多且の砂・炭化物を含む。

13 黄灰色(10YR6/1) シルト質。少蘊の炭化物、多量の粘土粒を含む。

14 褐灰色(lOYRS/1) 粘土質。少量の炭化物、多鉱の粘土塊を含む。

15 褐灰色(10YR4/1) 粘土質。多量の砂粒を含む。

16 褐灰色（lOYRS/1) 砂層口i昆入物なし。

第351図 第116号住居跡
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第117号住居跡

え 3グリッドに位置する。東隅部分は調査前に設定した、排水用の側溝によって破壊してしまっ

た。全体はほぼ方形となっているが、各壁の崩壊は著しく、上面のラインは大きく乱れていた。規

模は長軸長4.08m、短軸長3.88m、面積約15.Sm¥深さ0.30mで、主軸方向はN-43°-Wである。

床面は地山砂層に掘り込まれていたため、液状化現象の影響を受け、起伏・凹凸の激しいものとなっ

ていた。したがって、壁溝・貯蔵穴・柱穴・ピットは確認することができなかった。なお、地震に

よる噴砂ではないが、覆土は地山からの砂層が主体的で、 2• 3層には多量の FA粒やブロックが

／
 

¥
―
 

＜
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1 褐灰色(!OYR6i!) /ルト質 少景の炭化物粒を含むコ

2 褐仄色（!OYRも 1) 砂質少量の炭化物、多址のFA粒を含む

3 褐灰色（10YR6i!) 砂居，．少量の炭化物、多趾の FAプロノクを含む、9

4 褐灰色（10¥'R6/1) 粘上質。少景の炭化物 •FA を含む，
5 掲灰色（10YR6/1) 砂屈，混入物なし

6 褐灰色（10¥R6J1) 砂屈。少景の焼士拉を含む

7 坦 色（10YR2'11 炭化物洒"

8 褐灰色(!OYR6/1) 砂層混入物なし。

9 褐灰色(10¥R6,1I FA屈

10 喝灰色（10¥'R6,1) ノルト質混入物なし

11 褐灰色（10¥R6/l) 砂居炭化物を含む地山砂崩壊困C~

カマド

a 褐灰色（10¥R6!'1） 砂層 m 多歴O)FA ・炭化物を含む．

b 渇灰色（10¥Rし1） 砂層多歯0)炭化物を含む，

c 褐灰色（10YR1/l) 砂陪 多拭の炭化物・焼土を含むm

d 灰黄褐色(lOYR5/2) 砂恩。多址の焼土粒・多量の FA含む9』

e 黒 色（10¥"R2/l) 炭化物屈。 1尭土フロックを含む

f 褐灰色(10YR6/1) 砂質焼士プロノクを含む

g 灰 色（10¥l(6/1) 砂質地山砂の崩落、＾

第352図第117号住居跡
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第353図第117号住居跡出土遣物

第117号住居跡出土土器観察表

番号 器種 口径 器 高 底径 胎土 焼成 色調 残存 出土位置。その他

1 坪 12.1 5.2 RWB A 明赤褐 80 

2 坪 13.0 5.6 RWW'B A 橙 55 

3 坪 (12.6) 4.9 RWW'B A 橙 40 

4 坪 12.4 5.1 RWW'B A 橙 55 

5 坪 12.0 4.9 RWW'B A 橙 75 

6 坪 (10.6) (5.0) RWB A 橙 25 

7 高 坪 (5.5) 10.4 RWB A 橙 80 転用支脚の可能性有り

8 大 型坪 15.0 6.5 RWW'B A 橙 55 ， 大型坪 15 0 7.0 RWW'B A 橙 55 

10 小型 甕 15.8 (10.5) RWW' A 黄橙 85 

含まれていた。

カマドは北西壁の中央部に造られていたが、やはり液状化により右袖しか検出することができな

かった。袖には灰白色粘土が使用されており、長さは32cmである。火床面はおおよそ平坦ではある

が、灰の堆積は観察することができなかった。煙道についても壁の崩壊が大きく、これを検出する

にはいたらなかった。

遺物の出上は少量で、しかもすべて覆上中から見いだされた。このうち、 7の高坪脚部は器表に

付着した粘上が火熱を受け、これが焼土化している。このことから見て、カマドの支脚に転用され

ていた可能性が考えられる。
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第118号住居跡

うー 3グリッドに位置する。南東壁の一部は、調査前に掘削した排水ポンプの設置坑によって破

壊してしまった。規模は長軸長5.15m、短軸長4.91m、面積約25.3mべ深さ0.51mで、主軸方向は

N-28°-Eである。床面は地山砂層に掘り込まれていたため、液状化現象によって著しく乱されて

おり、凹凸がかなり激しい上、北から南への傾斜も大きくなっていた。壁の崩壊も同様で、立ち上

がりは緩く、平面形も歪みが生じていた。したがって、壁溝・貯蔵穴・柱穴・ピットは確認するこ

とができなかった。覆土の堆積状況は液状化の分を差し引いても複雑で、大きく 3段階の堆積がみ

とめられた。第 1段階は図示したB-B'断面の両端にみられる三角堆積である。これらは自然堆積

を示すもので、混入物の少ない粘土質・砂質土壌である。第 2段階はこれらの土層を切り込む、 17

層を中心とする炭化物を多量に含む層である。一旦埋没しかけた第 1段階の住居を少し掘り返し、

そこに土器等を投棄しているように見受けられた。第 3段階は 1• 6層を中心とする、上層のFA

ブロックを含む層である。これも第 2段階と同じく自然堆積ではなく、人為的な埋め戻し層と見ら

れる。

カマドは北東壁の中央に造られる。袖には灰白色粘土が使用され、壁より垂直•平行に垂下して

、V y
 

◎ 

。< 

B 
- 2 8, 8 0 

B' 

く・

カマド

a 黒褐色(lOYR2/2) 砂層。多巖の炭化物・焼土を含む。

b 灰黄褐（10YR6/2) 砂層。微最の炭化物を含むロ

c 灰色(5YR5/l) 砂層。混入物なし。

d 褐灰色(lOYR5/l) 砂層。多墓の炭化物を含むロ

e 黄灰色(2.5YR6/6) 砂層口地山砂の崩壊口

f 褐灰色（IOYR5/l) シルト質。黄灰色砂を斑状に含む。

g 褐灰色(10YR4/l) 砂層口多量の炭化物・焼土を含む。

h 黄灰色(2.5YR6/l) 砂層。地山砂の崩壊。

i 褐灰色(lOYR6/l) 砂層。混入物なしロ

j 褐灰色（lOYRl/4) 砂層口多且の炭化物を含むロ

k 黄灰色(2.5YR6/l) 砂層c 地山砂の崩壊。

l 黄灰色(2.5YR6/l) 砂層。多量の炭化物を含む。

m 黒褐色（10YR3/l) 粘士質。混入物なし。

n 黄灰色 (2.5YR6/l) 灰層。多翼の炭化物を含むロ

o 橙 色(2.5YR6/6) 焼土質口崩捩焼士。

p 灰黒色（10YR2/l) 灰層口

q 黄灰色 (2.5YR6/l)砂層口粗砂。

゜| | m
 

ー

ゴ
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1 褐灰色（!OYR6/1) 砂質。少量の炭化物粒 •FAを含むこ
2 褐灰色（!OYR6/1) 砂質。多量のFAを含む。

3 褐灰色（!OYR6/1) 砂質。 FAと炭化物との混合層口

4 黒掲色（!0YR3/1) 炭化物層C FAを含む。

5 褐灰色（!0YR5/1) 砂質。多量の炭化物、少量のFAを含むロ

6 褐灰色（!OYR6/1) 砂質, FAプロックを斑状に含む

7 淡赤褐色(2.5YR7 /3) FA層。

8 黄 灰 色(2.5YR6/1) 砂質口微量の炭化物を含む。

9 褐灰色(!OYR5/1) 砂質口多量の炭化物を含む。

10 橙 色(2.5YR6/6) 焼上層

11 黒 色（!OYR2/1) 炭化物層。

12 褐灰色（!OYR4/1) 砂層。多量に炭化物を含む。

13 褐灰色（!0YR6/1) 砂質。混入物なし。

14 褐灰色（!OYR6/1) 砂質。少量の炭化物を含む。

15 褐灰色（!OYR5/1) 砂質口多葦の炭化物を含む。

16 掲灰色(!OYR5/1) 砂層。多晨の炭化物を含む。

17 褐灰色(!OYR6/1) 砂層口多蘊の炭化物を含む。

18 褐灰色(!OYR5/1) 砂質。多蘊の炭化物を含む。

19 黄灰色(!OYR6/1) 砂層。微蘊の炭化物を含むC 地山砂混合層。

20 褐灰色(!OYR5/1) 砂質。 22層に似るが，少蘊の炭化物を含む。

21 褐灰色(!OYR6/1) 多駄の炭化物を含む。

22 褐灰色（!OYR5/1) 多蘊のFA・ 炭化物を含むロ

23 褐灰色(lOYR6/l) 少量の炭化物、多量のF Aを含む。

24 褐灰色（10YR5/l) 少嶽のFA、多量の炭化物を含む。

25 黄灰色（10YR6/l) 砂層口微量の炭化物を含むロ

26 褐灰色（10YR6/l) 砂層。多量の炭化物を含む，

27 黒褐色（!OYR2/2) 粘士質。焼土。

28 褐灰色(lOYR6/1) シルト質。少駄の炭化物を含むロ

29 褐灰色（!OYR6/l) 砂質。混入物なしロ

30 褐灰色(10YR6/l) 砂層口少量の炭化物粒を含むC

31 褐灰色（10YR6/l) シルト質。少輩の炭化物粒を含む。

32 褐灰色（10YR6/l) 砂質。混入物なし。

33 褐灰色（10YR6/l) シルト質混入物なし。

34 褐灰色(10YR6/l) 砂質。混入物なしC

35 褐灰色(10YR6/l) 砂層口地山砂崩壊層口

36 褐灰色（10YR6/l) 砂質。少量の炭化物を含むロ

37 褐灰色（10YR6/l) 砂層c 混入物なしC

38 褐灰色（10YR6/l) 砂層。少蘊の炭化物を含む。

39 褐灰色(10YR4/l) 砂。多量の炭化物を含む。

40 褐灰色（10YR4/l) 砂口多量の炭化物を含むn

41 褐灰色（10YR4/l) 砂層。多量のFAを含むロ

42 褐灰色(10YR4/l) FA層炭化物・砂 •FAの混合層。

43 褐灰色（!OYR6/l) 砂質。混入物なし。

第355図 第118号住居跡
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第359図第118号住居跡出土遺物 (4)

いた。左袖の長さは75cmで、燃焼部の幅は30cmである。火床面は平坦で、奥壁寄りには灰の堆積が

みとめられた。煙道は幅16cm、長さ37cm以上である。検出分はわずかではあるが、底面は緩やかに

立ち上がっていた。なお、カマド燃焼部の中央からは土製支脚が出土しているが、上に乗る土器と

ともに取り上げてしまったため、位置を記録することができなかった。左袖の外側には広く灰層が

散布していた。

遺物はカマド部分を中心に多量に出土した。床面の液状化現象による攪乱のため、カマド燃焼部

内と他の一部の土器をのぞいては、その位置が床面上か否かの判断がむずかしい。燃焼部内からは

44の甕、焚口部前面から右袖脇にかけては29の壺、 8• 15の坪が出土した。この 2点の坪は内面に

樹脂が付着している。また東隅からは20の蓋形土器がつまみを床面に向けて出土した。径の大きな

有稜坪に断面四角形の粘土紐を丁寧に貼り付けている。この蓋に対応する土器は見いだされなかっ

た。このほかは概ね覆土中に含まれていたものと見られる。坪類は口縁を上に向けて出土した。 17

の坪は部分的な破片であるが、体部内面に放射状の線刻文を有する。 18の小型坪は体部内面に放射

状の暗文をもつほか、口辺部の内外面をヘラミガキしている。 19の坪は底部を焼成後に穿孔してい

る。 31も穿孔された壺底部である。 32は擦切痕のある壺破片である。 33は椀形のミニチュア土器で

あるが、内面は黒色処理が施されている。 37の小型甕は口縁部が短く直立ぎみで、胴部下位に最大

径をもつ特徴的な形態である。上記のほかに、土錘や擦痕を有する滑石の剥片、敲石、磨石などの

出土があった。
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第118号住居跡出土土器観察表

番号 器種 口径 器高 底 径 胎 土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

1 坪 12 7 5 3 RWW'B A 鈍橙 100 No.12 

2 坪 12 2 5 5 RWW'B A 明赤褐 100 No.13 

3 坪 11.3 5 0 RWW'B C 赤灰 50 一部樹脂付着

4 坪 11. 5 4.6 RWB A 赤 80 

5 坪 (12. 0) (5.1) RWW'B A 赤 40 

6 坪 11 6 5.6 RWW'B A 橙 90 

7 坪 12.6 5.0 RWW'B A 鈍赤褐 50 

8 坪 12.3 5.7 RWW'B A 赤黒 90 No.25 内面樹脂付着， 坪 12 8 6.3 RWW'B A 鈍赤褐 100 No.1 

10 坪 11. 4 5 6 RWW'B A 赤褐 100 No. 2 

11 坪 11.6 (5.6) RWW'B B 暗赤褐 60 

12 坪 13.0 5.3 RWW'B A 黒褐 100 No.17 

13 坪 13 5 6.0 RWW'B A 橙 90 No. 4 

14 坪 12 8 6.0 RWW'B A 鈍赤褐 75 

15 坪 13.1 5.8 WW'B A 暗赤褐 90 No.23 内面樹脂付着

16 大型坪 (16.4) (6.9) RWW'B A 暗赤褐 30 

17 坪 (2.9) RWW'B A 鈍赤褐 20 内面放射状線刻文

18 坪 9.7 4.7 RWW'B A 赤褐 100 No. 3 ヘラミガキ 内面暗文風

19 坪 10.2 5.4 RWW'B A 赤 80 No. 5 穿孔土器

20 蓋 6 8 19.3 W'B A 明赤褐 80 No.18 輪状つまみ付

21 高 坪 (2.5) 10.0 RWW'B A 明赤褐 60 

22 高 坪 (4.5) 9.6 WB A 赤褐 70 

23 高 坪 (8.4) RWW'B A 赤 90 No14 

24 用 (9.5) RWB A 赤 70 

25 支 脚 16 1 6.1 RWB A 赤 100 カマド

26 短頸壺 12.6 12.0 RWW'B A 赤褐 70 

27 誼= 13.1 11.0 4.4 RWE A 赤褐 70 

28 宜て士工` 9.4 9.0 4.1 WW'B A 暗灰黄 90 No. 6 

29 症士 19.3 25.3 5.3 RWW'B A 赤 80 No.21 • 22 • 24 • 26 

30 士宮 22 4 (10 5) RWW'B A 橙 70 

31 壺 (4 9) WW'B A 赤褐 50 穿孔土器擦切痕有り

32 罪士 RWB B 橙 破片 擦切痕土器片

33 ミニチュア (3.8) WW'B A 明赤褐 30 椀形内面黒色処理

34 甑 20.5 15.7 3.1 RWW'B A 赤 60 

35 甑 (21.2) 7.3 RWW'B A 赤褐 70 

36 甑 25.0 25.3 9.5 RWW'B A 橙 80 No. 7。8

37 小型甕 (10.0) 13 5 5.6 RWW'B A 褐灰 40 

38 小型 甕 (5 7) 5.5 RWW'B A 赤 70 

39 甕 18.4 25.0 6.8 RWW'B A 黒褐 60 

40 甕 15 4 (14. 5) RWW'B A 暗赤褐 60 器面調整粗雑

41 甕 (13.0) 6.0 WW'B A 暗赤褐 60 No.11 

42 甕 16 7 (22.4) RWW'B A 鈍赤褐 60 

43 痺年 18 3 (21 4) RWB A 褐灰 80 No.10 

44 甕 19.4 31 2 5.5 RWW'B A 赤灰 80 NoJ9 

45 甕 18.1 29.8 5.5 RWW'B A 鈍赤褐 90 カマド‘
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第119号住居跡

えー 2グリッドに位置する。北隅を第17号土塙によって破壊されていた。規模は長軸長4.Slm、

短軸長4.52m、深さ0.32mで、主軸方向はN-36°-Wである。床面は地山砂層に掘り込まれている

ため、液化現象の影響を受けて壁面・床面とも乱されていた。壁溝・貯蔵穴，柱穴・ピットは確認
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三
］ 褐灰色（10YR4/l) 粘土質多量の炭化物を含む．

2 褐灰色（10YR5/J) 粘七質微是の炭化物を含む．

3 灰黄褐色 (!OYR5/2) 粘士質斑状の灰白色士・土器を含むコ

4 灰黄掲色（!OYR6/2) 粘土質 斑状の灰臼色士を含む＾

カマド

a 灰黄褐色（10YR6/2) 粘土質．・ト面か焼土化 天井部の崩落

b 褐灰色（10¥'R5/1） 灰層微凪の炭化物・焼土を含む。

c 灰黄褐色（!OYR5/l) 粘土質 燃焼部に貼った粘七，

d 純黄橙色（!OYR7/2) 粘土質 支脚を固定十ろ粘土フロノク

e 褐灰色（!OYR5/l) 砂質9』

f 里褐色（!0YR3/!) 砂質。

g 褐灰色（10YR6/l) 粘士質多景の焼土フロノクを含む。天井・袖の崩落＾

0 2m 

f --+- -

第360図第119号住居跡
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第361図第119号住居跡出土遺物

第119号住居跡出土土器観察表

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

1 高 坪 16.6 15.3 11.5 WW'B A 明赤褐 80 No. I 転用支脚

2 高 坪 17.5 (6.5) WW'B A 赤褐 100 カマド

3 吉回 坪 18.4 (6.5) RWW'B A 鈍赤褐 50 カマド

4 高 坪 (1.8) W'B B 明赤褐 20 

5 坪 14.8 5.1 RWW'B A 灰褐 100 ヘラミガキ

6 鉢 11.1 6.0 4.5 RWW'B A 赤 90 No.2 平底

できなかった。

カマドは北西壁に造られ、袖には灰白色粘土が使用されていた。左袖の長さは58cm、燃焼部の幅

は41cmである。煙道は幅29cm、長さ56cm以上で、傾斜をつけて掘られていた。支脚位置は左寄りで

あり、高坪が転用されていた。

遺物はカマド周辺から出土した。 1は支脚に倒立転用されていた高坪である。 6はカマド左脇か

ら出土した鉢で平底を呈する。ほかにカマド内からは別個体の高坪2• 3が出土した。 4は有段の

脚裾部である。

第120号住居跡

うー 2グリッドに位置する。規模は長軸長4.62m、短軸長4.37m、面積約20.2mべ深さ0.50mで、

主軸方向はN-113°-Wである。床面は地山砂層に掘り込まれているため、液状化現象による攪乱に

よって遺存状況は良くない。壁面も崩壊が著しく、立ち上がりはかなり緩やかなものとなっていた。

床面からはカマド左側で径83cm、深さ25cmの貯蔵穴を検出したにとどまり、壁溝・柱穴・ピットは

確認できなかった。覆土は10層中に FAブロックが包含されていた。なお、東隅の床には炭化した

上屋材が広がっていた。

カマドは南西壁の南寄りに造られ、袖には灰白色粘土が使用されていた、右袖の長さは82cm、燃

焼部の幅は43cmである。火床面はおおよそ平坦で、灰の堆積が観察された。煙道は幅21cm、長さ 151

cmである。地山を水平に掘り抜き、先端に煙出ピットをもつ。支脚位置は中軸線上であり、高坪が

転用されていた。
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1 褐灰色（10¥'l!6'1) 枯•1生可生微量の炭化物拉・赤掲色鉄斑を含む

2 掲灰色(i0¥R51） 失が生j引微景の炭化物拉，赤喝色鉄斑を含む

3 褐灰色（10¥ll(i,1) 枯性強 微景り）炭化物杜，赤褐色鉄粒を含む

4 渇庚色(10YR5'1) 祐性強 少屋の炭化物拉・赤掲色鉄斑を会む

5 渇「天色 (111¥'R6'1) lが生強 微址0)炭化物粒を含む

6 褐庚色(1()¥R61） 枯付強微拭の赤掲色鉄斑を含む

7 喝 I火色(JO¥'R5il) ォ占性強 微誠の1尭土フロ；クを含じ

8 褐 I火色（ 10\•R6 1) 枯性弓弓 微拡の炭化材を含む

9 掲灰色(l0¥R6,、1) 粘性月ゑ微誠の赤褐色鉄斑を含む

10 褐仄色(]0¥R4{l） 中が生強 微景の F A微位・赤掲色鉄斑を含む。

11 掲灰色(10¥'RG,l) 枯性強少景の炭化物フロノクを含む

12 渇灰色(l0¥R69]) 粘性強 多品の赤褐色鉄斑、微景の1足化物粒を含むc

]3 褐灰色(l0¥R6,'l） 砂質微蟄の赤褐色鉄斑を含む『

14 灰黄褐色 (10¥R6/2) 砂質 少絋の赤掲色鉄斑を含む。

15 灰黄渇色 (10¥RG.'2) 砂質し混入物だし

l6 庚黄褐色 (]0¥R62） 砂質ご，昆入物なしJ

第362図第120号住居跡
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カマド

d 褐灰色(]0¥R5,1） 枯性強＿微量の赤掲色鉄拉を含む＿

b 褐 灰 色(!OrR6/J) 粘性強 少量の赤喝色鉄粒、微最の炭化物フロノクを含

む

c 褐 灰 色(10¥R6']) 粘性強し微漿の赤褐色粒子を含む

d 灰黄褐色(JOYR6/]) 粘性強 少腿の焼上粒を含む

e 仄黄褐色(]0¥RS2) 粘性弱 多乱の焼土的・鉄分拉を含む

i 里褐色(]1)¥'R3']) 炭化物層 2 多址0)灰・焼＿1フロノクを含む

g 褐灰色IJO¥'R6/J) 粘性弱微鉱の焼土フロノク・鉄分粒を含む．

h 褐灰色(10¥R6/]) 粘1生豹 多景の焼土フロック、微景の赤褐色粒を含む

l 褐仄色(10¥R5/l) 粘性強 多拡の浣土粒、微拡の灰を含む．

］ 褐灰色(!OYR5/ll 粘性強，，微絋の焼J_プロノクを含む。

k 橙 色(2,5¥'RG/6) 枯性弱，多量の焼上フロノク・灰黄褐色上を含む 大井

の崩落•.

1 黒褐色（101'R3/2) 炭化物同 多昼の灰・焼土フロソクを含む

m 純橙色(75¥’R6{4）未占性強 焚き口に貼った粘土→

n 褐灰色(!OYR5/l) 粘性強，微址の赤褐色鉄粒．灰白色粘土粒を含む，

o 黒褐色（!OYR3/1) 枯性強，多址0)炭化物、微景の灰臼色粘土粒を含む

第363図第120号住居跡カマド

遺物はカマド周辺、および貯蔵穴周辺を中心に出上した。カマド燃焼部からは23の大型坪、 26の

高坪、 28の壺底部、 37・38の甕が出土した。 26は支脚として倒立転用され、その上に37の甕がのり、

焚き口寄りからは38の甕が出土した。 23は鉢の用途でカマドに掛けられ、 28の壺底部は転用された

単独の浅鉢で、燃焼部上面の中央に伏せられていた。カマド左脇には数点の土器がセットとして重

ねられて出土した。 32の壺からの転用器台の上には39の小型甕、さらに35の小型甑がのり、その傍

らには14の坪の上にのった27の小型壺が置かれていた。貯蔵穴内には34の甑が落込み、 3• 6 • 21 
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第366図第120号住居跡出土遺物 (3)

37 

扉、 30• 33の壺、 36の甕が穴内に向けて傾斜していた。そのほか、平面図中の 1・ 2以外の遺物

は床面上の出土である。 20は体部内面に放射状の暗文をもつ。 22は内外面とも黒色処理されている

が、還元化され器肉は灰白色で胎土中に角閃石が目立つ。 30の壺は口縁部を欠き、一部に頸部の屈

曲を残すものの、無頸状態で使用されていたと見られる。 31は壺の底部であるが、内面に樹脂の浸

透がみとめられることから、パレットとして使用されたものと考えられる。 32・ 33は壺からの転用
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第120号住居跡出土土器観察表

番号 器種 口径 器高 底 径 胎 土 焼成 色調 残存 出土位置。その他

1 坪 12.1 4.9 RWB A 橙 100 No. 3 

2 坪 12.7 5.2 WW'B A 赤 90 No. 4 
J ， 坪 11 2 4.8 RWB A 暗赤褐 100 No. 6 

4 坪 12 4 4.9 RWW'B A 暗赤褐 95 No. 9 

5 坪 11.8 4.6 RWW'B A 明赤褐 100 No.10 

6 坪 12 3 5.2 RWB A 赤 100 No13 

7 坪 12 0 4 5 WW'B A 暗赤 80 No17 

8 坪 11 9 4.8 RWW'B A 明赤褐 100 No22 ， 坪 12.5 4.7 RWW'B A 橙 70 No.23 

10 坪 11 8 4.9 RWW'B A 橙 100 No.30 

11 坪 12 0 4.9 RWW'B A 橙 100 No31 

12 坪 11 8 4.6 RWB A 赤 70 No.32 • 36 

13 坪 12.4 5.0 RWW'B A 赤 95 No.33 • 34 

14 坪 12 0 5 1 RWW'B A 橙 60 No.35 

15 坪 12 2 5 1 RWW'B A 鈍赤褐 100 No38 

16 坪 12.1 5.0 RWB A 赤 80 

17 坪 (13 9) 4.6 RWW'B A 橙 40 

18 坪 11 8 4 4 WW'B A 暗赤 80 

19 坪 12 8 5 0 RB A 暗赤 90 

20 坪 10.0 4.7 RWW'B A 鈍赤褐 100 No. 2 内面暗文

21 坪 11.0 4.3 RWW'B A 橙 100 No. 7 

22 坪 11 5 4.6 WE  C 灰白 100 No.11内外面黒色処理還元焙焼成

23 大型坪 16 0 8.5 WW'B B 暗赤褐 100 No.19 火に掛けた痕跡有り

24 大型坪 14.7 6.7 RWW'B A 赤 100 No.IS 

25 短頸壺 12.3 6.1 W'B A 明赤褐 95 No. 1 

26 高 坪 13.6 6.9 8.2 RWW'B A 赤 80 No.24 転用支脚

27 立手 12.4 11.5 5.1 WW'B A 橙 95 No.15 

28 宜手 (4.1) 6.5 WB  A 鈍赤褐 100 No.16 転用鉢

29 壺 (26.3) (6.0) RWW'B A 鈍赤褐 30 

30 壺 (17. 7) 5.8 RWW'B A 灰褐 80 No.12 

31 宜士 (9.5) (6.4) WW'B A 鈍赤褐 40 No.29 内面に梅脂浸透

32 匹上 20.3 (18.0) RWW'B A 赤 100 No.27転用器台坪焼成痕2か所

33 士四 19.4 (17. 0) RWW'B A 暗赤褐 70 No. 5 転用器台

34 甑 25.0 27.1 7 6 RWW'B A 赤褐 95 No. 8 

35 帳 18.1 12.9 5.6 RWW'B A 明赤褐 100 No.25 

36 甕 18.6 33.0 6.2 WW'B A 赤灰 90 No.14 

37 甕 18 6 31.0 5 3 RWW'B A 鈍橙 90 No.20 

38 甕 16.8 32.0 7 2 RWW'B A 鈍赤褐 90 No.21 

39 小型甕 14 1 16.8 5.5 RWW'B A 橙 90 No26 木葉底

器台である。 32は焼成時に坪の口縁部が接していた痕跡が色違いとなって 2か所みとめられる。 38

の甕は胎上中に白色砂粒が目立ち、頸部の屈曲が弱く胴部もあまり張らない。さらに底径が大きい

などの特徴が看取され、他地域で製作、その後に搬入された可能性がある。上器以外では南東壁下

中央から出土した安山岩礫には刃物の擦切痕が多数見られた。また覆土上層中からは獣骨片が 1点

出土した。
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第121号住居跡

うー 2グリッドに位置する。規模は長軸長5.85m、短軸長5.34m、深さ0.33mで、主軸方向はN

123°-Wである。床面は地山砂層中に掘り込まれていたため、液状化現象によって大きく攪乱され

ていた。カマド左側で径82cm、深さ59cmの変形された貯蔵穴を検出し、東隅でも径58cm、深さ55cm

のピットを検出した。

カマドは南西壁の南寄りに造られ、袖には灰白色粘土が使用され、両袖の先端には甕が倒立使用

第121号住居跡出土土器観察表

番号 器種 ロ径 器 高 底 径 胎 土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

1 坪 11 5 4.5 RWW'B A 赤 80 No. 5 

2 坪 11. 9 4.8 WW'B A 赤 90 

3 坪 (12.8) (5 2) RWW'B A 橙 30 体部内面に線刻文

4 坪 (11 6) 4.9 RWW'B A 赤 30 

5 坪 (12.5) (5.0) RWW'B A 明赤褐 30 

6 坪 (3.1) RW' A 灰褐 20 

7 坪 RW A 橙 破片 比企型坪片

8 坪 (12.0) 4.2 RWW'B A 明赤褐 40 ， 大型坪 (15.2) (6.2) R"「W'B A 赤 20 

10 高 坪 (17 0) (4.5) RWW'B A 橙 25 

11 高 坪 (8.1) WB A 鈍赤 70 

12 高 坪 (12.3) 10.0 (9.6) WB A 赤 40 

13 高 坪 (4.8) 9.0 RWW'B B 鈍橙 70 

14 高 坪 12.1 8.5 9.4 WW'B A 暗赤 80 No. 7 転用支脚

15 用 (9.6) (4.0) WW'B A 鈍赤褐 20 

16 甑 16.9 12.7 4.9 RWW'B A 赤 100 No. 2 体部外面上半煤付着

17 甑 19.7 20.5 6.9 RWB A 暗赤褐 95 No.1 把手付粗製

18 寵 24 5 29.4 7.2 WW'B A 褐灰 90 No. 9 

19 鉢 22.5 14.4 WW'BH A 暗赤 50 

20 鉢 12.5 10.1 3.2 RWW'B A 赤 90 No.10 

21 竺= 18.1 (14.0) RWW'B A 鈍橙 50 カマド 外面ヘラミガキ

22 g て 20 0 (9.2) WB A 赤 50 胴部外面ヘラミガキ

23 ・竺ギ 19.0 31 1 6 3 W'B A 暗赤褐 70 

24 竺上 (7 4) 6,4 WW'B A 赤黒 70 

25 缶罪 (11 0) 7.5 WW'B A 暗赤灰 70 

26 小型甕 15.3 15.4 5 2 RWW'B A 暗赤褐 60 

27 小型 甕 14.1 (13. O) WW'BH A 赤 70 

28 甕 (11.0) 6.5 RW'B C 暗赤灰 70 

29 甕 19.0 33 0 7 5 RWW'B A 暗赤 90 No.12 

30 甕 18.1 32.2 5 9 RVi「W'B A 暗赤褐 95 No. 8 木葉底

31 甕 16.0 28 2 7 0 W'B A 暗赤褐 70 

32 甕 17.3 31 5 6.4 WW'B A 灰赤 100 No.13 カマド

33 甕 17.4 29.7 5.1 WB A 赤灰 60 No. 3 • 4 

34 甕 19 4 (14.3) RWW'B A 暗赤褐 85 No.11 転用器台

35 甕 (16. 5) (13.2) WW'B A 暗赤褐 30 No. 6 カマド

36 甕 17 9 (11.0) RWW' A 赤 50 

37 甕 14.5 02.0) WW'B C 暗赤灰 60 カマド

38 甕 (18.6) (29.2) WW'B A 灰褐 40 

39 甕 (17.3) (15.0) WW'B A 鈍橙 20 胴部外面ハケメ
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1 褐灰色（10YR6/l) 砂層，混入物なしし

2 褐灰色（10YR6/l) 粘土質c 混入物なしご

3 褐灰色,10YR6/ll シルト質微量の炭化物・焼土粒を含む＂

4 黄灰色（10YR6/l) シルト質敷物状炭化物を含む

5 褐灰色（10YR5/l) シルト質多量の炭化物を含む—
6 褐灰色（10YR5/l) シルト質，炭化物を含む：

7 黄褐色（!OYR5/4) 砂層'i夜状化による地山砂混合層←

8 灰白色（10YR7/ll シルト質。斑状の褐灰色土を含むm

9 黄灰色(lOYR6/l) シルト質微量の炭化物を含むc

10 喝灰色(!OYR6/1) 砂質。少量の炭化物粒を含む。

11 褐灰色（!OYR6/1) シルト質微量の炭化物を含む。

12 褐灰色（!OYR6/1) 粘土質。炭化物を含むc

13 褐灰色（!OYR6/1) 砂質c 炭化物を含む。

14 灰白色（!OYR7/1) 砂質。少量の炭化物を含むロ

15 灰黄褐色(!OYR6/2) 砂層。炭化物を含むc

16 褐灰色(!OYR6/1) シルト質。多量の炭化物を含むc

17 褐灰色（!OYR6/1) シルト質口少量の炭化物を含むロ

18 褐灰色（!OYR6/1) シルト質c 多量の焼士・炭化物を含む。

第367図第121号住居跡（ 1)
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口
貯仮穴

l 純黄橙色（1（)¥R7/21 砂唇 品入物れし 地山砂崩壊屈，

2 褐灰色（10¥R4/11 ／ルト賃多砧(/)炭化物を含む。

3 褐灰色（10¥'R4/1) /}レト質 灰黄色砂との戌合昂

4 苗灰色（ 10Yf! 6•1) 砂壻地 l 」.1 砂崩壊／箇

5 褐 I火 色 (l(JIR7911 砂箪 i昆人物なし一
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第368図

言

カマト

a 褐 1人色(10¥Rll） ／ルト質＾多景の炭化物を含む

b 明赤掲色 (2.5¥R5,8）粘土質。天井の崩落，

c 早色(lo＼認，＇1) 灰li'i.-

d 旱応色（10¥R3,1）灰居

e IK白色（10¥l97,1) 枯t質「天井形成の枯十

l 暗赤掲色 (2.5¥RCJ'2)'-'ルト質混入物なし

g 里 色(!OYR2,1) 砂質炭化物と砂0ぅ混合層

゜
1m 
1 

第121号住居跡（ 2)・カマド
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第369図第121号住居跡出土遺物 (1)
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第371図 第121号住居跡 出土遺物 (3)
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第372図第121号住居跡出土遺物 (4)

されていた。左袖の長さは75cm、燃焼部の幅は46cmである。煙道は幅28cm、長さ193cmで、地山を傾

斜をつけて掘り抜き、先端に煙出ピットをもっていた。支脚位置は中軸線上であり高坪が転用され

ていた。

遺物はカマド周辺・貯蔵穴周辺から出土した。カマドからは14の高坪、 29• 30 • 32の甕が出土し

た。 14は支脚として倒立転用されていたが、燃焼部の灰層上面に据えられていた。 30の甕は支脚の

手前左側で袖に接していた。 29• 32は袖先端に使用されていた。カマド左側から貯蔵穴周辺にかけ

て 1の坪、 16• 17 • 18の甑、 33• 34の甕が出土した。 3点の甑は形態が異なるが、 17の把手付甑は

ー 415-



本遺跡だけでなく、地域的にも数少ない例で、ほぼ完形だが粗製である。 34は甕からの転用器台だ

が、貯蔵穴内に傾斜していた。東隅ピット脇からは20の鉢が出土した。 3の坪は内面の一部に放射

状の浅い線刻文がみられる。 7は坪小片で赤彩されており、比企型坪とみられる。 19は大型鉢だが

火に掛けた痕跡は認められない。
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1 褐灰色'(!OYR6/l) シルト質。多量の炭化物含む。

2 褐灰色(!OYR6/!) シルト質。少量の炭化物を含む。

3 褐灰色（!OYR5/1) シルト質。多量の炭化物を含む。

4 褐 灰 色(!OYR5/l) シルト質。多量の炭化物、斑状の灰色粘土粒を含む。

5 褐灰色（!OYR4/1) 粘土質。多量の炭化物を含む。

6 褐灰色（!OYR6/1) 粘土質。混入物なし。

7 褐灰色(!OYR6/1) 粘土質。粗砂プロックを含む。

8 褐灰色(!OYR6/1) 粘土質。微量の炭化物を含む。

9 褐灰色（!OYR6/1) 粘士質。微皇の炭化物粒を含む。

10 褐灰色(!OYR6/1) 粘土質口混入物なし。

11 褐灰色(!OYR5/1) 粘土質。少且の炭化物を含む。

12 褐灰色(!OYR6/1) 砂質。混入物なし。

13 鈍橙色(2.5YR3/6) 焼士層。

14 灰白色（!OYR7/1) 粘士質。混入物なし。

15 褐灰色（10YR6/1) 粘士質。少量の炭化物を含む。

16 褐灰色（10YR6/1) 粘土質。多量の炭化物を含む。

17 褐灰色（10YR6/1) 粘土質。少量の炭化物を含む。

18 黒 色（10YR2/1) 炭化物層。

第373図第122号住居跡
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第122号住居跡

いー 2グリッドに位置する。規模は長軸長4.20m、短軸長4.16m、面積約17.5m¥深さ0.45mで、

主軸方向はN-118°-Wである。南西壁を中心として噴砂による分断とずれがみられたほか、床面が

地山砂層に掘り込まれているために、壁の崩壊や液化現象による乱れが顕著であった。このように

遺存状態は決して良好とはいいがたいが、住居跡全体はほぼ方形を保っていた。住居床面からは北

半において幅13cm、深さ 7cmの壁溝を検出した。このほかに貯蔵穴・柱穴・ピットは確認できなかっ

た。

カマドは南西壁のわずかに東寄りに造られる。袖には灰白色粘土が使用されていたが、右袖の付

け根は噴砂の亀裂によって分断されていた。左袖は132cmと非常に長いのに対し、燃焼部の幅は25cm

と極度に狭いものである。火床面はおおよそ平坦であり、支脚の手前側を中心に厚く灰の堆積がみ

とめられた。煙道もやはり噴砂によって 3分割され、著しいずれを生じていた。検出状態からは幅

．
 

v̀ と． 

.,I 冒
旦ー28.40 -1!' C C' 

喜

カマド

a 灰 色(!OYR6/1) 粘土質．混入物なし．

b 橙 色（2.5YR6/6) 焼土層。煙道天井の崩落．

c 褐灰色（!0YR6/1) 粘土質．微絋の炭化物を含む．

d 明褐灰色(5YR7/1) 粘土質。混入物なし．

e 褐灰色（!0YR6/1) 粘土質．炭化物を含む．

f 褐灰色（!OYR6/1) 粘土質。混入物なし．

g 橙 色(2.5YR6/6) 焼士層。天井の崩落．

h 黒 色（10YR2/1) 炭化物層．

゜
1m 

第374図第122号住居跡カマド
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第375図第122号住居跡出土遺物

第122号住居跡出土土器観察表

番号 器種 口径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 出土位置・その他

1 坪 12.3 5.4 RWW'B A 赤黒 95 No.12 

2 坪 11.6 5.3 RWW'B A 暗赤褐 90 カマド

3 坪 12.0 5.1 RWW'B A 鈍赤褐 80 

4 坪 (12.6) 4.8 RWW'B A 明赤褐 25 

5 坪 (2.3) WB  C 灰白 20 内外面黒色処理

6 宰てギ 17.0 (8.2) RWW'B A 鈍橙 70 No. 7 転用器台

7 • 宜 17.2 (6.5) WW'B A 暗赤褐 50 No. 3 • 5 カマド

8 小型甕 12.7 16.5 5.9 RWW'B A 鈍赤褐 95 No.1 木葉底， 甕 (17.0) (7.4) WB A 鈍橙 40 No.4 

10 空鳥 18.7 (22.0) RWW'B A 鈍赤褐 50 No.2・6・10・11・13 転用器台

-418-



20cm、長さ128cmの規模を測ることができる。支脚位置は中軸線上の燃焼部中央であり、小型甕が転

用されていた。

遺物はカマド周辺を中心に出土した。 8の小型甕は支脚として倒立転用されていた。 1の坪は燃

焼部内に伏せられていた。また、左袖脇には 6の壺口縁部が転用器台として据えられ、その手前か

らは 7• 9 • 10の3点が破砕された状態で出土した。 10は壺からの転用器台である。 5の坪は内外

面ともに黒色処理が施され、還元化によって器肉は灰白色となっている。上記以外に磨石、台石の

出土も見られた。

¥
 

y
 

I 

I 
I 

-- I 

8 

0
,
 

` `5 

Q墨，

畠

g3 

0, 

と
『

〇紡錘宣

＜
 

g
.
8
6

ーぶ『

゜
2m 

第376図第123号住居跡（ 1)
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I ,<le m色（!O¥'R2慮） 枯 1'阿 多舟の炭化物、微址0)•1尭士i立・臼色微拉を含

む

2 灰苗褐色（10m,21 枯ド許 多量の炭化物、微址0)FAフロノクを含む

3 純苗褐色（10¥Rふ3) 砂質 微恐の炭化物を含む

4 里褐色(10¥'R3!2) 砂質 少景の炭化物・微量0)FAフロノクを含む

5 里褐色(!O¥'R23) 粘土質，混入物なし

b 灰黄渇色 (!O¥'R4/2) 粘上質，炭化物を含む

7 虫褐色(10¥R2/2) 杞性強炭化物を含む 2

8 灰苗褐色 (!O¥'R5/2) 砂質 混合物なし 壁の崩壊層

9 鈍黄橙色（10¥RI,’’l） 砂層 地山砂の崩埃阿

l() 里褐色(IO¥R2/3) 粘性強 多柄の炭化物・ •1尭上粒を含む

11 灰黄褐色（!O¥'R2/5) 粘土門， I昆入物なし

12 鈍黄褐色（!O¥'R5/3) 粘上質J 1昆入物なしし

13 灰英褐色（10¥'R4/2) 粘・ト質 微量の炭化物を含む。

カマト
a 灰黄褐色（10¥'R.1，＇21 粘土質 多量の焼上粒を含む

b 明赤掲色 (5¥'応／6) 焼上フロ／ク層，大井の崩落

c 渇灰色（!O¥'R4/1) 粘上賀天井の崩落，

d 黒 色(!O¥'R2/1) 灰思焼土・炭化物・骨粉を含むコ

c 里 色(!O¥'R2/1) 砂質。！尭土，炭化物か乱れて含まれな地山0)液状化に

よな

貯蔵穴
1 褐灰色(10¥l15,1） 砂乳液状化に上ろi{fも合居

2 喝 戌色(!O¥R4/1) 砂層混入物なし

3 純黄褐色(IOYR5/4) 砂思C 地山砂の崩壊層

4 褐灰色(IO¥'R4'1) 砂恩多はの炭化物を含むし

第377図第123号住居跡（ 2)

第123号住居跡

いー 2グリッドに位置する。規模は長軸長4.02m、短軸長3.87m、面積約15.6m¥深さ0.60mで、

主軸方向はN-138"-Wである。床面は地山砂層に掘り込まれていたため、液状化現象による攪乱を

受けていた。その中央部には段差が生じているほか、かなりの凹凸部分がみとめられた。壁は床よ

り垂直に立ち上がった後、緩い傾斜をもって外方へ開く。但し、図示したA-A'断面の東端と B-B'

断面の北端の土層の状況より見て、これは地震などによる崩壊を示すものではなく、住居の掘削時

に意図的に傾斜をつくり、 11。12層の粘土を充填、貼付して掘り込みの肩部を補強したものと考え

られる。床面からは、南隅のカマド左脇で径87cm、深さ49cmの貯蔵穴を検出した。これ以外には、

壁溝．柱穴・ピットの確認はできなかった。覆上中、中位の 2• 4層にはFAブロックが包含され

ていた。

カマドは南西壁のやや南寄りに造られる。袖には灰白色粘土が使用され、ほぼ壁から垂直に造り

付けられていた。左袖の長さは64cm、燃焼部の幅は36cmである。火床面は平坦で、ここにかなり厚

＜灰が堆積していた。煙道は幅24cm、長さ154cmで、地山に傾斜をつけて掘り抜き、先端には煙出ピッ

トを穿っていた。支脚の位置は中軸線上の奥寄りであり、小型甕が転用されていた。左右両袖の外

側にも厚く灰層があった。

遺物はカマド周辺、および貯蔵穴周辺を中心に出上した。その大部分は床面上からの検出である。

まず、カマド燃焼部からは支脚に倒立転用された25の小型甕と、 7の坪が出土した。坪は火熱を受

けたため器面が変質している。カマド左側には器台に転用された21の壺が据えられ、 18の鉢が伴っ

た。鉢は火に掛けた痕跡がみとめられた。貯蔵穴からは器台に転用された23の壺を中心として、 9.

10 • 11の坪、 26• 27の小型甕が出土した。これらは土器をのせた貯蔵穴の木製蓋が、腐蝕陥没した

ょうな状態であった。なお23の壺はこの位置で転用器台として出土した部分以外に、本住居跡の他

の地点で出土した胴部下半の破片が接合している。また、カマドの右側から前面にかけては、坪類

--420-
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第379図第123号住居跡出土遺物 (2)
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第380図第123号住居跡出土遺物 (3)
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第123号住居跡出土土器観察表

番号 器種 口径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

1 坪 12,2 4.6 WW'B A 赤褐 100 No. 2 

2 坪 12.0 4.5 RWW'B A 赤褐 100 No. 3 

3 坪 11.4 4.5 RWW'B A 明赤褐 95 No. 4 

4 坪 12.0 4.5 RWW'B A 赤 100 No.1? 

5 坪 11 4 4 5 RWW'B A 明褐 100 No.16 

6 坪 12 1 4.5 RWW'B A 赤 100 No.25 

7 坪 12 1 4.8 RWB A 鈍橙 95 No. 9 カマド

8 坪 12.7 5.2 RWW'B A 明赤褐 90 No.14 ， 坪 12.6 5.1 RWW'B A 赤 100 No.18 

10 坪 12.5 「3.つJ RWW'B A 赤 100 No.19 

11 坪 12.6 4.9 RWB A 橙 100 No.20 

12 坪 12.1 5.3 RWW' B 橙 60 カマド

13 坪 14.2 4.6 WB A 黒 100 NoJ3 内外面黒色処理

14 高 坪 31.4 22.1 17.4 RWB A 暗褐 90 No24ヘラミガキ坪剖内面黒色処理

15 高 坪 15.0 6.7 9.3 RWW'B A 暗赤褐 80 No. 5 

16 高 坪 13.0 8.8 9.6 WW'B A 明赤褐 65 カマド

17 甑 25.8 28.6 9 3 RWW'B A 明赤褐 100 No.17 

18 鉢 16.8 (6. 7) RWW'B C 黒褐 70 No8 カマド火に掛けた痕跡有り

19 鉢 21.9 11.8 8.2 RWW'B A 鈍赤褐 95 火に掛けた痕跡なし

20 • 互 19.0 (9.8) RWW'B A 鈍赤褐 30 

21 宰手 12 6 (12.5) RWB A 鈍赤褐 100 No. 7 転用器台

22 宜土 19.5 (23.0) RWW'B B 灰褐 70 口縁部赤彩

23 士叙 17.1 (26.0) RWW'B A 鈍赤褐 50 No.23 上半のみ転用器台

24 舌苫 (5. 7) 6.0 RWW' A 赤褐 100 No.15 転用鉢の可能性有り

25 小型甕 13.1 14 2 4.8 RWW'B A 明赤褐 100 No.10 転用支脚

26 小型甕 13 0 12.5 RWW'B A 赤褐 80 No.21 粗製

27 小型甕 13 0 12.7 6.4 RWW' C 赤黒 70 No.22 木葉底

28 甕 16.8 31. 7 6.2 RWW'B A 赤 90 No. 6 

29 甕 (17.0) 31. 7 5.8 WW'B A 灰褐 40 

30 甕 (17. 9) (26 0) WW'B C 赤灰 30 カマド

31 甕 17.6 (23 0) RWW'B A 赤褐 80 

32 甕 (15.3) 5.8 W'B A 鈍橙 80 

を中心に多数の土器が床面上より出土した。 13の坪は内外面ともに黒色処理が施されている。 15の

高坪は坪部がカマド前面から、脚部分はカマド内から出土した。 24は壺の底部だが、擬口縁以下の

単独出土であり、鉢に転用されたものと見られる。北東の壁下からは14の大型高坪と 6の坪、少し

離れて石製紡錘車が出土した。大型高坪は口径31.4cm、器高22.1cmという大きさだけでなく、脚部

内面以外の全面にはヘラミガキを施し、坪部内面を黒色処理するなど、他に例を見ない製品である。

これ以外にも、口縁部の内外面に赤色塗彩が施された22の壺、敲石、麿石などの出土が見られた。
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第124号住居跡

うー 2グリッドに位置する。カマド煙道部の先端を第21号溝に切られていた。規模は長軸長3.68

m、短軸長2.68m、面積約9.9mぺ深さ0.50mの小型長方形住居で、主軸方向はN-133'-Eである。

床面は地山砂層に掘り込まれているため、地震による液状化現象の影響で乱されており、部分的な

がらも起伏が生じていた。また、西半では掘り方を若干深めにし、 6層土の充填によって水平な床

面が形成されている。貯蔵穴・柱穴・壁溝などは確認できなかった。観察のかぎりでは覆土は自然

堆積を示し、土器の投入以外に人為的な掘り返し、埋め戻しはみとめられなかった。

カマドは南東壁の東隅部寄りに造られ、袖には灰白色粘土が使用されていた。左袖は既に残存し

ていなかったが、煙道に対して対象な位置に造られていたとすれば、住居跡の東隅は空間的にかな

り狭いものであったと思われる。右袖の長さは67cmで、火床面は平坦で灰の堆積は見られなかった。

煙道は幅30cm、長さ80cm以上で、水平に掘り抜かれていた。支脚位置は左寄りであり、土製支脚が

使用されていた。右袖の外側には灰層があり、袖のないカマド左側にも灰層が広がっていた。
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B' 1 褐灰色(10YR6/1) 粘上質。少量の炭化物を含む。
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C}牛甘

カマト
a 褐 I火色(IOYR6:]) 砂霞多景．こ焼十プロック・炭化物を含む

b り（黄褐色(IOYR6c2) 粘上質 大井の粘＿1＿
c 灰黄褐色（!OYR5'2) 粘上質被熟変＇行している 夭井の一部

d 掲灰色(IOYR5/]) 灰居 多品の焼＿十プロック・炭化物を含む

e 黙 色(19)YR2,l）灰炭化物粕

r 赤褐色(2.5¥R1:6) 焼 1＿屈抽内壁及び天井部かうの焼t屈

g §［黄橙色（19)¥'197,,2) 砂質 地山砂と灰どの混合層

h 鈍黄橙色(IOYR7/2) 砂質 炭化物を含む薄い灰層をはさむ

i 灰白色(IOYR7,']) 粘土竹混入物なし

i 掲灰色(10¥R5'l）灰居

O i荏
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第382図第124号住居跡入骨。牛骨出土状況

本住居跡からは人骨、獣骨、上器。石器類が出土した。人骨は北西壁際の床面上で検出され、頭

蓋骨と 3点の大骨格が平行するような配置だった。遺存状況は不良だったが、現地での鑑定では南

西に頭位を向ける性別不詳の壮年期人骨 1個体 (A号）であり、頭蓋骨は右側顔面を上に向ける状態

で、 3点の大骨格のうち頭蓋骨寄りの 1点は上腕骨、住居北隅寄りの並行する 2点は腔骨ではない

かとの所見を得た。カマド左脇の床面上からは牛骨が灰層に覆われて出土した。破砕されて散乱し

た状態だったが焼けていなかった。また、これを覆う灰層中からは鹿もしくは猪の焼骨が出土した。

このほか、南西壁際と西隅から骨片が出土したが詳細は不明である。
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土器は出土状態で 3つにわけられる。カマド燃焼部からは 9の土製支脚、 11の甕、 13の甑、

小型甕が出土した。甕は支脚の上に掛けられ、甑は甕の口縁部に底部を合わせるような状態だった。

2点がセットでカマドに掛けられていた可能性が強いが、甑がカマドから出土する例は本遺跡中で

もきわめて希である。小型甕は右袖先端で倒立させられ、カマド材として転用されたものと考えら

れる。カマド両側の灰層からは 3• 5 • 6の坪類が牛骨と混在するようにして出土した。住居中央

8の

からは 2• 4の坪、 7の坦、 10• 11の甕が石器類といっしょに出土したが、すべて覆土 5層中のも

のであり、人骨よりも上位のレベルに位置していた。ほかに南隅寄りから土玉が 1点出土した。

第124号住居跡出土土器観察表

番号 器種 口径 器 高 底径 胎土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

1 坪 12.8 5.3 RWE B 鈍橙 80 No.16 

2 坪 13.6 4.6 RWB A 橙 100 N[l25 

3 坪 13.7 5.0 RWB B 鈍橙 80 Na29 • 30 
4 坪 13.1 4.7 RWB B 鈍橙 100 N(). 5 

5 坪 14.0 4.0 RB B 灰褐 50 No.12 • 15 内外面黒色処理

6 椀 (12.0) (6.5) RB B 灰赤 30 No.10 内外面黒色処理

7 坦 8.7 13.2 RW A 赤灰 100 No. l 

8 小型甕 16.5 17.0 5.0 RWB B 橙 95 No.33 ， 支 脚 14.1 5.2 w C 灰褐 90 No.32 粘土製品

10 甕 19.3 33.8 5.0 RWB B 鈍橙 85 No. 6 

11 甕 18.8 34.9 5.0 RWB B 橙 85 No.31 

12 甕 20.2 32.0 8.0 RWB B 橙 90 No.26 • 27 
13 甑 22.8 31.6 9.1 RWB B 橙 90 No.34 
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第125号住居跡

う一 1グリッドに位置する。第25号溝によって覆土を切り込まれていた。規模は長軸長3.46m、

短軸長2.26m、面積約7.8m'、深さ0.4mで他住居跡に比してかなり長細いものとなっている。主軸

方向はN-75°-Eである。床面は地山砂層に掘り込まれ、液状化現象の影響を受け大きく乱されて

いた。貯蔵穴・柱穴等は確認できなかった。覆土は自然堆積の状況を呈し、埋没途中の土器の投入

以外に人為的な掘り返し、埋め戻しはみとめられなかった。

カマドは東壁に造られ、左袖には灰白色粘土が使用されていたが右袖は土器 3点を倒立させて隙

間を粘土で充填して形成されていた。左袖の長さは75cm、燃焼部の幅は33cmである。煙道は幅21cm、

長さ119cmで、水平に掘り抜かれていた。支脚位置は右寄りであり、小型甕が倒立転用されていた。

右袖の外側には灰層があった。

本住居跡からは人骨・獣骨・土器・石器類が出土した。人骨はカマド前面の床面上で 2個体分を
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彎料顔

＜
 

B 
- 29.4 0 

＜ 

B' 
1 褐灰色（10YR5/1) 粘土質口混入物なしロ

2 褐灰色（10YR6/1) 粘土質。少量の炭化物を含む。

3 鈍黄橙色（10YR6/3) 砂質口多量の細砂を含む。

4 褐灰色(!OYR6/1) 粘土質。多量の炭化物、少量の白色微粒を含むロ

5 灰黄褐色(!OYRS/1) 粘土質。少量の炭化物を含む。

6 灰黄褐色（!OYR6/2) 砂質口少量の白色微粒を含む。

7 黒褐色（!OYR3/1) 粘性弱。多最の炭化物・焼土・土器を含む。

8 褐灰色（!OYR6/1) 砂質c 微最の炭化物を含む。

9 褐灰色（!OYR6/1) 砂質。液状化による地山砂混合層。
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カマド

a 鈍赤褐色（2.5YR5/4)粘土質口多量の焼上、少最の炭

化物を含む。

b 赤黒色（2.5YR7/1)灰炭化物層。

c 灰白色(lOYR7/1) 粘上層口混入物なしロ

d 灰赤色(2.5YR5/2)粘土層口部分的に被熱赤色化口

微風の炭化物を含む。

0 人骨レペル

0 1m 
| 1 --4 

第386図第125号住居跡人骨出土状況
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第391図第125号住居跡出土遺物 (5)

検出し、南壁側をA号、北側をB号とする。どちらも壮年期の人骨であるが、遺存状況不良だった

ため、性別を判定するに至らなかった。 A号の姿勢は歯の位置より見て頭位を北西に向ける仰臥屈

位で、肘を曲げながら両腕を開き、脚は両膝を胸に付けるように折り曲げていると考えられる。 B

号は頭位を東へ向ける左側臥屈位で、両膝を折り曲げた姿勢と考えられ、肋骨と見られる骨格上に

は歯が散乱していた。 1個体としては東端から西端までの距離が長いため、骨格の移動が考えられ

る。このほかにカマド左袖脇や19の器台内からも骨が出土したが、詳細は不明である。また、カマド

右脇の灰層内からは、鹿もしくは猪の焼骨片が多量に出土し、鋭利な刃物による切痕をもつものも

みとめられた。

土器は出土状況で 2つにわけられる。カマド周辺からは土器が使用時のままと考えられる良好な

状態で検出できた。カマド右袖に使用されていたのは奥から27• 28 • 23の3点で27は底部穿孔され

ていた。カマド燃焼部内からは支脚として倒立転用された26の小型甕とそれに掛けられた29の甕が

出土し、焚口部からは、木葉痕のある突出底部を残す13の鉢が出土した。カマド左側からは10の坦、

15 • 16の甑、 17• 19の壺からの転用器台、 25の小型甕が出土した。 19の器台では、これが据えられ

た部分の床面から骨片が出土した。 16の園、 25の小型甕、 17の器台は重なった状態で出土した。

器台は検出時には頸部直下を下端として床面に据えられていたが、カマド右側から出土した破片が

この下位に接合したため、 2次にわたって器台に転用されたことがわかった。カマド右側から南壁

下にかけて 4• 9の坪と33• 34の甕が出土した。 33• 34はどちらも残存率が高いにもかかわらず胴
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部下半を欠損しており、転用器台の可能性もある。このほかA号人骨に接して土玉 1点と北西隅寄

りで顔料ブロックが出土した。以上の床面上のものに対して覆土 7層中には多量の土器と石器類が

包含され、これらは人骨よりも上位レベルに位置していた。 11• 12の鉢は器面が荒れ、火に掛けられ

たと見られる。 14の小型甑は平底で木葉痕をもつ。磨石の中には顔料の付着しているものもある。

また滑石製模造品も 1点出土した。

第125号住居跡出土土器観察表

番号 器種 口径 器 高 底径 胎土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

1 坪 13.8 4.4 RW A 橙 95 No. 6 • 7 

2 坪 12.7 4.5 RW A 橙 80 No.18 

3 坪 14.5 4.9 RW C 鈍橙 75 No.23 火に掛けた痕跡有り

4 坪 13.2 5.2 RWB A 鈍赤褐 100 NC124 

5 坪 13.7 5.1 RWB A 橙 100 No.26 

6 坪 13.9 4.7 RW A 橙 100 No.28 

7 坪 13.8 4.4 RWB A 橙 60 

8 坪 12.8 3.8 RB B 鈍橙 70 No.15 ， 坪 11.8 3.8 RW'B B 橙 100 No.30 内外面黒色処理

10 坦~ 7.9 13.0 WB B 灰褐 100 No.39 

11 鉢 (17. 7) (9.0) RWB B 鈍橙 25 No.12 火に掛けた痕跡有り

12 鉢 22.0 13.1 5.6 RB B 橙 75 No5 • 8 ·11-23•27火に掛けた痕跡有り

13 鉢 16.6 12.6 7.2 RWB B 橙 100 No.31 木葉底

14 甑 17.2 14.9 RWW'B B 鈍黄橙 80 No. 7 木葉底

15 甑 18.6 13.4 RWW'B B 鈍橙 100 No.43 

16 甑 19.6 16.3 3.5 RWW'B A 鈍黄橙 95 N(l40 

17 壺 (14. 7) RWB B 橙 60 No.19 • 33 • 42 転用器台

18 竺・＝ピ (22.3) (22.0) WB B 鈍黄橙 25 No.3 • 11 火に掛けた痕跡有り

19 宮＝ 17.3 (17.3) RWB B 橙 100 池38 転用器台

20 壺 18.4 (24.0) (7.2) RB B 橙 70 N(l4 木葉底

21 甑 24.3 30.7 8.0 RWB B 浅黄橙 95 No.1 

22 甑 23.7 26.3 8.2 RWB B 鈍黄橙 70 No.10 

23 甑 26.3 30.8 9.5 RWW'B B 浅黄橙 95 Na35 

24 小型甕 (15.0) (17.5) RW'B B 鈍橙 30 

25 小型甕 12.4 14.0 5.4 RWB B 灰褐 100 No.41 

26 小型甕 14.0 15.9 4.4 WB B 鈍橙 100 No.34 

27 甕 20.0 35.8 5.9 RWB B 鈍橙 90 No.37 穿孔土器

28 甕 12.9 37.5 5.7 RWB B 鈍橙 90 No.36 

29 甕 16.9 34.0 5.8 RWB B 橙 55 No.15 

30 甕 (19.4) 34.2 (4.0) WB B 鈍黄橙 30 No.27 

31 甕 20.4 36.2 (5.0) RWB B 灰褐 70 No.23 

32 甕 17.0 (32.0) RWE B 鈍橙 60 No.13 • 16 • 17 • 23 • 32 
33 甕 17.7 (14.0) WB B 灰黄褐 80 No.19 転用器台か

34 甕 19.4 (20.0) RWB B 橙 100 Na32 転用器台か

35 甕 20.5 (27.0) RWB B 橙 60 No. 9 
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第126号住居跡

い 1グリッド、集落最南端に位置する。規模は長軸長4.08m、短軸長2.96m、深さ0.18mの小

型長方形住居で、主軸方向はN-72□-Eである。床面は地山砂層に掘り込まれ、液状化現象のため

に床面は乱され、東壁は変形し、覆土中に砂が流入するなど大きく影響を受けていた。このため貯

蔵穴．柱穴等は確認できなかった。覆土は自然堆積の状態を呈し、カマド付近で埋没途中に土器が

投入された以外に人為的な掘り返しや埋め戻しはみとめられなかった。また北壁際では壁下の三角

堆積上面に炭化した上屋材が広がっていた。床面上の人骨より時間的に後に形成されたものと考え

られる。

カマドは東壁に造られ、袖に灰白色粘土が使用されていたが、この粘土は燃焼部床面にも貼られ

ていた。右袖の長さは42cm、燃焼部の幅は21cmである。右袖の外側には灰層があった。

本住居跡からは、人骨と土器・石器類が出土した。人骨は住居中央の床面上から出土し、 3個体

分が存在した。カマドから最も離れた位置にあるものをA号、反対にカマドに最も近い位置にある

ものを B号、二者の中間にあるものを C号とする。 A号は西に頭位を向ける壮年期女性で仰臥屈位

の姿勢をとっていた。頭蓋骨は破砕され、手は両肘を曲げ掌を胸に置いていたと見られるが、脚に

ついては左膝がわずかに曲げられているものの、右腔骨は不明である。 B号は南に頭位を向ける壮

年期男子で、臥屈位の姿勢をとっていた。頭蓋骨は押しつぶされ、手はA号と同様に両肘を曲げて

掌は胸の位置にあったと見られる。脚は両膝を曲げている。
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l 褐灰色（10YR4'l） 枯十阿 多筆の炭化物粒を含む一

2 褐灰色(10YR611 粘土質←多量の炭化物を含む

3 褐灰色(1(I¥R6,'11 粘土質，少景の炭化物粒を含む。

4 灰黄褐色（10¥R6公） 粘土質 微景の炭化物拉を含む

5 褐灰色(10¥Rふ 1) 粘土質多景の炭化物を含む—
6 黒 色（10¥R2/l) 炭化物屈

7 褐灰色(10¥R511 粘上質＾多景り）灰を含む—

8 I火白色（10¥R7/11 粘上質上面と下面か被裁変問している。

9 「火白色(lOYR7/l) 粘上質混入物なしし

10 堪掲色（10¥'R3'l） 灰陪，多鉱0)焼土フロノク，炭化物粒を含む

11 掲灰色(10¥R5'11 枯士質→炭化物を含む←

12 褐灰色（10¥'R6/l) 粘土質微量の完化物粒を含む
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--- 9 8 5 0 

B』

カマト

a 灰赤色 (2.5YR5 2) 枯七質被翠変質した柘土夭井の崩落

b 渇灰色（!OYR41) 灰層 多且り）焼土フロノク・炭化物を含む

し 里褐色(IOYR3 !) 灰！薔 カマ＇ヽ粘土フロックを含む。

d 灰黄褐色（101'R6心） 灰層C 白つばい灰層．焼土フロノクを含む

e 里喝色（10¥R3/I) 灰層 1尭七フロノクを含まない

f 灰赤色（1．5IR52) 枯土質被熱変阿したg陪，

g 灰白色（11)IR7/1) 枯土質」燃焼部底面に貼りつめた粘土
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第126号住居跡出土土器観察表

番号 器種 ロ径 器 高 底 径 胎 土 焼成 色調 残存 出土位置。その他

1 坪 14.0 5.1 RWB B 鈍赤褐 90 No. 9 

2 坪 13.2 5.0 RWB B 橙 90 No. 8 

3 坪 14.0 4.8 RWB A 橙 75 No. 6 

4 坪 14.1 5 2 WB  B 灰褐 80 No. 3 

5 坪 14.3 4.7 RWB A 橙 90 No. 4 

6 坪 13.0 4.7 RWB A 橙 95 No.31 穿孔土器

7 坪 14.3 4.8 RWB B 灰褐 100 No.19 内面に煤付着

8 坪 14.2 5.0 RWB B 橙 85 No.25 ， 坪 12.9 4.7 RW  A 灰褐 95 No.16 

10 坦 9.4 16.4 RWB A 橙 95 No. 5 

11 甑 19.0 15.6 3.8 RWB B 鈍橙 95 No. 2 

12 殴 26.4 28.4 9 2 RWB B 鈍橙 90 No.10 

13 囁 21.2 23.0 7.9 RWB B 鈍黄橙 75 No.1 

14 甕 19.3 37 2 5.2 RWB B 橙 80 No.11 • 12 • 15 
15 甕 19.9 36.5 6 2 RWB B 鈍褐 70 No.13 

16 甕 19.0 35.8 5 4 WB  B 橙 75 No.29 

17 鉢 17.8 11.6 5 8 WB  B 褐灰 95 No14 火に掛けた痕跡有り

18 鉢 22.0 10.6 4.8 RWB A 橙 70 No.18 火に掛けた痕跡無し

c号はA号の左大腿骨上に重なり、北東に頭位を向ける壮年期男性人骨だが、詳細な姿勢は不明で

ある。 B号に接する位置にある押しつぶされた頭蓋骨のほかに、それに続く頸椎および胸椎と肋骨

はみとめられるが、それ以外は正しく確定できない。上腕骨や椀骨等はA号脚部に集積した骨格群

に含まれる可能性がある。また南壁寄りで重なる骨格は大腿骨であるため、これも C号の可能性が

考えられるが、これらはいずれも本来の位置から移動させられていることになる。このほか、カマ

ド前面からは床面より浮いて大きめの骨格が出土しているが、埋没途中で動かされたものであろう。

以上の人骨に付随するようにA号の頭部寄りで顔料ブロック、同腰部付近で滑石製臼玉 1点と鉄

滓 2点、 C号の胸部付近からガラス玉18点が出土した。土器も出土状況から床面上のものと覆土中

のものとにわけられる。カマド左側の土器群と 7• 8の坪は床面上の出土である。 10の用は完形品

である。坪は 1 • 2 • 3と4 • 5がそれぞれ重ねられた状態で出土し、前者は12の甑底部と接して

いた。北東隅には 6の穿孔坪、 11• 13の甑の 3点があり、底部に穴をもつ土器 3点が集められたよ

うな状態であった。覆土中の土器はカマド付近に石器類を伴って集中し、 14• 15。16の甕、 17。18

の鉢、 9の坪と、床面上のものとは対象的な器種構成だった。このほか加工された軽石が北壁際の

炭化物下より出土した。
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第127号住居跡

おー 3グリッドに位置する。北側半分は調査区外となるため、全体の形状や規模は不明である。

調査のおよんだ範囲での規模は東西軸長2.55m、深さ 0.48mで、北壁にカマドを想定した場合、主

軸方向はN-80°-Eである。床面は地山砂層に掘り込まれているため、液状化現象の影響を受け大

きく乱されていた。壁面上半は傾斜しており、西壁の傾斜面で径56cmの擢り鉢状ピットを検出した。

そのほかに壁溝。貯蔵穴・柱穴は確認できなかった。

遺物は覆土 2層中に包含されていた。 14の甕はほぼ完形で、 6の大型坪は体部が大きく抜けてい

る。焼土化した粘土の付着が見られるためカマドに掛けて使用されたと考えられる。 11は壺の胴部

下半だが擬口縁部分で水平に打ち欠かれており、鉢に転用されたと考えられる。

雫`

＜
 

B 
2 9 2 0 

B' 

／ 
1 l,i臼色（10¥R71） 枯 l:質 多量の炭化物を含む 2

2 渇灰色（10¥’R51） 枯土質，炭化物・焼土・土器を含む

3 褐灰色（10YR6,'1） 砂質少量の炭化物を含む←

'1 褐「火色 (10YR5!) 枯士質 炭化物・焼土を含む。

5 喝灰色IJO¥'R・l'l) 炭化物屈焼土を含む

゜
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第396図第127号住居跡

第127号住居跡出土土器観察表

番号 器種 口径 器 高 底 径 胎土 焼成 色調 残存 出土位置。その他

1 坪 12 2 5.0 RW  A 橙 90 

2 坪 12.4 4 9 R B 橙 95 

3 坪 (11 4) (4. 7) R B 橙 20 

4 坪 11 0 (4.5) R B 橙 50 

5 大型坪 16 2 7.8 R A 橙 100 

6 大型坪 16.6 (5.0) w B 橙 80 体部欠損焼土化粘土付着

7 大型坪 (15. 8) 6.4 RB C 橙 25 

8 脚付椀 13.4 (7 0) RW  A 橙 95 ， 小型甕 (13.0) (9.0) RW  B 橙 25 

10 習手 (13 0) RW  B 橙 20 

11 互ギ (8.4) 6.5 RW  B 鈍橙 80 転用鉢

12 甑 18 4 8.4 3.0 ¥¥「B C 橙 70 

13 甕 (16.2) (17.8) w B 橙 25 

14 甕 18.0 34.1 5.4 WB  B 橙 90 No. 1 木葉底
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第128号住居跡

おー 2グリッドに位置する。東南半分は調査区外に存在した。規模は長軸長4.85m以上、短軸長

4.53m、深さ0.32mで、主軸方向はN-8°-Wである。床面は地山砂層に掘り込まれ、北東隅は噴

砂と液状化現象の影響を受けていた。カマド右脇で長径63cm、深さ27cmの貯蔵穴、北西隅寄りで径

30cmの皿状ビットを検出したが、壁溝は確認できなかった。

カマドは北壁に造られ、袖には灰白色粘土が使用されていた。右袖の長さは54cm、燃焼部の幅は

40cmである。煙道は幅23cm、長さ122cmで、地山をわずかな傾斜をつけて掘り抜き、先端に煙出ピッ

トをもっていた。支脚位置は左寄りであり、高坪が転用されていた。

遣物はカマド周辺と覆土中から出土した。カマド燃焼部からは14の高坪、 22・23の甕が出土した。

高坪は支脚として倒立転用されその上に23の甕がのり、 22は右袖に密着していた。貯蔵穴内には 8

の放射状暗文をもつ坪が落込み、北東隅には、中に12の坪が入り、 11の高坪で口を塞がれた甕が立

てかけられていた。 12の坪は火に掛けられ煤が付着し、口辺部も欠損している。 11の高坪は脚裾部

が打ち欠かれ、脚柱部を甕内に挿入するかたちで使用されていた。覆土 1~5層には多量の灰・炭

化物・焼土とともに上器が包含され、調査区の境界部分では16• 18 • 20 • 21の土器が一括廃棄され

ていた。
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I Iこ 99叫

］ 褐灰色（10YR6J) 枯土質 多景の炭化物粒．微乱の焼十拉を含む

2 掲灰色(10¥’R5{11 粘士質 多景の炭化物位・i尭＿＋フロノク・灰プロノクを

含む

3 灰白色(]0¥R7911 灰層 多量の焼上フロノクを含む

4 灰黄掲色（IOYR・l・＇21 炭化物層 C 多最の被熱粘上プロノクを含む←

5 褐灰色(10YR5 11 枯ナ箇。吹化物を含む

6 鈍黄褐色（10YR721 砂質. i昆入物允し

7 灰白色(10¥’R7'11 枯土阿「炭化物拉・焼土フロノクを含む

＿が 8 褐灰色(10¥'Rも＇11 砂質混人物なし，

9 褐庚色(10¥'R6 1) 砂 質 混 入 物 な しr

10 庚白色110¥R71) hク質混入物なし
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第399図第128号住居跡カマド

ロ坪 13

大型坪 (14.

大型坪 (14.

高坪 17.
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壺

壺

甕

甕

甕

坪

15 1高坪
16 小型甕 |(15.0)

壺

鉢

RW 

RWB 

RW'B 

RW'B 
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RW'B 

(5.0) IWW' 

11.5 I RB 
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褐
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橙

赤

赤

赤

褐

赤

赤

橙

鈍赤褐

B 橙

B 鈍橙

鈍褐

45 

80 N(l6 内面に放射状線刻文

35 内面に線刻文

35 

75 I No. 5 A 脚裾部欠損

75 I No. 5 B 火を受け口辺部剥離

100 I No. 5 C 

90 I No. 9 転用支脚

100 IN[l 4 

40 I No. I 

破片 穿孔土器片

25 IN[l 1 
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第401図 第128号住居跡 出土遺物 (2)

第129号住居跡

お 2グリッドに位置する。北壁、南壁はトレンチによって破壊されていた。規模は長軸長4.64

m、短軸長4.60m、深さ0.55mで、主軸方向はN 60°-Eである。地山砂層中に掘り込まれており、

液状化現象によって壁面・床面とも確定できないほど大きく攪乱を受け、覆土と地山砂がそれぞれ

ブロックとなって交錯する状態であった。北西隅寄りで小ピットを検出したが壁溝・貯蔵穴・柱穴

は確認できなかった。東壁の南半には上部の傾斜面が見られた。覆土 3 • 5層には多量の炭化物が

包含されていた。

カマドは東壁に造られ、袖には灰色粘土が使用されていた。右袖の長さは87cm、燃焼部の幅は37

cmである。煙道は幅23cm、長さ 126cmで、傾斜をつけて掘られている。

遺物はカマド周辺から出土した。 7の大型坪には内面に樹脂が付着している。 8の小型甕は粗製

である。 14の甕は胴部に刃物による擦切痕がある。
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l 褐吹 色(10¥R51） 枯十竹微景の炭化物を含む

2 灰渇色（10¥'Rh,2) 砂質少景の炭化物を含む

3 掲 1尺色（l（)¥R511 粘七質 多直t0)炭化物を含む

4 灰日色（10¥R71） 砂＇孔微棗の炭化物を含む

5 里褐色(10YR31) 粘性強 多址0) 炭化物、少景の•t尭卜を含む
6 喝 灰 色(l()¥R6)) 粘土質~ 微址の炭化物を含む

カマ

，i 純黄渇色（1（)¥R72） 砂質 少量の焼十ーフロノク・炭化物を含む

b 灰●褐色（!O¥R6i2) 砂質 少景(/)焼土・炭化物を含む

c 灰黄渇色(JOYR62) 砂質c 層状に炭化物を含む

d 鈍黄褐色 (!OYR7JJJ) 砂質 砂の純度が高くi昆入物みられ允い

e 純黄褐色 (]0¥R7，21 砂質混人物なし

f 褐灰色 (10¥R5']) 粘七質微址の戻化物を含む

g 灰「色(]0¥R7']) 枯七行 微彙の炭化物を含む‘

h 褐灰色l!OYR.S J) 砂質 火を受けた石少

l 灰白色(JOYJ17JJ) 砂質混入物なし

J 純苗橙色 (!OYR7i2) 粘士質焼＋．と灰の混合屑丈井の崩落。

k 渇！火色 (10¥R5i) /J層微枇の骨片を含む

l 橙 色(25\•R(, 6）焼土屑焼けしよった1尭上大井の崩溶

m 掲仄色(JOYRい］） 砂竹焼七和を斑、I)、に含杓

n ／尺黄褐色 IJOYR(i2) 枯上質 焼上プロノク、砂を含む＿ i夜状化現象によろ

第402図第129号住居跡
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第404図第129号住居跡出土遺物 (2)

第129号住居跡出土土器観察表

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存 出土位置・その他

1 坪 11.8 4.9 RW B 橙 50 

2 坪 12.8 (5. 7) RW B 橙 50 内面全面樹脂付着

3 坪 (13.0) (4.6) RWB B 橙 40 

4 坪 (12.0) 6.1 R B 橙 45 

5 坪 (12.0) (6.1) w B 鈍赤褐 30 

6 大型坪 16.1 7.1 RW A 橙 90 

7 大型坪 15.2 (6. 7) w B 橙 50 内側全面樹脂付着

8 小型甕 13.6 17.6 w B 明赤褐 95 No.2 • 3 ， 宰ギ (14.0) (8.5) R B 明赤褐 45 

10 宰＝ 11.5 12.6 5.8 RWW'B A 橙 75 

11 甑 26.6 27.3 9.7 RWW' A 橙 50 

12 甕 (19.2) (7.0) H B 鈍橙 40 

13 甕 (17.2) (16.0) RWB B 橙 40 No.1 

14 甕 (16.8) (30.0) u B 鈍橙 40 擦切痕有り

15 甕 19.8 (26.5) RWW'B A 鈍黄橙 65 

16 甕 17.6 (21.1) RWU B 鈍褐 70 

第130号住居跡

おー 3グリッドに位置する。規模は長軸長6.15m、短軸長5.90m、深さ0.35mで、主軸方向はN

-42°―Eである。床面は地山砂層中に掘り込まれているため、液状化現象によって大きく乱され、

東隅で径105cm、深さ18cmの皿状の貯蔵穴を検出したが、ほかに壁溝・柱穴・ピットは確認できなかっ

た。覆土 3層にはFAブロックが包含され、 4層はFAの純層状であった。

カマドは北東壁に造られ、袖には灰白色粘土が使用されていた。左袖の長さは88cm、燃焼部の幅
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l 褐灰色（10¥R51) 砂質＿多駄り）炭化物、廃上杓~臼色杓を含む

2 褐灰色(10¥R611 砂質微祉の炭化物左含む

3 灰黄褐色（10Yfl5,2) 砂 質 炭化物附 焼十フ「）ノク• F A―_l「)ノクを含む

1 純黄橙色（10YR7,21 F,¥語

5 虎白色（IOYR7¥) 砂質混入 物 な し

6 褐灰色(10¥'R,I) 枯＋宜多f代の炭化物、十器卜を含む

7 褐 灰 色(10¥Rb11 杞十質混入物なし

8 掲灰色（10¥'Rb!) 砂質 混入物なし

9 灰黄褐色（ 10¥R(i2) 砂竹 五入物なし＿

10 褐灰色（¥O¥R6'¥l 枯上質 微砿の炭化物を含む

11 庚白色(¥O¥R7I) 枯 1囲微凪の炭化物を含む

12 灰試褐色 (10¥RI，；） 屈阿 液状生、こよろtiり山砂混令同

9,Jマ！

a f登 色(:.5¥'R6 6）焼上思天井の崩落

b 明赤喝色（こ 5¥R58）枯 L質 丈井の崩落

c 仄白色 (1(I¥R71）砂質品人物なし

d 渇灰色110m,11 灰層 焼上フロックを含む

e I火英渇色 110¥'R・l2) 砂層 火を受げごいる←

r 純黄橙色 (l(I¥R721 砂問 晶入物なし

g 掲！火色 (10¥R.il） 砂質 品入物なし

貯蔽穴

a 里褐色 (1()¥R311 砂貸 炭化物・（尭上ブロノクを含も

b 渇灰色(10¥R51) 砂質炭化物を含む

第405図第130号住居跡
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第407図第130号住居跡出土遺物 (2)

は35cmである。煙道は幅30cm、長さ28cm以上で、傾斜をつけて掘られていた。支脚位置は左寄りで

あり、小型鉢が転用されていた。

本住居跡に直接伴う遺物は少量である。支脚に転用されカマド燃焼部から出土した27の鉢は外面

ヘラケズリで小型甕的な作りだが、径の大きめな平底を丁寧に作りだしている。西隅寄りでは床面
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第130号住居跡出土土器観察表

番号 器種 口径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 出土位置・その他

1 坪 12.6 5.6 RW B 鈍橙 90 No. 8 

2 坪 12.6 5.1 R B 橙 90 No. 9 

3 坪 (12.5) (4.6) R A 鈍橙 30 

4 坪 (12.2) (4.1) RWB A 鈍橙 20 

5 坪 (11. 7) (4.9) RW B 浅黄橙 30 

6 坪 13.0 5.1 R B 橙 60 

7 坪 12.0 4.9 RW A 橙 50 

8 坪 (13.1) 4.7 RWB B 橙 25 ， 坪 (12.2) (9.9) RW A 橙 40 

10 坪 12.6 (5.5) RW B 鈍橙 50 

11 坪 (12.5) (4.4) w A 橙 30 

12 坪 13.2 (5.2) w A 橙 60 

13 坪 11.6 5.1 RWE A 橙 60 

14 坪 11.9 (5.1) w A 橙 80 

15 坪 11.8 5.5 RB B 橙 80 

16 坪 (12.8) 5.1 RW B 橙 40 

17 坪 12.9 5.9 RW B 鈍橙 90 

18 坪 (11.2) (4.2) WB B 鈍橙 30 

19 坪 (14.0) (5.0) R A 浅黄橙 30 

20 大型坪 (16.0) (6. 7) w B 鈍橙 40 No.2 

21 大型坪 (19.0) (7.3) RW A 橙 40 

22 大型坪 14.4 7.2 RB B 橙 70 

23 高 坪 17.4 (7.4) RW A 橙 60 

24 高 坪 (12.0) (4.5) RW B 赤 20 

25 手捏土器 (3.1) (3.8) R B 橙 25 

26 鉢 15.4 9.4 5.6 RWB B 橙 90 NC15 • 6 火に掛けた痕跡有り

27 鉢 13.6 10.8 6.8 R B 鈍黄橙 100 N[l7 転用支脚

28 鉢 (20.8) (5.5) w B 鈍橙 20 

29 小型甕 (13.2) (6.0) WB B 橙 45 

30 小型甕 13.8 (9.4) RWBH B 鈍黄橙 60 No, l 

31 甕 (14. 9) (8.5) RW B 鈍黄橙 40 

32 甕 (16.8) (6. 7) WB B 橙 25 

33 甕 (20.0) (5.0) w B 鈍橙 20 

34 甕 17.9 (9. 7) RB B 橙 50 

35 甕 (6.0) RWE B 橙 20 カマド

36 甕 (12.9) 6.0 RWE B 鈍黄橙 70 No. 4 カマド

37 互• (19.0) (15.0) R C 橙 25 

38 罪• 20.4 (26.5) RW B 橙 90 転用器台の可能性有り

39 竺手 (4.4) 7.4 RW B 橙 90 

上から 1• 2の坪 2点が正立して出土したが、これらの坪と北西壁に画された範囲内から38の壺が

つぶれた状態で出土した。胴部の下位を欠損しており、転用器台として使用された可能性が強い。

カマド周辺の覆土中からの土器のうち、 26の鉢は外面中位に煤が付着し、内外面にも焦げ跡がみら

れることから火に掛けて使用されていたと考えられる。
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l 喝灰色（!OYR61!) 粘性弱 少量の炭化物粒，焼土粒、微量の白色微粒を含む

2 灰黄褐色（!OYR6!2) 砂 質 噴砂によると思われる細砂を多董に含む，

3 褐灰色（!OYR5/!) 粘土質，少量の炭化物を含む

4 赤灰色（10¥'R4バ） 粘上質＝多量の炭化物・焼土粒・土器片を含むコ

5 灰黄渇色（!OYR5/2) 砂質。噴砂による

6 灰黄渇色(!OYR5/2) 砂質二少蘊の炭化物を含む2 噴砂によるものと思われる．

7 黒褐色（!OYR3/!) 粘土質＾多量の炭化物、微饂の焼士粒を含むこ

8 褐灰色(!OYR5/l) 砂質一少量の炭化物を含む，／夜状化による地山砂滉合層 1

9 褐灰色（10¥’R6/11 粘土質一少量の白色微粒を含む

第408図第131号住居跡

カマド
a 灰白色（10YR7/l) 粘土質部分的に焼土プロック含むコ天井の崩落。

b 暗赤褐色 (2.5YR3/2) 炭化物層。多蘊の灰・焼土を含む。

c 褐灰色（10YR4/l) 粘士質微量の焼士粒・炭化物を含むr

d 鈍赤褐色(2.5YR5/3) 粘性弱．多量の焼士、少量の炭化物を含む，

e 褐灰色（lOYRS/1) 粘性弱少量の炭化物・焼土を含む粘土と網砂の混合層，

f 暗赤灰色 (2.5YR3/l) 砂質c 多彙の焼土・炭化物多含むc 被熟赤変化。
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第131号住居跡

えー 3グリッドに位置する。規模は長軸長4.50m、短軸長4.30m、深さ0.55mで、主軸方向はN

-30°-Wである。床面は地山砂層に掘り込まれていたため、液状化現象の影響を受けて、大きく乱

されていた。このため貯蔵穴．柱穴・ピットは確認できなかったが、東壁から南壁にかけて壁上半

にテラス状の掘り方がみとめられた。覆土 4層には多量の炭化物や土器が包含されおり、意図的な

投棄が考えられる。また、 7層下面には炭化物が広がる部分がみとめられたが、崩落した上屋材と

見られる。

カマドは北西壁の中央部に造られる。袖には白色粘土が使用され、燃焼部の火床面にも同質の粘

土が敷かれていた。左袖の長さは85cm、燃焼部の幅は40cmである。火床面はおおよそ平坦で、灰の

第131号住居跡出土土器観察表（ 1)

番号 器種 ロ径 器 高 底 径 胎 土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

1 坪 13.1 5.6 R A 橙 100 

2 坪 12.6 5.4 RW B 橙 70 

3 坪 (12. 7) (5.2) w B 橙 40 

4 坪 (13.3) (5.8) R B 橙 30 穿孔土器

5 坪 12.5 5.3 R A 橙 80 

6 坪 12.4 5.1 RW B 橙 70 

7 坪 (12. 7) (5.1) RB B 橙 30 

8 坪 12.5 6.2 R C 橙 50 ， 坪 (12.2) 5.3 R C 橙 40 

10 坪 13.0 (6.0) WB A 橙 50 

11 坪 (12.5) (5.3) RW B 橙 45 

12 坪 (12. 7) (5.0) RW C 明赤褐 40 

13 坪 (13.0) (5.1) WB B 橙 30 胎土中に角閃石多く甕的

14 坪 (12.0) (5.2) RW  A 橙 30 

15 坪 13.4 5.1 R B 橙 50 

16 坪 13.4 5.1 RWW'B B 橙 70 

17 坪 (13.2) (5.3) R B 橙 30 

18 坪 12.4 4.7 RW'B B 橙 100 

19 坪 11.3 4.7 RW  A 橙 100 

20 大型坪 16.2 7.4 RW C 橙 70 

21 大型坪 (15.3) 6.7 RW'B B 橙 35 

22 大型坪 (16.4) (6.6) RW B 橙 30 

23 大型坪 (16.9) (5.5) RB B 橙 40 

24 大型坪 (15.5) (6. 7) R B 橙 30 

25 大型坪 (17.8) (6.5) RB B 橙 20 

26 短頸壺 (11.8) (6.0) RWB B 橙 35 

27 短頸壺 (12.4) 6.8 R B 橙 30 

28 短頸壺 12.5 10.2 RWB B 鈍橙 90 

29 短頸壺 13.4 7.6 R B 橙 80 

30 高 坪 12.4 8.2 9.6 RW C 橙 90 

31 高 坪 (3.0) (8.0) RW B 鈍黄橙 30 

32 鉢 19.4 15.4 4.8 RB B 鈍橙 80 

33 鉢 14.0 11.8 7.0 RW B 橙 70 

34 鉢 20.2 13.8 5.4 RWBH C 鈍橙 90 
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第131号住居跡出土土器観察表（ 2)

番号 器種 口径 器高 底 径 胎土 焼成 色調 残存 出士位置•その他

35 鉢 (12.8) 11 2 (6.2) ¥IV'l-I C 鈍橙 45 

36 甑 15.0 11 9 2.1 R A 橙 80 

37 甑 15.6 12.5 l. 8 RW B 橙 80 

38 甑 21.2 18 8 6.2 W H  B 鈍橙 70 

39 甑 24 6 29 6 9.0 R B 橙 90 

40 甑 22 4 26.7 9.6 RWH B 鈍橙 60 

41 -宜1= (6 0) (5.4) W H  B 明赤褐 70 転用鉢の可能性有り

42 壺 (13 8) 20 6 (4 8) RWB B 鈍橙 40 

43 台付 甕 13.9 (16. 5) RW C 橙 80 

44 小型甕 15.4 (11 5) RBU B 鈍橙 60 

45 小型甕 12.2 (10 5) W'H C 橙 80 

46 小 型甕 13.4 (9.5) R A 橙 70 

47 小型甕 (6 8) (6 6) WW'I-I C 鈍橙 40 

48 小型甕 14.2 (10.3) RW C 橙 80 

49 小型甕 14.0 (1 1. 2) RW A 橙 90 転用器台の可能性有り

50 小型甕 14.2 19.2 6 8 RWH B 鈍黄橙 80 

51 小型甕 15.2 17.7 5.8 RW B 橙 80 

52 小型甕 (13.0) (7 4) w B 鈍橙 30 

53 甕 16 8 (16. 2) H B 橙 60 

54 甕 18 5 (8.5) RWH B 橙 50 

55 甕 16 4 (8.0) RBU B 淡黄 80 

56 菰年 17 8 32.6 7 4 RW C 鈍赤褐 80 

57 甕 18.7 32.0 7 2 R B 橙 70 

58 甕 19.0 30.8 5 6 WW'B B 橙 70 

59 躙年 17.2 32.5 7 0 BH B 鈍橙 90 

60 甕 (17.5) (13. 0) RWBH B 橙 40 

61 甕 19.0 (14.1) WHU B 鈍橙 70 

62 甕 16.4 27 2 6 4 RW B 橙 80 

63 甕 17.8 (28.4) RBH B 橙 50 

64 甕 18.2 30 2 6.8 WII B 鈍橙 70 

65 甕 18.0 (24 2) RWW' B 浅黄橙 80 No.1 

66 甕 (18.0) (20 3) H B 灰黄褐 25 

67 甕 15.7 (14 2) H B 鈍黄橙 60 

68 甕 (18.0) (23 5) RW'H B 鈍橙 40 

69 甕 17.0 (23 5) RWU B 鈍橙 70 

70 甕 15.4 (24 0) RW B 鈍黄橙 70 

71 甕 17.2 (22.5) RHB B 鈍黄橙 70 

72 甕 19.1 (11.3) RWTI B 鈍橙 60 

73 甕 17 2 (8 7) RWBH B 鈍橙 70 

74 甕 (16 8) (14. 0) B B 橙 40 

75 声年 19 4 (14.6) WU  B 橙 50 

76 甕 (10. 0) (6.4) WW'H B 鈍橙 40 

77 甕 (9.0) 8.0 u B 鈍黄橙 50 

78 甕 (15.5) 5.2 RW B 橙 80 

79 甕 (1 5. 1) 6 2 RB C 橙 70 

80 甕 (19. 8) (7 6) W H  B 鈍橙 25 

81 甕 (7.3) RWH C 鈍褐 80 擬口縁に刻み目

-457-



：］／／三<）

□`／□ 口／

8(///C）□□ 
□`／□□□□□□□ 

□ 6ロロ／三口

ーロ ~;~1-~:J!
□□ーロロ//tit~~）
□ 6 1/  

＼ニニーロ□ロニ＼
ロロロニ—-/___
¥¥...--」---

～~ヽ~ ～一

28 

-Ii， 
， 

第409図第131号住居跡出土遣物（ 1)

458-

ニ 31

0 10cm 



34 

゜
10cm 

第410図第131号住居跡出土遺物（ 2)

459~ 



冒，

42 

43 

46 

47 

48 

口
51 

50 

53 

゜
10cm 
l 
1 

第411図第131号住居跡出土遺物 (3)

-460-



口
一
口
＼
‘

-

¥

 

、

'

,

.

-
L
¥
,f

f
 

，＇ 

~
 .. ,

J

¥

 

□[

¥

f

l

¥

 

]

ロ□L
-
]
 

54 

I 
! -、／

56 

58 

= 
べ／

□三□—--—
/'・  9,  

ク'-I ]',1  | -

IJ 

l l 

＇ l 

| ! 

,, 

0 .  10cm 
一＾-~-1---

， 

| 

I I 

55 

57 

|—ニーニニ三ー＝＝

！ ＼ 
|-------- -__ 

',,,1- ~ 

＇ ,,', l 
' , - -----,  

''',|―-一•---_J
, I I 
',',i—~-_J--
''l 

''I'  
,—―一＇
i :-- --」|__ _ _--― 
I'  
＇一一

i 

＇ 
L -—--

59 

第412図 第131号住居跡 出土遺物 (4)

461 



—-=•一，—

1 
ー

1
)

―

-

.

-

]

 

]

-

]

 

ロ

、

[

]

-

|

.

い

＼

----------

: | ¥ !一ー・ --/―-

! I'I :、、,..~.~. 

． I',  ＼ ： ～～ ～ 

I ,「¥,','¥,’’¥

i,',  ¥ 

’’ !'・..', 
i'  

I
 

＼
 

¥、

64 に＿＿ 10cm 
I 

第413図 第131号住居跡 出土遺物 (5)

~462-



9-
ロニ―

二

]．
 ＇ 

＇ 

＇ 

_
二

、,'

,

9

]

/

 

一
，
＼
，
＇
＼
一

¥
,
¥
]
-

一
―
ー
ロ
ニ
ニ

l

□[
'
ー
・
ロ
ロ

一
，
I
i
,
’
|
ー
'
|
'
|
_
9
ー

□
1ー
ー

ー

／

．
 

ロロ：
9
9
9
ー
'
|
ー
ハ
＼

9
,
'
 

,' 
,
'
’
’
’
,
'
|
¥
,
 

I1-I 

68 

□ 1 1□---
!/ !'i I 11~ 
! i I i. i 

I I i',—, 
） ！ ／ 1，1 ¥ I 
¥1 1 !', !———---—-7 

II□ 11 □二-／／＼□¥I ¥ I,]一）
¥ -¥ \~\ ! 一ーペ／

,,,¥ ¥¥,!------~~ 

＼ ＼ ＼ ＼ 、、＼
＼ ＼ 

', 
＼ 

＼ ＼ 

＼ 

！ 

67 

69 

三l----
’`  
＼＇，← -一
’¥―‘’ ---→---

＇ 
し—―_-=
~-

~~---’——--- i―-, \•..~' 

l 

¥: - ¥I  I 

ミへ
| 

_I 

0 10cm 
f- - -| 1 

第414図 第131号住居跡 出土遺物 (6)

-463--



74 

／

ロ
76

2
 

7
 

ロ

-- --
--

＼ 

78 

73 

5
 

7
 

日

ー
＼
 

し

「I
_
~
lロロロ

□
｀

77

ロ
／

79

ロロ―
＼
 

・、

□ Ocm /81  

第415図第131号住居跡出土遺物 (7)

464-



堆積が厚くみとめられた。煙道は19cm、長さ130cmで、地山を水平に掘り抜いていた。先端には径40

cm、深さ30cmの煙出ピットをもっていた。さほど広い範囲ではないものの、左右両袖の外側には灰

層があった。

上述のように、カマドから出土した65の甕以外、遺物の大半は覆上 4層から見いだされている。

その量は多く、図示しえたものは80個体を越え、火を受けて赤変した土器片が多くみとめられる。

4の坪は穿孔されている。 41は壺の胴部下半だが擬口縁で水平に打ち欠かれ、鉢に転用されたと見

られる。 43は台付甕で類例は少ない。 81は甕の胴部下位だが、擬口縁できれいに剥離し、端部には

棒状工具による刻み目がみとめられる。小型甕も含めた甕類の個体数が非常に多いのが特徴で、胎

土中に片岩砂粒が目立つ。特に、 67• 81は多量に含まれる片岩粒と形態から小山川上流域の児玉地

域で作られたものと見られる。

第132号住居跡

えー 3グリッドに位置する。外見的には住居跡ではなく、方形周溝状の遺構である。しかし、そ

の規模や溝の状況、また調査の所見から推せば、本跡はプランを確定して 4壁側から掘削を開始し

したものの、中央に方形壇を残した状態で構築を途中放棄した、未完成の住居跡と考えられる。完

成を見なかった理由は明らかとしえないが、住居の構築過程を物語る貴重な検出例である。掘り残

された壇部は整った長方形であり、掘削が決して無造作に行なわれたものではないことを示してい

る。外形プランの規模は長軸長6.00m、短軸長5.72mである。溝（掘削痕）は北東側で幅188cm、深さ

40cm、南東側で幅128cm、深さ32cmである。溝は地山砂層中に掘り込まれ、液状化現象の影響を受け

て側面、底面とも大きく乱されており、溝中。壇上ともカマドはいうにおよばず、ピット等もいっ

さい確認できなかった。覆土 2層はFAブロック主体の層だった。 3層中には土器が包含されてい

た。

遺物はすべて覆土 3層から見いだされた。量的には当然少なく、しかも残存率が低い。うち 8は

大型の高坪である。

第132号住居跡出土土器観察表

番号 器種 ロ径 器 高 底 径 胎 土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

1 坪 12.8 5.4 RWB B 橙 50 

2 坪 12.0 4.2 RB B 橙 50 

3 大型坪 (15.0) (6.0) RB B 橙 30 

4 大型 坪 (15.9) (4. 7) RW' B 橙 25 

5 ・罪＝ピ (5.9) 5.2 RWW' B 灰黄褐 65 

6 高 坪 13.4 8.3 10.0 RW'B B 橙 65 

7 高 坪 (17.3) (6.0) WB B 橙 25 

8 高 坪 (14.0) (19.0) RWB B 橙 25 ， 小型 甕 (14.0) (5.5) W'B B 灰黄橙 30 

10 小型 甕 (13.0) (10.0) RW'B B 鈍黄橙 25 

11 甕 (17.0) (10.0) RB B 黒 30 

12 甕 (21.0) (10.5) RB B 鈍黄橙 25 No. l 

13 甑 (10.5) 8.3 RWB B 鈍黄橙 50 
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第417図第132号住居跡出土遺物

第133号住居跡

おー 3グリッドに位置する。規模は長軸長4.85m、短軸長4.81m、深さ0.61mで、主軸方向はN

-76°-Eである。地山砂層に掘り込まれていたため、壁面は大きく崩壊し、床面も液状化現象の影

響を受けて著しく乱されていた。しかし、内部の状態から見て、カマド部分は本来的にやや張り出

していたものと思われる。床面からはカマドの右側で径90cm、深さ18cmの皿状の貯蔵穴を検出した。

さらに、東半部には径26cm前後、深さ 8cm前後の小ピット 5つを検出した。覆土 5層は FAの純層

であり、 4層にも FAブロックが包含されていた。

カマドは東壁のやや南寄りに造られ、袖には灰白色粘土が使用されていた。但し、遺存はきわめ
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1 灰白色（10YR7/l) 粘土質。少蘊の炭化物を含む．

2 褐 灰 色(10YR5/l) 砂質．微蘊の炭化物を含むこ

3 灰黄褐色（!OYR6/2) 砂質こ少量の炭化物を含むs

4 褐灰色（!OYR4/l) 粘性強。少紘の炭化物、多屋のFA小プロックを含む．

5 灰赤色（!OYR6/2) FA層

6 褐灰色（!OYR5/l) 粘土質口微量の炭化物を含む。

7 褐灰色（!OYR6/l) 粘性弱c 液状化による地山砂混合層．

F F' 
- 2 8. 8 0 ― 

冒
゜

カマド

a 鈍赤褐色(2.5YR4/2)粘士質。火を受けた粘士と多址の焼士プロックの混合層。

少董の炭化物を含む。

b 明赤褐色（2.5YR5/8) 焼土プロック。

c 暗赤灰色(2.5YR3/l)灰層口多量の焼土を含むc

d 褐灰色（!OYR4/l) 粘土質口袖の崩落口

第418図第133号住居跡
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第419図第133号住居跡出土遺物（ 1)
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第420図第133号住居跡出土遺物 (2)

第133号住居跡出土土器観察表(1)

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

1 坪 12.0 4.9 R B 橙 100 

2 坪 12.2 5.0 R A 橙 100 

3 坪 12.5 5.4 RWB B 橙 85 カマド右

4 坪 12.4 5.3 RW B 橙 80 

5 坪 12.6 (5.5) RW B 橙 60 

6 坪 (13.1) (5.3) RB B 橙 35 

7 坪 11.6 4.2 RW A 橙 100 カマド右外面煤付着

8 坪 12.7 5.0 R A 橙 95 No.3 ， 坪 (13.2) 4.9 RW B 橙 40 カマド

10 坪 (12.5) (5.1) RB B 橙 30 

11 坪 (13.0) (4.6) R B 橙 30 カマド

12 坪 (13.2) (5.2) R B 鈍橙 30 

13 坪 (12.2) 4.8 RB B 橙 30 

14 坪 (12.5) (4.3) R B 鈍黄橙 30 

15 坪 10.2 4.8 RW B 橙 60 口縁端部内面に細かい布圧痕

16 大型坪 (14.3) (5.4) R B 橙 30 

17 大型坪 (14.2) (7.2) R B 橙 30 

18 大型坪 (17.4) (7.6) RB B 橙 20 

19 吉向 坪 12.4 8.2 RWB A 橙 90 

-470-



第133号住居跡出土土器観察表（ 2)

番号 器種 口径 器 高 底 径 胎 上 焼成 色調 残存 出土位置。その他

20 -局L 坪 12.8 (8 3) R B 橙 70 

21 ← 局 坪 (5.3) (10 2) R B 橙 45 

22 甕 24.8 29.8 6.8 RBU B 橙 70 No. 4 • 5 火に掛けた痕跡有り

23 鉢 17.6 13.6 6 8 ¥¥「BH B 鈍黄橙 80 No. 2 

24 甕 18.4 26.5 4 4 RW C 鈍橙 70 No. 6 

25 甕 (10 4) (5 2) w B 鈍橙 30 カマド 木葉底

26 甕 17.8 (29 8) (5. 8) RW B 鈍橙 70 No. l 

て悪く、ほとんど破壊されてしまったような状態であった。残存する右袖の長さは88cm、燃焼部の

幅は35cmである。火床面も激しく凹凸を生じているが、灰の堆積することが観察された。煙道は幅

32cm、長さ95cm以上で、地山に傾斜をつけて掘られていた。支脚位置は中軸線上の燃焼部中央であ

り、礫が使用されていた。

遺物はカマド周辺を中心に出土した。カマド周辺からは22の球形胴を有する甕の破片が、散乱し

た状態で見いだされた。右袖外側からは 3。7。8の坪、 23の鉢、 26の甕が、また左袖外側から

は24の甕が出土した。 15の小型の坪は覆土中からの出土で、口縁部の端部内面に 3mm幅で平織りの

布圧痕が残されている。布の種類については不明である。このほか、西壁沿いの覆土中からは獣骨

が 1点出土した。これも動物の種類は不明である。

第134号住居跡

お 3グリッドに位置する。規模は長軸長4.51m、短軸長4.08m、面積約18.4m¥深さ0.42mで、

主軸方向はN-34°-Eである。地山砂層に掘り込まれているため、地震による液状化現象の影響を

強く受け、床面と壁面はともに大きく攪乱されていた。しかし、わずかな痕跡から 4本の柱穴を検

出することができた。柱穴は長径30cm前後で、その配置はほぼ住居跡の対角線上となっていた。柱

穴間は東西が約1.6m、南北が約2.0mとなっている。このほかには壁溝。貯蔵穴。ピットなど確認

することはできなかった。床面上には炭化物からなる 8層が広がり、 6層中には多量の炭化物・焼

土粒が包含されていた。

カマドは北東壁の中央に造られ、袖は壁から「ハ」字状気味に垂下し、構築には灰白色粘土が使用

されていた。左袖の長さは80cm、燃焼部の幅は41cmである。火床面は平坦で、厚く灰の堆積が見ら

れた。煙道は幅25cm、長さ133cmで、地山に傾斜をつけて掘られていた。先端には径・深さともに25

cmほどの煙出ピットを有していた。

遺物は東隅寄りの床面から 6の坪、 25の大型坪、 32の甑、 35。36の小型甕、 34の壺、 37の甕が出

土した。このうち25の大型坪は平底で、形態は鉢的である。ここには 6の坪が入れ子状に入ってい

た。 16の小型坪も平底で、器高に比して口径の小さい特殊なものである。多量に出土した坪のうち、

1~16、および22~26の大型坪は本住居跡に直接伴うものと考えられるが、 17~21は覆土中への混

入と見られる。
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l 灰黄褐色（10¥’R612) 砂質C 多量の白色微粒、少鼠の炭化物を含むニ

2 黒褐色（10YR3/l) 粘土質ご多量の炭化物を含む。

3 褐灰色(IOYR5/1) 粘土質こ少量の炭化物・白色微粒を含むコ

4 褐灰色(IOYR4/1) 粘土質。多量の炭化物を含む，

5 褐灰色(IOYR6/1) 粘土質：混入物なしこ

6 黒褐色(IOYR3/l) 粘土質こ多肱の炭化物・焼土粒を含むこ

7 褐灰色（IOYR6/1) 粘士質c 混入物なしこ

8 黒 色(IOYR2/l) 炭化物層ご

9 褐灰色(10YR4/l) 砂質，少蘊の炭化物，灰色粘土を含む，

10 赤褐色(IOYR4/6) 焼土層ご

カマド
a 暗赤褐色(2.5YR3/2) 粘性弱。多量の炭化物、焼士を含む。

b 褐灰色(10YR6/1) 粘土質。少駄の炭化物を含む。

c 赤褐色(2.5YR4/6) 焼士層。焼士プロックと炭化物の混合層。

d 赤黒色(2.5YR2/1) 灰層。少量の粘土プロック・焼土粒を含む。

e 赤灰色(2.5YR5/1) 砂質。少量の焼上・炭化物を含む。

第421図第134号住居跡
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第422図第134号住居跡出土遺物（ 1)
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第423図 第134号住居跡
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出土遺物 (2)
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第424図第134号住居跡出土遺物 (3)

第134号住居跡出土土器観察表（ 1)

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

1 坪 12 0 6.1 RB A 明褐 100 

2 坪 12.5 6.1 R A 黒褐 90 

3 坪 (12.5) (5.3) R A 橙褐 20 

4 坪 (12 4) (6.0) RW A 橙褐 20 

5 坪 12 4 5 8 R A 褐 70 

6 坪 12.5 6 1 R A 褐 80 No.1 

7 坪 12.8 5.7 RWW' A 黄褐 60 

8 坪 (12 0) (4.0) R A 黒荼 10 ， 坪 11.6 6.0 R A 橙褐 100 

10 坪 11. 2 (5.6) RWW' A 褐 60 

11 坪 (12.6) (5.4) R A 橙褐 30 

12 坪 12.3 -3 3 - RWB A 褐 60 

13 坪 12.6 5.7 RWB A 明橙褐 90 

14 坪 11.7 5 3 R A 橙 100 

15 坪 12.7 5 9 B A 橙褐 70 No. 6 

16 坪 9.2 4 9 3.5 RWB A 橙褐 80 小型平底

17 坪 13.0 5 5 RWW' A 赤褐 80 調整粗雑

18 坪 14.1 4 8 RWW' A 暗黒褐 50 

19 坪 (13.6) (4 6) RWW' A 赤褐 20 

20 坪 (12. 9) (3.3) R A 褐 20 

21 大型坪 (17.4) 4 0 R A 褐 30 内外面黒色処理

22 大型坪 (14. 2) 6 5 R A 橙褐 30 打撃痕有り

23 大型坪 (16.1) 6 9 R A 橙褐 40 

24 大型坪 15.0 5 7 R A 橙褐 60 

25 大型坪 15.1 8 9 5.0 RWW'B A 赤褐 100 No.1 平底
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第134号住居跡出土土器観察表(2)

番号 器種 口径 器 高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

26 大型坪 (14. 7) (5.4) RWW' A 橙褐 20 
27 短頸壺 (9.4) (5.9) RW A 橙褐 30 

28 高 坪 (8.1) 11.4 RWW'B A 橙褐 80 

29 高 坪 19.7 (13.4) RWW'B A 橙褐 70 

30 壺 13.4 (13.1) RWW' A 橙褐 60 

31 鉢 15.1 (9.8) WW'B A 淡褐 50 

32 甑 16.6 12.8 (4.1) RWW'B A 橙 85 No. 3 

33 広口壺 22.1 26.7 5.4 RWW'B A 赤褐 60 

34 空． 20.5 34.6 7.0 RWB B 橙 60 

35 小型甕 15.2 20.3 6.4 RWW' A 淡赤褐 90 No.4 

36 小型甕 16.5 20.4 6.0 RWW' A 淡橙褐 100 No. 5 

37 甕 16.4 31.4 6.0 WW'B A 淡橙褐 80 No. 2 木葉底

38 甕 (17.6) (9.5) WW'B A 淡褐 20 

39 甕 16.8 (11.0) RWW'B A 橙褐 50 

第135号住居跡

おー 3グリッドに位置する。規模は長軸長4.07m、短軸長3.97m、深さ0.35mで、主軸方向はN

-89°-Eである。地山砂層に掘り込まれていたため、液状化現象の影響をかなりこうむり、床面や

壁面の一部が乱されていた。にもかかわらず、本跡の床面からは 4本の柱穴とカマド右側に貯蔵穴、

南壁中央寄りに 2つのピットを検出した。貯蔵穴は径53cm、深さ37cmの円形平底である。覆土上層

の灰白色粘土には、土器製作時の削片を包含していた。またピット 1は長径63cmの楕円形だが、下

層に混合粘土層が存在していた。貯蔵穴は出土遺物から見て特殊な使用方法が想像される。 2つの

ピットと伴出遺物から見れば、土器製作工房である可能性も考えられる。覆土 2~5層中には多量

の炭化物が包含されていた。

カマドは西壁の中央、わずかに南寄りに造られ、袖には灰白色粘土が使用されていた。左袖の長

さは60cm、燃焼部の幅は26cmである。火床面はおおよそ平坦で、厚く灰が堆積していた。煙道は幅

18cm、長さ121cmで、地山を水平に掘り抜き、先端に煙出ピットをもっていた。

遺物はほとんどが床面上から出土した。まず特筆すべき事項は 2点あるが、第 1点は土器製作に

伴うと見られる多量の土器削片の存在である。貯蔵穴上層の灰白色粘土にからまるような状態で出

土したもの以外にも床面上に散っていたものと考えられるが、胎土や器面の状態から見て、坪の体

部を削って仕上げるときに出た粘土削片を焼いたものと思われる（第564• 565図）。第 2点は土玉の

集中であり、 1軒から13点が出土したのは本遺跡中最多である。南西隅寄りを中心に一部カマド脇

からも出土した。このほかの土器は出土位置から大きく 4か所に分けられる。カマド燃焼部からは

2の坪と19の甕、貯蔵穴周辺からは 6の坪、 11の高坪、 12の鉢、 13• 14の甑、 20• 21の壺、カマド

左側では15• 16の甑、北西隅寄りで 1 • 7の坪、 17• 18の甕がそれぞれ出土した。 9a • 9 bの2

片は同一個体の坪と見られ体部内面に線刻文があるが、 9aは穿孔部の破片でもある。 5の坪はヘ

ラケズリが不十分で体部が厚く内面はヘラミガキされている。
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B 
- 2 9 ~ 5 0 B' E E' 

C 
- 2 9. 5 0 

C' 

込ー 29 5 0 D' 

9 2m □―- 1--- ----j 

1 掲灰色（10YR6'1) 粘土質』多景の地山砂，白色微粒を含む

2 褐灰色（lOYRS/1) 砂質多絋の炭化物を含む

3 褐灰色（JOYR4/l) 砂質多乱の炭化物を含む，

4 灰黄褐色（lOYRS/2) 砂質。多絋の炭化物を含む

5 褐灰色（10YR5/J) 砂質薄い屈状の炭化物を含む

6 黒褐色（10YR3/1) 末占土質，多臥の縛砂、炭化物を含む

7 灰白色（10YR7/1) 砂質。少董の粘土・炭化物を含む，

8 灰黄褐色(10YR4/2) 砂層。炭化物を含むz

9 灰黄褐色（10YR6/2) 砂阿こi昆入物なし

10 褐灰色（10YR5/l) 粘土質2 灰白色粘ヒ・黒褐色粘七の混合層，

11 灰黄褐色 (){)YRS/2) 砂質混人物なし

貯蔵穴

a 黄褐色（!OYR5/Iう） 粘士プロック 3 土器削片を含むコ

b 褐灰色（!OYRS/1) 砂質C 多鼠の灰色粘士ブロノク、炭化物を含むっ

c 灰黄褐色（!OYR6/2) 砂質口混入物なしm

d 褐灰色（!OYR5/1) 砂質J混入物なし＾

e 灰黄掲色（!OYR6/2) 砂質し少試の炭化物・士器片を含む。

f 灰黄褐色 (10YR5/2) 砂質。混入物なし

第425図第135号住居跡
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カマド

a 褐灰色（!OYR6/1) 砂質。マンガン粒を含む。

b 鈍黄橙色(!OYR7/2) 砂質。混入物なし。

c 灰黄褐色（!DYR6/2) 砂質。少最の炭化物粒・焼土粒を含む。

d 褐灰色(!OYR5/!) シルト質＂多最の炭化物・焼土フロックを含む。天井の

崩落口

e 掲灰色（!OYR5/!) シルト笥 d層より焼土フロック少ない。天井の崩落。

f 渇灰色（!OYR5/!) 灰層口炭化物・焼土プロックを含むロ

g 掲灰色（!OYR5/!) 粘士質火を受けた粘土フロックと炭化物との混合層。

h 灰黄褐色（!DYR5/2) 砂質。砂とg層との混合土。

灰黄掲色（!OYR5/2) 砂質。混入物なし。

J 暗褐色（!OYR3/3) 砂質口加熱された砂層。

゜
1m 

第426図第135号住居跡カマド

第135号住居跡出土土器観察表

番号 器種 口径 器 高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

1 坪 (11.2) 5.6 RWW'B A ら褐 30 No.31 

2 坪 13.5 (5.5) R A 橙褐 60 カマドNo.2 

3 坪 12.6 5.5 R A 褐 90 No.47 

4 坪 (13.0) (4.9) WW'B A 橙褐 20 

5 坪 12.9 5.9 RWW' A 橙褐 90 No.19 内面暗文風ヘラミガキ

6 坪 12.2 6.1 RWW' A 橙褐 100 No.16 

7 坪 13.6 6.0 RWW' A 橙褐 80 No.42 

8 坪 (12.6) 7.0 RW A 淡褐 30 ， 坪 RW B 橙 破片 a.b 同一個体線刻文 aは穿孔

10 支 脚 3.5 (3. 7) RW A 橙 50 

11 高 坪 14.0 9.7 9.6 RWW'B A 赤褐 60 No.12 

12 鉢 (15.8) 9.7 WW'B A 褐 40 No.13 底部不整形

13 甑 24.8 (14. 7) (3.2) RWW'B B 鈍橙 90 N(l 4 

14 甑 (23.8) (11. 9) RWB B 橙 35 No.17 • 18 

15 甑 (25.3) (10.5) RWB B 鈍黄橙 25 No.33 • 34 • 35 

16 甑 21.6 (21. 7) WW'B A 茶褐 50 No.33 • 34 • 35 

17 甕 17.5 (14.0) RWW' A 橙褐 70 No.39・49転用器台の可能性有り

18 甕 (18.4) (26.8) RWB B 橙 25 No.40 • 41 

19 甕 (18.2) 30.5 (5.5) RWW' A 橙褐 40 カマドNo.l 

20 宮手 (19.6) 33.5 (7.2) RWW'B A 赤褐 30 No.l • 5 • 9 ・lO・ll・14・15

21 ギ互 (19.0) (18.8) (5.2) RWW' A 赤褐 40 No.2•3·6·8 
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第427図第135号住居跡出土遺物（ 1)
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第136号住居跡
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20 

第428図第135号住居跡出土遺物 (2)

10cm 
I 

21 

ぇー 3グリッドに位置する。規模は長軸長5.05m、短軸長4.99m、面積約25.2m',深さ0.55mで、

主軸方向はN-92°―Eである。地山砂層に掘り込まれていたため、地震による液状化現象の影響を

受け、床面・壁面とも大きく乱されていた。このため壁溝・貯蔵穴・ビットは確認できなかった。

覆土は 5層を中心にレンズ状堆積であるが、 2 • 4 • 6層が間層を挟んで多量の炭化物を包含して

-480 
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1 灰黄褐色（10¥R6/2) 砂質白色微粒を含む

2 褐灰色（10YRが 1) 粘七質 多贔の炭化物を含む

3 褐灰色（!OYR6il) 粘士質微量の炭化物を含む

4 渇灰色（!OYR4/l) 粘性強多量の炭化物・白色微粒を含む

5 灰白色（!OYR7/l) 粘性弱一少星の炭化物含むし

6 里掲色（10YR3/l) 粘土質←多砧の炭化物を含むm

7 掲灰色（10YR4il) 粘性弱 少試の炭化物を含む砂と枯土との混合展心

8 褐灰色(lOYR6il) 粘性弱混入物なしC

゜
2m 

第429図第136号住居跡
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カマト

a 鈍黄橙色 (!OYR7'2) 枯土質 天井の崩溶

b 明赤褐色 (2.SYR5;6) 焼上阿 天井の崩落

c 灰白色(!OYR7/l) 砂質，混入物なし。

d 里 褐 色(!OYR7/1)灰唇，

e 灰黄褐色 (!OYR6/2) 砂質煙迫に流れ込んだ砂，

f 灰黄掲色 (!OYR4/2) 砂質 火を受けた砂コ焼上フロノクを含む，

g 掲灰色（!OYRS/1) 粘士質 多景の炭化物，焼上フロノク，粘士フロノクを

含む

h 灰白色(!OYR7/l) 砂囲，流れ込んた砂

l 黒 褐 色(!OYR3/ll 灰炭化物層c 焼土を含む 2

0 1m 
f -- | -----1 

第430図第136号住居跡カマド

いる。

カマドは東壁の中央やや南寄りに造られ、袖には灰白色粘土が使用されていた。袖内からは篠竹

を使った芯材も検出された。右袖の長さは91cm、燃焼部の幅は31cmである。火床面は中央部が高ま

り、灰が堆積していた。煙道は幅35cm、長さ141cmで、傾斜をつけて掘られ先端に煙出ピットをもっ

ていた。右袖の外側には灰層があった。

遺物は床面上のものは少量で、大部分は覆土中からの出土である。カマド燃焼部からは36• 41の

甕が出土した。両個体とも支脚は伴わないものの、カマド袖および天井に埋め込まれた際の粘土が

付着し、これが焼土化していた。 30は壺口縁部からの転用上器だがカマド右側の床面上から出土し

た。また28の短頸壺も床面上のものである。 16の坪は覆土中のものである。 29の筒形土製品は下端

の形状が詳明不明だが、上端は平滑調整、下端は一部ケズリ、内外面ナデで側面に円孔をもつ用途

不明品である。
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第136号住居跡出土土器観察表

番号 器種 口径 器局 底径 胎 土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

1 坪 13.2 5.8 R A 淡褐 70 

2 坪 (12.3) (5.5) RWE A 褐 30 

3 坪 12 4 6 2 RWW' A 橙褐 80 

4 坪 (12 3) 5 1 RWW' A 橙褐 20 

5 坪 (12 2) (4.3) RWW' A 赤褐 20 

6 坪 (12.1) 4.8 RWW' A 橙褐 40 

7 坪 12.3 5.8 RWW'B A 淡褐 80 

8 坪 13.1 5.6 RWB A 淡褐 50 ， 坪 11. 7 5.7 RW A 褐 90 

10 坪 (13.0) (4.9) RWW' A 淡褐 20 

11 坪 12.3 5.8 RWW' A 橙褐 60 

12 坪 (12.2) 5.2 RWW' A 淡褐 40 

13 坪 13.0 5.6 RWW' A 淡褐 90 

14 坪 11. 7 5.7 R A 橙褐 80 

15 坪 11. 5 5.9 RWW'B A 淡褐 100 

16 坪 12.9 4.4 RWW'B A 橙褐 100 No. 5 焼成時の亀裂有り

17 坪 (12 4) 6.3 RWW'B A 赤褐 40 

18 坪 (11 9) (3. 7) WE A 褐 10 

19 大型坪 14.5 7.2 RWW' A 橙褐 80 火に掛けた痕跡有り

20 大型坪 16.2 6.2 R A 橙 80 

21 大型坪 (14.4) 6.7 RWW'B A 橙褐 30 小礫脱落による小孔有り

22 大型坪 (14.1) 6.6 RWW' A 褐 40 

23 高 坪 14 3 7.3 RWW'B A 淡褐 70 

24 高 坪 (4.0) 9.3 RWW'B A 橙褐 70 粘土付着転用支脚か

25 高 坪 (4. 7) 10.3 RWW'B A 赤褐 70 

26 坦 (11.1) RWW'B A 淡褐 100 4層

27 短頸壺 (12 4) (7 0) RWW'B A 褐 30 

28 短頸壺 10.0 6 8 RWW'B A 橙 100 No.1 

29 土 製品 (4.4) (5.9) RW A 橙 20 筒形で側面円孔 下端不明

30 罪手 20.8 (7. 7) RWW' A 赤褐 80 No. 2 ・転用器台

31 笈士 18.5 33.9 6.3 RWW'B A 橙 60 

32 宜＝ (21. 7) (29.0) RWW'BH B 鈍橙 30 

33 鉢 (20 8) 14 7 RWW'B A 橙褐 20 

34 鉢 16.2 (12.3) RWW'B A 淡橙褐 50 

35 小型甕 (13.1) 14.7 RWW'H C 橙褐 40 

36 小型甕 13.8 19.2 4.4 WW' A 淡橙褐 100 No. 3 

37 甕 15.7 26.4 5.0 RWW'U A 淡褐 90 胴部外面ヘラミガキ

38 甕 17.9 (15 9) RWW'BU A 淡褐 80 

39 甕 (23 7) RWW' A 赤褐 50 

40 甕 18.8 23.6 5.8 WW'B A 淡褐 70 

41 甕 18.9 27.9 5.5 RWW'B A 淡褐 70 No. 4 

第137号住居跡

え 2グリッドに位置する。第138号住居跡の北東隅を切っていた。第13号・第14号溝とも重複

し、両者に切られていた。規模は長軸長4.85m、短軸長4.63m、深さ0.32mで、主軸方向はN-65°

-Eである。地山砂層に掘り込まれ、液状化現象の影響を受けて床面、壁面に不明瞭な部分もあっ
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口
1 掲灰色（!OYR4/!) 砂質こ多量の炭化物を含む

2 鈍黄橙色(IOYR6/3) 砂質．微量の炭化物を含むロ

3 灰白色（!OYR7/!) 砂質→微量の炭化物を含む．

カマド

a 褐 灰 色(10YR6/l) 粘土質＾多蘊の焼士プロック・炭化物を含む，

b 明赤褐色 (2.5YR5/8) 焼土層2 天井の崩落，

c 黒掲色（10YR3/l) 灰層 灰によって構成された層＝土器片を含む

d 褐灰色（!OYR4/l) 灰層：焼土プロックと c層との混合層，

e 鈍黄橙色（10YR6/4) 砂質こ煙道から流れ込んだ砂 焼土プロックを含む—

1 黒褐色（!OYR3/l) 灰層口砂を含む。

g 鈍黄橙色（10YR7/l) 粘士質C 炭化物・焼土粒を含む，

h 鈍黄橙色（10YR7/2) 粘土質。混入物なしC

i 灰白色（10YR7/l) 砂質c 粘士プロックを含むロ

j 灰白色（10YR7/l) 砂質c i昆入物なし，

k 灰白色（10YR7/l) 砂質c j層に類似するが粘性強い。

I 灰白色（!OYR7/l) 粘土質C I昆入物なしt

m 鈍黄橙色（10YR7/2) 粘土質。混入物なしロ

n 鈍黄橙色 (10YR7/2) 粘土質。炭化物を含むロ

゜
2m 

第434図 第137号住居跡
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第435図第137号住居跡出土遺物

第137号住居跡出土土器観察表

番号 器種 口径 器 高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 出土位置。その他

1 坪 12 5 5.5 WW' A 褐 100 No. l 火に掛けた痕跡有り

2 坪 11.6 5.3 RWW' A 赤褐 100 No. 4 

3 坪 (11 8) 5 0 RW A 淡褐 40 

4 坪 11.8 5.2 RWW' A 橙褐 100 

5 坪 11.6 5.8 RB A 淡褐 90 No. 3 

6 竺上 (15. 2) (20.4) WW'B A 橙褐 20 No. 2 

たが、 4本の柱穴と、径97cm、深さ 17cmの皿状の貯蔵穴を検出した。覆土は基本的には自然堆積だ

が多量の炭化物を包含する 1層堆積時に若干の掘り返しがみとめられる。

カマドは東壁に造られ、袖には灰白色粘土が使用されていた。右袖の長さは61cm、燃焼部の幅は

31cmである。煙道は幅30cm、長さ34cm以上である。

遺物の出土は少量だったが、 1 • 2 • 5の坪は床面上から出土した。 1は火を受けて内外面とも

変質しており、火に掛けて使用されたと見られる。 6の壺は口縁部が直立する形態で本来は対応す

る蓋があった可能性が考えられる。

第138号住居跡

えー 2グリッドに位置する。北東隅を第137号住居跡に、北西隅を第14号溝にそれぞれ切られてい

た。規模は長軸長3.85m、短軸長3.44m、面積約13.2m¥深さ0.50mで、主軸方向はN-82°-E 

である。地山砂層中に掘り込まれていたため、地震に伴う液状化現象により、壁の崩壊や床面の攪

乱が見られた。したがって、カマド右側で径50cmの貯蔵穴を検出した以外には、壁溝。柱穴・ピッ

トの確認はできなかった。覆土は 5層と 8層に多量の炭化物を含んでいたほか、多くの土器片を混
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［ 褐灰色(!OYRS/1) 砂質。多最の炭化物・灰を含む：

2 灰黄褐色（!OYR6/2) 砂質。少量の炭化物を含むc

3 鈍黄橙色（!OYR7/2) 砂質口少量の炭化物を含むc

4 褐灰色（!OYR6/l) 砂質こ多量の炭化物を含むc

5 褐灰層（!OYRS/1) 砂質口多量の炭化材・土器片、粘土プロックを含む。

6 灰黄褐色（!OYR6/2) 砂質。少量の炭化物を含む：

7 灰白色（!OYR7/l) 砂質3 微輩の炭化物拉を含むc

8 褐灰色（!OYR6/l) 粘土質c 多量の炭化物・土器を含むm

9 灰白色（!OYR7/l) 粘士質c 炭化物を含む

10 灰白色（!OYR7/l) 砂質コ液状化による地山砂層混合層＾

11 灰白色（!OYR7/l) 粘土質3 粘土ブロックロ

12 褐灰色（!OYR6/l) 粘土質c 少量の炭化物・焼士粒を含むs

カマド
a 鈍赤褐色(2.5YR5/3) 砂質加熟された砂層。煙道の天井かc

b 灰白色(lOYR7/l) 粘土質C i昆入物なし。

c 褐灰色(lOYR6/l) 粘土質コ多量の焼士プロックを含む

d 鈍黄橙色（10YR7/2) 粘土質口天井の崩落。

e 橙 色(2.5YR6/6) 焼土プロックロ天井の崩落c

f 褐灰色（10YR6/l) 灰層。骨片を含む。

g 褐灰色（10YR6/l) 砂質火を受けた砂，炭化物を含むロ

h 掲灰色（10YR6/l) 砂質口少量の炭化物を含むc

i 灰白色（10YR7/l) 砂質。混入物なしロ

j 褐灰色(lOYRS/1) 粘土質c 炭化物を含む。

k 褐灰色（10YR6/l) 炭化物層：

第436図 第138号住居跡
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第438図第138号住居跡出土遺物 (2)

第138号住居跡出土土器観察表（ 1)

番号 器種 口径 器 高 底径 胎土 焼成 色調 残存 出土位置・その他

1 坪 12.2 5.6 RWW'B A 淡褐 70 カマド

2 坪 12.3 5.5 RB A 淡赤褐 60 火に掛けた痕跡有り

3 坪 (11.7) 6.0 R A 橙褐 40 

4 坪 (12.9) (5.6) w A 淡褐 20 

5 坪 11.9 5.2 RW A 橙褐 70 

6 坪 12.4 5.2 WW' A 褐 80 No.5 

7 坪 12.8 5.6 WW' A 赤褐 90 No. 6 

8 坪 (12.5) 5.5 WW' A 淡褐 40 ， 坪 13.0 5.6 RWW' A 橙褐 70 

10 坪 13.2 5.1 RWW' A 赤褐 70 

11 坪 13.0 5.4 WW' A 橙褐 90 

12 坪 12.2 5.6 RW A 橙褐 50 

13 坪 (12.3) (5.0) w A 淡橙褐 30 

14 坪 12.1 5.5 R A 橙褐 60 

15 坪 11.9 5.2 R A 淡褐 90 

16 坪 (11.9) 5.8 RWW' A 赤褐 40 

17 ミニチュア 9.1 4.5 RWW' A 橙褐 90 坪形

18 ミニチュア 6.9 5.5 4.1 RWB A 橙 85 No. 7 壺形
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第138号住居跡出土土器観察表（ 2)

番号 器種 口径 器 高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

19 ミニチュア 7.7 5.1 4.7 RWBU A 鈍橙 100 椀形

20 高 坪 14.0 (10. 9) RWW'B A 橙褐 80 No.10 

21 坦 8.3 (14.8) RWW' A 淡褐 50 

22 甑 17.3 12.2 3 4 RWB B 橙 100 No. l 

23 小型甕 13.2 15.9 4.4 RB B 橙 80 No. 2 

24 鉢 13.2 (10.8) R"バIV'BH A 淡赤褐 50 

25 互手 (1 6. 1) (13 3) RVi「W' A 橙褐 30 

26 卑ギ 18.5 (28 8) RWB A 橙 60 No. 4 

27 甑 25.1 29.8 9.1 RWW'H A 橙褐 80 

有していた。

カマドは東壁の中央に造られ、袖には灰白色粘土が使用されていた。右袖の長さは75cm、燃焼部

の幅は27cmである。火床面は平坦で、厚く灰の堆積がみとめられた。煙道部は幅25cm、長さ 123cmで、

地山をやや傾斜をつけて掘り抜き、先端に煙出ピットを穿っていた。支脚位置は燃焼部中央の左寄

りであり、高坪が倒立転用されていた。左袖の外側には灰層があった。

遺物は大部分が 5層と 8層からの出土である。但し、脚部を欠失する20の高坪は転用支脚として

カマドから、また18のミニチュア土器は床面上から出土した。 2の坪は体部外面に煤が付着してい

ることから、火に掛けて使用されたものと見られる。 17• 18 • 19の3点はミニチュア土器であるが、

いずれも残存率が高い。

第139号住居跡

えー 2グリッドに位置する。北西壁から南西壁にかけては、その上部を試掘トレンチによって破

壊してしまっていた。また、第14号・第16号の 2つの溝が覆土を切り込んでいた。規模は長軸長3.

77m、短軸長2.85m、面積約10.7mべ深さ 0.60mで、主軸方向はN 37° Wである。地山砂層に掘

り込まれていたため、広範にわたる壁面の崩壊や、液状化現象による床面の攪乱が見られた。カマ

ド右側で径71cm、深さ 6cmの皿状の貯蔵穴を検出した以外に壁溝・柱穴・ピットは確認できなかっ

た。

カマドは北西壁に造られ、袖には灰白色粘土が使用されていたが、不明瞭だった。左袖の長さは

48cm、燃焼部の幅は42cmである。煙道は幅39cm、長さ 111cmで、燃焼部奥壁から40cmほど水平にのび

たのちに傾斜をつけて掘り抜かれたと見られる。支脚位置は中軸線上であり、高坪が転用されてい

た。

遣物は直接本住居に伴うカマド、および床面上のものと、覆土 1層中のものとにわけられる。カ

マドからは支脚に倒立転用された 3の高坪、この上にのった状態で球形胴の 4の甕が出土した。貯

蔵穴寄りからは 1の坪が出土したが、全体の成形や外面のケズリも未完成のまま焼成された特異な

ものである。 2の椀は内面に放射状暗文をもつ。貯蔵穴際には台石が据えてあった。 5以降の土器

はすべて 1層中のものである。
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］ 掲灰色（10¥l団 l) 粘土質＾多景の炭化物~上器片、微景の白色微砂を含むこ
2 褐灰色（lllYI煽 l) 粘上質混入物なし』

3 灰黄褐色（10YR6,2) 粘上質混入物なし

4 褐灰色（10¥R6/l) 粘上質微餓の上器片を含む

5 純黄橙色（10¥R72） 枯上フロノク

6 褐灰色（10YR5!)) 枯土質し、炭化物含む

7 渇灰色(10¥R691） 粘七質~微址の炭化物、多址の鉄分を含む

貯蔵穴

a 褐灰色（10YR6/1) 枯士質 炭化物粒を含む

b 純黄橙色（!OYR7/2) 砂質 混入物なし

c 褐灰色（10YR6/J) 粘七竹混入物なし

カマド

a 褐灰色(JOYR6'1) 粘七質天井の崩落

b 灰白色(JOYR7'1) 砂質。流れ込みの砂

c 鈍黄橙色（JOYRIう，3) 砂質 液状化による層ょ

d 灰白色(JOYR8/3) 灰層C.)尭士プロック・骨片を含む，．

e 鈍赤褐色 12.SYR4/3) 粘十質。底部に貼った枯士 被熱変色．

f 掲灰色(2.5YR6・］）粘土質マ支脚を固定した粘十C

g 掲灰色(2.5YR6!1)粘土質 カマトを形成した粘土フロック。

h 鈍黄橙色（2．5¥R6/4）砂質． c層に穎似ずるがやや明るい

9 )火黄褐色 (2.SYR6/2) 枯土質混入物なしこ

］ 褐灰色(2.SYRG/1) 粘上質い煙直の文井の崩壊土，．

第439図 第139号住居跡
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第440図第139号住居跡出土遺物
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第139号住居跡出土土器観察表

番号 器種 口径 器高 底 径 胎 土 焼成 色調 残存 出土位置。その他

1 坪 12.6 5.8 W' A 橙褐 100 No. 3 

2 椀 12.7 (6.3) RWW'B A 淡褐 80 内面放射状暗文

3 高 坪 17.0 13.9 11.5 RWW' A 淡褐 100 No. 2 転用支脚

4 甕 17.6 21.6 7.0 RWW' A 淡褐 100 No.1 

5 坪 13.0 (5.2) R A 淡褐 50 

6 坪 02.7) (5.2) R A 淡橙褐 20 セクションNo.2 

7 坪 11.8 (5.3) RWW' A 灰褐 60 

8 坪 11.0 4.0 RW A 橙褐 100 ， 鉢 (14. 9) (5.8) RWW'B C 淡褐 30 

10 鉢 (17.6) (7.2) W' A 橙褐 20 

11 甑 (18 7) (15.6) (2.2) RWB B 橙 40 

12 甕 15 2 (23.4) RWW'B A 淡橙褐 80 セクションNo.l 

13 甕 (16. 7) (17.8) RWW'B A 赤褐 40 

第140号住居跡

えー 3グリッドに位置する。西隅を第141号住居跡に、北西壁を第13号溝に切られていた。全体は

長方形を基本とはするものの、地震のためか平行四辺形気味であった。規模は長軸長3.32m、短軸

長2.81m、面積約9.3m¥深さ 0.59mで、主軸方向はN-39°-Eである。地山砂層に掘り込まれてい

たため、脆弱な壁面は崩壊し、さらに地震に伴う液状化現象によって、床面もかなり攪乱を受けて

いた。したがって、壁溝。貯蔵穴．柱穴は確認できなかった。但し、北西壁際で小ピットを検出し

た。

カマドは北東壁の中央に造られる。袖には灰白色粘土が使用されていたが、袖としての識別は不

明瞭だった。左袖は47cmと他住居跡に比して短く、燃焼部の幅は53cmとこれは逆にかなり広いもの

である。このため、燃焼部は横長の長方形様であった。火床面は中央部をやや窪めて掘り、ここに

灰白色粘土を貼っている。ここに堆積する灰には、多量の獣骨片や骨粉を含んでいた。煙道は幅33

cm、長さ 139cmで、地山に傾斜をつけて掘り抜かれていた。地震のためか、住居跡の壁に対してはだ

いぶ北へ偏している。

遺物の出土は少量であったが、カマド周辺のものと、覆土 8層中のものとにわけられる。カマド

第140号住居跡出土土器観察表

番号 器種 ロ径 器 高 底 径 胎 土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

1 坪 10.7 4.7 2.9 RW A 橙褐 100 

2 椀 12.0 6.1 6.1 RWW'B A 暗橙褐 100 セクションNo.l 

3 酉玉 14.7 (7 2) RWW'B A 赤褐 80 No.1 転用器台の可能性有り

4 高 坪 11.1 12 8 WW' A 赤褐 60 8層

5 高 坪 17.1 (6.0) RWW' A 赤褐 90 8層転用鉢の可能性有り

6 高 坪 17.2 (6.0) RWW'B A 橙褐 80 カマド

7 高 坪 (3.2) 16.9 RWW' A 橙褐 70 

8 高 坪 7.5 13 0 WW'B A 橙褐 60 ， 吉回 坪 (7.8) 12.0 RWW'B A 褐 70 No. 4 
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9の脚裾部外面には暗文が施されている。また、カマド右側

転用器台の可能性も考えられる。覆上

前面からは 6 • 9の高坪が出上した。

には 3の壺口縁部が頸部を下にして床面に据えられており、

厚手の平底のまま椀は体部の外面がヘラケズリされず、8層からは 2の椀と 4の高坪が出土した。

坪部下端の割れ口がやや磨滅しており、5の高坪は脚部との接合位置である、このほか、である。

鉢として転用されていた可能性がある。
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言：
Cニ

＼ 褐灰色(!OYR6'1) 粘土質。少景の炭化物を含むr

2 褐灰色(10¥r!411 粘土質＾多焼り）炭化物、J_器片を含む

3 褐灰色(10¥R5'1) 粘土質 少様の炭化物を含むく

4 灰黄褐色（IOYRG/2) 枯土行^ ／昆入物なし

5 灰白色（10YR7'1) 粘土質r t昆入物なし

G 褐灰白色（10YR6'1) 粘上質 少址の炭化物を含む

7 純黄橙色（10YR7!2) 砂質 斑状に粘十フロノクを含む

8 橙 色(2.5YR6'6) I尭土感 炭化物・土器を含む3

9 渇灰色（10¥R6/11 粘土質混入物なし

10 純黄褐色 (!O¥'R7'2) 砂質 混入物なし「

11 灰黄褐色（10¥'Rhど） 砂質 i昆人物なし

カマド

a 褐灰色 (!OYR61!) 枯士質混入物なし

b 灰黄褐色 (IOIR6/2) 砂質．多量の焼上ブロックを含むし

c 褐灰色(1()¥R6/11 粘七質. l尭上フロノクを含む

d 灰臼色(]0¥R8/]) 灰溜。多景の獣骨片・骨粉を含む←

e 明赤掲色 (2.SYR5/6) 粘七質こ火を受けた粘土屑。

f 純黄橙色（10¥R5,3) 砂質→火を受けた砂

g 灰白色(]0¥’R7/]) 粘土質燃焼邦に貼られた枯土r

h 純黄橙色（!OYR7,2) 砂質 混入物なし

l 灰黄褐色(10¥'Rい2) 砂質混入物なし．

J 里褐色(IOYR:l,2) 砂質火を受けた砂。

第441図 第140号住居跡
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第442図第140号住居跡出土遺物

第141号住居跡

えー 3グリッドに位置する。第140号住居跡の西隅部、および第10号上塙の南端を切込み、第13号

溝に覆土を切られていた。規模は長軸長5.30m、短軸長5.27m、面積約27.9m¥深さ0.70mで、主

軸方向はN-109° Wである。地山砂層に掘り込まれているため、地震による液状化現象の影響を受

け、床面は確定できないほど大きく攪乱されていた。壁面も同様に確定は難しかったが、各土層断

面における壁際部分の観察の結果、 9層は壁上半の崩壊を防ぐための充填土であり、この壁面に密

着する 8層は崩落した炭化屋根材の層であることがとらえられた。屋根材は篠竹状と藁（茅？）状の

植物繊維からなり、火熱を受けた粘土の混合も部分的にみとめられた。平面的には北西壁から北東

壁にかけて広がり、繊維方向は四周から住居中央を向いていた。これをもって直ちに「土屋根］の架

設を断定するわけにはいかないが、その可能性としては考えてもよいように思われる。但し、柱・

梁・桁等、部材の遣存はみとめられなかった。床面からは南隅で径63cm、深さ12cmの皿状の貯蔵穴

を検出したほかには柱穴・壁溝等は確認できなかった。

カマドは西壁の北寄りに造られていた。袖は壁からほぼ垂直に垂下し、構築には灰白色粘土が使

用されていた。しかし、上記のように地震による崩壊が著しく、不明瞭な部分が多かった。また、

両袖とも先端には甕が倒立転用されていた。左袖の長さは67cm、燃焼部の幅は31cmである。火床面

には加熱を受けた砂があり、ここに灰がのっていた。この砂は液状化によるものではなく、支脚と

ともに應図的に貼られたものである。燃焼部は壁外へ緩やかに立ち上がっているため、煙道との境

界は不明瞭だった。支脚位置は中軸線上であり、伏せた坪の上に土製支脚がのっていた。両袖の先

端に立てられた甕の間には、焚口部上面を形成していたカマドの構築材（被火熱粘土）が崩落してい
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た。

遺物は多量に出土しており、位置からは床面のものと、覆土中のものとに大別される。床面上の

ものは、さらにカマドと貯蔵穴周辺のものとにわけられる。カマド燃焼部には 1の坪と19の土製支

脚を組み合わせた支脚の上に33の甕が掛けられ、 17の大型坪が蓋をする状態で出土した。その左脇

には34の甕が袖内に埋め込まれた状態で出上した。 35。36の甕はそれぞれ左右の袖の先端に倒立し

ていた。燃焼部奥の上層からは火を受けて器面の変質した 2の坪が出土し、焚き口部の崩落カマド

材49は上面にナデ痕、下面にワラ状繊維痕を残している。カマド右側では37の甕が、また左側から

は22の甑と28の壺が出土した。貯蔵穴周辺には坪が集中し、貯蔵穴内からはセットになると見られ

る39の転用器台と47の甑が出土した。それ以外はすべて 3• 4層中に投棄された土器群であり、土

層のレンズ状堆積にあわせたレベルで出土した。特筆されるのは黒色の樹脂と赤色の顔料に関係す

る遺物が散見されることで、南東壁際からは樹脂が付着した 3• 8の坪が、また東隅からは坪部に

濃厚な樹脂が付着した18の高坪と、底部内面に顔料の付着する25の小型壺および顔料ブロックが出

上した。 20は把手付の大型甑で、形態だけでなく白色砂粒の多い胎土も他の大型甑と異なる。
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A 
--2' so A

 

B 
2 9. 3 c B

 

l 褐灰色 (10¥R5 11 粘十四 I、1ーて炭化物、上器片を含む

2 灰白色(10¥'R7勺！ 粘十質微量の炭化物を含む

3 渇！火色 (10¥Rが 1) 粘土質，•多景の炭化物・十器・楽を含も‘
4 掲灰色llOYR6/l) 砂質微址の炭化物、

5 褐灰色l!OYR和 1) 砂乳少址の炭化物・

6 褐灰色(10¥'Rliil) 砂孔炭化物・焼土粒を含む

7 掲灰色(!OYRいl) 砂質少記）炭化物の混入少左いこ・ド面に炭化植物裁維

が広かな

8 灰黄褐色 (!OYR5i2) 砂質 炭化物・ I尭上・被熟粘士によって形成される壁

面に窃著

゜
2m 

9 褐灰色(1()¥Rい1) 砂質＿ ；1 （碕に類似C /昆入物なし

JO 灰黄褐色（10YR6/2) 砂 質 暗灰色粘士ブロノクを含む，

11 灰黄褐色（10YR6/2) 砂質 混人物左し

12 灰黄褐色 (!OYR6/2) 砂 猛 炭化物を含む眉

13 灰白色(10YR7il) 枯士質灰白色粘土プロノク

14 褐灰色(IO¥'R6/r) 砂質'i昆入物なし一

15 明赤褐色 (2.5YR5/6) 砂質ー焼士プロノター

＜
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D D' 
ー 29 1 0 

胃ニ
C 
- 2 9 1 0 

C' 

8 
9 9 1 0 

R-

（］乙＼］ 二

カマド

a 灰白色（10¥R71） 枯土質混人物なし。

b 純黄橙色 (10YR7•3 ） 砂質 混入物なし

c 掲灰色（10¥R611 枯十質微抵の炭化物・焼＋を含む

d 橙 色(2.5YR6/GI I尭・十増天井の崩落

e 掲庚色 (10\•R4 1）灰層

f 灰黄褐色 (!OYR4:2) 枯土賃。被熟粘土恕

g 純橙色(25\•R6 3) 砂届 火を受げてし、る

h 褐坂色（10YR5,J) 粘土質砂混入2 炭化物を含む

＼ 喝庚色（!OYR5/l) 粘七質袖の崩壊，

］ 褐灰色（!OYR.111 枯土質．枯士・焼土フロノク・炭化物の混合屈

k 里褐色土 1101R32) I占土質 被狐変色

1 褐庚色（10YR66) 粘上質袖に使用したI占士

m 旦褐色（10YR3-!) 灰層。完化物・焼土位を含むこ

n 鈍黄橙色（!OYR5,3) 砂質 火を受けた砂 徴絋の炭化物を含む

0 1m 

第444図第141号住居跡（ 2)・カマド
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第446図第141号住居跡出上遺物 (2)
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第447図第141号住居跡出土遺物 (3)
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第449図第141号住居跡出土遺物 (5)
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第450図第141号住居跡出土遺物 (6)

第141号住居跡出土土器観察表（ 1)

番号 器種 口径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

1 坪 12.3 5.3 RWW' A 赤褐 100 N(l56 小礫脱落小孔有り

2 坪 12.4 5.2 WW' C 褐 80 カマド 火を受け器面荒れる

3 坪 12.2 5.1 RWW' A 橙褐 100 N0. 1 内面に樹脂付着

4 坪 12.1 4.3 RWW' A 橙褐 100 No.3 

5 坪 12.2 4.7 RWW' A 橙褐 90 No.31 

6 坪 11.6 5.0 RWW' A 橙褐 100 No.36 

7 坪 12.2 4.4 RWW' A 橙褐 100 No.36 

8 坪 12.4 4.7 RWW'B A 淡褐 100 No. 7 口辺内面樹脂付着

9 坪 12.3 4.8 RWW' A 橙褐 90 No. 8 
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第141号住居跡出土土器観察表（ 2)

番号 器種 [J径 器 高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

10 坪 11.8 5.1 RWW' A 橙褐 90 No. 9 • 15 
11 坪 12.3 5.4 RWW' A 橙褐 80 No.12 

12 坪 12.1 5.3 RWW' A 淡褐 100 NoJ4 

13 坪 11 9 4.8 RWW' A 褐 90 No.16 

14 坪 12.4 4.6 R A 橙褐 100 Nol7 

15 坪 13 1 5.2 RWW' A 褐 90 

16 坪 12 5 4.9 RWW' A 橙褐 80 

17 大型坪 15.0 6.2 RWW' A 褐 100 No.52 赤色顔料付着

18 高 坪 15.0 12.6 10.8 WW'B A 赤褐 100 No.27 坪部内側全面と外面一部

樹脂付着

19 支 脚 6.3 11 8 8.4 RWW'B C 淡褐 100 No.56 上面に種子圧痕

20 甑 (22.1) (27 5) RW B 鈍橙 45 No.28 • 30 把手付

21 甑 15.6 14.2 4.5 RWW'B A 橙 80 No26 

22 甑 18.4 10 2 6.2 WW' A 橙 100 No.34 

23 空土 18.1 34 0 8.9 RWW'B B 浅黄橙 70 No.44 

24 盆士 17.2 (6.8) RWW'B A 橙褐 90 転用器台

25 幸ギ 11.3 15.2 6.6 RWW'B A 淡褐 100 No.20 内面に赤色顔料痕

26 宜て (7.5) (8.0) WW'B A 淡褐 50 No. 8 転用鉢の可能性有り

27 空上 (8 9) 5.9 WW' A 明赤褐 80 No.11 転用鉢の可能性有り

28 宜士 (19 3) 7.2 RWW' A 淡褐 90 No.33 2次加熱による歪みが大きい

29 鉢 21. 7 17.8 6.4 WW' A 赤褐 100 No.23 火に掛けた痕跡有り

30 鉢 22.0 11 1 5.1 RWW'B A 赤褐 100 No.13 

31 小 型甕 11.9 (8 4) 13.5 RWW'B A 淡褐 90 転用器台

32 小型甕 13.3 18.2 5.6 RWW' A 赤褐 60 カマド

33 甕 18.0 32 5 5.7 RWW'B A 淡褐 100 No.53 

34 甕 17.7 32 5 5.5 WW'B A 淡橙褐 100 No.57 

35 甕 20.5 31.1 6.3 RWW'B A 橙褐 90 No.58 

36 甕 18.0 (27.6) WW'B A 淡赤褐 90 No.55 

37 甕 18.0 31 7 6.0 RWW'B A 淡褐 100 No.56 

38 甕 18 0 30.8 6.6 RWW' A 黒褐 60 カマド

39 甕 17.7 (14.0) WW'B A 褐 60 No.50 転用器台

40 甕 22.5 31.4 7 1 RWW'B A 淡褐 50 No. 6 底部磨滅

41 甕 16 3 26.2 5 8 RWW'B A 淡褐 100 No.18 

42 甕 20.6 35.0 6 4 RWW' A 橙褐 100 No.47 

43 甕 17 7 (12.8) WW'B A 淡褐 80 No.40。41転用器台の可能性有り

44 甕 (19 2) (23.4) RWW'B A 淡褐 30 No.37 • 38 
45 甕 (16.8) 32.0 (7 8) RWW' B 橙褐 40 No.23 

46 甕 16.1 26.1 4.2 RWW'B A 橙褐 90 No.22 • 24 
47 甑 25.8 27.9 8 7 RWW' A 鈍黄橙 95 No.32 

48 甑 26.7 28.8 9 2 RWB B 橙 80 No.49 

第142号住居跡

ぇ 3グリッドに位置する。全体は比較的整った長方形である。規模は長軸長4.59m、短軸長3.

80m、面積約17.4m¥深さ0.45mで、主軸方向はN-48°-Eである。地山砂層に掘り込まれていた

ため、地震による液状化現象の影響を受け、壁面・床面とも大きく乱されていた。床面からはカマ

ド右側で径43cm、深さ 8cmの皿状の貯蔵穴を検出したが、これ以外の壁溝・柱穴・ピットは確認で
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1 黒褐色（!OYR3/1) 粘土質。多蘊の炭化物、少量の白色微粒を含むc

2 黒 色(!OYR2/1) 粘土質。多羞の炭化物を含むc

3 褐 灰色(!OYR4/1) 砂質。微量の炭化物・焼土粒・白色微粒を含む3

4 鈍黄褐色(!OYR6/3) 粘土質。微絋の炭化物，多拡のFAプロックを含む。

5 褐灰色（!OYR4/1) 粘土質e 微絋の炭化物を含むc

6 褐灰色(!OYR6/1) 粘上質c 混入物なしc

7 灰黄褐色（!OYR6/2) 砂質。液状化による地山混合層3

第451図第142号住居跡
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カマト
a 赤望色 (2.5Yl!7/J) 灰炭化物昂 少ほの焼十＿粒を含む

b 赤褐色(2.5YR4, 8) l尭上層大井の崩壊

c 赤里色 (2.5YR2/1) 炭化物層 少景の焼上粒を含む

゜
1m 

第452図第142号住居跡カマド

きなかった。覆土は粘質土を主体とするが、下位に堆積した 4層中には多量の FAブロックが包含

されていた。

カマドは北東壁の中央、わずかに南寄りに造られていた。袖には灰白色粘土が使用されており、

右袖では篠竹の芯材が確認できた。右袖の長さは82cm、燃焼部の幅は33cmである。火床面はおおよ

そ平坦で、厚く灰の堆積がみとめられた。煙道は幅26cm、長さ162cmで、底面はほぼ水平に掘られて

いた。支脚位置は中軸線の左寄り、燃焼部のやや焚口側で、高坪が倒立転用されていた。左右両袖

の外側には灰層があった。

遺物はカマド周辺から良好なセットの状態で出土した。燃焼部から、伏せられて支脚に転用され

た13の高坪、その上にのせられた19の甕、右袖内に埋め込まれた18の甕の 3点が出土し、カマド右

袖外側からは重なった状態の15の甑、 17の甕、および10の坪が出土した。また、覆土中からの出土

ではあるが、 2の坪は火熱を受けた形跡がうかがわれる。
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第454図第142号住居跡出土遺物 (2)

第142号住居跡出土土器観察表（ 1)

番号 器種 口径 器 高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 出土位置・その他

1 坪 12.2 5 3 RW  A 橙褐 100 

2 坪 12.6 5 4 RW  A 褐 90 火に掛けた痕跡有り

3 坪 13.1 5.6 RW  A 淡褐 80 

4 坪 (13.4) (5.2) RWB A 黄褐 30 

5 坪 (13.0) (5.0) R A 淡褐 20 

6 坪 (12.4) (4.6) WB  A 橙褐 20 

7 坪 (11.9) 5.2 RW  A 淡橙褐 40 

8 坪 (12.9) (5.8) R A 黒褐 30 ， 坪 11.8 5 3 RW  A 橙褐 80 

10 大型坪 14.3 6.8 R A 橙褐 100 No. 2 

11 大型坪 16.5 6.6 RB A 橙褐 50 
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第142号住居跡出土土器観察表(2)

番号 器種 口径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 出上位置。その他

12 大型坪 (l 5. 9) (6.5) R A 淡褐 30 

13 高 坪 17.0 13.3 12.0 RWW'B A 橙褐 80 転用支脚

14 笠上 12.4 17.0 5.3 RWW'B A 褐 100 

15 甑 16.6 12.4 4.1 RWW'B A 橙褐 100 No.1 

16 甑 19.8 23.5 8.6 RW＼N' A 赤褐 100 

17 甕 16 7 19.2 6 7 RWW' A 淡褐 90 No. l 

18 甕 16 5 27 4 5 0 WW' A 淡褐 100 No. 3 

19 甕 19 0 28.6 5.0 RWW' A 淡橙褐 100 No. 4 

20 甕 18 4 29.9 5.4 RWW' A 橙褐 80 

第143号住居跡

うー 3グリッドに位置する。全体はカマド位置に対して横長の長方形で、比較的整った形状であ

る。規模は長軸長5.05m、短軸長3.57m、面積約18.0m¥深さ0.52mで、主軸方向はN-1°-Wで

ある。地山砂層に掘り込まれていたことから、地震による液状化現象の影響を受け、床面はかなり

乱されていた。床面からはカマド右側で径48cm、深さ 16cmの皿状の貯蔵穴を検出した。そのほかに

は壁溝．柱穴。ピットは確認できなかった。覆土の堆積はやや乱れているが、人為的に埋め戻され

たりした様子はうかがえなかった。但し、 1。2層中には多量の土器が含まれており、この時点で

の投棄が考えられる。

カマドは北壁の中央、わずかに東寄りに造られていた。袖は壁から平行に、かつ垂直に垂下し、

構築には灰白色粘上が使用されていた。左袖は75cmと長いのに比し、燃焼部は幅15cmと極端に狭い。

火床面は概ね平坦で、床面との高低差は見られない。ここには、灰の堆積が厚く観察された。煙道

は幅29cm、長さ 145cmで、地山をわずかに傾斜をつけて掘り抜いたものである。先端部には径25cm、

深さ 13cmの煙出ピットを穿っていた。支脚位置は燃焼部中央の中軸線上であり、大型の高坪が倒立

転用されていた。

遺物は大きく床面上のものと、覆土中のものとにわけられる。前者のうち、カマド燃焼部には42・

43の甕が縦列に 2点、袖に接して掛けられていた。さらに、奥に位置する43の下には26の高坪が支

脚として火床面に伏せられていた。また、カマドの左右両側からは45。46の甕が出土した。なお、

西壁寄りからは大型壺が検出されたが、調査中に盗難にあいここに図示することができなかった。

床面にはこれの据え置き用のピットが設けられていた。覆土中からのものは 2層にわかれる。遺物

観察表には 1層出土のものを中層、 3層出上のものを下層として記したが、いずれも住居北半のカ

マド寄りに集中していた。下層は坪、高坪が中心だが、 1の須恵器坪の出土は注目される。残存率

も高く、本遺跡では希有の存在である。器体は焼成・胎土とも不良で、還元焼成した部分は少ない。

21の大型坪は外面に煤が付着し、火に掛けて使用されたと見られる。一方、中層からは坪の出土が

少なく、甕、甑、壺などの大型土器が主体である。
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1 掲灰色（!OYR5'1) 粘性弱 多景の白色微粒、少址の炭化物を含むz

2 鈍黄橙色（!OYR6/3) 砂質。少最の炭化物を含む

3 暗渇色（10YR3/3) 粘土質，多景の炭化物を含む。

4 里 色l!OYR2/1) 炭化物層c

5 暗赤灰色 (2.5YR3/1) 枯性既多星の炭化物・焼土を含む。

6 鈍黄橙色（10YR7/3) 粘土質少乱の炭化物、黄褐色粘七小フロノクを含む，9

7 褐灰色（10YR6/11 粘土質2 1昆入物なし

貯蔵穴

a 褐灰色（10¥R6/l) 粘士質コ多址の浣土・炭化物・地,1,細砂を含む。

カマド

a 灰白色（!OYR7/l) 枯土笠。混入物なし。

b 赤掲色(2,5YR4/6) 粘土質m 多量の焼上プロノク

c 暗赤灰色 12.5YR3/l)灰炭化物屑。

第455図 第143号住居跡
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48 

第460図 第143号住居跡 出土遺物 (5)

第143号住居跡出土土器観察表（ 1)

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存 出土位置・その他

1 坪 11.7 4.3 u C 灰 80 下層須恵器

2 坪 12.4 5.5 WW' A 橙褐 100 下層

3 坪 12.2 5.2 RWW'B A 橙褐 100 下層

4 坪 12.2 4.9 RWW' A 橙褐 90 下層

5 坪 12.1 4.9 RW' A 褐 100 下層

6 坪 12.5 5.6 RWB A 橙褐 80 下層

7 坪 12.0 4.6 RWW' A 褐 90 下層

8 坪 11.2 4.5 RWW' A 褐 100 下層， 坪 12.7 5.0 RWW' A 褐 100 中層

10 坪 (11.9) (4.8) RWW' A 橙褐 30 中層

11 坪 12.6 5.5 R A 橙褐 100 

12 坪 12.2 5.4 RWW' B 橙褐 80 

13 坪 12.0 4.8 RWW' A 赤褐 100 

14 坪 (11.6) 5.1 RWW' A 橙褐 30 

15 坪 (12.4) (5.2) RWW' A 橙褐 40 

16 坪 11.9 4.9 RWW' A 淡褐 90 

17 坪 13.4 5.1 RWW' A 赤褐 100 

18 坪 12.8 5.5 RWW'B A 赤褐 75 

19 坪 (11.1) (4.9) RWW' A 橙褐 30 

20 坪 (14.3) 6.0 RWW' A 橙褐 40 下層

21 大型坪 15.1 7.4 RB A 橙褐 80 下層 火に掛けた痕跡有り

-517-



第143号住居跡出土土器観察表(2)

番号 器穂 ロ径 器高 底 径 胎土 焼成 色調 残存 出土位置。その他

22 椀 12 5 6.3 RWW'B A 赤褐 50 中層

23 高 蛉 11 8 7.9 9 1 RWW'B A 橙褐 90 下層

24 高 坪 12.1 7.8 9 9 RWW'B A 橙褐 100 下層

25 高 坪 12.4 8 3 9.7 WW'B A 橙褐 90 下屑

26 高 坪 17.7 13 4 11. 9 RWW'B A 橙褐 70 No. 4 

27 高 坪 12.6 9 7 9.4 RWW'B A 赤褐 80 

28 ミニチュア (3 3) WW'B A 灰赤 20 椀形

29 課-.j： 10 4 17.5 4 8 RWW'B A 赤褐 100 中層

30 竺土 13 6 22.8 7 5 RWW' A 赤褐 80 

31 甑 19.5 14.2 5.1 RB B 橙 95 下層

32 甑 24.0 29.4 9.2 RWB B 鈍赤橙 80 中層

33 甑 27.9 27.9 10.4 RWB B 橙 95 下層

34 甑 (23 2) 26.2 6 6 RWB B 赤 40 中附

35 小型甕 12.2 11.8 RWW' A 橙褐 100 下層

36 小型甕 12 6 12.1 5 5 RWW' A 赤褐 60 平底鉢風

37 小型甕 (14 4) (5.8) WW' A 淡褐 10 

38 甕 16 3 26.5 7.2 W「W' A 灰褐 90 

39 呻芯 18.6 (24.2) Rv¥「W'B A 淡褐 60 

40 諏年 19 7 32.4 4 5 W「W' A 淡褐 90 下層

41 甕 16 8 30.4 6 3 RWW'I-I A 淡褐 70 

42 甕 17 7 28.0 6 7 RWW' A 淡褐 100 No. 2 

43 甕 18.7 33.4 6.0 WW' A 淡褐 90 No. 3 木葉底

44 甕 16.2 22 6 6.4 RWW' A 淡褐 100 

45 甕 18 1 29.5 5.8 い「W' A 淡褐 80 No. l 

46 甕 17 1 (29. 7) RWW' A 淡褐 80 No. 5 

47 顕平 18 3 35 1 7 5 RWW'B A 淡橙褐 100 中層

48 諏コ 19.0 36 6 5.0 RWW' A 淡褐 80 

第144号住居跡

う一 3グリッドに位置する。北西隅部を第18号溝に切られるほか、南東、および北西隅は側溝に

よって破壊してしまった。規模は長軸長4.78m、短軸長3.34m、面積約16.0m'、深さ0.39mで、主

軸方向はN--83° Eである。地山砂層に掘り込まれていたことから、液状化現象の影響を受け、壁

面・床面とも乱されていた。したがって、壁溝。貯蔵穴・柱穴。ピットを検出することはできなかっ

た。覆土 4~6層中には FAブロックが包含されていた。

カマドは東壁の中央部に造られ、袖には灰色粘土が使用されていた。左袖の長さは50cm、燃焼部

の幅は30cmである。火床面は床面よりわずかに低く、焚口側を中心に灰の堆積が見られた。煙道は

幅21cm、長さ 104cmで、地山を傾斜をつけて掘り抜かれていた。支脚位置は左寄りであり、高坪が倒

立転用されていた。左袖の外側には灰層があった。

遺物はカマド周辺と 3層中から出上した。 6の高坪はカマド支脚に転用されていた。 4の大型坪

は焼成後に穿孔されているが、カマド右側に伏されていた。 3は小片だが比企型坪と見られ、赤彩

されている。
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1 I品吠色（10¥RliI) 粘土竹 微蘊グ），欠化物を含も

乙 仄苗掲色(i(I¥R611 砂質 徴最の炭化物を含）」‘

3 褐（天色（10¥RSIJ 枯上囲 多景の吹化物・上器片を含む

4 鈍黄橙色 (IO¥R721 杜上質 多量のrA粒を含む

5 鈍黄橙色 (1(J¥R72） 枯 L質 多景'I!F,¥―）に’ノクを含む

6 褐！J< （立 (10¥R61） 粘L質 微景U)F,\•I ヽ］ロノクを含む

7 褐 l)、[{,(10¥R6 1) 1ら1_t引 混人物左し

゜
2m 

カマド

a 忠 1尺色（10¥l!li'l) 中。士質 白色粒を含む。

b 灰黄渇色(10¥Rh'2) 枯土腐 多姑の鉄分を含む

c 灰黄渇色 (10¥Rh31 砂質 多景0涙化物を含1」‘

cl i匹黄渇色 110¥'R5!2） 枯上質 微絋0)炭化物を含む 天井の崩落

e 橙 色(25¥R6 6) 焼上フロノク＿天井の崩落

t 褐り、色（10¥R51） 桔上質 多呈の廃Lフロノクを含む

g 褐仄色(10YR4,'l) 灰図焼十を含む＿

h 堪褐色(10¥lぐ） 1) 灰層

l 褐 1天色(10¥'RG,'l) 砂阿 煙直からの，乱れ込存

j l~ I火 色(10¥Ri， 1） 枯土質 ！店上フロノク・炭化物を含む

k 褐り、色 (10¥'R5l) 粘＿し質 多星の炭化物を含む

I 褐仄色(10¥R4,'1) 灰層灰・廃土フロノクてt習成されてしヽる

m 純黄橙色（10¥l!7'2) 粘十質 F Aを含む

n 掲灰色(!OYl!S-11 オ古士質~ 焼土フロノク・灰を含む

第461図第144号住居跡
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第144号住居跡出土土器観察表

番号 器種 口径 器高 底 径 胎土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

1 坪 (11. 7) 4 8 R A 淡褐 30 

2 坪 (12.3) (4.8) RWW' A 橙褐 40 

3 坪 RW  A 橙 破片 比企型坪赤彩

4 大 型坪 15.9 7.1 RB A 橙褐 100 No. 2 穿孔土器

5 商 坪 (16 0) (5.8) RWW'B A 橙褐 40 

6 高 坪 12 0 8.1 9.4 RWB A 橙 90 No.1 転用支脚

7 高 坪 (5.4) 8.9 RWW' A 淡橙褐 70 

8 坦 (11.0) RWW'B A 橙褐 60 ， 小 型甕 14 1 18.9 5.4 RWW'B A 橙褐 70 

10 壺 (23.2) (27 3) RWB B 橙 40 

11 宜士 20.9 33.4 7 5 RWB B 橙 80 木葉底

第145号住居跡

えー 2グリッドに位置する。規模は長軸長4.14m、短軸長3.36m、深さ0.47mで、主軸方向はN

-44°-Eである。地山砂層に掘り込まれていたため、液状化現象の影響を大きく受け壁面・床面と

も著しく乱されていた。このため壁溝・貯蔵穴。柱穴・ピットは確認できなかった。覆土の状況は

床面から壁面に密着して炭化物が広がっていた。

カマドは北東壁の中央に造られ、袖には灰白色粘土が使用されていた。右袖の長さは70cm、燃焼

部の幅は33cmである。火床面は緩やかに立ち上がっており、厚く灰が堆積していた。煙道の幅は41

cm、長さ 137cmで、地山を傾斜をつけて掘り抜いていた。支脚位置は中軸線上であり、土製支脚が使

用されていた。左袖の外側には灰層があった。

遺物はカマド周辺から出土した以外には殆どなかった。カマド燃焼部からは 7の支脚のみが出土

した。カマド右側の床面上からは 6点の土器が床面上から出土した。 8の甑と 9の転用器台は隣接

して出土したが、本来はセットとなって重ねられたと考えられる。 6の球形胴の甕は胴部下半が火

を受け変質している。 10の甕は11の甕の上層で出土したが片岩の砂礫の混入が顕著である。

第145号住居跡出土土器観察表

番号 器種 口径 器 高 底 径 胎 土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

1 坪 12.1 5.7 R A 橙褐 100 No. 3 

2 坪 12.0 5 5 R A 褐 90 

3 坪 (12 4) (4.0) R A 橙褐 20 

4 坪 (11.3) (4.5) R A 橙褐 10 

5 小型甕 14 7 16 1 6.6 RW'B B 橙 100 No. 5 

6 甕 15.0 15.1 RWB B 橙 95 No. 6 

7 支 脚 6.0 15.3 13.2 RWW'B C 橙褐 100 No. 7 

8 祇 25.2 7.8 RWV.「'BH A 褐 100 No. 2 ， 甕 18.7 (12.6) RWB B 橙 100 No.1 転用器台

10 甕 19.3 (26.4) RWW'H A 橙褐 80 No. 4 

11 甕 17.2 27.9 7.2 RWW' A 褐 100 No. 4 
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1 灰白色(!OYR7/1) 粘土質。炭化物を含むc

2 鈍黄橙色（1DYR7/2) 砂質c 噴砂の影響によるC

3 褐灰色（!DYR6/1) 粘土質。多量の炭化物、少量の焼土を含む3

4 灰黄褐色（!OYR6/2) 砂質。炭化物を含む。液状化による地山砂層3

第463図

カマド

a 灰赤色(2.5YR6/2)粘土質。焼土粒を含む。袖・天井の崩壊口

b 明赤褐色（2.5YR5/6)焼士層。袖・天井の崩壊。

c 赤黒色（2.5YR2/1)灰層。多量の炭化物を含む。

d 褐灰色（!OYR4/1) 砂層3 少量の炭化物・焼士を含むc 流入した地山砂。

第145号住居跡
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1 褐灰色(!OYR6/l) 粘性弱。少量の白色微粒・炭化物を含む。

2 褐灰色(!OYR5/l) 砂質。混入物なし。

3 鈍黄橙色(!OYR7/2) 砂質口i昆入物なし。

4 灰白色（!OYR7/l) 砂質口微拡の炭化物を含む。

5 褐灰色（!OYR4/l) 粘土質。微拡の炭化物・焼士粒を含む。

゜
2m 

第465図第146号住居跡

第146号住居跡

えー 2グリッドに位置する。北壁の一部を第21号土壇に、北西隅から南東隅を第16号溝に切られ

ていた。規模は長軸長3.80m、短軸長3.63m、面積約13.8mぺ深さ0.37mである。地山砂層に掘り

込まれていたため、地震による液状化現象の影響を受け、壁面・床面とも乱されていた。したがっ

て、壁溝・貯蔵穴・柱穴・ピットの確認はできなかった。また、カマドの存在した痕跡はいっさい

なく、出土遺物もまったくみとめられなかった。さらに、覆土も不自然な堆積を示すことから見て、

本跡は竪穴の掘削段階まで進んだ建築工程が中止され、人為的に埋め戻されたものと考えられる。

第132号住居跡とともに、住居の構築過程を示す好例である。

第147号住居跡

うー 2グリッドに位置する。規模は長軸長4.75m、短軸長4.56m、面積約21.7m¥深さ0.50mで、

主軸方向はN-46'-Wである。地山砂層に掘り込まれていたことから、液状化現象の影響を受け、

壁面・床面とも大きく乱されていた。このため、壁溝・貯蔵穴・柱穴・ピットは確認できなかった。
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-3--ークー一一
1 褐灰色(10YR6/1) 粘士質。多量の黒褐色粘土粒、少量の炭化物を含む。

2 灰白色（10YR7/1) 粘士質。少量の黒褐色粘上粒・炭化物を含む。

3 鈍黄橙色（10YR7/2) 粘土質。微量の黒褐色粘土粒を含むc

4 褐灰色（10YR6/1) 粘士質。多量の白色微粒、少量の炭化物を含む。

5 灰白色（10YR7/1) 粘土質。少量の白色微粒・炭化物を含み、灰色粘土と白

色粘土との混合層コ

6 黒褐色（10YR3/1) 粘土質c 多量の炭化物・白色微粒を含む。

7 褐灰色（10YR6/1) 粘土質口少員の炭化物を含む。

8 褐灰色(10YR5/1) 粘土質。多鼠の炭化物を含む。

9 灰黄褐色（10YR6/2) 粘士質。少量の炭化物・焼土粒を含む。

10 褐灰色（!OYR6/1) 粘士質。混入物なし3

0 2m 

カマド

a 褐灰色(IOYR5/l) 粘土質。多量の炭化物・焼土粒を含む。

b 黒 色(IOYR2/l) 灰炭化物層。焼士プロックを含む。

c 灰白色(IOYR7/l) 粘士質。焚き口に貼られた粘土。

d 褐灰色(IOYR6/l) 粘士質。多最の焼土粒を含む。

e 暗赤掲色 (2.5YR3/2) 砂質。多絋の焼土粒・炭化物を含む。

被熱変色。

第466図第147号住居跡
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第147号住居跡出土土器観察表

番号 器種 口径 器高 底 径 胎 土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

1 坪 12.1 4.6 w A 褐 70 No. 2 

2 坪 (12.2) (4.4) W'B A 橙褐 40 

3 坪 12.1 (4.2) RWW' A 淡褐 50 

4 坪 13.2 4.4 W' A 橙褐 100 No. 7 • 8 

5 坪 13.3 4 2 R A 橙褐 80 

6 坪 14.3 4.8 WW' A 灰褐 80 No. 6 

7 坪 14.0 5.4 W' A 淡橙 100 

8 坪 (13.3) 5.2 RW A 橙褐 40 ， 坪 12.9 5.2 WW' A 橙褐 80 

10 大型坪 (16 1) (5.3) RW A 淡赤褐 30 No. 3 

11 大型坪 (16.0) (5.9) W'B A 褐 40 

12 大型坪 15.3 5.8 RWW' A 橙褐 80 

13 坪 (16. 9) 4.0 WW' A 橙褐 30 

14 坪 15.9 3.7 WW' A 褐 70 

15 坪 (12.6) 4.1 WW' A 淡褐 40 

16 高 坪 17.0 9.9 10.5 RWW' A 淡褐 70 脚部は SJ153より出土

17 高 坪 (4.5) 9.8 RWB A 橙 95 

18 高 坪 (7.0) 10.0 RW A 橙 90 No. 4 

19 「ロ口J 坪 (6.2) (6. 9) WW' A 淡褐 10 

20 高 坪 (5. 7) (7. 9) RWW'B A 橙褐 10 

21 士g 17.3 (6.0) WW'B A 橙褐 50 

22 互一七 (14.0) RWW' A 茶褐 60 No. 3 

23 瞑上 11.6 (16.6) RWW'B A 淡茶褐 90 

24 甑 (22.5) (11.0) RWW' A 暗赤褐 30 

25 小型甕 14.0 (10.0) RWW' A 淡褐 80 

26 小型甕 12.6 12.6 WW'B A 橙褐 90 

27 小型甕 17.2 18.0 6.5 RB B 橙 50 No.1 

28 甕 18 8 (14.5) RWW' A 淡褐 70 

29 甕 (6.0) 6.8 WW'B A 淡褐 80 

30 甕 19.3 (31. 9) WW' A 淡赤褐 70 

31 甕 17.0 (24 4) RWW'B A 淡褐 80 

32 甕 18.5 34.0 5.4 RWW'B A 淡褐 90 No. 5 木葉底

33 甕 19 0 35.6 5.5 RWW'B A 淡橙褐 100 

34 甕 13.6 33.6 5 1 WW'B A 淡褐 80 木葉底

カマドは北西壁に造られ、袖には灰白色粘土が使用されていた。左袖の長さは72cm、燃焼部の幅

は25cmである。煙道は幅38cm、長さ 192cmで、地山を水平に掘り抜き、燃焼部奥壁から102cmのとこ

ろに煙出口をもっていた。

遺物はカマド周辺出土のものを除き、他はすべて覆土中から見いだされた。カマド周辺のものも、

そのほとんどは残存率の低いものであった。 13• 14の坪は口縁部が大きく開き、体部の浅いタイプ

のもので、器形的には16の高坪坪部と共通する。 16の高坪は第153号住居跡出土の脚部と接合したも

のである。

-529 



第148号住居跡

うー 2グリッドに位置する。住居跡の中央部は第15号溝に切られていた。規模は長軸長3.98m、

短軸長3.54m、面積約14.lm¥深さ0.58mで、主軸方向はN-6T-Eである。地山砂層に掘り込ま

れていたため、地震による液状化現象の影響を受けていた。これにより、壁面・床面はともに大き

く乱され、東隅で径45cm、深さ16cmの皿状の貯蔵穴を検出したほかには、壁溝・柱穴は確認できな

かった。

カマドは東壁の中央やや南寄りに造られていた。袖には灰白色粘土が使用され、両袖ともに篠竹

を用いた芯材がみとめられた。左袖の長さは64cm、燃焼部の幅は23cmである。煙道は幅35cm、長さ

118cmである。地山を傾斜をつけて掘り抜き、先端に煙出ピットをもっていた。左袖の外側には灰層

があった。

遺物はほとんどが 4層を中心とする覆土中から出土した。
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1 灰掲色l!OYR6/2) 砂質少堪の炭化物粒・焼

土粒を含む

2 純黄橙色（!OYR/12) 砂質，混入物なし m

3 灰黄褐色（10YR6/2) 砂質こ炭化物混しりの粘土

プロックを含む，

4 褐灰色（IOYR.1/1) 粘土質へ多量の炭化物・土

器を含む，

5 鈍黄橙色（!OYR7/2) 砂質。炭化物混じりの粘上

を互層状に含む3

6 鈍黄橙色 (!OYR6/3) 砂質。微景の炭化物を含む

7 褐灰色l!OYR6/1) 粘土質微址の炭化物・）尭

土プロノクを含む，9

゜
2m 
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カマド

d 灰黄褐色(!OYRG/2) 枯十質 多救0）！尭i＿フロノクを含む 天井の崩壊

b 純赤褐色 (2よ＼R5/3) 粘土質 天井に使用された枯士 「面か焼けしまろ

c 橙 色(2.5YRblb) 砂竹火を受けた砂3 焼土ブロノク含む

d 灰 黄 色(2.5YR5/2) 砂質灰と火を受けた砂との混合同

e 掲灰色(lOYR5/J)灰層

f 灰黄褐色(JOYR612) 粘上質 煙道への1瓜れ込み，

g 純黄橙色（10¥'Rl/3) 砂質 混入物1,し，

h 橙 色(2,5YR7, 6) 焼十，フロノク 大井の崩落し

l 灰英褐色 (!OYR5心） 粘土竹，袖に使用した粘土，

J 褐灰色（10¥'R51) 枯土質混人物なし

k 里褐色(10YR3/l) 灰思 史色灰の純思

l 黒褐色l!OYR3/l)灰屈

第471図第148号住居跡カマド

第148号住居跡出土土器観察表

番号 器種 口径 器高 底 径 胎 土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

1 坪 12.8 5.0 WW' A 赤褐 50 

2 坪 12.5 5 0 WW' A 淡橙褐 80 

3 坪 13.0 5 1 WW' A 淡褐 60 

4 坪 12.4 4 8 WW' A 淡褐 50 

5 坪 (11. 9) (4.3) WW' A 橙褐 30 

6 坪 (11. 7) (4. 7) WW' A 橙褐 30 

7 坪 (10.4) (4.2) WW' A 褐 30 内外面黒色処理

8 坪 (11.6) 4 5 WW' A 褐 40 内外面黒色処理， 坪 (12.0) (3.9) RWB A 褐 20 内外面黒色処理

10 坪 12.0 4.8 RWW' A 淡褐 60 

11 坪 (11. 8) (4.8) WW'B A 橙褐 30 

12 高 坪 (16.5) (4.1) WW' A 褐 30 

13 支 脚 4.5 12.1 9 9 RWW' A 黒褐 70 

14 小 型甕 14.0 17.4 4.5 RWW' A 茶褐 70 

15 甕 15.2 (16.8) WW' A 淡褐 90 

16 甕 17.7 (29.3) RWW' A 淡褐 60 
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第149号住居跡

うー 2グリッドに位置する。第150号住居跡に南東隅部を切られ、カマド煙道の先端は事前に設定

したトレンチによって破壊してしまった。カマド袖付近は噴砂によって攪乱を受けている。規模は

長軸長3.86m、短軸長3.51m、深さ0.68mで、主軸方向はN-128°-Wである。地山砂層に掘り込ま

れ、液状化現象の影響を大きく受け、壁面・床面とも著しく乱されていた。また噴砂によってカマ

ド燃焼部と煙道部は分断され、壁溝・貯蔵穴．柱穴・ピットも確認できなかった。

¥ 

B

l
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-2  9 5゚ 土器集中レペル ＿ 
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＜
 

o
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b
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゜
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l 灰黄掲色（10¥R(i'2) 粘上質 多董の白色位を含詮

2 褐仄色（10¥R6l) 粘上問 炭化物粒・白色粒・上器を含む

3 里褐色（10¥'R3,1） 炭化物阿＿

4 純黄橙色（10YR7-2) 砂質 微景の炭化物を含む‘

5 褐灰色（10¥R(il） 粘土質戊入物なし＿

6 鈍黄橙色（10¥'R72) 枯土質 微量の炭化物を含む

7 灰 臼 色(10¥R7/l) 粘土質混入物なし

8 l:K白色（10¥R7,11 粘七質混人物なし

カマド

a 灰白色(10YR7/1) 粘土質。カマド溝築の粘土。

b 里掲色（10YR3/1) 灰居。灰と焼土フロノクとの1昆合層。

c 橙 色(2.5¥「R6/G) 焼士プロック。

d 黒渇色（10YR3/1) 灰層。焼土フロックを含まない。

第473図第149号住居跡
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第149号住居跡出土土器観察表

番号 器種 口径 器高 底 径 胎土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

1 坪 (12.3) (4.1) R A 淡褐 40 内外面黒色処理

2 坪 (12.9) (4.2) RW A 褐 20 内外面黒色処理

3 坪 (13.0) (4.1) RW A 淡褐 30 

4 坪 12.8 4.6 R A 淡橙褐 100 

5 坪 (12.5) 4.4 W' A 橙褐 30 

6 坪 (13.9) (2. 7) W' A 黒褐 20 内外面黒色処理

7 坪 (13.4) (4.6) W' A 橙褐 30 

8 坪 13.9 5 0 RW A 褐 80 ， 大型 坪 16.5 6.6 RW A 淡橙褐 60 穿孔土器 内外面に布圧痕有り

10 高 坪 12.2 9.8 9.0 RWW'B A 橙 90 

11 ミニチュア (8.4) 4.0 (2.8) w A 鈍橙 25 鉢形

12 士盆 16.5 (9.3) RWW' A 褐 60 

13 甕 (16.2) (13.0) RWW'B A 淡橙褐 40 

14 甕 (15.8) (13.8) RWW'B A 暗橙褐 30 

15 甕 (18.5) (17.3) RWW'B A 淡褐 20 

16 甕 19 7 (8.9) RWW'B A 淡褐 60 

カマドは南西壁の中央に造られ、袖には灰白色粘土が使用されていた。右袖の長さは35cm、噴砂

による分断を考慮すると燃焼部の幅は32cmである。煙道は幅29cm、長さ 130cmで、地山をほぼ水平に

掘り抜き、先端に煙出ピットをもっていた。右袖の外側には灰層がある。

遺物は床直上のものがなく、廃絶後に埋没がすすみ、南東隅がわずかな窪地状になった段階で土

器が投棄されていた。 4と8の坪以外は残存度が低い。 9の大型坪は穿孔されているが、他の穿孔

土器が内外面からの打撃によって穿孔されているのに対して内外両面からドリル回転状の作用に

よって穿孔されている。

第150号住居跡

うー 2グリッドに位置する。第149号住居跡の南東隅部を切っていたが、南側で重複する 151号住

居跡との新旧関係は確認できなかった。住居の大部分は調査区外に存在していた。検出規模は南北

軸長6.50m、深さ0.68mである。地山砂層に掘り込まれ、液状化現象の影響で壁面・床面とも乱さ

れていたため壁溝・柱穴・ピットは確認できなかった。

遺物は覆上中から少量出土したのみであった。

第151号住居跡

う一］グリッドに位置する。第150住居跡と重複するが、新旧関係を確認することはできなかった。

西壁と南西隅をわずかに検出したにすぎず、確認した規模は南北軸長3.78m、深さ 0.70mである。

地山砂層中に掘り込まれ、液状化現象の影響を受けて壁面。床面とも乱され、壁溝．柱穴・ピット

は確認できなかった。

遺物は覆土中から少量出土したのみだった。
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第15 0号住居跡土層説明

1 鈍黄橙色（!OYR7/4) 粘士質。混入物なし。

2 褐灰色（!OYR6/1) 粘士質口多量の白色軟質粒、微量の炭化物粒を含む。

3 鈍黄橙色（!OYR7/2) 砂質。少量の炭化物を含む。

4 灰黄褐色（!DYR6/2) 粘士質。炭化物・士器を含む。液状化現象による地山砂

混合層ロ

第 15 1号住居跡土層説明

1 鈍黄橙色（!OYR7/3) 砂質。少量の炭化物を含む。

2 鈍黄橙色（!OYR1/2〉 粘士質。多量の炭化物・粘土プロックを含む。

3 灰白色（!OYR1/1) 粘士質。少量の炭化物を含む。

4 灰黄褐色（!OYR6/2) 粘土質。微量の焼土粒・炭化物粒を含む。
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第475図第150号・第151号住居跡

第150号住居跡出土土器観察表

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存 I 出土位置•その他

1 坪 13.6 4.5 RW A 橙褐 70 

2 坪 (11.9) 4.1 WW' A 橙褐 30 

3 高 坪 (16.8) (3.5) WB A 橙褐 20 

第151号住居跡出土土器観察表

番号 器種 口径 器 高 底径 胎土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

1 坪 14.8 5.1 RW A 橙褐 70 

2 坪 14.3 5.0 R A 褐 100 

3 坪 (11.3) (4.2) RWW' A 暗褐 20 

4 高 坪 (5.1) 9.5 WW'H A 橙褐 70 
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第476図第150号・第151号住居跡出土遺物

第152号住居跡

0 10cm 
l | | 

うー 2グリッドに位置する。規模は長軸長4.05m、短軸長3.96m、深さ0.32mで、主軸方向はN

-78°-Eである。地山砂層に掘り込まれていたことから、液状化現象の影響を受けて床面は乱され、

壁溝・貯蔵穴・柱穴・ピットは確認できなかった。

カマドは東壁に造られ、袖には灰白色粘土が使用されていた。左袖の長さは91cm、燃焼部の幅は

47cmである。煙道は幅22cm、長さ184cmで、地山を水平に掘り抜き、燃焼部奥壁から160cmのところ

に煙出口をもっていた。

遺物の出土は少なく、南東隅の床面上からは10の大型坪と14• 15の高坪が出土した。

第152号住居跡出土土器観察表

番号 器種 口径 器高 底 径 胎 土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

1 坪 13.1 5.4 RWW' A 褐 100 

2 坪 13.2 6.0 RWW' A 橙褐 70 

3 坪 13.2 4.7 RWW' A 淡橙褐 80 

4 坪 12.8 5.1 RWW'B A 橙褐 60 

5 坪 12.3 5.7 WW' A 橙褐 80 

6 坪 (12.1) (4.5) WW' A 褐 30 

7 坪 (12. 7) 4.5 RWW' A 褐 40 

8 坪 14.1 4.3 WW' A 淡褐 70 ， 坪 12.3 4.4 WW' A 淡褐 100 

10 大型坪 (15.4) 5.6 WW'B A 橙褐 40 No.1 

11 ミニチュア (3.9) RW' B 淡橙 20 

12 高 坪 14.8 (4. 7) RWW'B A 淡褐 80 

13 高 坪 15.1 9.0 10.8 RWW'B A 淡褐 100 

14 高 坪 14.9 (4.3) RWW'B A 淡褐 90 No.2 

15 高 坪 (5.4) 10.2 RWW'B A 淡橙褐 100 Na 1 

16 小型甕 15.6 (9.6) RWW' A 淡褐 70 

17 一空 21. 7 (7.1) RWW'B A 淡褐 60 転用器台の可能性有り
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1 灰黄褐色（!OYR6l2) 末占士質 多爵の白色微粒を含むこ

2 純黄橙色（10¥'R7/2) 砂質し多砧の白色微粒を含む＾

3 褐灰色(lOYR6/l) 砂質し多駄の暗掲色粘七粒を含むc

4 灰白色(lOYR7!l) 砂質←微址の白色微粒を含む，

5 灰黄褐色(lOYR612) 砂笥←少絋の炭化物・白色微粒を含む。

6 灰黄褐色 (10¥'R512) 粘性う恥少址の炭化物を含訂

7 黒褐色（10YR3l1) 粘・1生強 多凪の炭化物、少呆の焼土粒を含む＾

8 灰黄褐色（10YR6/2) 砂質少量の炭化物・白色微粒を含むコ

9 褐戌色（!OYR5/l) 粘性強少量の炭化物・白色微粒を含む。

10 灰黄褐色 (!OYR6/2) 砂質 微景の炭化物・白色微粒を含む＾

11 褐灰色（lllYR5!l) 枯性強 多屎の炭化物を含む，

カマド

a 褐灰色（10YR5/1) 粘土質＾部分的に焼士・炭化物を含む，

b 赤喝色(2.5¥'R6/l) 砂質 多量の焼土プロノクを含む→煙道部天井の崩壊に

よろ
c 赤灰色(2.5YR5il) 砂質 多景の）尭ナ・炭化物を含む，天井部の崩壊による。

d 黒 色（lOYRl/2) 灰炭化物思，

e 灰黄褐色（10YR5i2) 砂質少類の炭化物、

f 灰黄褐色（!OYR4i2) 粘土行 多最の炭化物．

g 灰黄褐色（!OYR6'2) 粘土質c 袖・天井部の崩落土m

第477図第152号住居跡
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第478図第152号住居跡出土遣物

第153号住居跡

うー 2グリッドに位置する。規模は長軸長4.37m、短軸長4.25m、深さ0.35mで、主軸方向はN

-115°-Wである。地山砂層に掘り込まれ、液状化現象の影響を受けて壁面・床面とも大きく乱され

ていた。このため、壁溝・貯蔵穴．柱穴・ピットは確認できなかった。北東隅以外の壁外周には緩

傾斜のテラスがみとめられた。

カマドは西壁に造られ、袖には灰色粘土が使用されていた。右袖の長さは80cm、燃焼部の幅は30

cmである。煙道は幅34cm、長さ162cmで、地山を水平に掘り抜き、燃焼部奥壁から124cmのところに

煙出口をもっていた。支脚位置は中軸線上であり、小型甕が倒立転用されていた。左袖の外側には

灰層があった。

遺物はカマドに伴うもの以外は、覆土 2層中より多くの礫を伴って出土した。 25は支脚に転用さ

れた小型甕である。 13の坪はカマドの崩落天井上面から出土した。
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1 鈍黄橙色 (!OYR7/3) 砂質。微量の炭化物を含むa

2 褐灰色(!OYRS/1) 粘土質。多最の炭化物・士器・挙大の礫を含むs

3 鈍黄橙色 (!OYR7/2) 砂質口混入物なし。

4 褐灰色(!OYRS/1) 粘土質3 炭化物粒・焼土粒・土器を含む。

5 褐灰色(!OYR6/l) 粘土質口混入物なし。

6 灰黄褐色（!OYRS/2) 粘土質c 多星の焼士プロックを含む。

カマド

a 褐灰色(!OYR6/!) 粘士質コ微風の炭化物を含む2

b 灰白色(!OYR7/J) 粘士質口炭化物を含む，

c 灰黄褐色(!OYR6/2) 粘士質c 火を受けた粘土プロックロ天井の一部。

E' d 鈍黄橙色(!OYR7/2) 粘士質カマド粘土と砂との混合層c

に 2890― e 鈍黄橙色(!OYR7/2) 粘土質下面か火を受けている天井の粘土ロ

言 ［霞言；：口享巴万竺ぷ。力かたく焼土化口` j 灰白色(IOYR7/!) 粘士質。多晨の焼士プロックを含む。
k 灰白色(IOYR7/1) 粘土質3 砂気が強い2

l 褐灰色(IOYR4/1) 灰層こ多量の焼土プロック・粘土ブロックを含むつ

m 褐灰色(!OYRS/1) 砂質。微量の焼土プロックを含む。

n 黒 色(!OYR2/1) 灰層口多械の焼土プロックを含む。

o 黒褐色(!OYR3/2) 砂層C 混入物なしC

第479図第153号住居跡
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第481図第153号住居跡出土遺物 (2)

第153号住居跡出土土器観察表

番号 器種 口径 器 高 底 径 胎土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

1 坪 13.4 5.2 RW A 淡橙 90 

2 坪 13.8 5.2 R A 淡褐 80 

3 坪 12.7 4.5 RWW' A 橙褐 60 

4 坪 13.1 5.5 R A 淡褐 60 

5 坪 (12.8) (4.8) RWW' A 橙褐 30 

6 坪 12.1 4.6 RWW' A 褐 80 

7 坪 13.5 4.8 R A 橙褐 50 

8 坪 (12.4) (4.5) WW' A 褐 30 ， 坪 (14.3) (4.8) RWW' A 褐 20 

10 坪 (14.5) (5.3) R A 橙褐 40 

11 坪 (15.6) (4.9) R A 淡褐 30 

12 坪 (13.3) 4.1 RWW' A 淡橙褐 40 

13 坪 13.3 4.2 w A 橙褐 100 カマドNo.l 

14 坪 13.3 4.8 RWW' A 淡褐 100 No. 3 

15 坪 13.6 4.8 RWW' A 橙褐 50 

16 坪 12.7 5.1 WW' A 橙褐 70 内外面黒色処理

17 坪 (13.2) (4. 7) RW' A 褐 40 内外面黒色処理

18 坪 (12.9) (4.3) WW' A 褐 20 内外面黒色処理

19 坪 14.9 (3.6) R A 淡褐 60 

20 大型坪 (16.2) (6.4) RWW' A 橙褐 30 

21 高 坪 12.4 7.8 7.6 RWW'B A 淡褐 90 

22 高 坪 14.6 8.1 10.0 RWW'B A 橙褐 80 

23 鉢 21.2 16.0 6.5 WW'B B 浅黄橙 95 No.4 

24 宮＝ (26.5) 22.3 (8.1) RWW'B A 橙褐 40 

25 小型甕 13.4 (15.3) WW'B A 黒褐 80 No. l 
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第154号住居跡

っ― lグリッドに位置する。南壁中央部を第21号溝に切られ、カマド煙道部は調査区外となる。

規模は長軸長5.41m、短軸長5.36m、面積約29.0m¥深さ0.37mで、主軸方向はN-66°-Eである。

地山砂層中に掘り込まれていたことから、地震による液状化現象の影響を受け、床面は乱されてい

た。このため、東西中軸上の東壁隅で径52cm、深さ 9cmの皿状のピットを検出したほかには、壁溝・

柱穴の確認はできなかった。覆土上位の 3層は炭化物を主体とする薄層であるが、人為的に投入さ

れたか否かは判別できなかった。

カマドは東壁の南東隅寄りに造られ、袖には灰白色粘土が使用されていた。全体は9ハ」字状に造

り付けられ、焚口は住居跡の中心部を向いていた。左袖の長さは46cmで、燃焼部の幅は18cm、煙道

の幅は26cmである。火床面はおおよそ平坦で、床面からはわずかながらも低くなっていた。灰の堆

積は薄かったが、焼土や炭化物はほとんど含まれていなかった。比較的大型の住居跡であるにもか

口 '-

＜
 

゜
I I 

¥ I 

：： 

~I 
1 純黄橙色 (]0¥R;2) 粘・I質 微景のi文化物位を含む

2 褐仄色（lOYROI) 粘＋•蹂 多景の足形上器、吹化物・il色芹を含む

a 里褐色(1(I¥R,ll） 炭化物滴 上器片を含む

4 鈍黄橙色(10¥'R(;''.J) 粘十質 微景の炭化物十立を含む

5 I尺黄褐色（10¥R(i2) 粘十質 微最の炭化物を含む

6 褐灰色（1(）＼R(9 ]） 枯十質微景の炭化物を含む

7 1天苗褐色（10¥Rli-2) 枯十質 多畢の炭化物を含む

8 褐灰色(10¥RfiJI 砂質 多駄の焼 1フロノクを含む

第482図第154号住居跡
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カマド

a 灰黄褐色（!OYR6/2) 砂質。鉄分を含む。

b 灰黄褐色（!OYR5/2) 砂質。多蘊の灰と焼土プロックを含む。

c 赤 褐 色(2.5YR6/1)灰層。白色灰の純層口

d 褐灰色(!OYR6/1) 砂質。 a層と e層の混合層ロ

e 黒 褐 色(!OYR3/1) 砂質。炭化物と焼士プロックとの混合層。

f 鈍黄橙色（!OYR7/2) 粘土質口粘土プロック。

g橙 色(2.5YR6/6) 焼土層。

h 灰黄褐色(!OYR6/2) 砂質口 b層とg層との混合層。

1 赤褐色(2.5YR5/]) 砂質口やや粘士性をおび火を受けている。

j 赤灰色（2.5YR6/]) 砂質。粘性強い。

k 灰白色（IOYR7/I) 粘土質3 天井に使用された粘土口

］ 鈍黄橙色(IOYR7/2) 砂質口混入物なし。

m 鈍黄橙色(IOYR6/3) 粘土質。わずかに火を受けた粘土。天井の崩落。

n 黒 色(IOYR2/]) 灰層。黒色の灰層口

o 黒褐色（IOYR3/2) 砂層。火を受けている口

第483図第154号住居跡カマド

かわらず、カマドは隅に近い位置に設けられ、しかもかなり小型であることは特異である。また、

天井を構成していたであろう粘土と焼土の遺存は少なく、反面、周辺の覆土には焼土や灰が細かく

複雑に堆積していた。このことから推して、カマドには人為的な破壊が加えられ、その後に廃土が

投入されたことが想定される。

遺物は床面上から出土したものはほとんどなく、大部分は覆土 2層中から出土した。坪類が多い

中で23• 24 • 25の甕は破片ではあるが、カマド周辺から出土した。 26の大型壺は残存率は低い。 29

の坦は平底の胴部は完存するが口縁部を欠損したままで使用されたと見られる。

第154号住居跡出土土器観察表(1)

番号 器種 口径 器 高 底径 胎土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

1 坪 12.7 5.1 WW' A 橙褐 50 

2 坪 (11.9) (4.5) RWW' A 橙褐 30 

3 坪 13.2 4.9 RWW' A 橙褐 90 

4 坪 (12.9) 5.5 WW' A 淡褐 40 

5 坪 (12.6) 4.1 RWW' A 淡褐 30 

6 坪 (12.8) (4.5) WW' A 淡褐 30 

7 坪 (17.1) (4.1) A 橙褐 20 

8 坪 11.5 5.1 WW'H A 橙褐 100 ， 坪 (13.8) 4.7 RWW' A 淡橙褐 40 

10 坪 13.7 4.9 RWW' A 淡橙褐 50 
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第484図第154号住居跡出土遺物（ 1)

-545-



~ -~ •一―-―_ _ 

ローロロ
~——~. 

----

- -¥  

ー／／／‘

26 

第485図第154号住居跡出土遺物 (2)

第154号住居跡出土土器観察表(2)

番号 器種 口径 器高 底 径 胎土 焼成 色調 残存

11 坪 (13.9) (4.6) RWW' A 橙褐 30 

12 坪 13.8 4 7 RWW' A 淡褐 80 

13 坪 (13 7) (4 6) WW'B A 橙褐 30 

14 坪 (13.5) (4.4) R A 褐 40 

15 坪 12.7 4.5 RWW'B A 橙褐 60 

16 坪 13.6 5.1 RW A 淡褐 70 

17 坪 12.4 4.7 RW A 淡褐 90 

18 大型坪 (15.8) (5.8) RWW' A 橙褐 30 

19 大型坪 16.5 6.4 WW'B A 淡橙褐 100 

20 坪 17.1 3.8 RWW' A 淡褐 90 

21 高 坪 (5.3) 10 8 RWW'B A 淡橙褐 90 

22 甑 (13 7) (8 7) (5.3) RWW' A 赤褐 30 

23 甕 (19.6) (5 2) RWB B 鈍黄橙 30 

24 甕 18 7 (14 0) RWW'B A 褐 70 

25 甕 (17 7) (12 7) WW'B B 橙 35 

26 宮上 22.8 (40.5) RWW' B 橙 65 

27 坦 (10.9) (4.6) RW A 橙 35 

28 用 (9.1) RWW' A 淡赤褐 70 

29 坦 (9.4) 5.3 WW' A 淡褐 100 

30 無頸壺 RWB B 灰白 破片

―-546-
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第155号住居跡

うー 2グリッドに位置する。第21号溝によって南東半の壁とカマドの煙道先端を破壊されていた。

規模は長軸長3.69m、短軸長3.30m、面積約12.2m',深さ0.45mで、主軸方向はN-46°-Eである。

地山砂層に掘り込まれていたため、液状化現象の影響を受けて壁のラインは歪み、床面にも隆起が

見られた。壁溝・貯蔵穴．柱穴・ピットは確認できなかった。

カマドは北東壁の中央部に造られ、袖には灰白色粘土が使用されていた。左袖の長さは70cm、燃

焼部の幅は30cmである。煙道は幅34cm、長さ176cm以上で、地山を水平に掘り抜いていた。支脚位置

は中軸線上であり、小型甕が倒立転用されていた。右袖の外側には灰層があった。 7~8cmの厚み

をもつ層だが床面直上のものではない。
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1 I火黄褐色 (1()¥R6,21 帖 Il，（ 多址0)鉄分を含む

2 渇灰色(1(I¥Rh)) 枯寸質 微凪の庚化物粒・ 1尭LフL’ ノクを含む

3 褐灰色(1(I¥R511 枯寸質 多絋の炭化物粒・土器片を令む

i げ（黄渇色 (1()¥’R円旦） 枯＋質 多星の炭化物位を含む

5 純黄f登色 (11)¥R6ふ） 砂質 微景の臼色粒・炭化物位を含む・

6 1も灰色（11)¥R61) i少＇付黙骨片を含む‘

7 氾灰色（10¥R5/l) 枯士質品入物なし

8 灰苗褐色 (10¥R6,2) 砂竹 混入物なし.
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第486図第155号住居跡
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カマド

a 灰白色(!OYR7/1) 砂質。混入物なしn

b 灰黄褐色（!OYR6/2) 砂質混入物なしr

c 鈍黄橙色（!OYR7/2) 砂質s 混入物なしC 煙道天井の崩落＾

d 橙 色(2.5YR6/6) 焼土プロック。天井からの崩落か，

e 灰黄褐色(!OYR6/2) 粘土口天井の崩落

f 鈍黄橙色（!OYR7/2) 砂質。地山砂層の瓶落フロックロ

g 黒褐色（!OYR3/2) 灰層C カマド粘士と灰の混合層。

.,I 

C 
--2 8. 9 0 

C 

疇

B 
- 2 8. 9 0 

B' 

D 
9 8. 9 0 

J__ -_-~:: ----------------------------------------—D' 

〇 馬骨

•土器·石 ゜
1m 

h 黒褐色(IOYR3/2) 灰層c

i 橙 色(2,5YR6/8)焼士層。煙道天井の崩落。

j 鈍黄橙色（!OYR7/3) 砂質口煙道の天井c 下面が火を受けている。

k 鈍黄澄色(IOYR7/2) 砂質口粘士プロックを含む。煙道内への流れ込み。

1 鈍黄橙色(IOYR7/2) 砂質C 混入物なしロ

m 褐灰色（!OYR4/I) 灰層。きめ繕かい灰層。砂を含む。

n 灰白色（!OYR7/I) 粘士質c 混入物なし。

第487図第155号住居跡カマド・馬骨出土状況

遺物は床面上から出土したものほとんどなく、大部分は覆土 6層からのもので、東隅から中央部

にかけて帯状に入り込んでいた。土器と礫のほかに馬骨が混在しており、中央寄りに集中していた

馬骨の中には歯 3点のほかに下顎骨・肩甲骨・寛骨などがみとめられた。全体的には破片で量が少

なく、位置関係も散乱状態であるので、第 9号・第11号・第13号の各住居跡と同様に、他で解体破

砕されたものが廃絶住居跡に投棄されたと見ることができる。
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第155号住居跡出土土器観察表

番号 器種 口径 器高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 出土位置・その他

1 坪 13.5 4.9 RWW' A 赤褐 80 

2 坪 (13. 7) 4.4 RWW' A 褐 20 No. 7 

3 甑 24.5 (17.4) WW'BH A 淡橙褐 50 No.8 

4 鉢 (18.8) (6.2) RWW'B A 灰褐 20 No.6 

5 鉢 19.7 15.0 RWW'H A 淡褐 90 No. 3 • 5 

6 鉢 (14.3) (16.2) RWW'B C 淡褐 30 

7 甕 17.8 39.0 5.3 RWW'B A 橙褐 60 No.1 • 2 • 3 

8 甕 17.9 (16.0) RWW'B A 淡褐 50 

ヽ
A
 

9
/
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ロ
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2 9. 4 0 

A
 

1 灰白色（10YR7/1) 粘土質。微量の炭化物を

含む。

2 褐灰色（10YR6/1) 粘土質。多量の炭化物、

白色細粒を含む。

3 灰黄褐色（10YR6/2) 砂質口微量の炭化物・焼

土粒を含む。

4 褐灰色(10YR5/1) 粘土質。多温の炭化物、

土器片を包む。

5 鈍黄褐色（10YR7/2) 砂質。i夜状化による地山

砂混合層。

゜
2m 

第489図第156号住居跡

第156号住居跡

うー 1グリッドに位置する。北西壁を第23号溝に切り込まれていた。住居西隅を検出したにすぎ

ず、大半は調査区外に存在した。このため、全体の規模や形状は不明である。深さは0.45mで、検

出された隅部の状態から見て方形、ないし長方形の住居跡となろう。やはり地山砂層に掘り込まれ

ていたため、液状化現象の影響を受けていた。壁は崩壊によって緩やかな立ち上がりとなっていた。

壁溝．柱穴・ピットは確認できなかった。

遺物の出土はなんら見られなかった。

第157号住居跡

いー 2グリッドに位置する。規模は長軸長4.10m、短軸長3.75m、面積約15.4m¥深さ0.36mで、

主軸方向はN-114°-Eである。地山砂層に掘り込まれていたことから、地震による液状化現象の影

響を受け、壁面・床面とも大きく乱されていた。したがって、カマド右側で径70cm、深さ 9cmの皿

状の貯蔵穴を検出したほかには、壁溝・柱穴・ピットの確詔はできなかった。また、西壁から南壁
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1 l)i内色 (10¥’R71) 枯上質＿ ！火白色粘七と褐仄色枯十（／）互層

2 褐灰色（10¥R4'11 枯土質 炭化物粒を含む

3 褐 灰 色(1()¥’R611 粘上質混入物なし

」 掲灰色（10¥R61) 枯上質 炭化物・焼十ブロノクを含む

5 仄黄渇色（10¥Rli2) 粘．1＿質 微址の炭化物を含む

6 仄黄褐色（10¥Rい2) 枯七質 灰白色粘土を斑状に含む

7 褐灰色(lOYRい1) 粘十質 多量の炭化物、斑状の灰白色粘土を含む

8 灰黄褐色（!O¥'R6!2) 砂質 微景の炭化物を含む

9 褐 灰 色(!O¥'R6!) 砂質少景の炭化物を含む

10 黒祀色（!OYR3'!) 砂賀 炭化甘か椙成ナる廣 1由に土器を含む

11 褐灰色(10¥'R(う1) 砂猛 炭化物を含む液札化によろ地山混合層

カマ 1、

a 渇 I火 色 (](I¥RIil) 枯し質 多絋の炭化物を含む

b 灰 n色(lOIR,11 砂習

c 渇仄色(11)¥R6]) 枯十吋火を受ナ変色

d 灰白色 (10¥R711 砂＇尻完化物粒を含む’

e 里 色(lO¥R211) 炭化物厄

［ 渇灰色(10¥RGl） 枯土竹 多最の炭化物拉を含む

g 澄 色(2.5¥'Rli'ii)焼土プロノク l晉 大 井0)崩洛

h 掲 l火色 110¥Rcl) ¥占上腐 多址の庚化物を含む

l 庚黄喝色 (l0¥'R6'2) 枯 l質 袖と同阪の枯上。

第490図第157号住居跡
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第157号住居跡出土土器観察表

番号 器種 口径 器高 底 径 胎土 焼成 色調 残存 出土位置曇その他

1 坪 13.0 5.2 RWW' A 赤褐 100 No. l 穿孔土器

2 坪 12 5 5.1 WW' A 褐 90 No. 2 火に掛けた痕跡有り

3 坪 12 3 5.0 WW' A 褐 80 No. 3 内面に樹脂付着

4 坪 12.2 5.1 RWW' A 暗褐 90 No. 6 

5 坪 12 7 4.9 RWW' A 褐 50 No. 7 

6 坪 11 9 5.0 RWW' A 灰褐 100 No. 8 

7 坪 12 2 4.8 RWW' A 褐 100 No. 9 

8 坪 (12.5) (5.0) WW' A 淡橙褐 30 ， 坪 (12. 3) (3.9) RWW' A 橙褐 10 

10 坪 12.3 4.7 RWW' A 橙褐 50 

11 坪 (11.5) 4.2 RWW' A 淡褐 30 

12 坪 (12.5) (4.9) い「W' A 淡褐 40 

13 坪 (12.3) (4.5) WW' A 橙褐 30 

14 坪 (11. 7) (4.4) RWW' A 橙褐 30 

15 坪 (11. 7) 4.5 RWW' A 褐 30 内外面黒色処理

16 坪 11 3 4.9 WW' A 黒褐 70 内外面黒色処理

17 坪 13.6 3.7 WW' A 褐 90 No.10 内外面黒色処理

18 坪 (12. 8) 3 3 WW' A 褐 30 内外面黒色処理

19 坪 (13.1) (3 9) WW' A 褐 20 内外面黒色処理

20 坪 15.8 4.7 RWW' A 橙褐 100 No. 5 

21 翌士 (18.2) (5.8) R¥¥「W'B A 橙褐 30 

22 竺土 14.0 (15 8) RWW'B A 淡褐 60 

23 小型甕 15.5 18.2 6.6 RW「W'B A 淡褐 80 

24 甕 19 5 (17.8) WW' A 淡褐 70 

25 甕 19.2 34.7 5 7 RWW' A 淡褐 100 No.11 木葉底

26 甕 15 2 30.4 6.4 WW' A 淡褐 100 

27 甑 24.7 28.3 9.2 RWB A 鈍黄橙 85 No. 4 

28 甑 22 2 27.4 7.7 RWW'B A 淡褐 90 

にかけての壁外周には、緩傾斜を有するテラスを検出した。壁際の土層断面では、密着する炭化し

た上屋材が観察できた。

カマドは南東壁の中央に造られ、袖には灰白色粘土が使用されていた。左袖は調査の不手際から

掘り抜いてしまったが、右袖の長さは55cm、燃焼部の幅は40cmと考えられる。火床面は中央部がや

や高まり、床面よりわずかに低く設けられていた。ここには灰というよりも、むしろ炭化物といっ

たほうがよいものの堆積が厚く見られた。煙道は幅31cm、長さ 140cmで、地山が水平に掘り抜かれて

し）た。

遺物は貯蔵穴周辺を中心に出土したが、内容的には坪が最も多く、 2~7、および17• 20の8点

が集中していた。これらのうち、 17の上には 7が重なっていた。 27の甑も貯蔵穴内の出土である。

1の坪はカマド右袖外側からの出土で、焼成後に底面が穿孔されている。 25の甕は完存品で、住居

跡の南東隅から出土した。このほか、炭化した木製の横槌が貯蔵穴中央より出土したことが特筆で

きる。
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(3) 祭祀跡

第 1号祭祀跡

きー 5グリッドに位置する。滑石製模造品を伴なうl.6mXl.8mの範囲の土器集積状の遺構であ

る。第33号住居跡は本遣構より北へ10m離れ、第40号住居跡は同じく南東へ 9m離れており、遺跡

全体の中では集落の縁辺部にあたる。図示したように本遺構の調査は約 4m四方の範囲内であった。

これは表土除去の途中段階で土器集積の上面を確認し、この地点を土壇状に残して周囲を掘り下げ

たためである。

本遺構は東の集落側から西の河川側へ向かい緩く下る傾斜地にあり、覆土も同様な自然堆積の状

態だった。土器集積周辺の旧地表面には斑状に FAの小ブロックが広がっていたが、集積直下の地

表面ではみとめられなかった。 C断面の大型壺 (279)内に見られる 6層をはじめ、他の上器内の覆

上下面でも FAブロックは確認できたため、 FAの降下前でもかなり近い時点に集積設置された土

- - - - - - - - - - - - - 、---
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第493図第 1号祭祀跡（ 1)［集積上部］
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1 褐灰色（IDYR5/l) 粘土質口多量の有機物を含み黒色帯化した水成互層。

2 褐灰色(IOYR6/l) シルト質。シルト主体の水成互層。

3 灰黄褐色(IOYR5/2) 粘土質口多蘊の白色砂粒、少蘊の遺物を含む。

4 鈍黄橙色(IOYR7/2) シルト質。地山のシルトと 3層との混合。

5 灰黄褐色（!DYR5/2) 粘土質。 FAプロック・炭化物を含む。

6 褐灰色（!DYR5/l) 粘士質口 FAプロックを含むロ

※土器No.の対応は第615• 616図参照

゜
第494図 第 1号祭祀跡（ 2) ［集積下部］
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第495図 第 1号祭祀跡（ 3)［石製品出土位置］
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第502図第 1号祭祀跡出土遺物 (7)

器群と見られる。その後の土層の状況は 3層によって集積下半部が埋められたが、この層の上面に

は土器片が多数散乱していたことから、その時点で上部に突出していた土器は人為的に破砕された

と見られ、その破片は大型壺内 (279)にまで入り込んでいた。 2層はシルト主体の水成互相でこの

段階には集落は廃絶され、一帯ば湿地化したと考えられる。さらに 1層は集落全体が埋没平坦化し

た上にのる土層だが、 1• 2層とも大型壺内に堆積しており、 FA降下時には設置されていたこの

壺は集落廃絶後も長期間に亘って正置され続けていたことが判明した。

土器集積は平地面に設置されているが調査範囲内ではこのほかに、北西隅の落ち込みと南縁の樹

根痕跡、そして土器集積に接するピットを検出した。落ち込みは河川跡に関連する自然地形の一部

と見られ、樹根痕跡は不明瞭な形の窪みと中に入り込んで炭化していた自然木から判断した。上器
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第506図第 1号祭祀跡出土遣物（11)

集積に接して検出したピットは楕円形の 2段掘りだが、径25cm、深さ42cmの部分が主体である。

はじめに検出した土器集積最上面では、中央坪群は細かく破砕され、西縁の273• 278の壺も破砕

されて原位置不明の状態だった。また南縁東半の中型土器群も横転し、破片が持ち去られていた。

これに対して、 279の大型壺や274• 277の壺は原位置を保ち、ほぼ正立であった。 279の大型壺内に

入り込んだ杯の破片には壺外の破片と接合するものもあった。北縁には高坪が集中し、ピット内に

257・ 262の高坪が落ち込んでいた。なおピット南に隣接する土器の空白地点には本来大型土器が存

在していたが盗難にあった。最上面の土器片を除去すると本来の重ね置かれた坪群が露出した（第

493図）。中央の坪群では 5点前後の重なりが数ブロックみとめられたが、ブロック間に横転して挟

まり込む坪もあった。大型上器のない北東側では 2点重ねないしは 1点のみのものがやや間隔をも

って存在していた。さらに重ねられた坪ブロックの最下位置を確認すべく、上層で認識できたブロ

ックごとに土器をはずした。ブロックを形成していたのは坪だけではなく大型坪や高坪。短頸壺も
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第 1号祭祀跡出土土器観察表（ 1)

番号 器種 口径 器 高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

1 坪 12.3 5.0 w A 淡橙 95 ア

2 坪 12.6 5.6 RW'B B 鈍橙 100 ア最下

J ゚
坪 12.7 5.9 RW B 橙 90 イ

4 坪 11 4 4.5 RWB A 橙 95 ウ

5 坪 12.0 5.2 RWB B 橙 80 ウ

6 坪 12.8 5.3 RWB B 橙 95 ウ

7 坪 13 3 5.0 RW B 橙 95 ウ

8 坪 12.3 5.7 RW A 鈍橙 85 ウ， 坪 12.7 5.5 RW B 鈍橙 95 ウ最下

10 坪 11 6 5.1 RW A 橙 95 工

11 坪 11. 7 5.5 RW  A 橙 90 工

12 坪 12.6 5.9 RW  B 橙 80 工

13 坪 12.8 5.5 RWB A 橙 85 工最下

14 坪 13.0 5.8 RW B 橙 90 オ

15 坪 11. 7 5.2 RWB A 淡赤橙 100 オ

16 坪 12.6 5.6 RW B 淡橙 95 オ最下

17 坪 12.5 5.4 RW A 淡橙 95 か

18 坪 12 0 5.1 RW  B 淡赤橙 80 力

19 坪 12.3 5.6 RWB C 淡橙 90 ミ最下

20 坪 13.0 5.6 RW B 橙 75 か

21 坪 12.5 6.0 RWB B 橙 95 力

22 坪 12 2 5.7 RWB A 橙 100 カ最下

23 坪 12.2 5.1 RWB A 橙 95 キ最下

24 坪 12.2 5.7 RWB B 淡赤橙 95 キ最下

25 坪 12.2 5.0 RWB A 橙 85 ク

26 坪 11.4 5.3 RWB B 橙 90 ク

27 坪 12.6 5.7 RWB B 橙 95 ク

28 坪 12 1 5.4 RWB B 橙 95 ク最下

29 坪 12.4 5.7 RWB B 淡赤褐 95 ク

30 坪 13.1 5.7 RWB A 鈍黄橙 85 ケ最下

31 坪 13.0 6.2 RW  A 橙 95 ケ

32 坪 12.9 5.8 RW A 橙 90 ケ

33 坪 12.4 5.3 RW C 橙 80 ケ

34 坪 12.4 6.0 RW A 橙 80 ケ

35 坪 13.7 5.9 RWB B 鈍橙 95 コ

36 坪 12 2 5.4 RW A 橙 95 コ最下

37 坪 12.5 5.2 RWB B 鈍橙 95 サ最下

38 坪 12.5 5.7 RWB B 鈍橙 95 シ

39 坪 11. 7 5.4 RW C 橙 95 シ

40 坪 12.0 5.9 RWB B 淡橙 100 シ最下

41 坪 12.9 5.4 RW C 淡橙 100 シ

42 坪 11. 7 6.3 RW B 鈍橙 80 シ

43 坪 13.0 5.5 RW B 鈍橙 95 ス

44 坪 12.4 5.5 RW  B 橙 100 ス最下

45 坪 13.0 5.3 R B 淡赤褐 95 ス

46 坪 12.6 6.0 RW B 橙 95 ス

47 坪 12.5 5.4 RW B 淡赤橙 95 ス

48 坪 12.0 5.4 RWB B 橙 95 セ
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第 1号祭祀跡出土土器観察表(2)

番号 器種 ロ径 器 高 底 径 胎 土 焼成 色調 残存 出土位置。その他

49 坪 12.5 5.3 RWB B 橙 95 セ

50 坪 11.8 5 8 RWB B 淡赤橙 95 セ

51 坪 12 6 5 5 RWB B 橙 100 セ

52 坪 12.0 5.0 RWB B 鈍橙 70 セ

53 坪 12.8 5.2 RWB B 鈍橙 80 セ

54 坪 12.8 5.4 RW  B 橙 95 セ

55 坪 12.5 5.7 RWB B 橙 90 セ

56 坪 12.7 5.2 RWB A 橙 100 ソ最下

57 坪 12.4 5.6 RWB B 橙 90 ソ

58 坪 12 1 5.7 RWB B 橙 95 ソ

59 坪 12.0 5.4 RW A 橙 95 ソ

60 坪 12.3 5.0 RWB A 橙 95 セ最下

61 坪 12.8 5.8 RWB B 橙 80 ソ

62 坪 12.5 5.3 RW  A 橙 95 夕最下

63 坪 12.7 5.3 RWB B 鈍橙 95 夕

64 坪 12.9 5.4 RW A 橙 90 夕

65 坪 12.9 5.5 RB B 橙 90 夕

66 坪 13 0 5.4 RWB B 橙 90 チ最下

67 坪 12.3 5.3 RWB B 橙 95 ツ

68 坪 13.0 5.3 RWB B 橙 90 ツ

69 坪 12.5 5.5 RWE B 橙 95 ツ

70 坪 12.3 5.2 RW B 橙 100 ツ最下

71 坪 13.3 6.0 RW  A 橙 95 ツ最下

72 坪 12.8 5.4 RW  B 橙 90 テ

73 坪 12.8 5.3 RW A 橙 95 テ

74 坪 11.8 5.4 RWB B 橙 95 テ

75 坪 12.6 5.5 RWE A 橙 90 テ

76 坪 12.7 5.9 RW B 橙 90 テ最下

77 坪 13.3 5.9 RW A 橙 90 テ

78 坪 12.3 4.7 RW A 橙 90 卜

79 坪 12.6 5.4 RW A 橙 95 卜

80 坪 12.8 5.5 RW  A 橙 90 卜

81 坪 12.7 5.0 RW B 橙 90 ト最上位

82 坪 13.0 6.1 RW A 橙 90 ト最下

83 坪 12.7 5.2 RW  A 橙 90 ナ

84 坪 12.9 5.0 RW  B 橙 90 ナ

85 坪 12.2 5.1 RW  B 橙 95 ナ

86 坪 12 6 5.4 RWB B 橙 100 ナ

87 坪 12.7 5.5 RW  B 橙 95 ナ

88 坪 12.5 5.5 RWB B 淡赤橙 80 ナ最下

89 坪 12.9 3r . r 3 RW A 橙 95 ナ

90 坪 12.8 5.2 RW  A 橙 85 ナ

91 坪 13.4 5.8 RW A 橙 80 ナ

92 坪 12.0 5.5 RWB B 橙 95 二最上位

93 坪 12.2 5.7 RWB B 橙 90 

94 坪 13.5 5.4 RWB B 橙 100 二

95 坪 12.6 5.5 RW B 明赤褐 90 二

I _ 96 _]坪 |11.6 1 4 6 | RWB LB  I橙 し竺］ニ
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第 1号祭祀跡出土土器観察表（ 3)

番号 器種 口径 器 高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

97 坪 13.2 5.1 RW  A 明赤褐 90 二

98 坪 12.9 5.6 RWE B 橙 90 二最下

99 坪 11 9 5.6 RWB B 橙 100 ヌ

100 坪 11 9 5 7 RWB A 明赤褐 90 ヌ

101 坪 12.6 5 3 RWB B 橙 70 ヌ

102 坪 13.0 5.8 RWB B 橙 70 ヌ

103 坪 13.3 5.9 RWW' A 橙 90 ヌ最下

104 坪 12 8 5.5 RWB B 橙 50 ヌ

105 坪 12 2 5 0 RWB A 橙 60 ネ最上位

106 坪 13.0 5 4 RB B 橙 90 ネ

107 坪 11. 7 5.1 RW  B 橙 95 ネ

108 坪 12.5 5.1 RW  B 橙 90 ハ最上位

109 坪 12.2 5.7 RWB A 橙 100 ノ‘

110 坪 12.3 5.5 RW  A 明赤褐 90 J¥ 

111 坪 13.1 5.5 RW  B 橙 90 Jヽ

112 坪 12.4 5.1 RWB B 明赤褐 80 Jヽ

113 坪 12.5 5.5 RWE B 橙 90 ヒ・フ最下

114 坪 12.4 5.2 RW  B 橙 90 ヒ・フ最下

115 坪 12.1 5.3 RB B 橙 100 ヒ。フ

116 坪 12.7 5.8 RW  B 橙 80 へ最下

117 坪 11. 9 5.7 RWB A 橙 100 へ最下

118 坪 12.4 5.5 RB A 橙 95 ホ最下

119 坪 12 4 5.6 RWB B 橙 90 マ最下

120 坪 12.6 5.7 RWB A 橙 100 ム

121 坪 11. 9 5.5 RWB A 橙 90 メ最下 口辺部内外面に指頭痕

122 坪 12.4 5 6 RWB A 橙 95 ヤ最下

123 坪 12 9 5 5 RWB A 橙 100 ユ最下体部外面に鼠歯痕

124 坪 12 1 5.6 RWB A 橙 95 ヨ最下

125 坪 12.4 5.3 RWB B 橙 95 ラ

126 坪 12.8 5 7 RWB B 橙 95 )レ最下

127 坪 12 4 5 2 RW  B 橙 70 ワ

128 坪 12.3 5 8 RWB B 橙 95 ワ最下

129 坪 12 6 5 5 RW  B 橙 95 イ・ソ

130 坪 12 8 5.4 RW  B 橙 95 オ・ツ

131 坪 12.7 5.0 RWE B 明赤褐 90 オ・ツ

132 坪 12.8 5.6 RWB A 橙 95 シ・ソ最下

133 坪 12 1 5.5 RW  B 橙 95 チ・ツ最下

134 坪 12.2 5.4 RWB B 橙 95 最上位

135 坪 12.4 5.4 RWB B 橙 95 最上位

136 坪 12.7 6.0 RWB B 橙 95 チ・ツ

137 坪 12.3 3r . 3 r RWE B 橙 80 あ

138 坪 12.8 5.5 RWB B 橙 100 う

139 坪 12.5 5.3 RW  A 橙 90 あ

140 坪 (12.4) 5.0 RW  B 橙 40 え

141 坪 12.3 5.5 RWB A 橙 100 け

142 坪 12.6 5.5 RW  A 橙 95 b. C 

143 坪 12.3 5.5 RB B 橙 90 C 

144 坪 12.0 5.5 RWB B 橙 95 e下

--572--



第 1号祭祀跡出土土器観察表(4)

番号 器種 口径 命ロロ ・向古 底径 胎 土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

145 坪 12.7 5.1 Rv¥「B B 橙 70 e下

146 坪 12.8 6.0 RB B 橙 80 e下

147 坪 13.5 6.1 RWB B 橙 80 

゜148 坪 12.2 (5.1) RWB A 橙 60 

゜149 坪 12.7 5.5 RW A 橙 80 最上位

150 坪 12.8 5.2 RWB B 赤橙 90 最上位

151 坪 13.2 5.7 RW B 橙 70 最上位

152 坪 12.6 5 5 RW A 明赤褐 80 最上位

153 坪 12.9 (5.0) RW A 明赤褐 70 最上位

154 坪 13.0 5.5 RW B 橙 70 最上位

155 坪 12.0 5.1 RWB B 橙 100 最上位

156 坪 12.1 5.2 RW B 橙 95 e下

157 坪 13.4 5.2 RW B 明赤褐 70 最上位

158 坪 11.9 5.3 RWB B 橙 80 最上位

159 坪 12.9 5.5 RWB B 明赤褐 70 テ

160 坪 12 3 5.3 RWB B 橙 90 最上位

161 坪 12.4 5.4 RWB B 橙 80 最上位

162 坪 12.2 5.3 RWB B 橙 95 最上位

163 坪 12.6 5.0 RW A 橙 100 最上位

164 坪 12 4 5.6 R A 橙 90 最上位

165 坪 12 2 5.0 RWB A 橙 70 最上位

166 坪 12 2 5.3 RB B 橙 80 最上位

167 坪 11.8 5.2 RWB A 橙 95 最上位

168 坪 13.0 5 6 RB B 橙 80 最上位

169 坪 13 1 5.2 RB B 橙 80 最上位

170 坪 12.3 5.6 RWB A 橙 95 最上位

171 坪 12.8 5.5 RWB B 橙 90 カ最上位

172 坪 12 0 5.2 RW A 橙 100 き

173 坪 12.5 5 4 RW B 橙 100 最上位

174 坪 12.9 5.1 RWB B 橙 90 最上位

175 坪 12.0 5.5 RWB B 橙 80 最上位

176 坪 12.8 5.5 RWB E 明赤褐 90 最上位

177 坪 12.5 5.2 RB A 赤橙 90 最上位

178 坪 12.6 5.1 RWB A 橙 90 最上位

179 坪 12.2 5 3 RWB B 赤橙 70 最上位

180 坪 13.5 5.8 RWB B 橙 90 最上位

181 坪 11.8 5.5 RWB B 橙 70 最上位

182 坪 13.2 5 4 RWB A 橙 80 e内

183 坪 12.0 (5.0) RWB B 明赤褐 60 最上位

184 坪 12.6 5.6 RWE B 橙 70 最上位

185 坪 12 4 5.5 RWB B 明赤褐 70 最上位

186 坪 11.9 5.8 RWB B 橙 60 最上位

187 坪 13.0 5.6 RWB A 橙 80 最上位

188 坪 13.0 5.9 RWB B 明赤褐 80 最上位

189 坪 14.1 5.5 RWB A 橙 50 最上位

190 坪 (13.0) (4.5) RWB A 橙 30 最上位

191 坪 12.3 5.5 RWE B 橙 70 最上位

192 坪 11.8 5.5 RWB A 橙 80 最上位

-573-



第 1号祭祀跡出土土器観察表（ 5)

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

193 坪 12.1 5.4 RW B 橙 95 最上位

194 坪 12.5 5.1 RWB B 橙 70 最上位

195 坪 12 5 5.6 RWB A 橙 95 し）

196 坪 12.7 5 5 RWB A 橙 95 最上位

197 坪 12 2 5.5 RWW' B 橙 60 最上位

198 坪 (12 2) (5.4) RWB A 橙 30 最上位

199 坪 13.2 5.5 RW B 橙 70 最上位

200 坪 12.0 5.4 RW B 橙 80 最上位

201 坪 13.4 5.9 RW A 橙 90 最上位

202 坪 12 5 5.3 RWB B 橙 90 最上位

203 坪 13 2 5.1 RW A 明赤褐 80 最上位

204 坪 13 1 5.9 RWB B 橙 90 ツ

205 坪 11 9 (5.1) RW B 橙 60 最上位

206 坪 12 9 5.9 RWB A 橙 80 最上位

207 坪 12.8 6.2 RW B 赤 95 最上位器肉内部が黒色

208 坪 11. 7 4.8 RW A 鈍橙 95 e下 e内赤彩

209 坪 8.6 4.6 RWB B 橙 90 最上位

210 坪 13.3 6.8 RW A 橙 100 イ

211 坪 11. 2 5.4 RWW' A 橙 90 工

212 坪 12.2 5.2 RWE B 明赤褐 80 二

213 坪 13.1 6.6 RB B 橙 90 ネ

214 坪 12.4 5 6 RW A 橙 100 ノ最下

215 坪 12.4 5.7 RW A 橙 80 ハ最下

216 坪 12.0 5.2 RWB B 橙 90 ワ最下

217 坪 11 9 5.0 RW B 橙 100 最上位

218 坪 12.9 5.0 RW B 橙 80 最上位

219 杯 (11. 7) (4.2) RW B 橙 15 最上位火を受けている

220 大型坪 17.4 7.6 RWE A 橙 95 工

221 大型坪 15.4 6.9 RW A 橙 90 才

222 大型坪 14 9 6.9 RWB A 橙 100 サ最下

223 大型坪 14.8 7.3 RWB B 橙 100 ナ

224 大型坪 16.4 7.4 RW B 淡赤橙 90 ナ

225 大型坪 15.9 6.8 RB A 橙 95 ネ最下

226 大型坪 16.0 7.1 RW A 明赤褐 90 Jヽ

227 大型坪 14 8 7.1 RWW'B A 橙 90 モ最下

228 大型坪 16.0 7.2 RWB A 橙 90 ラ最下

229 大型坪 13.7 7.5 RW B 橙 80 C最下

230 大型坪 15.3 6.9 RWB B 橙 95 ワ

231 大型坪 14.8 7 7 RWB A 橙 95 ワ

232 大型坪 15.7 7.5 RWB A 橙 90 b. C 

233 大型坪 16 1 7.6 RW A 橙 70 C 

234 大型坪 14.8 7.3 RWB A 橙 90 最上位

235 大型坪 15.5 7.7 RB A 明赤褐 95 最上位

236 大型坪 14.5 6.8 RWE B 橙 70 最上位

237 大型坪 15 3 6.8 RWB B 橙 90 最上位

238 椀 14 0 7.9 RW A 橙 95 カ最下

239 短頸壺 10.2 7.9 RW A 淡赤橙 95 サ最下

240 短頸壺 10.7 7.0 RW B 橙 90 ス
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第 1号祭祀跡出土土器観察表(6)

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

241 短頸壺 8.9 6.7 RW B 橙 100 二

242 短頸壺 12.2 9.5 RWE A 淡赤橙 90 ソ最下

243 短頸壺 10.9 9.9 5.0 RW B 橙 80 

゜244 鉢 11.7 9.3 5.9 RWW'B A 灰 90 ナ穿孔土器

245 鉢 (13.0) (4.3) RW B 橙 15 最上位火を受けている

246 高 坪 12.4 8.5 9.3 RWB A 橙 95 イ最下

247 高 坪 12.5 8.8 9.2 RW B 橙 95 カ最下

248 高 坪 12.8 8.5 9.5 RW B 橙 95 チ最下

249 高 坪 13.3 8.8 10.2 w A 橙 95 ヌ

250 高 坪 12.2 8.4 9.2 RB B 橙 95 ノ最下

251 高 坪 12.8 9.6 8.8 RW A 淡赤橙 95 ノ最下

252 吉回 坪 12.7 9.0 9.8 w A 橙 80 c最下

253 高 坪 11.8 10.4 9.7 RW B 橙 95 m 

254 高 坪 12.8 8.4 10.1 w A 明赤褐 95 

゜255 吉向 坪 12.9 8.2 9.4 RW C 鈍橙 90 p 

256 高 坪 11.3 9.5 9.0 RW B 橙 95 q 

257 高 坪 12.6 11.1 10.3 RW B 橙 90 VW  

258 高 坪 12.5 8.7 8.4 RW B 鈍橙 70 X 

259 尚． 坪 12.9 8.0 8.7 RW B 橙 95 最上位

260 高 坪 13.1 8.1 10.5 RW A 明赤褐 85 最上位

261 高 坪 12.2 8.0 10.1 RWW' B 橙 90 最上位

262 高 坪 16.8 14.0 11.4 RWE A 橙 95 n 

263 高 坪 18.0 13.9 11. 9 RW A 橙 80 r 

264 高 坪 24.8 22.9 14.2 RW B 橙 80 k 

265 甑 (25.8) (10.3) RW B 鈍橙 20 最上位

266 甕 (20.6) (8.0) RWBH C 鈍橙 25 最上位

267 甕 16.9 31. 9 7.1 RWH B 橙 95 g 

268 甕 20.2 32.0 RWB B 鈍橙 85 i 

269 坦 11.6 13.0 RW A 橙 95 f 

270 坦 9.3 14.5 RW A 鈍黄橙 100 l赤彩

271 互・ ギ 13.2 17.9 5.4 RW'B B 橙 80 b胴部上下半で異胎土

272 • 宰 (20.1) w B 鈍橙 70 h 

273 ギ宮 (24.8) (27.4) 6.9 RWW'B B 橙 90 b穿孔土器繋状削痕

274 壺 26.9 29.5 5.5 RWB B 鈍橙 90 c穿孔土器

275 • 空 (23.2) (5. 7) RWB A 鈍橙 10 最上位肩部有窓打撃痕有り

276 宰• (28.0) RW B 橙 70 j 

277 ギ亜 21.0 29.0 6.3 RWW'B B 鈍橙 90 d 

278 壺 23.6 44.0 7.0 RWB A 鈍黄橙 85 a 

279 壺 28.6 67.2 7.4 RWW'B C 鈍黄橙 75 e穿孔土器

混在していたが規則性は見出せなかった。最下段の土器の検出に至ってほとんどの土器の原位置が

明らかになった（第494図）。坪群の在り方には 3種類がみとめられ、中央部はほぼ正立状態であっ

たが、西縁の壺群との境界のものは積み重ねられながらも壺側に傾倒していた。さらに壺や甕の安

定を保っために底部にあてられた坪群もあった。 273• 279の壺などは数点の坪が口縁部を壺の胴部
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第508図第 1号祭祀跡出土滑石製模造品（ 1)

に密着させるように斜めに挿し込まれていたが、 274の壺は坪・高坪を重ねた上にのせられており、

横転した267の甕や272・276の壺も同様な状態だったと考えられる。また群の中にあってこの段階ま

で確認できなかった270の用は、口縁部を坪片で塞がれており、中には臼王が 1点入っていた。最

終的にはすべての土器を除去した。北縁の土器下より鹿または猪の焼骨片を検出し、さらに旧地表

面を掘り下げながら他のピットや掘り込みの有無を確認したが、みとめられなかった。

多量の土器に混じって、臼玉を中心とする多量の滑石製模造品も出土した。剣形品11点、有孔円

板11点、滑石剥片 5点、臼王630点、ガラス玉 2点にのぼるが、種類によって出土位置に特徴が見ら

れる（第495図）。剣形品や有孔円板などの大型製品はピットの中心から半径75cm以内で、土器集積

側の範囲に集中していた。大部分は破砕された土器片に絡まって出上したが、意図的に土器の中に

入れられたものも 2点みとめられた。剥片も少数ながら同様の分布を示すが、ピット内からの出土

が目立った。これに対してガラス玉はピットから最も離れた地点で別々に出上した。臼玉は調査段

階で出土位置を記録できたものは361点、他は覆土の洗い出しによって得られたものである。基本的
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第509図第 1号祭祀跡出土滑石製模造品 (2)

には中央の集積坪群範囲内に集中していたが、坪内に入ったものやブロックの間に挟まったもの、

隙間から地表面に落ちたものなど出土状況には統一性がなかった。特筆されるのは、積み重ねられ

た坪群のうち、途中の段の坪内に数点がまとめられて入れられた例があることであり、 33点のもの

を最高に 3~10点のもの 8例、 11~20点のもの 3例、 21~30点のもの 2例であった。これに対して

壺や甕内に入れられたものは少なく、横転状態の272の壺内で 5点出土したほかは270の坦内で 1点、

279の大型壺内で 2点がみとめられたのみである。

出土土器のうち図化できたものは279点にのぼるがそのうちの245点を坪・短頸壺・鉢などの小型

土器が占める。 207• 208の坪は異質で、前者は器肉が黒色であり、後者は内外面が赤彩され胎土は

黄褐色である。 265は最上位の破砕土器のひとつだが唯一の甑である。 270の坦は赤彩され208の坪と
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第 1号祭祀跡出土滑石製模造品

No. 種類 大きさ (cm) 重さ(g) 遺物 No. ・備考

1 剣 形 6.2 X 2.5 X 0.5 14.28 No.31 

2 剣 形 6.8 X 3.2 X 0.6 25.19 No.28 

3 剣 形 5 5 X 1.8 X 0.4 6.85 No.29 

4 剣 形 4.2 X 2.0 X 0.5 6 91 No.246 

5 剣 形 4.3 X 2.3 X 0.4 9 43 No.335 

6 剣 形 4.4 X 2 6 X 0.5 11.28 No.336 

7 剣 形 3.1 X 2 2 X 0.4 5 11 No.369 

8 剣 形 (2.2) X 1.8 X 0.4 4.13 No.337 ， 剣 形 4.3 X 2.0 X O 4 5.67 No.123 

10 剣 形 3 1 X 2.4 X 0.4 5 23 No286 

1 1 剣 形 3.4 X 2.3 X O 4 6.23 No.283 

12 有孔円板 4.9 X 5.0 X 0.4 21.46 No.371 

13 有孔円板 4.7 X 5.0 X 0.5 24.48 No.30 

14 有孔円板 4.2 X 3.1 X 0.4 13 14 No.55 

15 有孔円板 2.6 X 2 6 X 0.4 5.84 No.338 

16 有孔円板 2.9 X 2 0 X 0.5 5.57 No.1 1孔

17 有孔円板 1.8 X 1.7 X 0.4 2.96 No.299 濃緑色

18 有孔円板 2.4 X 1.7 X 0.6 4.03 No.370 濃緑色

19 有孔円板 2.2 X 2.0 X 0.3 3.27 No.343 濃緑色

20 有孔円板 2.2 X 1.4 X O 3 1. 75 No.380 濃緑色

21 有孔円板 2 0 X 1.5 X 0.3 1 83 No125 濃緑色

22 有孔円板 2.4 X 1.8 X 0.4 3.04 No.124 濃緑色

23 ガラス玉 0.6 X O 3 0.16 No.344 スカイブルー

24 ガラス玉 0.6 X O 3 0.19 No.381 スカイブルー

25 剥 片 2.3 X 3.4 X 1.3 12.89 No.129 • No.339 2点接合

26 剥 片 3.4 X 1.6 X 0.3 2.10 No.10 

27 剥 片 2.7 X 1.2 X 0.3 1. 70 No.90 

28 剥 片 2.1 X 2.1 X 0.3 2.59 No.297 

29 剥 片 1.9 X 1.0 X 0.6 1.50 No.298 

同質の胎土である。 273の広口壺は口縁端部の原形を損なっているが、破砕後割れ口を丸棒状のもの

で擦り込まれて弧状の凹面が数か所形成され、堅状工具による削除面が胴部に数か所見られる。 274

の広口壺は底部外縁の磨滅が著しい。275の壺は頸部から肩部にかけて透し孔をもっていたと考えら

れる。 244の小型鉢、 273・274の広口壺、 279の大型壺は焼成後穿孔されている。特に279の穿孔方向

は集落中心部に向かうことが調査時に確認できた。

滑石製模造品のうち剣形品は、幅が狭く小さい孔径で白色気味の色調の石材を使用した 1• 3 • 

4と、幅が広めで孔径も大きく褐色気味の色胴の石材を使用した 2• 5~11とに分けられる。有孔

円板も形が整い白色系の石材を使用する12~15と、粗製で濃緑色の石材を使用する 17~22の2つに

分けられる。 16は形態が異なり、厳密には有孔円板とするには問題がある。臼玉630点は側縁が直線

的なもの (Iタイプ）と外方に湾曲するもの(IIタイプ）との比率が392点 (62.2%) : 238点 (37.8

％）である。濃緑色の石材を使用するものは 68点 (10.8%) あるが、このうちの44点 (64%) はII

タイプのものである。
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第515図第 1号祭祀跡出土臼玉 (6)

第 1号祭祀跡出土臼玉観察表（ 1)

No. 径x厚x孔径(mm) 形態 遺物No.。備考 No. 径x厚x孔径(mm) 形態 遺物No.・備考

1 6 5X7.2X2.4 II No. 2 28 7.5X4.7X2 7 I No.34 

2 6.2X2.8X2 0 I No. 3 濃緑色 29 6.5X4.3X2.3 I No.35 

3 7.2X3.6X2 3 I No. 4 30 6.6X3 6X2.8 I No.36 

4 7.4X2.3X2.5 I No. 5 31 7.5X3 2X2.7 I No.37 

5 6.3X3 1X2.2 I No. 6 濃緑色 32 6.5X3,5X2.5 I No.38 

6 6 5X4.5X2 5 I No. 7 33 7.5X4.5X2.7 I No.39 

7 6.2X4 0X2.6 I No 9 34 7 3X3.5X2.5 I No.40 

8 8.1X3 4X2.8 I No.10 35 7.3X4 OX2.7 I No41 

， 7.2X4.1X2.5 II No.1 ] 36 7.7X3.2X2.7 I No.42 

10 6.4X4.1X2 3 II No12 37 7 5X3.4X2.5 I No.43 

11 6.lXl 8X2.4 II No.13 38 7.0X3 9X2 4 I No.44 

12 6 1X4.4X2 2 I No.14 39 7 6X3.7X2.5 I No.45 

13 6 6X2 4X2.1 I No15 40 7.2X4.4X2.5 I No.46 

14 6.8X2 7X2.3 II No.16 41 6.7X3 3X2.8 I No.47 

15 6.2X3 6X2.2 I No17 42 7 5X4.0X2.3 I No.48 

16 6 3X3.4X2.1 I No.18 濃緑色 43 6.9X4.3X2 7 I No.49 

17 7.4X4 1X2.8 I No.19 44 7.5X2.7X2.5 I No.50 

18 6.1X4.7X2.6 I No.20 45 6.8X3 1X2.3 I No.52 

19 6.9X4.5X2 2 I No.21 46 6.2X5.0X2.3 I No.53 

20 6.9X4 4X2.3 I No22 47 6.5X4.4X2.3 I No.54 

21 6.5X4.0X2.2 II No.23 48 6 8X4.0X2 5 I No.56 

22 6.7X2.7X2 5 I No.24 49 6.4X4.1X2.l I No.57 

23 66Xl7X22 II No25 50 6.2X5.0X2.5 I No.58 

24 6.6X3 5X2.5 II No.26 51 6 3X4.8X2 3 I No.59 

25 7.6X3.4X2.3 I No.27 52 6.4X4.5X2 2 I No.60 

26 6 7X3 4X2.7 I No.32 53 6.2X4.4X2.3 I No.61 

27 7.5X3 6X2.5 I No.33 54 6.3X4.1X2.3 I No.62 
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第 1号祭祀跡出土臼玉観察表（ 2)

No. 径x厚x孔径(mm) 形態 遺物No・備考 No. 径x厚X孔径(mm) 形態 遺物No.・備考

55 6.7X3.6X2.3 I No.63 103 6 9X4.1X2.2 I No.290 

56 6.0X4.1X2.0 I No.64 濃緑色 104 5 9X4 2X2.3 I No.291 

57 6.5X3.5X2.l I No.86 105 6 7X4.8X2.4 I No.296 

58 6.6X4.1X2.l II No.87 106 7 0X5 2X2.l I No.300 

59 7.7X3.7X2.6 I No.88 107 8 3X4.9X2.5 I No.301 

60 6.0X3.3X2.4 I No.89 108 6 0X4.3X2.7 I No.302 

61 6.2X3.2X2.6 I No.91 109 5, 7X2,8X2,2 I No.303 

62 7.0X3.9X2.7 I No.92 110 5 7X4 1X2.6 I No.304 

63 7.6X4 3X2.5 I No.93 111 8 1X2.8X2.5 I No.321 

64 6.4X2.6X2.3 I No.94 112 7.4X4.1X2.4 I No.322 

65 7.2X4.0X2.6 II No96 113 6.6X4.1X2 3 I No.323 

66 8.1X3.3X2.4 I No.97 114 6.6X5.3X2 3 II No.345 

67 6.1X3 6X2.5 I No.98 115 7.0X5.1X2 0 II No.316 

68 7.0X5.3X2 4 I No.99 116 7.9X4.8X2.7 I No.317 

69 6.1X4.5X2.5 II No.106 117 5.9X5.4X2.8 II No.318 

70 6.9X3 0X2.5 I No.107 118 6.3X3.9X2 3 I No.346 

71 5.9X4 4X2.4 I No.108 119 6.5X4.5X2.2 I No.347 

72 7.0X2 8X2.6 II No.109 120 7.1X4.0Xl 9 I No.348 

73 6.8X4.4X2.2 I No.llO 121 7.2X3.6Xl 9 I No.349 

74 7.0X4.2X2.3 I No.111 122 7.8X3.9X2 2 II No.350 

75 5.8X4.4Xl.7 I No.112 濃緑色 123 7.4X4.2X2 0 II No.351 

76 8.0X3.9X2.8 I NoJ14 124 6.0X3.7X2 0 I No.352 

77 6.7X5.0X2.1 I No.115 125 6.0X3.7X2 4 II No.353 

78 6.1X4.2X2.6 II No116 126 7 2X4.9X2 2 I No354 

79 6.5X5.0X2.5 I No.117 127 7 1X3.7X2.2 I No.355 

80 4.7X3.4X2.2 II No.118 濃緑色 128 6.8X4.7X2.1 I No.356 

81 6.5X4.4X2.5 I No119 129 6.5X3.9Xl 8 I No.357 

82 4.7X2 8X2.4 II No120 濃緑色 130 6 6X3.4Xl 8 II No.358 

83 6.6X3 9X2.6 II No122 131 5.2X4.0X2.0 I No.359 

84 7.3X4.8X2.4 I No.126 132 5 7X5.1X2.2 I No.360 

85 6.5X5 3X2.1 I No128 133 6 4X3.0Xl 9 II No.361 

86 7.8X4.2X2.l I No163 134 5 2X4.6X2 0 I No.362 

87 6.7X4.5X2.5 I No.164 135 6.3X3.5X2.4 I No.363 

88 6.2X3 3Xl.9 I No165 濃緑色 136 6 7X4.8X2 3 I No.364 

89 7.9X4 0X2.6 I No.166 137 5.5X2.0X3 8 I No.365 

90 6.5X3.9X2.2 II No.167 138 6.6X2.9Xl.5 I No.366 

91 5.9X3 6X2.5 II No.237 139 6 3X5.2X2 4 I No.367 

92 7.1X3 3X2.4 I No.259 140 6 7X5.4Xl 6 I No.368 

93 71X46X25 I No.260 141 6.3X3.6Xl.8 I No.372 

94 6.8X3.9X2.5 I No.270 142 6 1X4 lXl.9 I No.374 

95 6.5X4.3X2.1 I No.277 143 6 3X3.0Xl 9 I No.375 

96 6 9X4 5X2.0 I No.278 144 6 2X2.7Xl.9 I No.376 

97 7 6X3.9X2.6 I No.279 145 6 9X5.0X2.4 I No.377 

98 6 4X3.7X2.7 I No.280 146 6.1X4.7Xl.6 I No.378 

99 6 4X4.7X2.3 I No.281 147 6.3X4 1X2 3 I No.379 

100 6.6X4.3X2.2 II No.282 148 5 6X3.1Xl.9 I No.127一括

101 7.3X4.6X2.6 I No.284 149 6 5X3.8Xl.9 I No127一括

102 6.5Xl.9X2.2 II No.285 150 6 1X3.6X2.4 II 大塑壺内
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第 1号祭祀跡出土臼玉観察表 (3)

No. 径x厚x孔径(mm) 形態 遺物No.・備考 No. 径x厚x孔径(mm) 形態 遺物No.・備考

151 6.3X3.2X2.3 I 大型壺内 199 4.6X3.5Xl.9 II No.150 濃緑色

152 7.1X3.2X2.l I No.65 200 4.6X2.9Xl.9 II No151 濃緑色

153 5.7X3.4X2.1 I No.66 201 4.6X2.4Xl.9 II No.152 濃緑色

154 6.8X4.9X2.4 I N[l67 202 5.3X2.0Xl.9 I No.153 濃緑色

155 6.1X4.0X2.3 I Na68 203 4.1X3.1Xl.8 I No.154 濃緑色

156 7.1X4.2X2.2 I No.69 204 5.4X2.1Xl.9 I No.155 濃緑色

157 7.1X3.5X2.2 I No.70 205 4.6X2.4X2.2 II No.156 濃緑色

158 6.2X3.6X2.5 II No.71 206 4.4X3.4X2.0 II No.157 濃緑色

159 6.7X3.5X2.3 I No.72 207 5.7X2.0Xl.6 I No.158 濃緑色

160 6.4X3.2X2.5 II No.73 208 4.8X4.1X2.0 II NQ159 濃緑色

161 6.6X3.7X2.3 I No.74 209 6.5X4.2X2.3 I No.160 

162 5.8X2.9Xl.6 I No.75 濃緑色 210 6.0X4.8X2.5 I No.168 

163 7.7X3.6X2.4 I No.76 211 6.1X4.1X2.5 I No.169 

164 6.1X4.4X3.0 II No.77 212 6.2X3.2X2.5 I No.170 

165 6.9X4.3X2.5 I Na78 213 6.7X2.8X2.4 I No.171 

166 6.0X3.8X2.7 I No.79 214 6.2X3.4X2.6 I No.172 

167 7.0X4.8X2.l I 池80 215 6.0X4.7X2.6 I No.173 

168 7.0X3.9X2.l I 油81 216 6.6X3.3Xl.9 I No.203 濃緑色

169 5.8X3.7X2.4 II No.82 217 6.8X3.2X2.5 I No.204 

170 7.1X3.2X2.l I No.83 218 6.4X5.3X2.5 I No.205 

171 6.7X3.9X2.3 I No.84 219 6.7X2.8X2.2 I No.206 

172 7.0X3.9X2.2 I No.85 220 6.5X3.7X2.l I No.207 

173 6.6X5.7X2.l I No.100 221 7.0X3.9X2.6 I No.208 

174 6.1X3.8X2.5 II No.IOI 222 6.7X3.0X2.4 I N11209 

175 6.0X3.9X2.5 II NQ102 223 6.1X5.0X2.3 I Na210 

176 7.8X4.5X2.6 I No.103 224 6.1X4.8X2.4 I No.211 

177 6.8X3.9X2.5 I No.104 225 7.5X3.1X2.4 I Na212 

178 6.0X5.4X2.7 II No.105 226 6.1X3.2X2.0 I No.213 

179 5.5X2.8Xl.9 II N吐30 濃緑色 227 5.7X3.7X2.l I No.214 

180 4.5X3.8Xl.9 II No.131 濃緑色 228 5.9X5.1X2.0 I No.215 

181 4.6X3.5Xl.9 II No.132 濃緑色 229 6.0X3.9X2.3 I No.216 

182 4.6X2.5Xl.9 II N(l133 濃緑色 230 6.6X5.3X2.8 I No.238 

183 5.5X3.6Xl.6 II No.134 濃緑色 231 6.9X4.7X2.3 I No.239 

184 5.5X3.3Xl.6 II No135 濃緑色 232 6.7X3.8X2.3 I No.240 

185 6.5X4.0X2.5 II No.136 233 6.5X4.3X2.2 I No.241 

186 6.8X3.5X2.4 I No.137 234 6.8X3.3X2.2 I No.242 

187 6.5X3.8X2.2 I No.138 235 6.8X4.4X2.l I No.243 

188 6.9X2.6X2.2 II Noぶ39 236 6.9X5.4X2.1 II No.244 

189 6.7X3.7X2.3 I No.140 237 6.9X3.5X2.7 II No.174 

190 6.2X4.2X2.3 I No.141 238 7.2X3.3X2.5 I No.175 

191 6.7X5.2X2.5 II No.142 239 7.1X3.9X2.3 I No.176 

192 6.5X4.6X2.5 II No.143 240 7.3X4.3X2.2 I No.177 

193 6.8X3.6X2.l I No.144 241 6.9X3.4X2.6 I Nal78 

194 6.5X4.6X2.3 II No.145 242 6.2X3.8X2.6 II No.179 

195 6.5X4.2X2.3 II No.146 243 7.2X3.7X2.5 I No.180 

196 7.0X4.5X2.3 II No.147 244 7.1X3.7X2.5 I No.181 

197 6.7X3.0X2.2 II No.148 245 7.3X2.9X2.0 I No.182 

198 6.8X3.8X2.4 II No.149 246 6.3X3.3X2.4 I No.183 
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第 1号祭祀跡出土臼玉観察表 (4)

No 径x厚x孔径(mm) 形態 遣物No.・備考 No. 径x厚x孔径(mm) 形態 逍物No・備考

247 7.1X4 9X2 3 II No.184 295 6 7X3.8Xl.7 II No.256 

248 7 1X4.4X2.3 I No.185 296 6 1 X4.0X2.3 II No.257 

249 7 0X4.2X2.6 II No186 297 6 7X3.4X2.3 II No.258 

250 71X35X23 II No.187 298 6.3X4.6Xl.9 II No.262 

251 71X39X25 II No.188 299 6 8X3.2X2] I No.263 

252 6.9X4.6X2.5 I No.189 300 6.6X4.1Xl.6 II No264 

253 5.9X3.9X2.6 II No.190 301 6 2X5.0Xl.6 I No.265 

254 6.5X3.0X2.0 I No.191 302 6 5X3.2Xl.6 I No.266 

255 7.1X4 4X2.3 I No.192 303 6 3X4.3Xl.9 I No.267 

256 7.0X5 1X2.3 I No.193 304 6.5X5 1X2.1 II No.268 

257 7.0X2.9X2.4 I No194 305 6.6X4 6Xl 7 II No.269 

258 7.1X4.3X2.5 I No195 306 5.9X3.1X2.0 I No.272 

259 7 1X4.5X2.5 I No.196 307 6.5X4.5Xl 7 I No.273 

260 7 3X3.8X2.2 I No.197 308 6.3X4 4X2.0 I No.274 

261 7.0X3.0X2.2 I No.198 309 6 3X2.8Xl.9 I No.274 

262 7.1X4 1X2.5 I No.199 310 6.2X2.1X2.0 I No.276 

263 7.1X3.1X2.2 II No.200 311 6 5X4.2X2.5 I No.287 

264 7.1X4.2X2.5 I No.201 312 6.3X3.0X2.7 I No.288 

265 7.1X4.2X2.2 I No.202 313 6.2X4.8Xl.9 I No.289 

266 7.2X4.0X2 0 II No.217 314 5.6X3.4X2.2 I No.292 

267 7.2X4.8X2.0 II No.218 315 5.5X4 OXl.9 I No.293 

268 7.1X4.6X2.0 II No.219 316 7.1X3 4Xl.8 II No.294 

269 7.2X3.8X2 0 II No.220 317 6.3X3.6X2.1 I No.295 

270 5 9X3.5Xl 6 II No221 濃緑色 318 6.9X3.7X2.0 I 

271 6.3X5.2X2.0 I No.222 319 6.0X4.1X2.3 I 

272 7.1X3.2X2.0 II No.223 320 6.9X3.4X2 5 I 

273 7.0X3.6X2.0 I No.224 321 6.7X4.5X2 2 I 

274 6.6X3.2X2.0 II No.225 322 6.3X3.7X2 1 I 

275 7.1X4.6X2.0 II No.226 323 7.1X4.7X2.5 I 

276 6 9X2.8X2 0 I No.227 324 7.4X4.3X2.2 I 

277 7 OX4.5X2.0 II No.228 325 5.7X2.5Xl.5 I 濃緑色

278 7.0X5.4X2.0 II No.229 326 5 5X2.2Xl.5 I 濃緑色

279 6 5X5.6X2 1 II No.230 327 5.4X2.5Xl.5 I 濃緑色

280 7.1X6.4X2 0 II No.231 328 5.9X2 5X2 6 I 

281 7.0X3 4X2 0 II No.232 329 6.1X5 0X2.0 II 

282 6.7X4 3X2.3 I No.233 330 6.7X4.8X2.4 I 

283 6.8X4.6X2 1 II No.234 331 5.8X2 4Xl 9 I 濃緑色

284 6.5X3.1X2.l II No.235 332 6 4X2.5Xl.8 II 

285 7.1X3.9X2 2 I No.236 333 5.5Xl.7Xl.8 II 濃緑色

286 6.4X4.3X2.l I No.247 334 6.8X3.2X2.2 II 

287 6 8X3.7X2.1 I No.248 335 6.3X3.8X2 4 II 

288 6 8X3.2X2.0 I No.249 336 6 9X4.3X2.3 II 両面穿孔

289 7.3X4 2Xl 8 II No.250 337 6.5X3 0X2.l II 

290 6.1X4.0X2 7 I No.251 338 7.0X3 5Xl.7 I 

291 6.8X5.2X2 6 I No.252 339 6.3X3.4X2.2 I 

292 7.2X4.3X2 1 I No.253 340 5.5X4 0Xl 8 I 

293 7.0X4.3X2 1 I No.254 341 6.8X4.3Xl 7 I 

294 7.3X4 3Xl 7 II No.255 342 6 2X3.1X2.2 II No.324 
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第 1号祭祀跡出土臼玉観察表 (5)

No. 径x厚x孔径(mm) 形態 遺物No・備考 No. 径x厚x孔径(mm) 形態 遺物No.・備考

343 6.7X3.9Xl.7 I No.325 391 6 0X2.2Xl 8 II 

344 6.2X4 1X2 0 I No.326 392 6.0X2.8Xl 8 II 

345 5.7X4.1X2.3 II No.327 393 6.7X3.9X2.l I 

346 5.5X2 9X2.0 I No328 394 6.6X2.3Xl.9 II 

347 6.3X3 2X2.l I No.329 395 6 5X3. 7Xl.8 I 

348 6 8X6.3Xl 5 I No.330 396 6 3X2.8X2 0 II 

349 68X29Xl9 I No.331 397 7 0X4.9X2 5 I 

350 6.5X3 5Xl 6 I No.332 398 6.8X3.2X2 2 II 

351 6.5X4 5Xl.4 I No.333 399 6 3X4.3Xl.9 I 濃緑色

352 6 5X4.9Xl.8 I No.334 400 7 4X3 6X2.6 I 

353 6.0X3.8X2.0 I No.340 401 6 7X4 5X2.3 I 

354 6 1X4.6X2.7 I No.341 402 6 8X5.1X2.2 I 

355 6 3X3.0X2.4 II No.342 403 4 9X4.5X2 0 II 濃緑色

356 6 1X2.8X2 1 II ピット内 404 7 2X4.3X2.4 I 

357 6.6X5.0Xl.9 II ピット内 405 6.3X2 4X2.2 II 

358 7.1X5.9X2.0 II ピット内 406 6.4X2.9X2.5 II 

359 8.5X4 2X2.4 I ピット内 407 4.8X3 lXl.8 II 濃緑色

360 5.9X3.7X2.3 I ピット内 408 4.2X2 8Xl.8 II 濃緑色

361 6.8X4.3X2.4 I 409 5 5X3.5Xl.8 II 濃緑色

362 6.4X3 5X2 5 II 410 6.5X3.1X2.3 II 

363 6.2X4.4X2.l I 411 7.2X5.2X2.3 I 

364 5.6X3.2X2.l I 412 5.8X2.5X2.4 I 

365 5 2X2 7Xl.7 II 濃緑色 413 6.0X4.3X2.5 I 

366 4.5X3.6Xl.5 II 濃緑色 414 7.0X5 7X2.1 II 

367 5.3X2.9Xl.6 II 濃緑色 415 6.4X4.6X2.3 I 

368 6 3Xl.9Xl.6 II 416 6 1X2.8X2 2 I 

369 6 5X4.5X2 1 I 417 6.1X3.6X2 5 I 

370 4.0X3.2X2.2 I 418 7.0X2.7X2.7 I 

371 6 2X3.2X2.3 I 419 7.0X5.0X2.3 I 

372 6.3X5.1Xl.8 II 420 6.5X4 7X2.3 II 

373 6.7X4 2Xl.5 II 421 6.5X4.2X2.5 I 濃緑色

374 6.5X5.3Xl 9 II 422 6 3X4.9X2 2 I 

375 6.2X3.5Xl.9 II 423 6 5X5.5Xl.9 II 

376 6.0X3.8X2.2 I 424 5.9X4.8X2.5 II 

377 6 7X5 3X2.5 I 425 6.5X4 3X2.5 I 

378 5 7X4 0X2.l I 426 6.5X2.7X2.0 I 

379 7.5X3.7X2.2 I 427 5.9X4 5X2.3 I 

380 5 7X4 2X2.4 I 428 6.3X3.5X2.2 II 

381 6 9X4 7Xl.6 II 429 7.4X5 2Xl.8 II 

382 6.1X4.5X2 1 II 430 5.4X3.8Xl.6 II 濃緑色

383 5.9X3.6X2.l I 431 5.7X4.3X2.4 I 

384 5 6X3.5X2 1 I 432 4.9X4.0Xl 6 II 濃緑色

385 6.5X5.3Xl.8 II 433 6.8X4.3X2.0 I 

386 6 2X4.6X2.4 I 434 7.5X2 9X2.7 I 

387 6.4X3 8Xl.8 II 435 7 7X3.4X2.2 I 

388 6.0X3 9X2.l I 濃緑色 436 7 1X2.8X2.0 II 

389 6.6X3 OXl.7 I 437 10.3X3.8X2 5 不整形

390 6.7X4 3Xl.9 I 438 6 5X4.0Xl 9 II 
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第 1号祭祀跡出土臼玉観察表（ 6)

No. 径x厚x孔径(mm) 形態 遺物Nぃ備考 No. 径X厚x孔径(mm) 形態 遺物No・・備考

439 6.5X6.0X2.0 II 487 7.9X3.7X2.6 I 

440 7.5X4.4X2.4 I 488 7.3X5.0X2.1 II 

441 6.5X4.3X2.5 II 489 6.1X4.5X2.4 II 

442 6.9X4.7X2.3 I 490 6.6X4.5X2.5 I 

443 6.4X5.2X2.2 I 491 7.5X5.5Xl.8 II 

444 7.2X4.2X2.0 I 492 7.0X3.8X2.3 II 

445 6.5X5.0X2.0 II 493 5.9X3.6X2.6 I 

446 6.1X4.5X2.3 II 494 6.9X5.2X2.3 II 

447 7.0X4. 7X2.4 II 495 7.3X2.0X2.l I 

448 6.8X4.3X2.3 II 496 7.2X3.6X2.6 II 

449 7.1X4.3X2.5 II 497 5.7X5.QX2.4 I 

450 7.3X5.6X3.0 II 498 7.0X5.2X2.0 II 

451 5.7X2.9X2.0 I 濃緑色 499 6.9X4.9Xl.8 I 

452 4.8X2.8X2.0 II 濃緑色 500 6.9X3.9X2.1 I 

453 7.3X2.7X2.1 I 501 6.9X4.3X2.5 I 

454 5.8X2.8Xl.7 II 濃緑色 502 6.0X3.0X2.5 I 

455 4.7X3.3X2.1 II 濃緑色 503 6.7X5.3X2.l II 

456 6.5X3.7X2.5 I 504 6.6X3.8X2.3 I 

457 5.4X4.9X2.2 II 505 6.0X3.9X2.3 I 

458 5.7X3.2Xl.8 I 濃緑色 506 6.2X3.2X2.Q I 濃緑色

459 5.6Xl.3Xl.9 II 濃緑色 507 7.1X5.2X2.5 II 

460 5.5Xl.7Xl.9 II 濃緑色 508 6.1X3.4Xl.8 I 

461 4.8X2.7X2.l II 濃緑色 509 6.0X4.2X2.l I 

462 5.5X2.6Xl.7 II 濃緑色 510 7.0X5.1X2.6 II 

463 4.6X2.9X2.2 II 濃緑色 511 6.7X4.9Xl.8 I 

464 5. 7X3.2X2.5 I 512 6.1X2.9X2.3 I 

465 5.8X4.0X2.0 I 513 7.1X4.2X2.0 II 

466 4.5X4.1X2.0 II 濃緑色 514 6.9X5.3X2.4 II 

467 6.5X3.5X2.3 I 515 7.0X2.8X2.4 I 濃緑色

468 6.1X5.2X2.5 I 516 7.8X3.6X2.4 I 

469 6.7X4.6X2.2 I 517 6.7X4.5X2.2 II 

470 4.6X3.8X2.2 II 濃緑色 518 7.0X4.6Xl.9 II 

471 4.5X2.3Xl.7 II 濃緑色 519 7.0X3.9Xl.9 II 

472 5.5X2.5Xl.8 II 濃緑色 520 7.2X3.9X2.3 II 

473 5.5X3.1X2.0 II 521 6.5X3.4X2.2 II 

474 6.8X4.5X2.4 I 522 6.6X4.9X2.0 II 

475 6.1X3.3X2.2 I 523 7.5X4.2X2.3 I 

476 4.6X2.9Xl.9 II 濃緑色 524 7.0X3.9X2.7 I 

477 5.5X3.8Xl.7 II 濃緑色 525 6.8X3.3X2.3 I 

478 6.2X3.6X2.5 I 526 7.QX3.7X2.5 I 

479 6.5X2.5Xl.8 I 527 6.8X4.4Xl.9 II 

480 4.5X2.9X2.2 II 濃緑色 528 7.0X4.5X2.7 I 

481 4.5X3.4X2.l II 濃緑色 529 6.9X3.9X2.2 II 

482 5.9X3.1X2.Q I 濃緑色 530 6.6X5.1X2.1 II 

483 4.5X3.7X2.1 II 濃緑色 531 6.7X4.4X2.3 I 

484 6.9X3.3X2.1 I 532 6.5X2.9X2.3 II 

485 7.1X3.7X2.6 I 533 6.3X2.9X2.3 II 

486 7.0X4.4X2.5 II 534 6.7X2.8X2.3 II 

-589-



第 1号祭祀跡出土臼玉観察表（ 7）

No. 径x厚x孔径(mm) 形態 遺物No.• 備考 No. 径x厚x孔径(mm) 形態 遺物No.・ 備考

535 6.9X2.9X2.3 II 583 6.8X3.6X2.l II No.373 

536 6.5X4.8X2.l II 584 6.5X3.6X2.4 II No.8 

537 7.0X4.1X2.2 II 585 7.6X4.3X2.2 I No.51 

538 5.7X4.5X2.7 II 586 6.0X -X2.0 II 

539 5.7X3.0X2.5 II 587 6.3X -X2.2 I 

540 6.8X4.2X2.5 I 588 ―-X2.5X - I 

541 7.7X3.5X2.4 I 589 -X3.5X - I 

542 5.8X4.7X2.5 II 590 -X4.8X -

543 5.9X4.7X2.7 I 591 6.0X4.0X2.0 I No.271 

544 7.7X3.8X2.7 I 592 -x  -x  - No.217一括

545 6.8X4.2Xl.8 II 593 -X4.0X - No.217一括

546 6.4X3.5X2.3 I 594 6.0X -X2.0 No.217一括

547 7.0X3.8X2.5 II 595 6.7X3.8X2.3 II No.161 両面穿孔

548 6.4X2.7X2.2 II 596 6.4X3.9X2.l II No.162 

549 7.5X3.8X2.5 I 597 -X2.9X - No.319 

550 6.2X4.3X2.8 II 598 --X -x  - No.320 

551 6.8X5.0X2.l II 599 5.7X4.8X2.2 I No.113 

552 6.5X5.0X2.0 II 600 -Xl.4X - Nal21 

553 7.2X4.2X2.7 II 601 6.6X3.6X2.8 I 破片

554 6.6X4.7X2.9 I 602 6.7X4.0Xl.9 I 破片

555 6.4X4.5X2.6 II 603 7.4X4.1X2.5 I 破片

556 6.7X5.0Xl.9 II 604 6.8X3.8X2.5 I 破片

557 6.5X2.3X2.1 II 605 6.2X2.7X2.0 I 破片

558 6.4X3.4X2.2 II 606 6.9X2.1X2.2 II 破片

559 6.5X3.9X2.5 II 607 6.5X3.3X2.l I 破片

560 7.3X5.1X2.l II 608 6.4X4.8X - II 破片

561 6.5X3.8X2.2 I 609 6.7X2.2Xl.9 II 破片

562 6. 7X3.5X2.2 I 610 -X4.1X - I 破片

563 7.0X3.4Xl.8 II 611 6.3X2.7X2.l II 破片

564 6.6X5.0X2.2 II 612 5.4Xl.8Xl.5 II 破片

565 6.6X4.3X2.l I 613 6.5X3.5X2.1 I 破片濃緑色

566 5.1X4.4X2.2 II 濃緑色 614 6.1X3.2X2.3 I 破片

567 6.2X4.QX2.0 II 615 6.3X3.0X2.0 I 破片

568 6.3X4.2X2.4 I 616 6.4X2.0X2.2 II 破片

569 6.9X3.0Xl.9 II 617 6.3X3.4X2.2 I 破片

570 7.2X4.3X2.1 I No.305 618 6.4X3.2X2.0 I 破片

571 7.5X4.5X2.7 I No.306 619 6.3X3.3X2.2 I 破片

572 5.7X4.6X2.6 I No.307 620 -X4.5X - I 破片

573 6.1X5.1X2.6 I No.308 621 -X2.9X - I 破片

574 8.1X4.7X2.5 I No.309 622 -X2.8X - II 破片

575 6.3X3.3X2. 7 I N[l310 623 6.5X2. 7X - I 破片

576 6.4X3.0X2.7 II Na311 624 6.7Xl.8X - I 破片

577 6.0X4.3X2.0 I No.312 625 6.2X2.0X2.0 II 破片

578 8.3X4.8X2.4 I No.313 626 -X3.3X - II 破片

579 8.6X2.4X2.7 I No.314 627 6. 7X2.2X - I 破片

580 7.5X4.0X2.7 I No.315 628 -X2.1X - 破片

581 6.2X3.4X2.8 I No.95 629 -X2.ox - I 破片

582 6.5X3.8X2.0 I No.261 630 5.1X2.7X2.0 I 破片
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第 2号祭祀跡

えー 3グリッドに位置する。検出地点は河川跡へ向かう傾斜地で、第116号住居跡から南へ約 4

m、第117号住居跡からは北へ約 3mを隔てている。本跡を構成する遺物の検出面は、遣構確認面よ

り20cmほど上位であった。しかし、周囲には掘り込みなどがみとめられなかったことから、旧地表

面上に放置されていたものと考えられる。なお、 FAとの関係は明確にしえなかった。

遺物は径 lmほどの範囲内に散乱しており、 3• 4 • 5 • 6の甕 4点に囲まれるかたちで、滑石

製品が出土した。甕 4点は白味を帯びた黄橙色を呈し、住居跡出土のものと特に異なる点などはみ

とめられない。滑石製模造品は刀子形 3点、斧形 1点で、剥片 2点を伴なう。刀子形はいずれも形

態的には退化したもので、柄部に 1孔を穿っている。斧形はやや判然としないが、袋状鉄斧の模造

と思われる。完存品と考えられるが、着柄部に穿孔は見られない。

第3号祭祀跡

しー 7グリッドに位置する。検出地点は住居跡群の北端から北へ約40mの河畔帯中である。旧地

表面上に土器が据え置かれた状態で出土し、周囲には付属施設となる掘り込み等はみとめられな

かった。土器群は大型の壺を中心として坪2点、小型甕 l点、坪形のミニチュア土器 1点で構成さ

れていた。土器の設置方法としては、まず地表面に小ピットを掘って大型壺を据え付け、 2の坪と

3の小型甕の口縁部を胴部下半に密着させるように斜めに挿し込んでいた。河畔帯に広がる炭化物

層はその後に形成され、さらに胴部中位まで覆土が堆積した時点で上部が破損し、破片が内外に飛

散したと見られる。

壺は胴部外面をヘラケズリ後ヘラミガキされ比較的丁寧に作られている。胴部下半に焼成後に生

SH 2 
SH 3 

｀量

又3

^̀'i：っ 8弓落

I 曇さ ~4 A 2 8 7 0―A' • 

--
SH 4 

々

I、

一

；

ク
7
 

2

マ

`

3

塁

ー
凶
曇
⑦

s
 

゜
1m 

第516図 第 2 号•第 3 号・第 4 号祭祀跡

-591-



じた粘土接合部の亀裂があるが、これを黒色樹脂を用いて補修していることが特筆される。

第4号祭祀跡

し 7グリッドに位置する。北側10mには第 3号祭祀跡が存在する。本跡を構成する遺物は 7点

の坪で、 70cmほどの範囲内にこれらが散乱していた。坪はいずれも口縁を上にし、同一面上で検出

された。このことから、本来は旧地表面上に正立して置かれていたものと考えられる。なお、周囲

に付属施設はみとめらず、坪にも特異な点は見られない。
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第517図第 2号祭祀跡出土遺物

第 2号祭祀跡出土土器観察表

番号 器種 口径 器 高 底 径 胎土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

1 坪 13.4 (5.2) RW  B 鈍橙 30 

2 高 坪 12.9 10. 7 9.5 RW  A 橙 80 

3 小型 甕 (11. 7) (15.4) (6.9) RW  A 鈍黄橙 40 No.7・8・10 

4 甕 (12. 0) (5.1) RW  A 鈍黄橙 20 No. 9 

5 甕 15.0 24.9 6.6 RW  A 浅黄橙 70 No.4・5・6・10 

6 甕 17.0 (20.5) RWB A 浅黄橙 70 No.11 
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第518図第2号祭祀跡出土滑石製模造品

第 2号祭祀跡出土滑石製模造品

No. 種 類 大きさ (cm) 重さ(g) 遺物 No. ・ 備 考

1 刀子形 8.8 X 1.8 X 0.9 22.79 No.1 

2 刀子形 7.2 X 1.5 X 0.9 13.98 No.2 

3 刀子形 (4.3) X 1.7 X 0.5 8.47 

4 斧 形 3.1 X 1.7 X 0.7 5.78 No. 3 

5 剥 片 2.0 X 1.3 X 0.8 2.16 

6 剥 片 4.0 X 2.2 X 1.2 20.66 

第 3号祭祀跡出土土器観察表

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存 出土位置・その他

1 坪 13.5 5.4 WB A 灰赤 90 No.1 

2 坪 12.8 5.0 RW A 明赤褐 95 No.4 

3 小型甕 13.5 11.5 7.0 WB A 明赤褐 95 No.3 

4 ミニチュア 8.3 3.4 RWB A 橙 100 No.2 坪形

5 宜ギ 33.0 56.2 9.0 RWB B 鈍黄橙 80 No.5 胴部下位樹脂補修
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第520図第4号祭祀跡出土遺物

第 4号祭祀跡出土土器観察表

番与 器種 口径 器 高 底 径 胎 土 焼成 色調 残存 出土位置。その他

1 坪 11.6 5.5 RWB A 橙 100 No.11。20

2 坪 11 7 5.6 RWB A 橙 95 No.5・6・7・8 
， J 坪 12 2 6 0 RWB A 橙 75 No.13 • 22 
4 坪 12.6 6.4 RWB A 橙 80 No.14 • 15 • 16 • 17。18• 19 
5 坪 11.5 5 5 RB A 橙 70 No12 • 16 
6 坪 12 2 6 0 RWB A 橙 25 No. 1 • 10 
7 坪 (2 6) RW'B B 橙 30 No.2・3・4 

第 5号祭祀跡

しー 8グリッドから、すー 8グリッドにかけて検出された。河川跡の東岸肩部に形成されたもの

で、大きく 3つのブロックにわけることができる。いずれもその構成は土器を主体とし、これに杭

などの木製品が混じていた。遺物のほとんどは破片となっており、河川の肩から河中へ投棄された

ような状態を示していた。なお出上遺物のうち、木製品は河川跡出土のものと一括して後掲する（第

544~556図）。このほか、小型の土錘 2点が出土した（第559図87• 88)。

Aブロックは北側に散布する一群で、範囲はおよそ 2mXl.lmである。最上位には36の大型壺が

横転し、これから下へは37の大型壺が破片となって散乱していた。さらに、下端部からは 2~5.

7 • 15~18といった多量の坪、 22~24の高坪、 25• 26の手捏上器などの小型品が見いだされた。 33

の壺はCブロックの破片と接合している。木製品には杭（第554図42)、二分割材などがある。

Bブロックは中央部に散布する一群で、範囲はおよそ2.5mXl.3mである。位置的、方向的には

Aブロックと一連のものとも考えられる。主に29• 34 • 35の壺が破片となって集中し、これに 1.

8の坪、 20• 21の高坪が伴う。また、 6• 14 • 18の坪はCブロックのものと接合している。角材（第

555図53)とともに 2本の自然木が伴っていた。

Cブロックは南側に散布する一群である。その範囲はおよそ 3mX2.7mと広範ではあるが、出上

状態はA・B両ブロックに比して散漫である。中心となるものはやはり壺で、 27と33の破片が混在

していた。うち、後者は 3片ながらも Aブロックの破片と接合している。周囲からは 9~12の坪、
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第524図第5号祭祀跡出土遺物 (3)
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第 5号祭祀跡出土土器観察表

番号 器種 口径 器尚 底 径 胎 土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

1 坪 (11. 7) (6 1) RWB B 鈍橙 45 Bブロック

2 坪 12.9 5.4 WB A 橙 80 Aブロック

3 坪 13.4 5 1 RW A 橙 95 Aブロック

4 坪 12.8 5.9 RW A 鈍橙 90 Aブロック

5 坪 13.0 4.9 RWB A 鈍橙 100 Aブロック 白色針状物質含

む

6 坪 14.5 4.8 RW A 橙 50 B・Cブロック

7 坪 14.4 4.4 RW A 橙 95 Aブロック

8 坪 (13.0) (5 0) RW B 橙 40 Bブロック， 坪 13.0 (4 7) R B 橙 50 Cブロック

10 坪 (15.6) (5. 7) RW B 鈍橙 40 Cブロック

11 坪 (14.9) (4.8) RW A 橙 20 Cブロック

12 坪 (14.6) (4. 9) R A 鈍橙 30 Cブロック

13 坪 (13.1) (4 4) RW' A 鈍橙 30 Cブロック

14 坪 (13.0) (4.3) RW A 鈍橙 40 B・Cブロック

15 坪 14.3 (3.6) w A 鈍橙 90 Aブロック 内外面黒色処理

16 坪 15.4 4 0 RW A 橙 100 Aブロック

17 坪 (12.5) (4. 9) RB A 橙 40 Aブロック

18 坪 (11.8) (3.5) RB B 橙 25 Aブロック

19 高 坪 15.7 9.3 11.0 RB A 鈍橙 80 B・Cブロック

20 高 坪 (14.8) (8.4) (9 7) RW' B 鈍橙 30 Bブロック

21 高 坪 (15 9) (12.5) (12 1) RW' A 橙 30 Bブロック

22 高 坪 (6.3) 10 0 RW A 鈍橙 100 Aブロック

23 高 坪 (6.3) (10.2) RW A 鈍橙 25 Aブロック

24 高 坪 (5.5) 9 2 RWB A 鈍橙 75 Aブロック

25 手捏土器 5 9 3.1 3.5 WW' A 明褐灰 100 Aブロック

26 手捏土器 6.2 3.5 3.7 w A 褐灰 50 Aブロック

27 宜ギ 20 9 31.3 5 1 RWB B 橙 50 Cブロック

28 空士 13 0 18.9 RW B 橙 50 Aブロック

29 宮土 25.6 30.2 6.4 WB  A 鈍橙 95 Bブロック

30 互士 19.5 30.3 7 7 RWB B 鈍橙 80 Aブロック

31 空手 (10.6) (15. 5) RW A 鈍橙 40 Cブロック

32 宮舌 19.9 33.0 5.8 RWB A 鈍黄橙 80 Aブロック

33 盆士 19.4 39.0 5.8 RWB A 橙 50 A・Cブロック

34 宰・ギ 15.2 (23.6) RWB A 鈍黄橙 90 Bブロック

35 小 型甕 (13.5) (15.4) (4.2) RWW'B B 鈍橙 30 Bブロック 穿孔土器

36 宜ギ 27.2 61.3 7.8 RWB A 鈍橙 80 Aブロック 胴部内外面樹脂補修

37 互土 38.8 77.1 9.0 RW B 灰白 75 Aブロック 亀裂を樹脂補修

盗難にあってしまったが用などが見いだされた。前掲の壺のほか、 6• 14の坪、 19の高坪はBブロッ

クの破片と接合している。木製品には舟形模造品（第544図 l)、栓状製品（同図 2)、杭（第553図27・

28、第554図36)、板材（第550図19)、木端などがある。出土の希な舟形模造品の伴出は、本跡の性格

を検討する上できわめて重要である。

以上のように、本跡ではブロック間での土器の接合が多く見られた。これはそれぞれが時期を違

えて形成されたものではなく、一時に投棄されたものと見て大過ないと思われる。あるいは、「マッ

リ」の場から運ばれ、 2~3人の手によって処理されたのであろうか。
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(4) 土壊・性格不明遺構

第 1号土壊

さー 6グリッドに位置する。径0.82m、深さ0.12mの円形擢り鉢状である。集落北方の溝群内に

存在していた。覆土中には多量の炭化物が包含されていたが、出土遺物はなかった。

第 2号土壕

< -4グリッドに位置する。北東端が調査区外になるが、長軸長2.85m以上、短軸長1.42m、深

さ0.10mの長方形で、長軸方向はN-34°-Eである。床面は中央が窪み、調査区際には灰層が堆積

していた。本土壊内からの出上遣物はなかった。また本土塙の南西側には 2つのピットが3.72mの

距離をもって存在した。特筆すべきはこれらの遺構が住居跡のない空白地点にあり、隣接した旧地

表面上から 1~3の土器が出土したことである。 1は2連坪で連結部に貫通孔をもつ。 2の用は胴

部のみの完形品で、口縁部欠損のままで使用されたと見られる。

第 3号土壊

き 4グリッドに位置する。長軸長2.58m、短軸長1.74m、深さ0.33mの長方形で、長軸方向は

N 48° Eである。覆土 1層中に 4~8の土器片が包含され、最下層の 8層に多量の炭化物が包含

されていた。

第 4号土壊

き 4グリッドに位置し、第59号住居跡に切り込まれていた。長軸長1.80m、短軸長1.32m、深

さ0.24mの長方形で、長軸方向はN 48° Eである。北東壁には摺り鉢状ピットが付設され、覆土

の堆積状況はやや乱れていた。特筆されるのは南東壁際の床面上に赤色顔料が広がっていたことで

ある。覆土を洗浄したが土器小片と焼けた獣骨片以外に石製品等はみとめられなかった。

第 5号土壊

き 3グリッドに位置し、第53号住居跡とわずかに切り合っていたが新旧関係は不明である。長

軸長2.50m、短軸長1.50m、深さ0.48mの長方形で、長軸方向はN-50° Eである。出土遺物はな

かった。

第 6号土墳

か一 4グリッドに位置する。径1.44m、深さ0.54mの円形である。覆上 1層中から 9の坪と鹿角

片が出土した。

第 7号土壊

きー 4グリッドに位置する。径0.60m、深さ0.04mの皿状であり、炭化物で充填されていた。

第 8号土壊

かー 3グリッドに位置し、第97号住居跡に隣接していた。長径0.54m、深さ0.06mの楕円形の皿

状で、炭化物で充填されていた。

第 9号土壊

おー 4グリッドに位置する。長径4.14m、短径3.48m、深さ0.38mの不整楕円形で、床面も乱れ

ていた。覆土 1層中には10~35の土器が包含されていた。 3層は上塙内での焼成によって形成され

た焼土層である。
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第526図 古墳時代土塙（ 1)
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1 褐灰色(IOYR5/l) 粘士質。多量の炭化物・土器片を含む。
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1 灰白色（!OYR7/1) 粘土質。混入物なし。
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3 灰白色（!OYR6/1) 粘土質。微量の白色微砂粒を含む。
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第527図古墳時代土壊 (2)

第10号土壊

えー 3グリッドに位置し、第141号住居跡に切られていた。北東・北西両壁長とも3.80mのL字形

になると考えられる。覆土 5層中に36• 37の土器が包含されていた。
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第528図古墳時代土壊（ 3)
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1 灰輩掲色(111¥'1!4／ど） 粘士質炭化物粒・日色微わを含tぃ

2 褐灰色(JOYR6/¥) 砂質'i昆入物なし

3 掲灰色（¥OYR5/¥) 砂質鉄分を含む ° 
4 褐灰色(!OYR5/l) 砂＇西，微祉の鉄分を含む。

2m 

第529図第 1号性格不明遺構

第11号土壊

えー 3グリッドに位置する。長径1.64m、短径0.86m、深さ0.15mの楕円形である。覆土 l層中

に多量の炭化物とともに38~42の土器が包含されていた。

第12号土壊

お 2グリッドに位置する。長軸長1.76m、短軸長1.03m、深さ0.14mの長方形で、長軸方向N

-24° Eである。出土遺物はなかった。

第 1号性格不明遺構

おー 2グリッドに位置する。長径4.80m、短径3.40m、深さ0.30mの不整形な落ち込みに小ピッ

トが付随する。覆土中に土器小片がみとめられた。住居跡のない空白地点にあり、樹木痕の可能性

が考えられる。
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古墳時代土壊出土土器観察表

番号 器種 口径 器 高 底径 胎土 焼成 色調 残存 出土位置・その他

1 連 坪 9.8 4.8 RW'B A 橙 85 第 2号土塙周辺

2 坦 9.2 RW' A 橙 100 第 2号土墳周辺連結孔有り

3 坦 13.4 14.7 RB A 橙 50 第 2号土壊周辺 口縁部欠損

4 甕 16.8 9.0 RWE A 橙 80 第 3号土壊 No. l 

5 甕 (17.6) (6. 7) WW'B A 浅黄橙 20 第 3号土塙 No. 2 

6 坪 (13. 6) (4.5) RW A 橙 20 第3号土壊

7 高 坪 13.8 9.2 9.4 RB B 橙 65 第 3号土壊 No. 4 

8 甑 (30 7) (21.0) RWE A 明赤褐 25 第 3号土壊 No. 4 ， 坪 12.8 5.6 RW A 橙 90 第 6号土塙

10 坪 (13. 5) (5.3) RW A 橙 30 第 9号土壊

11 坪 12.1 6.0 RWE A 橙 80 第 9号土壊

12 坪 12.6 5.8 RW A 橙 70 第 9号土壇

13 坪 12.2 5.7 RW B 橙 80 第 9号土塙

14 坪 11 8 6.0 RW A 橙 70 第 9号土塙

15 坪 12.6 5.9 RW B 橙 50 第 9号土壇

16 坪 11.4 5.4 RW A 橙 70 第 9号土塙

17 坪 (12.0) (5.3) RW B 橙 20 第 9号土壊

18 坪 13.5 6 2 RWB A 橙 90 第 9号土墳

19 坪 12 1 5.5 RWB A 橙 70 第 9号土壊

20 坪 (13.0) (5.8) RW B 淡赤橙 10 第 9号土塙

21 坪 (11. 8) (5.0) RB A 橙 20 第 9号土塙

22 坪 (13.8) (5.2) RW A 橙 30 第 9号土塙

23 坪 (14.0) (5.4) RW A 橙 40 第 9号土塙

24 坪 13.5 5.5 RWB B 橙 60 第 9号土塙

25 坪 (12.9) (5.1) RW'B A 橙 25 第 9号土壊

26 坪 (12.0) (6.0) RW B 橙 20 第 9号土壊

27 高 坪 (4.0) 9.5 RW B 橙 70 第 9号土塙

28 手捏土器 (2.2) (5.0) RW A 橙 20 第 9号土壊

29 竺て (4.5) 4.4 RW'B A 橙 65 第 9号上塙

30 壺 (23.0) (5.9) RW' A 橙 35 第 9号土壊

31 甕 18.0 (10.5) RWB A 橙 65 第 9号土塙ハケメ調整

32 甕 (6.0) (7.2) RW' B 橙 30 第 9号土壊

33 甑 (10 0) (9 9) RW'B A 橙 15 第 9号土塙

34 甑 (21. 7) (11.0) RB B 灰褐 25 第 9号土塙

35 甑 (25.1) (7.8) RB A 橙 25 第 9号土塙

36 脚付椀 (16.3) (9.5) RWB A 橙 40 第10号土壊 No. l • 4 

37 甕 (21.8) (7.5) RWW'B A 鈍橙 30 第10号土壊 No.3 

38 坪 (15.1) (4.6) (5.0) RB B 橙 40 第11号土壊 内面に放射状暗文

39 坪 (15.8) (3.8) RW A 橙 30 第11号土墳

40 筒 坪 (16.0) (4.8) RWE B 橙 30 第11号土塙

41 甕 (22.6) (15.5) RW'B A 明赤褐 25 第11号土塙

42 宮士 (2.0) 7.2 W'B B 橙 80 第11号土壊
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(5) 溝

古墳時代の溝は、集落跡の最北端において密集した状態で検出された。第 1号溝は比較的幅が広

く、覆土中に遺物を伴うなど、他の溝とは異質であった。第 2号～第 7号溝は幅、深さとも同様

で、屈曲により各々方向を違えるものの、基本的には第 1号溝と平行する。第 8号溝は方形周溝状

の遺構と考えることもできるが、あえて本項で扱うこととした。

第 1号溝

こー 6.さー 6グリッドに位置する。平均的な幅は64cm、深さは20cmである。北寄りで皿状ピッ

トと交わるが相互の関係は不明である。走向は北方の河川跡と平行に近く、集落の内外を区画して

いたと考えられる。遺物や炭化物を包含する覆土上層の検出によって溝の存在を確認したが、全体

的に掘り込みは不明瞭だった。 A断面では溝相当部分の地山がわずかに窪み埋没途中に FA降下面

が存在した。 D・E断面では遺物包含層以外は不明瞭だった。 F断面では溝の両側に積まれた幅56

cm、高さ10cmの灰白色土による土手状盛上を確認した。

出土遺物は覆土上層および溝周辺の包含層から出土した。土器はいずれも残存率が低く、 15と17

の壺は胴部に穿孔されている。土器以外にも台石や磨石も出土したが、全体的に集落内から外方に

向けて投棄されたものと考えられる。

第 2号溝

さー 6グリッドに位置する。幅16cm、深さ 6cmで、調査区壁より 8.55m第 1号溝に平行したのち

直角に曲がる。出土遺物はなかった。

第 3号溝

こー 6.さー 6グリッドに位置する。幅20cm、深さ 5cmである。第 8号溝を切り込んでいた。第

1号溝に平行するが、途中でクランク状に屈曲し、南端は鈎状に曲がる。クランク部は幅2.25m、

奥行き1.35mである。出土遺物はなかった。

第 4号溝

こー 6.さー 6グリッドに位置する。幅20cm、深さ 8cmである。第 5号溝に切られていた。調査

区壁から4.0mにわたり第 1号溝に平行し、第 2号溝と反対方向へ曲がる。出土遺物はなかった。

第 5 号溝•第 1 号土器集積

さー 6グリッドに位置する。幅16cm、深さ 5cmである。第 4号溝を切り込んでいた。調査区壁か

ら5.2mにわたり第 1号溝に平行し、鈎状に曲がる。溝内からの出上遺物はなかたが、北端寄りで覆

土上に第 1号土器集積がのっていた。集積は正置された状態ではなく一括投棄と考えられる。坪類

には火に掛けた痕跡がみとめられる。

第 6号溝

こー 6.さー 6グリッドに位置する。幅20cmである。調査区壁から7.05mにわたり第 1号溝に平

行する。出土遺物はなかった。

第 7号溝

こー 6グリッドに位置する。幅16cmで、 L字形である。出土遺物はなかった。
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第 1号溝周辺出土土器観察表

番号 器種 口径 器 高 底径 胎土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

1 坪 12.7 6.4 RB A 橙 65 さ—6-13 No. 2 

2 坪 13.0 6.0 RB A 橙 50 こー6-24 No.15 

3 坪 12.5 6.1 RW' B 橙 70 さー6-4 No.21 

4 坪 (13.0) (6.1) RB A 橙 25 こー6-24 No.11 

5 坪 (12.4) (5.0) RB A 橙 25 さー6-9 No. 5 

6 坪 10.3 5.4 RB A 橙 60 こ―6-24 No.11 

7 ミニチュア (9.2) (4.4) RWW'B A 橙 20 こー6-19

8 ミニチュア (9.0) (4.3) RW'B B 橙 30 さー6-12 No. l ， 高 坪 15.5 10.2 11.0 RB A 橙 70 さ―6-4 No.15 

10 高 坪 (3.5) RW'B A 橙 60 

11 高 坪 (4.5) 11.0 RB A 橙 80 さー6-8 No. 2 

12 支 脚 (10.5) (9.0) RW' B 明褐灰 45 こー6-24 No. 5 

13 甑 (9.5) (6.0) RW'B A 橙 25 こー6-24 No. 3 

14 鉢 (23.8) (12.0) RW B 橙 15 こ―6-24 No. 5 

15 ギ互 (21.8) (28. 7) RWE B 浅黄橙 15 さー6-3No.5さー6-4No.15• 19 • 20 
穿孔土器

16 壺 (9.6) RW'B A 橙 60 さ-6-3 No.1 

17 宰ギ (23.0) RWW'B A 鈍橙 30 さー6-4 No.1 • 18 穿孔土器

18 竺て七 (21.0) RW B 灰白 40 さ—6-4 No認・ 16• 17 • 18 

19 甕 21.0 26.7 RWB A 淡橙 60 さ-6-13 No.1 

20 甕 (19.2) (23.5) RWW' A 淡橙 40 さー6-4 No. 3 • 13 

21 甕 (21.5) (22.9) RWW'B B 橙 30 さ—6-13 No.1 

22 甕 (18.2) (26 0) RW A 灰白 40 こ—6-24 No. 3 
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第8号溝

こー 6グリッドに位置する。第 3号溝に切られていた。幅20cm、深さ16cmの溝が方形に全周し、

その規模は長軸長4.60m、短軸長4.30mで南側1.5mに隣接する第 2号住居跡とほぽ平行する。平地

式住居の可能性も考えられるが、柱穴、焼土はみとめられず出土遺物もなかった。
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第 1号土器集積出土土器観察表

番号 器種 口径

1 坪 13.5 

2 坪 (13.0) 

3 坪 (13.8) 

4 大型坪 (16.5) 

5 大型坪

6 大型坪 (18.5) 

7 甕 (19.2) 

8 鉢 22.1 ， 甑 (26.8) 

10 甑 20.8 

(6) 河川跡・河畔帯

河 川跡

器高

4.6 

(5.0) 

(4.0) 

(4.5) 

(4.2) 

(5. 7) 

(7.0) 

(10.5) 

(28. 9) 

19.8 

底径

(10.5) 

8.3 

胎土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

RW'B A 赤灰 75 火に掛けた痕跡有り

W' A 鈍黄橙 25 

RB B 橙 30 

RWB A 鈍橙 15 

RW B 鈍橙 75 火に掛けた痕跡有り

RB A 橙 25 

RWB B 灰白 20 

RWB A 橙 50 火に掛けた痕跡有り

RWE B 灰白 25 

RW B 橙 50 

調査区の北縁に位置する。集落跡の最北端からは48m離れ、対岸には古墳時代後期の集落跡であ

る柳町遺跡が存在する。河岸ライン最大幅の平面的な確認と、河川内の遣構・遺物の検出に調査の

主眼を置いたため、時期ごとの流路の変遷や河川の深さについては詳細に観察できなかった。この

結果、河川跡の最大幅は28mになり、河岸の標高は西岸の柳町遺跡では29.6mほどなのに対し、東

岸の本遺跡側では28.5mであり、比高差1.lmになる。第 1号木製品集中地点や第 5号祭祀跡の遺物

の出土状況から見て、水流は北から南に向かっていたものと考えられる。また、河川跡東岸に隣接

する位置には調査前の用水路がこれに平行して存在し、さらに表土除去時においても同じ位置で浅

間A軽石を覆土に持つ溝がみとめられたことから、近年に至るまで河川地形として機能していたこ

とが明らかである。

なお、この河川は本遺跡の西端を限り、やがて流向を東へ取って南隣する居立遺跡との境をなす。

城北遺跡は、この河川の蛇行に沿って展開した集落跡であるといえる。祭祀跡もその多くは河川の

肩部に形成されており、水とのかかわりが想起されて興味深い。

河川跡内には遺物の集合体としての第 5号祭祀跡や、第 1号・第 2号木製品集中地点が存在した

が、散在的な土器や木製品の出土も見られた。さらには、植物遺体としての 2つの立ち株も検出し

た。

祭祀跡については既に述べたところであり、木製品集中地点と立ち株については後述することに

して、ここでは河川跡内に包括されるこれらの遺構・遺物の前後関係について、第538図のB断面を

もとにしてまとめておく。河川跡出土遺物のうち、最古段階のものは層下部から出土した 1~4の

土器である。このうち、 4の大型壺は頸部の内外面を精製粘土で焼成前に補修しているが、祭祀跡の

大型壺と比べても遜色のないものである。第 5号祭祀跡と第 1号木製品集中地点は、東岸寄りのほ

ぼ 7層に相当する。第 2号木製品集中地点は遺物の出土レベルが第 1号木製品集中地点と同じで、

2層上面に相当する。 2つの立ち株のうち、第 1号立ち株は 1層上面のレベルよりさらに10cm上に

あり、河川の埋没がかなり進んでからのものと見られる。このほか、調査区北壁際で 6の壺が単独

で出土したが、第 5号祭祀跡出土の壺と同形態である。
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第539図第1号木製品集中地点

第 1号木製品集中地点

すー 8グリッドに位置する。木製品の密集をもって 1つの遺構としたが、河岸ラインに平行して

分布する第544図6の鍬柄、第550図16の板材などの木製品もこれに含めて考えることができる。出

土した木製品は多種にわたり、ナスビ形の鍬先（第544図4)や鍬柄（同図 6)などの農耕具、楯（第546

図8)や板材（第549図14)などの建築部材に加え、槽状の容器（第549図12)や杭も混在していた。但し、

これらが意図的に集積されたものなのか、水中で流れ寄ったものであるのかの判断はつきかねた。

なお、土器の伴出はみられなかった。

第 2号木製品集中地点

し一8グリッドに位置する。図上では河川の中央部に分布するように見受けられるが、河川自体

は東の柳町遺跡側から埋没が始まっており、木製品が集積した時点では岸が迫っていたものと考え

られる。木製品は河川と平行して河中へ延びていたため、当初は橋や堰などの構造物かとも思われ

たが、支柱など河底に打ち込まれたようなものはいっさいみとめられなかった。したがって、本跡

の場合も、これらが意図的に集積されたとの証左も得られなかった。

集積していた木製品は、ほぽ完存するクヌギ製の一木鋤（第545図7)、槽状の容器（第548図11)、
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第540図第2号木製品集中地点

河川跡出土土器観察表

番号 器種 口径 器 高 底径 胎土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

1 坪 12.1 5.7 RWB A 明橙 75 A トレンチ 4層

2 坪 12.5 5.7 RW A 橙 30 A トレンチ

3 甕 (16.8) (5.5) RWB A 灰褐 25 A トレンチ

4 士竺 26.8 46.2 9.0 RWW'B A 橙 85 A トレンチ 4層

5 竺て (15.5) (7.5) RW A 橙 25 

6 士竺 20.2 35.0 6.6 RB B 鈍橙 80 せー 8G 

7 士宜 (24.3) 6.6 RW' A 鈍橙 75 し一 7G 
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第 2号木製品集中地点出土土器観察表

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

1 坪 12.5 4.3 RB A 橙 95 

2 坪 (12.5) (3. 7) RB C 鈍橙 30 

3 坪 (12.6) (2.8) RW A 鈍橙 20 

4 坪 (11.9) 4.5 W' B 灰白 25 内外面黒色処理

5 坪 (12.6) (3.5) W'B C 灰白 20 内外面黒色処理

6 坪 (13. 7) 4.2 RW'B B 灰 25 内外面黒色処理

7 提 瓶 B A 灰白 破片 須恵器外面波状文

8 鉢 (12.9) (6.7) RWB A 橙 20 ， 互·— (3.0) (7.9) RW'B A 鈍橙 30 
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10cm 

第541図河川跡出土遺物（ 1)
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河川跡出土木製品観察表（ 1)

］゚9 1 : ：多 I23 2芯言 木取・樹種 1 出土地点 •No. I分析Nu1 特徴（製作・形状）

板目・モミ属 第5号祭祀跡cI 19 紬先部欠損内面に丸のみ状工具

ブロック •WNo.5 による削り痕明瞭船尾は一段高

し）

2 I栓状製品 I 1.75X2.4 板目 第5号祭祀跡CI- I上面膨らませ気味に削る 下面平

ブロック らに削る

3 I 曲物底板 I24. 0 x 18.1 X 1. 2 I板目・スギ 河川跡 •WNa9 I 5 I楕円形 2分割縁部の段は図の

右上半のみ 小孔（方形11・円形9)

の配列は不規則

4 I ナスビ形 51.6Xl4.8X6.0 板目・モミ属 第 1号木製品集 67 刃部の欠損が大きく先端復原不可

着 柄鍬 中地点 •WNo.1 能笠の張りは小さい着柄軸の

装着面中央寄りに段を持つ

5 I櫂状製品 |70.4X6.0泣．5 |木目・モミ属 1第 1号木製品集 80 断面蒲鉾形で先端部両面を削る

中地点 •WNo.4 柄部は側縁を細く削り出す

6 I鍬柄 I59.8X3.4 芯持・モミ属 1河川跡・ WNo.1 I 75 I柄頭は丸削り 表面は全体的に平

滑

7 I― 木鋤 I117.0X15.4X3.0 I板目・クヌギ節 1第 2号木製品集 25 二叉鋤の未整品 刃部先端欠損

中地点 •WNo.1 全体的に削り痕明瞭不整形部分

有り

8 I 楯 I 93. 8 X 17. 4 X 4. 4 I柾目・ヒノキ属 1第 1号木製品集 83 出入口に使用された建築部材 扉

中地点 •WNo.7 板に沿う段は片側辺に寄り扉軸穴

もこれに伴う 扉軸穴は方形で柄

穴を伴う 両面に焦げ跡有り

9 I用 途 182.0X14.0X6.0 Iミカン割材（板 1第2号木製品集 27 I本体部分は割材の表面を平滑に削

不明品 目）・ムクロジ 中地点 •WNo.3 る柄状部分は丁寧な削りで先細

りの円柱状

10 I用 途 I109. 0 X 6. 8 x 7. 0 I割材・モミ属 I 河川跡 •WNo.4 I 77 I柄状部分は本体の両側を荒く削り

不 明 品 取って作り出す 下端に刃物痕

lll容 器 I70. 0 X 32.1 x 12.1 I板目・ヤマグワ 1第 2号木製品集 26 二分割材の剖り貫き 片端と両側

中地点 •WNo.2 の大部分欠損左側縁に 2小孔有

り 一部に焦げ跡有り

12 I容器[(140.0) X22.6 板目・広葉樹（環第 1号木製品集 I 79 I破損顕著長方形平底の整った形

孔材） 中地点• WNa3 態

131板 材 |45.4X10.0X4.0 I板目・モミ属 1第 2号木製品集 I 30 I片面からの大きい圧力により変形

中地点 •WNo.6 礎板か
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河川跡出土木製品観察表（ 2)

No. 器種 大きさ (cm) 木取・樹種 出土地点 •No. 分析No. 特徴（製作・形状）

14 板 材 42. 2 X 8. 0 X 3. 6 板目・モミ属 第 1号木製品集 82 両端に削り 焦げ跡有り

中地点• WNo.13 

15 板 材 80.4Xll.0X4 6 板目・モミ属 河川跡 •WNo.7 3 明瞭な加工痕無し 焦げ跡有り

16 板 材 71.8 X 11.0 X 3.8 板目・モミ属 河川跡 •WNo.5 1 下端部は角が取れているが削りか

磨滅かは不明

17 板 材 61. 0 X 9. 8 X 2. 6 板目・モミ属 河川跡• WNo.3 76 明瞭な加工痕無し

18 板 材 10.0X3.2X0 5 ヒノキ属 河川跡 •WNo.10 6 札状明瞭な加工痕跡無し

19 板 材 22. 4 X 5. 0 XO. 9 柾目・モミ属 第 5号祭祀跡c 21 札状明瞭な加工痕無し

ブロック •WNo.7

20 板 材 片 27. 5 X 4. 75 X 1. 65 未鑑定 河川跡 •WNo.2 板材状明瞭な加工痕無し

21 板 材 100. 0 X 15 8 X 3. 6 板目・モミ属 第 2号木製品集 29 両端面削り 図の右側 3分の 1は

中地点 •WNo.5 表面の保存状態良好で削り痕明瞭

裏面は不良

22 用 途 128 4 X 12. 2 X 7. 5 2分割・カヤ 第 1号木製品集 84 両端面削り 図の下端寄りは表面

不 明 品 中地点 •WNo.8 の保存状態良好で削り痕明瞭

23 角 杭 104.0 X 8. 7 X 5.8 割材・モミ属 河川跡 •WNo.8 4 割材の両端を尖頭状に削る 図の

左側縁に刃物切り付け痕 7か所

（矢印）

24 杭 113. 6 X 5. 7 X 3. 5 2分割。広葉樹 第 1号木製品集 78 上端と割面の一部に削り痕明瞭

（環孔材） 中地点• WNo.2 

25 杭 (121.0) X7.4 芯持・ヤマグワ 第 1号木製品集 81 下端のみ削り

中地点 •WNo.11

26 杭 122. 0 X 4. 6 芯持・ヤマウコ 第 2号木製品集 31 両端削り

ギ 中地点• WNo.7 

27 杭 (118.6) X4.4 芯持・広葉梅（散 第 5号祭祀跡c 23 両端削り 側面に方向違いの扶り

孔材） ブロック •WNo.9 込み 3か所枝跡無し

28 杭 117.0X3 5 芯持・広葉樹（環 第 5号祭祀跡C 24 両端削り 下方破線以下は表面の

孔材） ブロック• W 保存状態良好 自然の湾曲

No.10 
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河川跡出土木製品観察表（ 3)

No. 器種 大きさ (cm) 木取・樹種 出土地点 •No. 分析Nu 特徴（製作・形状）

29 杭 57. 9 X 1.65 芯持・広葉樹（散 河川跡 •WNo.6 2 下端削り 下方破線以下は表面の

孔材） 保存状態良好枝削り落とし

30 杭 100.4X4.02 芯持・ヤナギ属 第 2号木製品集 41 下端削り上端二叉に枝わかれ枝

中地点 •WNo.17 削り落とし

31 杭 (72.6) X4.3 芯持・未鑑定 第 2号木製品集 両端削り 枝削り落とし

中地点

32 杭 90.6X4.0 芯持・ヌルデ 第 2号木製品集 54 下端削り 枝削り落とし表皮残

中地点 •WNo.30 る

33 杭 140.1X3.0 芯持・ヤマグワ 第 2号木製品集 33 下端削り

中地点 •WNo.9

34 杭 (28.4) X4.0 芯持 第 1号木製品集 上端削り

中地点 •WNo.10

35 杭 58.5X5.0 芯持・未鑑定 第 1号木製品集 上端削り

中地点 •WNo.5

36 杭 33.2 X 4.1 芯持・コクサギ 第 5号祭祀跡c 20 下端削り 焦げ跡有り

ブロック •WNo.6

37 杭 51.5X3.3 芯持・ヤナギ属 第 2号木製品集 62 下端削り 枝削り落とし

中地点 •W沌38

38 杭 54. 7 X 2. 06 割材（芯持）・ツ 第 2号木製品集 50 下端削り 表皮残る

ブラジイ近似種 中地点 •WNo.26

39 杭 40.2X4.9 芯持・未鑑定 第 1号木製品集 下端削り

中地点 •WNa9

40 杭 67.8X2.6 芯持・ヤマウコ 第 2号木製品集 34 下端削り

ギ 中地点 •WNo.10

41 杭 44.0X2.5 芯持・広葉樹 第 2号木製品集 44 下端削り

中地点 •WNo.20

42 杭 58.9X2.2 芯持・ヤマウコ 第 5号祭祀跡A ， 下端削り

ギ ブロック •WNo.1

43 角 材 119.2 X 3.2 X2. 6 板目・モミ属 第 2号木製品集 43 加工痕無し

中地点 55 

WNa19 • 31 
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河川跡出土木製品観察表 (4)

No. 器種 大きさ (cm) 木取・樹種 出土地点 •No. 分析Nu 特徴（製作・形状）

44 角 材 118.8 X 2.0 X 1.8 板目・モミ属 第 2号木製品集 56 加工痕無し

中地点 ． w 61 

No.32 • 37 

45 角 材 111. 2 X 4. 0 X 1. 9 板目・モミ属 第 2号木製品集 37 加工痕無し

中地点 •WNo.13

46 角 材 102.6X 3.0 X 2.4 板目・モミ属 第 2号木製品集 59 上端のみ面取り

中地点 •WNo.35

47 角 材 97. 5 X 1. 4 X 2. 4 板目・モミ属 第 2号木製品集 58 加工痕無し

中地点 •WNo.34

48 角 材 91.5X3.2X2.2 板目・モミ属 第 2号木製品集 60 加工痕無し

中地点 •WNo.36

49 角 材 69. 2 X 2. 2 X 2. 5 板目・モミ属 第 2号木製品集 64 加工痕無し

中地点 •WNo.40

50 角 材 65. 5 X 2.6X 1.8 板目・アカガシ 第 2号木製品集 57 加工痕無し

亜属 中地点 •WNo.33

51 角 材 50.5X 2.5 X 1.4 板目・モミ属 第 2号木製品集 65 加工痕無し

中地点 •WNo.41

52 角 材 28.8 X 1. 9 X 2.4 板目・未鑑定 第 2号木製品集 加工痕無し

中地点

53 角 材 27.0X2.9X2.4 割材（板目）・モ 第 5号祭祀跡B 12 加工痕無し

ミ属 ブロック •WNo.l

54 角 材 54.2 X 3.0 X 1. 9 割材（板目）・未 第5号祭祀跡c 加工痕無し

鑑定 ブロック

55 伐採樹幹 37.4X 10.1 芯持・ヤナギ属 第 2号木製品集 36 下端の刃物痕明瞭空洞は自然の

中地点 38 もの

WNo.12 • 14 

56 枝 材 53.2X4.0 芯持・未鑑定 第 1号木製品集 主幹の上端削り 表皮残る

中地点 •WNo.20

57 杭 165.0X3.2 芯持・広葉樹（環 第 2号木製品集 32 主幹の上下端削り 枝削り落とし

孔材） 中地点

58 伐採木根 36.1 X 7.6 芯持・未鑑定 第 1号木製品集 上端の刃物痕明瞭

中地点 •WNo.1 2
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河川跡出土木製品観察表（ 5)

No. 器種 大きさ (cm) 木取・樹種 出土地点 •No. 分析No 特徴（製作・形状）

59 杭 ？ 38. 7 X5 7 芯持・未鑑定 第 1号木製品集 下端削り

中地点 •WNo.6

60 伐採枝 18.3X3.l 芯持・末鑑定 第 1号木製品集 上端の刃物痕明瞭 下端は主幹か

中地点• WNo.14 らの剥離面

礎板らしき板材（第549図13）、同一の板材から細かく割られたと見られる多くの角材（第555図43~

52)、杭、伐採樹幹などである。一木鋤は二叉であり、柄部に比して刃部がかなり長くなっている。

また、櫓櫂状の用途不明品（第547図9)は、対岸から単独出土したもの（第547図10)と形態が酷似し

ている。

伴出した土器はいずれも小破片であるが、内外面に黒色処理の施された坪や壺、須恵器の提瓶な

どが見いだされた。

第 1号立ち株

す一8グリッドに位置する。ヤナギ属の樹根部遺体で、樹幹は径96cm、根回りは280cm、根をはっ

た範囲は径360cmである。樹幹に伐採など、人の手が加わった様子などは観察されなかった。

第2号立ち株

す 8グリッドに位置する。検出地点は第 1号立ち株の 8m西側で、中間部は小川状となった最

終段階の河川が存在する。遺体は樹幹の径24cm、根をはった範囲は径300cmである。調査は 1本の樹

木との認識で臨んだが、その後の樹種同定の結果、ヤマグワとトネリコ属の 2種類であったことが

判明した。

河畔帯

集落北縁の第 1号溝から河川跡に至るまでの幅約42mの無住居地帯である。先に述べた第 3号・

第 4号祭祀跡をのぞけば、焼土面 1か所、土器出土地点 1か所、第 3号立ち株のみが検出されたに

すぎない。河畔帯には古墳時代に形成された炭化物層が全面に広がっていたが、これらはいずれも

炭化物層直下で検出された。

焼土面は、さ 7グリッドに位置する。 60cmX40cmほどの範囲の旧地表面が焼けていたもので、

周辺には遺構の存在を示す掘り込みは見られず、また出土遣物もなかった。焚火など、野外の一時

的な活動の跡であろうか。

し一 7グリッドで出土した第542図 7の壺は単独で、旧地表面上で破砕された状態だった。やは

り周囲に遣構などの存在はみとめられなかった。

さー 7グリッドに位置する第 3号立ち株は、樹幹径15cmのヤマグワで炭化していた。
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(7) 土製品

本項では各遺構ごとに掲載してきた土器、ミニチュア土器、手捏土器以外の微細な土製品である

土錘、土玉、土器削片、扁平土製品、亀甲状土製品を集成的にまとめる。

土錘（第557~559図）

本遺跡内で出土した土錘は88点あり、形態と製作技法によってA~Fの6タイプに分けることが

できる。

Aタイプは第15号住居跡出土の17~24などである。胎土に軟質の赤色粒を顕著に含み、直径1.4cm

前後の細身であるが、孔端部が薄いため縄を通して使用することによる端部の欠損が著しい。

Bタイプは第35号住居跡出土の25~50などである。胎土はAタイプと同様だが、直径1.9cm前後と

太めである。表面を削り、紡錘形に整えていることが特徴である。

Cタイプは第154号住居跡出土の62~66などである。芯棒に粘土を巻き付けて握った際の指の圧痕

が顕著である。

Dタイプは第12号住居跡出土の 4~15などである。破損品が多いが本来の長さは 9cm以上で最も

長いタイプである。 Cタイプと同様に握り圧痕が顕著だが、粘土板の継ぎ目に亀裂が入り、孔端も

欠損しているものが多い、 4には丸棒を並べた敷物の圧痕がついている。

Eタイプは第109号・第118号・第130号住居跡出土の52~54• 56 • 57などである。長さ4.5cm前後

で握り圧痕によって不整形である。一端もしくは両端に面をもつが粘土を折った様に荒れている。

芯棒上で串団子の様に数個を連結させて成形し、乾燥途中で折ったものと考えられる。

Fタイプは短く細いものである。 67~73は平安時代の溝から出土したものである。

以上の 6タイプのうち Eタイプまでは集中する住居跡ごとにほぼ 1軒で 1タイプとなる。これは

必要に応じて、その都度簡易的に生産されたためと考えられる。

本遺跡は河川跡に面した自然堤防上の集落跡であるにもかかわらず、土錘を伴う住居跡は157軒中

わずか13軒であり、特に第12号・第15号・第35号住居跡に集中していた。低地帯の大規模集落から

出土する土錘の数が多くないことは周辺の遺跡にも共通する傾向である。

土玉（第560~563図）

本遺跡からは101点の土玉が出土した。大部分は芯棒に粘土丸玉を刺して焼成するため、片面の孔

端が隆起している。 8は乾焼前に押圧された平面をもつ。 15も乾燥前の回転押圧によって外周に面

をもつ。 24は敷物による押圧痕をもつ。 38は平織り布の圧痕をもつ。 62は無孔の丸玉だが鈴の舌の

可能性もある。 75は乾燥前に 2本の棒によって挟まれ変形し、孔端も裂けている。 92は上下両端が

カットされ円筒形になっている。

土玉は土錘と同様に特定の住居跡に集中する傾向がある。 5点以上が出土した住居跡をあげると、

第11号住居跡で 6点、第32号住居跡で11点、第55号住居跡で 5点、第95号住居跡で 5点、第134号住

居跡で 6点、第135住居跡で13点、第154号住居跡で 5点である。このうち第32号住居跡は覆土中か

らミニチュア土器や特殊土製品を含む多量の土器が出土し、土玉もこれに伴う。また第135号住居跡

は後述する土器削片が多量に出土したことで注目される。このほか第154号住居跡などにカマドから

出土した土玉が散見される。
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土錘観察表 (1)

No. 大きさ (cm) 重さ(g) 出土地点 タイプ 遺物 No. ・備考

1 (3.89) X 1.1 4.68 第 8号住居跡 F 赤灰

2 (4.95) X 1.37 6.44 第11号住居跡 A 鈍橙

3 (5.01) X 1.55 11.40 第11号住居跡 D 灰赤

4 (9.22) X 1.56 24.39 第12号住居跡 D No.29 明赤褐

5 8. 78 X 1. 73 19.72 第12号住居跡 D No.24 明赤褐

6 (5.85) X 1.38 11.55 第12号住居跡 D N[l34 橙

7 (4.95) X 1.66 12.10 第12号住居跡 D No.26 灰赤

8 (4. 52) X 1. 59 12.33 第12号住居跡 D No.25 橙， (9.26) X 1.44 19.03 第12号住居跡 D N(l27 鈍赤褐

10 (7.37) X 1.65 23.37 第12号住居跡 D N(l30 明赤褐

1 1 (7.64) X 1.45 13.13 第12号住居跡 D No.31 赤灰

12 (7. 72) X 1.62 16.60 第12号住居跡 D No.32 鈍赤褐

13 (7.30) X 1.44 14.65 第12号住居跡 D Nu28 橙

14 (6.47) X 1.61 15.86 第12号住居跡 D No.33 明赤褐

15 (6.02) X 1.56 14.00 第12号住居跡 D No.23 鈍赤褐

16 3.83 X 1.54 6.77 第14号住居跡 F 鈍黄橙

17 6.22 X 1.41 8.77 第15号住居跡 A 鈍黄橙

18 6.43 X 1.45 9.42 第15号住居跡 A 橙

19 7. 75 X 1. 54 11.76 第15号住居跡 A 鈍赤褐

20 7.21 X 1. 46 10.58 第15号住居跡 A 鈍褐

21 6.93 X 1.39 10. 71 第15号住居跡 A 鈍褐

22 6.82 X 1.42 9.80 第15号住居跡 A 鈍赤褐

23 6.92 X 1.54 10.07 第15号住居跡 A 鈍赤褐

24 (5.93)X 1.43 8.70 第15号住居跡 A 鈍褐

25 5. 32 X 1.85 16.55 第35号住居跡 B 鈍赤褐

26 6.08 X 1. 95 19.64 第35号住居跡 B 鈍褐

27 6.22 X 1.82 18.52 第35号住居跡 B 鈍赤褐

28 5.96 X 1.97 19.89 第35号住居跡 B 灰褐

29 6.18 X 2.01 23.11 第35号住居跡 B 鈍黄橙

30 6.14 X 2.05 23.08 第35号住居跡 B 灰褐

31 6. 36 X 1. 86 20.60 第35号住居跡 B 鈍黄褐

32 6.91 X 1.83 22.32 第35号住居跡 B 鈍赤褐

33 6.62 X 2.04 23.79 第35号住居跡 B 鈍赤褐

34 (5.29) X 1. 79 15.48 第35号住居跡 B No.1 鈍黄褐

35 (6.02) X 2.03 22.33 第35号住居跡 B No. l 鈍赤褐

36 5. 93 X 1. 99 19.12 第35号住居跡 B No. l 明赤褐

37 5. 96 X 1. 94 20.77 第35号住居跡 B No.1 灰黄褐

38 6. 08 X 1. 96 22.93 第35号住居跡 B Nu 1 褐灰

39 6.15 X 1.81 19.20 第35号住居跡 B No. l 鈍赤褐

40 6.34 X 1. 74 19.58 第35号住居跡 B No.1 鈍赤褐

41 6. 22 X 1. 96 21.62 第35号住居跡 B N[l1 明赤褐

42 6.19 X 1.89 19.44 第35号住居跡 B No.1 明赤褐

43 6. 22 X 1. 93 21.68 第35号住居跡 B No. l 鈍赤褐

44 6. 32 X 1. 99 22.85 第35号住居跡 B NCl 1 明赤褐

45 6. 66 X 1.88 22.42 第35号住居跡 B No. l 鈍橙

46 6.42 X 2.12 25.71 第35号住居跡 B No. l 鈍赤褐

47 6.29 X 2.09 25.04 第35号住居跡 B N(l1 鈍赤褐

48 6.62 X 2.01 24.97 第35号住居跡 B No.1 明赤褐
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土錘観察表 (2)

No. 大きさ (cm) 重さ(g) 出土地点 タイプ 遺物 Na ・ 備 考

49 6. 55 X 1. 92 23.95 第35号住居跡 B Na 1 鈍赤褐

50 6. 77 X 1.89 22.94 第35号住居跡 B Na1 鈍赤褐

51 3. 56 X 1. 38 5.47 第89号住居跡 F 灰黄褐

52 4.93 X 1.53 11.63 第109号住居跡 E 橙

53 4. 3 X 1. 63 12.92 第118号住居跡 E 明赤褐

54 4.15 X 1. 57 11.79 第130号住居跡 E 鈍赤褐

55 (2.86) X 1.22 4. 72 第130号住居跡 C 鈍赤褐

56 (2.03) X 1.52 4.93 第130号住居跡 E 赤褐

57 3.89 X 1. 74 10.90 第130号住居跡 E 明赤褐

58 5.8 X 1.6 12.50 第148号住居跡 C 灰褐

59 5.51 X 1.59 10.37 第148号住居跡 B 鈍赤褐

60 5.49 X 1.61 9.84 第148号住居跡 B 鈍橙

61 (4.45) X (1.18) 3.50 第154号住居跡 C 明赤褐

62 (3.41) X 1.56 6.39 第154号住居跡 C 鈍黄橙

63 (5. 24) X 1. 72 11.80 第154号住居跡 C 鈍褐

64 5.48 X 1.85 14.48 第154号住居跡 C 明褐灰

65 (7.56) X 1.95 19.80 第154号住居跡 C 鈍橙

66 6. 38 X 1. 78 19. 77 第155号住居跡 C 鈍橙

67 2.65 X 0. 76 1.69 第 9号溝 F 鈍橙

68 2.93 X 0.85 2.03 第 9局溝 F 褐灰

69 3.13 X 0.89 2.25 第 9号溝 F 灰

70 3. 79 X 0.94 3.10 第 9号溝 F 灰白

71 3.65 X 0.99 3.53 第21号溝 F 灰白

72 4.05 X 0.85 2.76 第21号溝 F 鈍橙

73 6.14 X 1.72 15.38 第21号溝 C 鈍赤褐

74 (5.26) X 1.57 11.88 うー 3G C 鈍黄橙

75 4.35 X 1.57 12.21 おー 4G E 鈍褐

76 4.05 X 1.44 10.03 お―-4G E 鈍赤褐

77 4.63 X 1.62 13.35 おー 4G E 褐灰

78 4.14 X 1.56 11.16 おー 4G E 鈍赤褐

79 (3.43) X 1.52 7.58 きー 4G C 鈍赤褐

80 8.89 X 1.51 20.38 けー 4G D 灰黄褐

81 4.09 X 1.16 4.84 さー 6G F 浅黄橙

82 (7. 71) X 3. 70 64.40 おー 5G F 鈍黄橙大型

83 6. 48 X 1. 70 15.45 古流路 C 灰黄褐

84 3.99 X 1.03 3.60 表採 F 灰白

85 (3.97) X 1.10 3.46 表採 F 灰白

86 3.16 X 0.86 2.03 表採 F 鈍黄橙

87 3.19 X 1.07 3.41 第 5号祭祀跡 F 鈍黄橙

88 2.84 X 1.15 4.62 第 5号祭祀跡 F 灰黄褐

※タイプは本文参照。
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土玉観察表 (1)

No. 大きさ (cm) 重さ(g) 出土地点 遺物 No.・備考

1 2.48 X 2.53 15.29 第 2号住居跡 カマ ド橙上面押圧

2 1. 98 X 2. 04 7.52 第 2号住居跡 カ マド鈍褐

3 1. 91 X 1. 99 6.94 第 4号住居跡 No.19 鈍褐

4 2. 03 X 2. 45 12.03 第 5号住居跡 灰黄褐

5 1. 38 X 1.54 3.14 第11号住居跡 鈍赤褐

6 (1. 99) X (1. 76) (5.22) 第11号住居跡 灰褐

7 (1. 93) X (1. 46) (2.23) 第11号住居跡 灰褐

8 (1. 94) X (1. 93) (5.31) 第11号住居跡 灰褐焼成前の押圧面， (1.34) X (1. 65) (3.15) 第11号住居跡 鈍赤褐

10 1.83 X 1. 78 5.83 第12号住居跡 鈍橙

11 (1. 55) X (1. 68) (3. 79) 第12号住居跡 鈍橙

12 2.26 X 2.02 9.66 第18号住居跡 褐

13 2.22 X 2.09 9.37 第18号住居跡 褐

14 2.36 X 2.23 9.94 第18号住居跡 カマド鈍赤褐棒圧痕多数

15 2.06 X 2.40 12.83 第24号住居跡 鈍赤褐側面円筒状

16 2. 09 X 2.12 8.83 第32号住居跡 No.1 灰褐

17 1. 96 X 2. 06 7.69 第32号住居跡 No. 6 鈍褐

18 2.09 X 2.37 10. 79 第32号住居跡 No.2 暗赤褐

19 2.38 X 2.12 10.72 第32号住居跡 Nu4 鈍赤褐

20 1. 94 X 2.43 10.89 第32号住居跡 No.5 鈍赤褐

21 (2.20) X 2.43 (12.00) 第32号住居跡 N(l27 鈍赤褐

22 1.80 X 2.69 7.18 第32号住居跡 No.28 鈍赤褐

23 1.94 X 2.51 11.34 第32号住居跡 No. 9 鈍褐

24 2.42 X 2.80 17.09 第32号住居跡 No.10 鈍赤褐敷物圧痕

25 2.05 X 2.26 10.14 第32号住居跡 No.11 明赤褐

26 2.12 X 2.25 11.55 第32号住居跡 鈍赤褐
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土玉観察表（ 2)

No. 大きさ (cm) 重さ(g) 出土地点 遺物 No. ・備考

27 2. 37 X 2. 71 17.24 第35号住居跡 明褐

28 1. 65 X 1. 73 4.09 第36号住居跡 鈍橙

29 2.37 X 2.28 11.08 第37号住居跡 鈍赤褐

30 2. 67 X 2. 56 17.90 第39号住居跡 暗灰

31 2. 62 X 2 66 16 51 第48号住居跡 黒褐

32 2. 62 X 2. 96 21.63 第51号住居跡 No. l 鈍赤褐

33 2. 85 X 2. 90 19.95 第51号住居跡 No. 2 明赤褐

34 2 50 X 2.53 14.11 第53号住居跡 褐

35 2.01 X 2.26 10.49 第55号住居跡 明赤褐

36 (2.07) X (2 41) (7.39) 第55号住居跡 No. l 褐

37 2.56 X 2.47 15.32 第55号住居跡 No. 2 明褐

38 1 91 X 2.43 11.19 第55号住居跡 No. 3 明赤褐平織布圧痕

39 1 92 X 2.41 9.68 第55号住居跡 No. 4 鈍赤褐

40 2. 82 X 2.88 22.03 第57号住居跡 黒褐

41 2.08 X 2 52 10.64 第58号住居跡 灰褐

42 2. 50 X 2. 58 15 77 第72号住居跡 鈍橙

43 2. 05 X 2. 24 10.69 第77号住居跡 鈍赤褐

44 2.14 X 2.31 11.60 第79号住居跡 鈍赤褐

45 2. 32 X 2. 37 12.23 第80号住居跡 明褐

46 2. 74 X 2.86 20 88 第80号住居跡 暗褐

47 2. 25 X 2 58 16.30 第95号住居跡 No.1 灰褐

48 2. 95 X 2 75 21 23 第95号住居跡 No. 2 暗褐

49 2.91 X 3.09 15 16 第95号住居跡 No. 3 褐

50 2.95 X 2.62 19 63 第95号住居跡 No. 4 暗褐

51 2. 70 X 2. 97 22.80 第95号住居跡 No. 5 明赤褐

52 2.38 X 2.31 11.80 第103号住居跡 鈍橙

53 2. 33 X 2. 35 13.33 第103号住居跡 カマド 鈍赤褐

54 2. 33 X 2. 70 16 93 第105号住居跡 No.38 赤褐

55 2.41 X 2.38 11. 78 第llO号住居跡 鈍赤褐

56 2.20 X 2.61 14.83 第111号住居跡 鈍黄橙

57 2. 36 X 2. 23 10.92 第111号住居跡 暗灰黄

58 2. 35 X 2. 47 12.53 第111号住居跡 No40 鈍黄褐

59 1. 59 X 1. 66 4.03 第112号住居跡 黒褐

60 1. 76 X 2. 03 6.24 第113号住居跡 黒

61 (2. 29) X (2. 56) (12.56) 第114号住居跡 No.18 灰褐

62 1.18 X 1.29 2.01 第121号住居跡 黒褐無孔

63 2. 27 X 2.15 9.12 第134号住居跡 鈍黄褐

64 2.08 X 2.38 11.00 第134号住居跡 鈍赤褐

65 2.45 X 2.47 15.82 第134号住居跡 暗赤褐

66 2. 33 X 2 52 11.82 第134号住居跡 鈍褐

67 2. 37 X 2 50 13.95 第134号住居跡 暗赤褐

68 1. 81 X 1 91 5 70 第134号住居跡 No.25 黒褐

69 2.36 X 2.39 13.84 第135号住居跡 鈍赤褐

70 2.36 X 2.55 14.46 第135号住居跡 No.21 鈍褐

71 2.27 X 2.71 14.64 第135号住居跡 No22 鈍赤褐

72 2.47 X 2.55 16.84 第135号住居跡 No.23 鈍赤褐

73 2.37 X 2.35 13.11 第135号住居跡 No.24 褐

74 2.12 X 2 47 13.69 第135局住居跡 No.25 鈍赤褐
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土玉観察表（ 3)

No. 大きさ (cm) 重さ(g) 出土地点 遺物 No. ・ 備 考

75 2.21 X 2.42 9.33 第135号住居跡 N(l26 鈍褐 2本棒による狭圧変形

76 2.21 X 2.31 12.03 第135号住居跡 No.27 鈍褐

77 1.80 X 2.05 7.23 第135号住居跡 No.28 鈍褐

78 2.65 X 2.35 15.18 第135号住居跡 No.43 暗赤褐

79 2.37 X 2.60 16.23 第135号住居跡 No.44 赤褐

80 2.36 X 2.41 10.30 第135号住居跡 N[l45 鈍赤褐

81 2.44 X 2.29 12.68 第135号住居跡 No.46 褐

82 1.45 X 1.50 2.84 第147号住居跡 鈍褐

83 1.62 X 1.83 5.05 第147号住居跡 赤褐

84 1.82 X 2.04 7.06 第153号住居跡 鈍橙

85 2.20 X 2.38 11.30 第154号住居跡 カマド灰褐

86 2.12 X 2.19 9.84 第154号住居跡 カマド鈍褐

87 2.21 X 2.48 10. 75 第154号住居跡 カマド 鈍赤褐

88 2.03 X 2.20 9.65 第154号住居跡 カマド鈍赤褐

89 1. 94 X 2.12 8.01 第154号住居跡 カマド 鈍赤褐

90 2.48 X 2.28 12.03 第157号住居跡 鈍赤褐

91 2.15 X 2.37 11.95 第157号住居跡 鈍赤褐

92 2.51 X (2.41) (15.58) 表採 鈍橙両端部ケズリ

93 1.88 X 2.07 7.39 表採 鈍赤褐

94 2.09 X 2.21 10.48 表採 鈍褐

95 2.39 X 2.24 13.61 かー 3G 鈍赤褐

96 1.86 X 2.52 13.01 かー 4G 鈍赤褐

97 1. 73 X 2.25 8.34 きー 4G 黒褐

98 2. 77 X 2.85 23.47 きー 4G 鈍褐

99 1.99 X 2.02 7.61 <-4 G 鈍橙

100 (2.26) X (2.16) (6.95) 第 1号溝 Tr3 No. 4 鈍橙

101 1. 71 X 2.22 7.75 不明 鈍褐

土器削片（第564~568図）

坪の体部外面のケズリ調整によって生じた削片が焼成されたものである。第135住居跡からまとま

って出土したが、形状によって 3種類に分けられる（第564・565図）。 1~5は突出底部を削り落と

したものであり第 1次削片といえる。 6~13は大きめの削片だが、器肉の厚い部分を大きく削った

もので第 2次削片といえる。 14~38は仕上げに近い段階のもので第 3次削片といえる。 14~26は削

り放し側にカールしている。 39は小削片を固めたものである。

40以降は第135号住居跡以外のものである。大部分が突出底部を削り落とした第 1次削片だが、削

り放し時点の原形をとどめないものが目立つ。 40• 46 • 47 • 57 • 61 • 74は押圧によって変形してい

る。 43は半折されたもので復原図を示した。 54• 60 • 64 • 67 • 70は削面が指ナデされ、ケズリ痕が

消えている。 69と70は底部外縁に指紋が残っている。 69の指紋はその間隔から左手のものと見られ、

左手で突出底部を持ち、右手で口辺部等のナデを行なったと考えられる。 68は厳密には土器削片で

はなく、坪の失敗品であり、体部内面のナデ工程まで行なわれている。底面に木葉痕がみとめられ

るのは第135号住居跡のものだけである。

第135号住居跡のほか、第51号・第llO号・第lll号・第143号住居跡などに集中した。
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土器削片観察表（ 1)

No. 大きさ (cm) 重さ(g) 出土地点 遺物 No. ・備考

1 4.6X4.6X0 7 19.00 第135号住居跡 突出底部木葉痕

2 3.3X5 4X0.7 15 33 第135号住居跡 突出底部木葉痕

3 3.6X4 5X0.9 8 02 第135号住居跡 貯蔵穴突出底部木葉痕

4 2.6X3 lX0.9 5. 71 第135号住居跡 貯蔵穴突出底部木葉痕

5 5.0X4.5X0.5 16.74 第135号住居跡 貯蔵穴突出底部

6 5.6X3.8X0.5 6.66 第135号住居跡 貯蔵穴

7 5.1X3.3X0.5 5.17 第135号住居跡

8 4.8X4.0X0.3 4.09 第135号住居跡 貯蔵穴， 3.8X3.3X0 4 3.39 第135号住居跡

10 3.4X2.0X0.3 2.47 第135号住居跡

11 3.5X2.9X0.3 2.85 第135号住居跡 貯蔵穴

12 3 0X2.3X0.3 1.33 第135号住居跡

13 2.2X2.1X0.5 3.44 第135号住居跡

14 4.0X2.3X0.3 3.80 第135号住居跡 貯蔵穴

15 3.4X2.8X0.4 3.48 第135号住居跡 貯蔵穴

16 3.9X2.1X0.6 5.32 第135号住居跡

17 3.8Xl.8X0.5 3.67 第135号住居跡 貯蔵穴

18 4 1X2.3X0.3 2.34 第135号住居跡

19 4.4X2.9X0.3 3.61 第135号住居跡

20 2.3X2.2X0.3 2.22 第135号住居跡 貯蔵穴

21 3.3X2.5X0.4 2.00 第135号住居跡 貯蔵穴

22 3 5Xl.1X0.2 0.69 第135号住居跡

23 2.lXl.lX0.3 0.94 第135号住居跡

24 3.5Xl.5X0.4 2.75 第135号住居跡 貯蔵穴

25 l.2X2.1X0.7 1 86 第135号住居跡

26 1.3Xl.8X0.8 1.18 第135号住居跡

27 2.8X2.7X0.3 1. 71 第135号住居跡

28 2.3X2.3X0.2 1.03 第135号住居跡

29 1 8X1.7X0.1 第135号住居跡

30 2.4Xl.3X0.3 第135号住居跡

31 2.2Xl.2X0.2 0.53 第135号住居跡

32 1 7Xl.9X0.3 0.83 第135号住居跡

33 1.6Xl.5X0.2 0.63 第135号住居跡

34 l.8X0.7X0.l 0.15 第135号住居跡

35 1.5Xl.1X0.1 0 15 第135号住居跡

36 1.QX1.9X0.2 第135号住居跡

37 1.ox1.2xo.1 0.27 第135号住居跡

38 1.5Xl.0X0.2 0.31 第135号住居跡

39 3.5X3.3X2 3 17.99 第135号住居跡 貯蔵穴削片塊

40 4.1X2.4X0.8 6.39 第 2号住居跡 底部片押圧変形

41 3. 7X2.5X0.7 4.13 第 5号住居跡

42 3.2X2.2Xl.0 7.75 第15号住居跡 底部片

43 4.5X4 lXl.0 10.38 第26号住居跡 底部片半折

44 2.5X2.6X0.9 5.12 第28号住居跡 底部片

45 2.5X2.6X0.7 4 15 第30号住居跡

46 3.3X3.4X0.8 7.93 第32号住居跡 底部片押圧変形

47 4.7X2.1X0.9 10.56 第33号住居跡 底部片押圧変形

48 2.9X2 5X0.7 5.43 第51号住居跡 底部片
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土器削片観察表（ 2)

No. 大きさ (cm) 重さ(g) 出土地点 遺物 No. ・ 備 考

49 2 4X2.9Xl.0 4.60 第51号住居跡 底部片

50 l.8X2.3X0 8 4 56 第51号住居跡 底部片

51 2.3X2.1X0 2 1 14 第51号住居跡

52 4.0Xl.9XO 6 2.82 第51号住居跡

53 2.6Xl 7X0.7 2.84 第69号住居跡

54 4.6X4.1Xl.7 29 65 第94号住居跡 底部片削面ナデ

55 3.0X2.8X0.6 5 28 第101号住居跡

56 3.0Xl.9X0 8 5 09 第109号住居跡 底部片

57 3.8X3.5Xl.1 11.41 第112号住居跡 底部片押圧変形

58 3.5X2.8X0.8 7.03 第110号住居跡 底部片

59 2 8Xl.9Xl 1 6 25 第110号住居跡 底部片

60 3.2X2.1Xl 0 5 74 第110号住居跡 底部片削面ナデ

61 4 2X3.0Xl.3 12.62 第110号住居跡 底部片押圧変形

62 3.0X2.5X0.4 2 95 第110号住居跡

63 2.4X2.5X0.3 2.15 第110号住居跡

64 3 6X2.2Xl 3 9.26 第111号住居跡 底部片削面ナデ

65 2 8Xl.9Xl 0 5 43 第111号住居跡 底部片

66 3 5Xl.7Xl 3 6 37 第111号住居跡 底部片

67 2.8X2.2Xl 0 4.27 第111号住居跡 底部片削面ナデ

68 8.1X4.6Xl.8 43.16 第111号住居跡 坪未成品

69 5 6X5.2Xl 7 52 94 第111号住居跡 突出底部 5指紋

70 32X53X20 37 61 第 9号土塙 突出底部 2指紋削面ナデ

71 3.6X3.2Xl 0 12.11 第143号住居跡 底部片

72 3 0X2.5X0.8 4.19 第143号住居跡 底部片

73 5.7X3 9Xl.4 24 39 第143号住居跡 底部片

74 5.1X4.9X2.0 36 24 表採 突出底部押圧変形

扁平土製品（第569~574図）

小粘土塊が押圧されて扁平になり、さらに焼成されたものを扁平土製品と仮称して一括した。他

の土器や土製品からの破片や剥離片ではなく、それ自体が完結したものである。形状は径 2~4cm 

の不定形で表面に種々の圧痕をもつ。

圧痕の種類は観察表に示したが、草本類の繊維や籾、さらに粟もしくは稗と見られる球形粒状の

種子が主体を占める。これらの圧痕をもつものは繊維や種子の散乱した床面上で製作されたと考え

られるが、これに対して指頭圧痕しかもたないものは掌上で製作されたと考えられる。 22は細縄圧

痕を、また49は布圧痕をもっている。

大部分は住居跡の覆土中からの出土であり特定の住居跡に集中する傾向がある。第32号住居跡で

は多量の土器や特殊土製品と伴出した。また第111号住居跡でも多量の土器に伴ない、第110号住居

跡では土器のほかに臼玉も覆土中から出土したが、この 2軒からは土器削片も多量に出土した。粘

土塊が押圧扁平化するとともに圧痕をもつことは偶然の所産としても考えられるが、さらに焼成さ

れ、数点が集められたことに人為的な要素がみとめられる。
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扁平土製品観察表（ 1)

No. 大きさ (cm) 重さ(g) 出土地点 圧痕（上面／下面）

1 26X3.9X07 7.36 第 1号住居跡 繊・指／繊・指

2 1 8 X 1.8 X O 5 1.44 第 1号住居跡 繊・指／繊

3 26X4.7X l.0 10.81 第 2号住居跡 繊・種・指／繊・種。指

4 (2 2)X 2.7 X 1.1 6.89 第 2号住居跡 繊／繊

5 3.0 X 3.7 X O 7 6.52 第 2号住居跡 繊・種／繊・種

6 2.9 X 3.2 X 0.9 7.91 第 3号住居跡 繊・指／繊

7 (2.5) X (4.0) X 0.9 8.14 第 4号住居跡 繊・種・籾／繊

8 (3.1) X (4.0) X 1.4 13 04 第 5号住居跡 繊／繊， 2.0 X 3.0 X O 7 3.02 第 5号住居跡 繊・種／繊・種・指．籾

10 2.7X2.2X07 3.51 第 5号住居跡 繊。種／繊・種

11 (1. 4) X 3. 0 X O 8 3.88 第 5号住居跡 繊／一

12 2.8 X 3.5 X 0.6 6 28 第 5号住居跡 繊・種／繊・種

13 4.0 X (3.0) X 1.9 15.92 第 5号住居跡 繊・種・籾／繊・葉

14 3.1 X 2.1 X 0.5 3.63 第 6号住居跡 繊・種／繊・種

15 2 7 X 2.8 X 0.4 3.96 第17号住居跡 指／種

16 2. 9 X (2. 4) X 1. 6 10.60 第19号住居跡 繊・種／繊・種

17 3.2 X 2.3 X O 5 2 98 第24号住居跡 工具痕／葉

18 2.8 X 2.8 X 0.8 5.95 第24号住居跡 繊・籾／繊。種

19 6.0 X 4.8 X 1.3 45.51 第25号住居跡 繊／繊

20 2 3 X 3.0 X O 6 3.74 第25号住居跡 繊・種／繊・種

21 2.4 X 2.5 X O 6 3.61 第26号住居跡 繊／繊

22 1.7 X 2.2 X 0.6 2.18 第26号住居跡 繊。種／縄

23 (2.8) X 3.6 X 0.7 8.79 第30号住居跡 繊・種。籾／繊・種

24 3.1 X 2.6 X 0.7 6.32 第30号住居跡 繊／繊・種

25 3.0 X 4.3 X 1.2 11.36 第31号住居跡 繊・種／繊．籾

26 3.7 X 4.3 X 1.3 15 89 第31号住居跡 繊・種。指／繊・種

27 (1.9) X (3.4) X 0.9 4 84 第31号住居跡 繊・種／繊・種

28 4.2 X 4.4 X 1.0 12.14 第31号住居跡 繊・種／繊・種

29 4.9 X 5.4 X 0.9 21.37 第37号住居跡 繊・種／繊

30 3.4 X 4.8 X 0.7 8.34 第37号住居跡 指／繊

31 (2.5) X (2.5) X O 6 3 63 第37号住居跡 種／繊

32 4.2 X 4.2 X 0.5 7.07 第32号住居跡 繊／繊・種・籾

33 2.6 X 4.4 X 0.7 7 69 第32号住居跡 繊／繊・籾

34 (2.7)X(3.0)X 0.7 7.17 第32号住居跡 繊。種。籾／繊•砂

35 3 4 X 3.8 X O 8 8 47 第32号住居跡 指／繊

36 2.8 X 4.2 X 1.4 10.71 第32号住居跡 指／指

37 2.6 X 2.1 X O 4 2.92 第32号住居跡 繊・指／繊・種。籾

38 2.7 X 2.6 X 0.5 2.92 第32号住居跡 繊／指

39 1.8 X 3.0 X 0.5 2 66 第32号住居跡 指／繊

40 1.5 X 2.5 X O 5 1 50 第32号住居跡 ー／一

41 1.5 X 3 3 X O 5 3.29 第32号住居跡 ー／

42 2.5 X 3.2 X 1 2 9 25 第32号住居跡 繊．籾／繊．籾

43 3.4 X 1.9 X 0.7 4.14 第32号住居跡 繊／繊

44 1.8 X 2.9 X 0.5 1 74 第32号住居跡 繊・種／繊

45 1.8 X 1 8 X 0.4 1.44 第32号住居跡 繊．籾／繊

46 (3. 3) X (1 8) X O 7 3 06 第46号住居跡 摺／指

47 (2. 0) X 3. 8 X O 5 4.13 第46号住居跡 指／指

48 1.6 X 2.1 X 0.8 2.92 第46号住居跡 指／指
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扁平土製品観察表 (2)

No. 大きさ (cm) 重さ(g) 出土地点 圧痕（上面／下面）

49 4.2 X (2.8) X 1.0 10.70 第51号住居跡 布。指／種

50 (3.1) X 2.9 X 1.0 10.35 第51号住居跡 指／繊

51 3 6 X 3.0 X 0.6 6.82 第51号住居跡 種／繊

52 2.2 X 3.3 X 0.7 4.77 第51号住居跡 種／種

53 2.8 X 2.5 X 1.0 7.61 第51号住居跡 ー／繊・種

54 2.4 X 2.8 X 1.0 第51号住居跡 繊／載・種

55 1.9 X 2.5 X 0.5 2.43 第51号住居跡 繊・種・指／種

56 (2 3) X 2. 2 X O. 6 3.27 第57号住居跡 種。葉／猷。種・籾。葉

57 (3.1) X 4.3 X 0.5 5.33 第57号住居跡 繊。種／繊。種

58 3.4 X 5.4 X 0.8 12.34 第67号住居跡 指／指

59 3.4 X (1.9) X 1.3 8.07 第77号住居跡 繊／絨

60 2.4 X 3.3 X 1.0 6.70 第93号住居跡 種／種

61 2.8 X 3.2 X 0.4 3.94 第109局住居跡 繊・種／繊・種

62 2.3 X 4.9 X 0.6 6.68 第110号住居跡 絨・種／繊・種

63 4.1 X 3.7 X 0.5 8.95 第110号住居跡 繊・種／繊・種

64 2.6 X 3.6 X O 8 4 68 第llO号住居跡 繊／繊。種

65 3.0 X 3.3 X 0.6 4.74 第110号住居跡 繊・種／繊・種

66 2.8 X 3.8 X 0.6 6.47 第llO号住居跡 繊・種／繊・種

67 2.4 X 4.5 X 0.8 6.05 第110号住居跡 繊／繊

68 2.6 X 2 6 X 0.6 3 50 第111号住居跡 繊・指／繊

69 3.2 X 2 7 X O 8 4.51 第110号住居跡 繊／繊・指

70 2.2 X 2.0 X O 5 1.84 第110号住居跡 指／指

71 1.8 X 2.7 X 0.5 2 38 第llO号住居跡 繊／諏

72 1.3 X 4 0 X O 8 5 22 第110号住居跡 指／指

73 1.8 X 2.6 X 0.4 2.34 第110号住居跡 繊／指

74 12X3.1X0.4 1. 78 第110号住居跡 指／繊

75 1.8 X 2.5 X 0.6 2.37 第110号住居跡 繊・種／繊・種

76 3.5X42X0.7 7.59 第111号住居跡 種／繊。種

77 3 6 X 2.6 X 0.7 4.67 第111号住居跡 種／繊。種

78 2.7 X 2.2 X 0.5 2.65 第111号住居跡 繊。種／繊。種

79 3.4 X 2.8 X 0.8 7.00 第111号住居跡 繊・種／繊・種

80 2.3 X 3 1 X 0.7 3.72 第111号住居跡 繊。種／繊・種

81 3 3 X 2.6 X 0.6 5.28 第111号住居跡 指／繊・指

82 3.0 X 1.9 X 0.4 1 81 第111号住居跡 種／種

83 2.7 X 4 4 X 0.7 8.73 第128号住居跡 繊・種／繊・種

84 1.8 X 2.0 X 0.5 2.15 第129号住居跡 繊。種／繊・種

85 4.1 X 3.4 X 1.0 13.15 第136号住居跡 指／指

86 2.9 X 4 6 X 0.8 8.40 第136号住居跡 繊・籾／繊．籾

87 3.0 X 2.6 X 0.7 5 14 第136号住居跡 指／指

88 2.4 X 2.9 X 0.5 3.23 第136号住居跡 指／繊・指

89 1.9 X 3.4 X 0.8 4 51 第141号住居跡 指／繊・種

90 2.5 X 2.7 X 0.5 3.83 第143号住居跡 繊・種／繊・種

※圧痕の種類は本文参照。

※上面・下面は図上での便宜的なもの。
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亀甲状土製品（第575図）

不整半球状の土製品であり、用途は不明である。また類例を知らないため、あくまで形状に基づ

いた仮称である。

基本的には土器器面のような曲面に粘土塊を押し付けて成形されたものである。押圧接触面の反

対面は指頭によって半球状に成形されるとともに縁辺はナデつけられて薄いバリ状になる。接触面

には剥離後にナデ等は加えられず、平滑なままで中央に小粘土塊を貼付してつまみ状の小突起が形

成されている。

1は凸側面に平織りの布圧痕と指紋がみとめられ、凹側面の小突起が剥離している。 2は側縁が

指頭押圧で、押し出され、 2か所で突出している。凹側面の小突起は指頭でつままれた痕跡が明瞭

である。 3は凹側面全体が 2次的に押しつけられたように平らになり、小突起も扁平化している。

わずか 3点のみで、 1が第110号住居跡、 2 • 3が第111号住居跡と出土遺構も限られている。こ

の2軒は前述の土器削片や扁平土製品が集中する住居跡でもあり、本土製品のもつ特殊性も感じら

れる。

¥,1 

（｀  

＼
 

こロニ／

ロ
□ 口

゜
5cm 

第575図亀甲状土製品

亀甲状土製品観察表

No. 大きさ (cm) 重さ(g) 出土地点 | 備 考

1 5.0X6.3Xl.4 30.30 第110号住居跡 I布圧痕

2 5.5X5.4X2.3 39.22 第111号住居跡

3 3.9X5.7Xl.8 33.07 第111号住居跡
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(8) 石製品

本項では石に関係する遺物を集成的にまとめた。ただし、滑石製模造品のうち第 1号・第 2号祭

祀跡出土のものはそれぞれ該当する遺構の項で遺構図・土器実測図とあわせて既に掲載してあるた

め、ここでは除外する。

紡錘車（第567図1~4)

住居跡から出土したものは 3点である。厚さおよび下面径は個々で違うが、上面径4.5cm前後、孔

径0.6~0.8cmと近似した大きさに作られている。

滑石製模造品（第567図5～第577図34)

5 • 6の2点の勾玉のうち 6は板状である。 10• 11の2点の有孔円板のうち11は不整形だが、端

部も含めて全体的に平滑に仕上げられている。 12は2小孔が側縁に平行して並ぶ。欠損しているが

三角形になると考えられる。 13は粗製品で片面は荒割り面のままである。図の上端は欠損している

が、両側縁には擦痕が残り突出部も本来のものであるため鎌形品と考えたい。臼玉は第 1号祭祀跡

で試みた分類に依れば16• 30 • 31がIIタイプであり、 30• 31は両面穿孔である。

特定の住居跡から臼玉をのぞく滑石製模造品がまとまって出土することはなかった。臼玉は第72

号住居跡の覆土中から土器とともに 6点が出土し、図化できなかったが、第110号住居跡でも同様の

出土状況であった。これに対して第90号住居跡ではカマド前面の床面上から臼玉 6点が散乱状態で

出土した。

ガラス玉（第577図35~51)

第126号住居跡の人骨に伴って出土した。図示した 17点のほかに細かく割れた 1点があり、計18

点である。色は青色ないしコバルトブルーで径は3.5mm前後である。本遺跡では第 1号祭祀跡でもガ

ラス玉が 2点出土しているが、径は6mmと大きめである。

滑石製品製作遺物（第578• 579図）

滑石製品の製作に伴なう削片・未成品・失敗品および砥石を一括した。中心となるのは第 1号住

居跡より出土した 4~25と第 2号住居跡より出土した26~47である。

4 • 5は管玉の未成品である。側面は荒削りの状態で、両端には切断のための削り込みの痕跡が

残っている。図示したものより長い棒を作り出した後、必要とする長さの位置に削り込みを入れて

切断する製作工程が想定できる。 6は穿孔された剥片である。穿孔された 2孔は方向を違えており、

剥片自体も不整形であるため、製品を製作する目的で穿孔されたとは考えられない。 7~9は臼玉

の未成品である。荒く磨り上げられた小片に穿孔する工程まですすんだものである。 10• 11は半周

分を欠損する臼玉だが、外縁も仕上げられているため、完成品が破損したものと考えられる。 33は

割れ口に僅かに残る穿孔の痕跡が貫通せずに止まっているため、穿孔の途中で割れてしまった失敗

品と見ることができる。その他の剥片は原石から割り取った 1を除くと、すべて小片であるが、表

面にエ具の削り面をもつもの、扁平で両面に擦痕をもつもの、扁平で片面のみに擦痕をもつもの、

削り面や擦痕などをもたないものの 4種類に分けられる。 46• 47は砂岩製の荒砥である。 46は剥離

による凹凸があるが、本来の表面は47より滑らかである。

先に述べたように大部分は集落の最北端に位置する第 1号・第 2号住居跡からの出土であるが、
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第576図住居跡出土石製品（ 1)
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第577図 住 居 跡 出 土石製品 (2)

住居跡出土石製品観察表（ 1)

No. 種 類 大きさ (cm) 重さ(g) 出土地点 遺物No.・備考

1 紡錘車 1.3 X 4.3 • 2.4 35.76 第123号住居跡 No.1 

2 紡錘車 (1.0) X 4.5 • 3.2 29.50 第29号住居跡 No. 2 

3 紡錘車 1 9 X 4.7 • 2.3 45.66 第94号住居跡

4 紡錘車 (0.6) X (2.7) • 2.2 4 66 さー 6G

5 勾 玉 2.2 X 0.9 X 0.6 1 98 第27号住居跡

6 勾 玉 3.2 X 1 4 X 0.4 3.45 第94号住居跡

7 ク呂 玉 2.2 X 0.7 2.69 第51号住居跡

8 竿目 玉 2.0 X 0.8 3.06 第100号住居跡， 芦呂 玉 1.5 X 0.5 0.76 第93号住居跡

10 有孔円板 3.0 X 3.2 X 0.6 11.40 第18号住居跡 No. 4 

11 有孔円板 (2.8) X 2.0 X 0.5 5.61 第90号住居跡

12 剣形？ (2 0) X (1.5) X 0.3 1 90 第32号住居跡 No. 3 

13 馬形？ (7.5) X 3.1 X 0.9 26 68 第125号住居跡

14 臼 玉 6.0 X 4.6 X 2.2 第 9号住居跡 No. 3 

15 臼 玉 6 0 X 4.6 X 2.2 第 9号住居跡 No. 4 

16 臼 玉 7.5X50X2.7 第46号住居跡

17 臼 玉 7.5X44X2.4 第72号住居跡 No. l一括

18 臼 玉 6.7 X 2.8 X 2.2 第72号住居跡 No. l一括

19 臼 玉 7.2 X 3.3 X 2.3 第72号住居跡 No. 2 

20 臼 玉 7 4 X 4.8 X 2.3 第72号住居跡 No. 3 

21 臼 玉 7.5 X 2.9 X 2.4 第72号住居跡 No. 4 

22 臼 玉 7 5 X 3.1 X 2.3 第72号住居跡 No. 5 

23 臼 玉 66X5.3X2.7 第80号住居跡

24 臼 玉 7.3 X 4.1 X 2.2 第90号住居跡 No.19 

25 臼 玉 7.0X2.3X20 第90号住居跡 No.20 
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住居跡出土石製品観察表（ 2)

No. 種 類 大きさ (cm) 重さ(g) 出土地点 遺物No.・備考

26 臼 玉 7.0 X 4.9 X 2.4 第90号住居跡 No.21 

27 臼 玉 7.0 X 4.9 X 2.1 第90号住居跡 No.22 

28 臼 玉 7.0 X 4.2 X 2.3 第90号住居跡 No.23 

29 臼 玉 7.0 X 4.0 X 2.1 第90号住居跡 No.24 

30 臼 玉 7.5 X 4.5 X 3.4 第101号住居跡 床直

31 臼 玉 7.9 X 4.6 X 3.8 第110号住居跡 No. 2 

32 臼 玉 7.2 X 4.4 X 2.2 第126号住居跡 No.28一括

33 臼 玉 7.1 X 4.9 X 2.4 第126号住居跡 No.28一括

34 臼 玉 7.2 X 3.9 X 2.3 第137号住居跡 床直

35 ガ ラ ス 玉 3.6 X 2.7 X 1.4 第126号住居跡 No.20一括青色

36 ガ ラ ス 玉 3.4 X 2.5 X 1.1 第126号住居跡 N(l20一括青色

37 ガ ラ ス 玉 3.2 X 2.1 X 0.9 第126号住居跡 No.20一括青色

38 ガ ラ ス 玉 3.3 X 2.7 X 1.3 第126号住居跡 No.20一括青色

39 ガ ラ ス 玉 3.3 X 3.1 X 1.1 第126号住居跡 No.20一括青色

40 ガ ラ ス 玉 3.3 X 2.4 X 0.9 第126号住居跡 No.20一括青色

41 ガラス玉 3.5 X 2.1 X 1.0 第126号住居跡 No.20一括青色

42 ガラス玉 3.4 X 2.1 X 1.0 第126号住居跡 No.20一括青色

43 ガ ラ ス 玉 3.2 X 1.5 X 1.1 第126号住居跡 No.20一括青色

44 ガ ラ ス 玉 3. 7 X 1.8 X 1.3 第126号住居跡 No.20一括青色

45 ガ ラ ス 玉 3.2 X 3.3 X 0.8 第126号住居跡 No.20一括青色

46 ガ ラ ス 玉 3.1 X 2.1 X 1.3 第126号住居跡 No.20一括青色

47 ガ ラ ス 玉 3.3 X 2.4 X 1.2 第126号住居跡 No.20一括青色

48 ガ ラ ス 玉 3.6 X 2.1 X 1.5 第126号住居跡 No.20一括 コバルトプルー

49 ガラス玉 3.2 X 2.1 X 1.1 第126号住居跡 NC120一括 コバルトブルー

50 ガラス玉 4.2 X 2.1 X 1.4 第126号住居跡 No.20一括 コバルトブルー

51 ガラス玉 3.0 X 2.0 X 1.0 第126号住居跡 No.20一括青色

どちらも覆土中に包含されていたため本来の製作場所を離れて投棄されたものと考えられる。また、

1 • 2はグリッド出土であるが、この 2軒の北方の第 1号溝周辺の包含層中のものである。これに

加えて第586図58•59の台石も同ーグリッドから出土しているため、関連遺物である可能性が考えら

れる。さらに 3が出土した第 5号住居跡も第 1号住居跡南側に隣接する。これらの遺物の集中状態

から、滑石製品の製作遺構が集落の北寄りにあった可能性が考えられるが、該当する遺構は検出で

きなかった。
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第579図 滑石製品製作遺物 (2)

滑石製品製作遺物観察表 (1)

No. 種 類 大きさ (cm) 重さ(g) 出土地点 遺物No・備考

1 剥 片 4.7 X 6.0 X 1.1 41.26 さー 6G

2 剥 片 1.1 X 1.0 X 0.3 0.70 さー 6G 両面擦痕

3 剥 片 3.4 X 1.3 X 0.3 2.02 第 5号住居跡 側面に擦痕

4 管玉未製品 1.8 X 0.9 X O 9 2.24 第 1号住居跡 両端有削面

5 管玉未製品 2.5 X O 8 X 0.6 2.20 第 1号住居跡 上端有削面

6 不明穿孔品 2.3 X 2.0 X O 7 3.36 第 1号住居跡

7 臼玉未製品 1.0 X 1.0 X 0.5 0. 74 第 1号住居跡

8 臼玉未製品 0.8 X 0.8 X 0.4 0 42 第 1号住居跡， 臼玉未製品 0.9 X 0.9 X 0.3 0.30 第 1号住居跡

10 臼玉破損品 (0.4) X 0.9 X 0.2 0 13 第 1号住居跡

11 臼玉破損品 (0.2) X 0.6 X 0.3 0.11 第 1号住居跡

12 剥 片 1.0 X 0.5 X 0.3 0.23 第 1号住居跡 両面擦痕

13 剥 片 0.9 X O 7 X 0.4 0.39 第 1号住居跡 両面擦痕

14 剥 片 1 0 X 0.4 X 0.3 0.23 第 1号住居跡 両面擦痕

15 剥 片 0 8 X 0.5 X 0.2 0.18 第 1号住居跡 片面擦痕

16 剥 片 0.8 X O 6 X 0.4 0.20 第 1号住居跡 片面擦痕

17 剥 片 1.6 X 1.0 X 0.8 1.31 第 1号住居跡

18 剥 片 1.7 X 1.0 X 0.3 0.66 第 1号住居跡

19 剥 片 1.2 X 0.9 X 0.6 0.84 第 1号住居跡

20 刻 片 1.0 X 1.0 X 0.2 0.45 第 1号住居跡

21 剥 片 1.6 X 0.6 X 0.4 0.50 第 1号住居跡

22 剥 片 1.4 X 0.5 X 0.4 0.40 第 1号住居跡

23 剥 片 1.6 X 0.9 X 0.5 0.79 第 1号住居跡

24 剥 片 0.9 X 0.7 X O 5 0.37 第 1号住居跡

25 剥 片 0.9 X 0.9 X 0.2 0.22 第 1号住居跡

26 剥 片 3.3 X 2.9 X 0.9 12.69 第 2号住居跡 有削面

27 剥 片 1.6 X 1.8 X 0.7 2.39 第 2号住居跡 有削面

28 剥 片 2.7 X 1.7 X 0.3 2.33 第 2号住居跡 濃緑色

29 刻 片 1.9 X 1.5 X 0.6 1.40 第 2号住居跡 濃緑色

30 刻 片 2.9 X 1.5 X 0.5 2.13 第 2号住居跡 濃緑色

31 剥 片 3.3 X 1.7 X 0.9 4.70 第 2号住居跡

32 剥 片 2.4 X 1.8 X 1.0 4.13 第 2号住居跡 濃緑色

33 臼玉失敗品 0.4 X 0.8 X 0.5 0.25 第 2号住居跡 穿孔途中破損

34 剥 片 1.1 X 0.4 X 0.4 0.33 第 2号住居跡 両面擦痕

35 剥 片 1.2 X 0.8 X 0.3 0.31 第 2号住居跡 片面擦痕
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滑石製品製作遺物観察表（ 2)

No 種 類 大きさ (cm) 重さ(g) 出土地点 遣物No.・備考

36 剥 片 0.7 X 0.6 X 0.2 0.17 第 2号住居跡 片面擦痕

37 剥 片 0.9 X 0.5 X 0.2 0.15 第 2号住居跡 片面擦痕

38 剥 片 1.2 X 1.2 X O 5 0.87 第 2号住居跡 有削面

39 剥 片 1.2 X 0.7 X 0.4 0.37 第 2号住居跡 有削面

40 剥 片 1.1 X 1.2 X 0.5 0.68 第 2号住居跡 有削面

41 削 片 1.3 X 0.8 X O 3 0 44 第 2号住居跡

42 削 片 1.2 X 0.8 X 0.3 0.44 第 2号住居跡

43 削 片 1.4 X 0.8 X 0.2 0,38 第 2号住居跡

44 削 片 1.3 X O 7 X 0.2 0 27 第 2号住居跡

45 削 片 0.8 X O 8 X 0.2 0 23 第 2号住居跡

46 砥石片 5.7 X 9.4 X 1.9 117.96 第 2号住居跡 砂岩製荒砥

47 砥石片 5.0 X 4.7 X 1.7 35.75 第 2号住居跡 砂岩製荒砥

48 剥 片 3.2 X 1.2 X 0.8 3.80 第56号住居跡

49 剥 片 2.8 X 1.0 X 0.6 2.37 第56号住居跡

50 剥 片 1 9 X 1.3 X 0.5 1. 72 第61号住居跡 両面擦痕

51 剥 片 1.4 X 1.3 X 0.3 0.94 第61号住居跡 片面擦痕

52 剥 片 1.3 X 1.0 X 0.4 0 59 第61号住居跡 片面擦痕

53 剥 片 1.0 X 0.9 X 0.5 0.53 第77号住居跡

54 剥 片 2.5 X 1.7 X 0.5 2 90 第118号住居跡 側面に擦痕

55 剥 片 3.9 X 2.0 X 0.9 7.54 第129号住居跡

砥石（第580図）

加工されて定角化した砥石は 8点出土した。 1のみは砂岩製の砥石であり、他に比べて大型であ

る。約半分が失われていると見られるが 4面とも使用による擦痕がみとめられる。このうち図の左

面は右面に比べて幅が狭く端部寄りに段をもっている。さらに中央には浅い丸断面の溝があり、曲

面を有する製石の研磨に使用されたと考えられる。その他はすべて凝灰岩製であり、小孔の存在と

大きさから下げ砥と考えられる。 4は砥石の破片ではあるが、割れ口も磨滅しており、小片のまま

使用を続けた可能性がある。このほか砥石の範疇で見れば第578図46• 47や第583図30も加えること

ができる。

砥石観察表

No. 大きさ (cm) 重さ(g) 出土地点 遺物 No. ・ 備 考

1 14.8X6.5X4.3 711.0 第87号住居跡 No. 9 砂岩

2 4.1 X 1.8 X 1. 9 21 8 第36号住居跡 凝灰岩両面穿孔

3 5.6X2.6X2 3 34.8 第41号住居跡 凝灰岩両面穿孔

4 3 0X3.7Xl 2 15.5 第42号住居跡 No. 7 凝灰岩

5 8.1X4.0X2 1 102.0 第49号住居跡 床直凝灰岩

6 6.0X3.0X2.3 59.0 第100号住居跡 凝灰岩

7 5.2X2.4Xl.8 27.6 第139号住居跡 凝灰岩

8 7.4X3 3X2 0 89.1 第145号住居跡 凝灰岩両面穿孔
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石器類（第581~591図）

遺跡内から出土した礫のうち、使用痕跡のみとめられるものに形態を加味して石皿・敲石・磨石・

台石・加工礫などに分類した。第587図73以降は加工の容易な多孔質安山岩製の石器である。

小型石皿は扁平な石材を用いて、磨滅面もしくは擦痕をもつものである（第581図）。

敲石は握りやすい棒状の石材を用いて、側縁に敲打痕をもつものであるが、磨石と兼用されてい

るものもある（第582図）。

磨石は掌中に納まる大きさの扁平で楕円形の石材を用いて、擦痕をもつものであるが一部に敲石

と兼用されているものもある（第583• 584図）。 26は2次的に炭化物が厚く付着している。 30は本来

は曲面を研磨するための砥石からの転用と見られる。

台石は握って使用するのが困難な大きさで、磨滅面もしくは擦痕をもつものである（第585• 586 

図）。

第587図には各種の石器のうち、赤色顔料の付着するものを集成した。顔料の製造に関係する石器

類と考えられる。

多孔質安山岩を用いたものは、加工痕が明瞭に残るが、石皿・磨石・台石以外に具体的な使用方

法を想定するのが難しい（第588~591図）。
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石器類観察表（ 1)

No. 種 類 大きさ (cm) 重さ(g) 出土地点 遺物 No. ・備考

1 石 皿 8.3X 9.7X 2.0 212 第13号住居跡 安山岩

2 石 皿 11.SX 9.0X 1.6 232 第56号住居跡 安山岩表裏両面に擦痕

3 石 皿 7. 2 X 12. 5 X 1. 5 195 第87号住居跡 No. 5 安山岩表裏両面に擦痕

4 石 皿 9.5X 8.6X 1.6 197 第llO号住居跡 閃緑岩

5 石 皿 16.3X 9.4X 1.6 355 第88号住居跡 床面安山岩表畏両面に擦痕

6 石 皿 15.0Xll.8X 2.8 665 第124号住居跡 No.24 安山岩表裏両面に擦痕

7 石 皿 9.3X 8.QX 1.5 143 第111号住居跡 安山岩

8 敲 石 18.5X 8.5X 6.1 1378 第39号住居跡 閃緑岩， 敲 石 14.9X 8.lX 6.4 1072 第64号住居跡 No.2 閃緑岩両端荒れる

10 敲 石 11.0X 6.4X 3.7 344 第73号住居跡 閃緑岩

11 敲 石 17.SX 7.3X 3.5 356 第111号住居跡 安山岩

12 敲 石 12.4X 4.6X 4.2 368 第118号住居跡 安山岩擦痕有り

13 敲 石 8.2X 5.4X 4.1 282 第123号住居跡 安山岩擦痕有り

14 敲 石 12.4X 6.QX 3.9 526 第124号住居跡 No.4 砂岩

15 敲 石 15.7X 7.2X 4.6 810 第124号住居跡 No. 3 閃緑岩

16 敲 石 13.SX 7.2X 4.8 722 第125号住居跡 SNo.9 安山岩擦痕有り

17 敲 石 13.lX 8.5X 6.4 1100 第125号住居跡 チャート

18 磨 石 16.3X 6. 7X 3.3 521 第126号住居跡 No.17 安山岩

19 敲 石 10.3X 7.3X 4.7 482 第127号住居跡 石英

20 敲 石 15.lX 6.6X 5.0 613 第131号住居跡 砂岩擦痕有り

21 敲 石 15.0X 6.7X 6.2 839 第132号住居跡 閃緑岩

22 敲 石 18. 2 X 7.1 X 3. 6 503 第155号住居跡 No. 9 砂岩

23 磨 石 9.lX 5.SX 3.9 242 第21号住居跡 安山岩表裏側面に擦痕

24 磨 石 10.4X 9.6X 4.5 581 第39号住居跡 安山岩表裏面に擦痕

25 磨 石 8.6X 9.2X 2.2 239 第48号住居跡 閃緑岩表裏側面に擦痕

26 磨 石 ll.9X 8.8X 6.0 769 第65号住居跡 N(l8砂岩表裏両面に擦切痕炭化物付着

27 磨 石 9.2X 9.0X 2.8 283 第95号住居跡 安山岩表裏両面に擦痕

28 磨 石 10.6X 8.9X 3.5 412 第85号住居跡 No.10 安山岩

29 磨 石 10.4X 8.lX 3.7 422 第114号住居跡 安山岩敲打部有り

30 砥 石 10.5X 8.5X 6.3 568 第114号住居跡 安山岩丸面状の磨り溝有り

31 磨 石 9.9X 5.lX 2.9 208 第104号住居跡 No.4 砂岩表裏両面使用

32 磨 石 11. 0 X 7. 9 X 3. 6 415 第111号住居跡 安山岩表裏側面に擦痕

33 磨 石 11.2X 7.5X 2.6 316 第118号住居跡 砂岩

34 磨 石 14.lXlO.lX 6.2 1232 第121号住居跡 砂岩

35 磨 石 ll.3X 6.3X 4.3 344 第122号住居跡 砂岩

36 麿 石 6.9X 8.0X 5.4 328 第126号住居跡 No.30 安山岩

37 磨 石 8.0X 6.9X 3.1 213 第136号住居跡 閃緑岩

38 磨 石 7.6X 8.3X 3.0 259 第124号住居跡 No.18 砂岩

39 磨 石 11.9X 8.QX 3.4 418 第124号住居跡 No.22 安山岩

40 磨 石 13.3X 8.3X 5.0 705 第141号住居跡 No.45 安山岩敲打部有り

41 磨 石 9.8X 8.3X 5.7 500 第125号住居跡 S No.10 多孔質安山岩敲打部有り

42 磨 石 11.SX 8.7X 4.4 581 第125号住居跡 SNo.3 安山岩

43 敲 石 9.8X 6.7X 3.3 293 第125号住居跡 SNo.4 安山岩敲打部有り

44 不 明 8.4X 9.2X 2.8 205 第30号住居跡 シルト岩

45 磨 石 6.6X 5.2X 3.0 110 第95号住居跡 安山岩

46 磨 石 6.lX 5.6X 1.4 68 第107号住居跡 閃緑岩

47 磨 石 8.4X 5.lX 1.7 108 第136号住居跡 安山岩裏面にも擦痕

48 磨 石 5.3X 4.8X 2.1 82 第147号住居跡 安山岩裏面にも擦痕
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石器類観察表（ 2)

No 種 類 大きさ (cm) 重さ(g) 出土地点 遺物 No. ・備考

49 台 石 15. 9 X 13. 0 X 9. 0 2150 第32号住居跡 閃緑岩

50 台 石 16. 7 X 10. 9 X 4.1 921 第39号住居跡 チャート

51 台 石 18.2Xl6.6X 3.4 1542 第68号住居跡 No. 4 閃緑岩表裏両面磨滅

52 台 石 28. 9 X 11 8 X 9. 6 4000 第81号住居跡 床面閃緑岩

53 台 石 28. 3 X 12. 3 X 7 6 3100 第87号住居跡 No. 4 安山岩

54 台 石 12. 3 X 15. 2 X 3. 9 830 第87号住居跡 閃緑岩

55 台 石 17.3Xl2.4X 6.0 1636 第122号住居跡 No. 8 砂岩

56 台 石 19.2Xll.0X 7.0 1590 第115号住居跡 安山岩表裏両面に擦痕

57 台 石 19.1 X 9. 4 X 7. 2 1948 さー 6G No.ll 安山岩

58 台 石 14.3Xl0.9X 4.3 878 第141号住居跡 No.43 砂岩

59 台 石 10.4X 9.2X 3 4 370 さー 6G No.12 砂岩

60 台 石 14.9Xll 2X 5.5 1340 第15号溝 閃緑岩表裏両面に擦痕

61 石 皿 13 8 X 10 6 X 1. 6 414 第114号住居跡 No.20 砂岩顔料付着

62 磨 石 9 9X 8.6X 3.3 358 第114号住居跡 安山岩顔料付着

63 磨 石 19 3X 6.4X 5.2 1221 第114号住居跡 No.22 砂岩顔料付着

64 磨 石 19.5X 6.9X 5 0 1001 第114号住居跡 No25 砂岩顔料付着

65 磨 石 17.6X 7.6X 4.5 1122 第114号住居跡 No.21 砂岩顔料付着

66 台 石 19.9Xl8.2Xl3.3 4000 第131号住居跡 安山岩顔料付着

67 敲 石 12. 0 X 7 4 X 5. 5 772 第23号住居跡 閃緑岩顔料付着

68 敲 石 ll.3X 5.5X 3.9 308 第73号住居跡 安山岩顔料付着下端敲打

69 磨 石 13 8X 6.9X 4.7 683 第125号住居跡 SNo.1 安山岩顔料付着

70 磨 石 9.0X 5.6X 4.0 268 第120号住居跡 No.37 閃緑岩顔料付着

71 磨 石 9.8X 5.4X 2.4 223 さ― 6G No. l 安山岩顔料付着

72 磨 石 6.5X 2.9X 1.1 44 第111号住居跡 砂岩全面に顔料付着

73 多面加工礫 4.3X 5.8X 3.2 27 第14号住居跡 多孔質安山岩 2面に顔料付着

74 石 皿 23. 7 X 18. 0 X 10. 1 2150 第39号住居跡 多孔質安山岩

75 加工礫 10. 2 X 15. 7 X 5. 2 500 <-4 G 多孔質安山岩石皿状

76 加工礫 ll.9X 9 5X 8.8 502 第95号住居跡 多孔質安山岩

77 加工礫 20. 0 X 14. 6 X 10. 3 1497 第141号住居跡 No.25 多孔質安山岩

78 多面加工礫 13.7Xll.1X 8.2 442 第141号住居跡 多孔質安山岩

79 加工礫 12.5X 9.6X 5.7 352 第7号住居跡 No.ll 多孔質安山岩裏面磨滅

80 加工礫 9.0Xl0.9X 5.5 280 第124号住居跡 多孔質安山岩表裏両面取り

81 加工礫 13.7Xl4.8X 6.8 574 第126号住居跡 No.24 多孔質安山岩樋状扶り面

82 磨 石 ll.9X 7.8X 6.9 441 第114号住居跡 No.24 多孔質安山岩 中央に凹み有り

83 磨 石 14.8Xll.7X 8.0 875 第120号住居跡 No.28 多孔質安山岩放射状擦切痕

84 磨 石 ll.5X 9.3X 4.9 317 う一 2G 多孔質安山岩表裏に摩滅面有り

85 磨 石 17.3Xl0.4X 7.0 780 第4号住居跡 SNo.2 • 3 多孔質安山岩

86 磨 石 15.6X 9.5X 8.6 873 第34号住居跡 No. 3 多孔質安山岩

87 磨 石 20.1 X 10.1 X 7. 9 956 第123号住居跡 多孔質安山岩

88 磨 石 12. 0 X 10 0 X 6 5 520 第127号住居跡 多孔質安山岩表裏に磨滅面有り

89 多面加工礫 11.lX 9.0X 5.9 160 第107号住居跡 No.17 多孔質安山岩樋状挟り面

90 多面加工礫 8.5Xl0.1X 7 5 244 第134号住居跡 多孔質安山岩

91 多面加工礫 17. 7 X 15. 2 X 8 3 1305 第114号住居跡 多孔質安山岩

92 多面加工礫 21 OX 9.0X 5.6 498 第89号住居跡 多孔質安山岩 裏は自然面

93 多面加工礫 15 2x10.ox 8.0 529 第141号住居跡 多孔質安山岩不整 4面体

94 多面加工礫 14.2Xl0.1X 9.3 609 こー 6G No. l 多孔質安山岩

95 台 石 33.1Xl9.0Xll.2 5000 第54号住居跡 多孔質安山岩 表裏面に多数の凹み・擦切

痕側縁に磨り面
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石器類観察表（ 3)

No. 種 類 大きさ (cm) 重さ(g) 出土地点 遺物 No. ・ 備 考

96 多面加工礫 6.9X 4.4X 2.4 20 第12号住居跡 多孔質安山岩 多条の擦切痕

97 板状製品 6.4X 6.2X 2 0 59 第100号住居跡 多孔質安山岩方形板状製品

98 多面加工礫 2.5X 3.3X 2.5 7 第145号住居跡 多孔質安山岩 2面取り 両側に擦切痕

99 多面加工礫 8 4X 7.4X 3.7 81 第127号住居跡 多孔質安山岩

100 多面加工礫 5.8X 8.3X 5.2 191 第28号住居跡 No. 6 多孔質安山岩

101 多面加工礫 5.lX 4.4X 3.8 37 第106号住居跡 多孔質安山岩

102 加工礫 5 lX 4.2X 3.3 19 第46号住居跡 多孔質安山岩

103 加工礫 5 5X 5.lX 3.8 32 第58号住居跡 多孔質安山岩

104 磨 石 5.4X 4.5X 3.7 58 第10号圧届跡 多孔質安山岩

105 磨 石 5.6X 4.7X 3.0 40 第21号住居跡 多孔質安山岩

106 磨 石 6.2X 5.lX 4 3 67 第87号住居跡 多孔質安山岩

貝巣穴痕泥岩（第592図）

本来は海岸部の波打ち際で、イシマテと呼ばれる細長手の二枚貝によって穿孔された軟質泥岩が

火を受けたものである（三辻•井上1981) 。自然状態にあるものが人間の手を経て、意図的に持ち運

ばれたことは明らかだが、その性格は不明と言わざるをえない。

図化した32点は比較的遺存良好なものであり、小片まで含めると数は増加する。出土状況の記録

されているものがなく、大部分が覆土中のものと考えられるが、第 2号・第122号住居跡に集中する

以外は散在的である。

県内の遺跡ではこれまで草加市西地総田遣跡と深谷市上敷免遺跡で報告例があるのみである。房

総半島富浦海岸付近から三浦半島付近にかけて発達して見られるものとされ、その用途以上に東京

湾岸地域との交易Jレートを考える資料として注目されるため、今後、類例〇報告の増加を期待した

し）。

貝巣穴痕泥岩

No. 大きさ (cm) 重さ(g) 出土地点 No. 大きさ (cm) 重さ(g) 出土地点

1 l.9Xl.1 1.6 第 2号住居跡 17 4.0X3.3 11 8 第76号住居跡

2 l.7Xl.7 2 6 第 2号住居跡 18 2.4X2.7 5.0 第77号住居跡

3 2 7X2 1 2.8 第 2号住居跡 19 3.0X2.l 7.0 第82号住居跡

4 2.9X2 0 7 4 第 2号住居跡 20 3.3Xl.7 3.6 第89号住居跡

5 3.8Xl.8 5.4 第11号住居跡 21 3.4X2 1 4.7 第96号住居跡

6 3 1X2.5 6.0 第15号住居跡 22 2.2Xl 6 3.6 第121号住居跡

7 3 4X3 2 8.6 第25号住居跡 23 2.6X2 1 2 9 第122号住居跡

8 3.4X2.4 6.1 第26号住居跡 24 2 9X2.7 5.3 第122号住居跡， l.8Xl.5 2.8 第28号住居跡 25 2 9X2.3 9.3 第122号住居跡

10 3 5 X 3 6 19.1 第30号住居跡 26 3.8X3.4 11. 9 第122号住居跡

11 3.3X2.1 5 0 第33号住居跡 27 3 1X3.4 17 5 第122号住居跡

12 3.3X2.3 8 5 第36号住居跡 28 2 6X3.0 11.3 第128号住居跡

13 2 4X2.2 3 0 第52号住居跡 29 3.8X3 0 9.0 第131号住居跡

14 2.3Xl.6 2.6 第57号住居跡 30 4.2X3.5 23 3 第131号住居跡

15 3.1X3.0 8.9 第57号住居跡 31 2.9X2 1 5.5 第134号住居跡

16 3 6X2.7 10.4 第65号住居跡 32 2.4X2.l 3.0 第136号住居跡
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その他（第593図）

1~3は鉄滓、 4~6は赤鉄鉱と見られる小砕石、 7~9は赤色顔料の付着礫である。

鉄滓は第 4号・第126号住居跡から出土した。いずれも人骨が存在した住居跡であり、鉄滓はこの

人骨にきわめて近い位置にあった。他に鉄滓や小鍛冶跡等を伴う住居跡は検出できなかった。

赤鉄鉱と見られる小砕石は赤色顔料の原料として考えられ、赤色顔料の付着する小礫もこれと関

連するものである。前者は第89号・第94号住居跡および、きー 4グリッドから出土し、後者は第11

号・第40号・第121号住居跡から出土したが、このうち第11号・第121号住居跡をのぞくと、いずれ

も集落中央の最も住居跡の密集する範囲からの出土となる。この範囲は赤色顔料ブロックを伴なう

遺構の集中する範囲でもあり、これらの顔料は分析の結果、酸化第二鉄（ベンガラ）であることが

判明した（付編 6参照）。
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第593図 その他の石関連遺物

その他の石関連遺物

No. 種類 大きさ (cm) 重さ(g) 出土地点 備 考

1 鉄 滓 3.5X2.1 13.25 第4号住居跡

2 鉄 滓 2.9Xl.2 2.50 第4号住居跡

3 鉄 滓 l.8Xl.2 0.94 第126号住居跡

4 小砕石 l.8Xl.5 5.1 第89号住居跡 石英赤鉄鉱

5 小砕石 2.lXl 6 4 2 第94号住居跡 石英赤鉄鉱

6 小砕石 3.1X2.3 9.6 きー 4G 石英赤鉄鉱

7 小 礫 3.5X2.9 12.2 第11号住居跡 安山岩顔料付着

8 小 礫 3.2X2.4 14.8 第40号住居跡 チャート 顔料付着， 小 礫 2.5X2.l 7.7 第121号住居跡 顔料付着
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(9) 木 製 品

1は第 4号住居跡の北壁際から出土した。削り痕は残っていないが、板材の側縁を削り込んで成

形された用途不明品である。組み合わせ用具の部品かもしれない。

2は第94号住居跡の床面上に横転して出土した。柱根と考えられるが、下端は尖らずに丸く削ら

れ、上端は腐蝕している。本来床面付近に露出していたものと考えられる。

3は第157号住居跡の貯蔵穴から出土した横槌である。全面炭化し、柄は欠損している。

4 • 5は竹製の竪櫛で、漆で固められている。第45号・第116号住居跡の床面上から出土した。
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第594図 住居跡出土木製品 ゜
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住居跡出土木製品観察表

No 器種 大きさ (cm) 木取・樹種 出土地点 •No. 分析No 特徴（製作・形状）

1 用 途 37.2X7.4X0 6 板目。未鑑定 第 4号住居跡・ 柄状部分以外の側縁はほぼ完存

不 明 品 smp.l 表面の加工痕不明

2 柱 根 23 5 X 5. 3 X 4 1 芯持・未鑑定 第94号住居跡・ 下端の削り明瞭上端は腐蝕

WNol 

3 横 槌 24 1 X 5. 6 芯持・モミ属 第157号住居跡 66 柄部欠損 段部分の削り痕以外は

炭化が著しく加工痕不明

4 竪 櫛 3.8X3.4 竹 第45号住居跡・ 黒漆固め 13本のひごを半折

床直 タテ糸無し ヨコ糸は 6周か

5 竪 櫛 34X32X04 竹 第116号住居跡・ 黒漆固め 12本のひごを半折

床直 タテ糸無し ヨコ糸は 6周か
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(10) 遺構外採集遺物

本項では、試掘および表土除去時に出土した住居跡等の遣構に伴なわない土器を一括してとりあ

げる。観察表には採集位置をグリッド名で示した。また、農道北とは概ね第45号住居跡以北の範囲

である。
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1~19は坪．椀。短頸壺類である。 10の坪は黒色処理されていない。 11。12は小片であるが内外

面が赤彩された比企型坪で、胎土も黄色味を帯びている。 13の小型坪は、成形時の突出底部を残し、

底面のみ削られて他は未調整である。 16は坪の成形技法をもとに作られており、精緻な作りだが特

殊な形態である。 17の大型坪は底面のみ削られ、他は末調整である。 17• 18には火に掛けられた痕
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跡がある。

20~22は須恵器である。22は坪蓋だが器肉は灰赤色でケズリも天井の平坦部のみに施されている。

21は小片からの復原だが、 2段の稜をもち体部に波状文が施されている無蓋高坪と考えられる。

23~35は高坪である。 28は脚部に透し孔をもつ高坪である。三角形の透し孔を四方にもつと考え

47 
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第597図遺構外採集遺物 (3)
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遺構外採集出土土器観察表（ 1)

番号 器種 ロ径 器 高 底 径 胎土 焼成 色調 残存 出土位置。その他

1 坪 12 2 6,0 RWB A 橙 75 <-5 G 

2 坪 13 6 5.4 RW'B A 淡赤橙 75 かー 4G 

3 坪 12 7 5.4 RWB A 橙 80 かー 3G 

4 坪 (13.8) (5.4) RWB B 鈍橙 30 こ一 6G 

5 坪 13 4 4 9 RB B 橙 25 お— 4 G 

6 坪 12 6 3.8 RWB A 橙 85 かー 4G 

7 坪 12.1 4.9 RW' B 橙 85 < -4 G 

8 坪 12 1 5 0 RWB A 橙 90 か— 4 G ， 坪 11.6 5.0 RW B 橙 90 

10 坪 13.0 (4.1) RB B 橙 50 きー 4G 

11 坪 RW A 橙 破片 き— 4 G 比企型坪赤彩

12 坪 RW A 橙 破片 比企型坪赤彩

13 坪 10 1 (3.4) RWB B 橙 80 <-5 G 柱状底部残す

14 椀 11 8 6.8 RW'B B 鈍橙 95 かー 4G 

15 短頸壺 (11.3) (6.0) RW'BH B 橙 40 < -4 G 

16 短頸壺 (10 6) (5.2) RW A 橙 15 か— 4 G 

17 大型坪 14 8 8 0 RB B 橙 90 農道北 火に掛けた痕跡有り

18 大型坪 14.4 6.6 RWB B 灰褐 75 農道北 火に掛けた痕跡有り

19 短頸壺 11 7 9.6 3.9 RW'B A 橙 95 

20 坪 芸rrr曹 (2.5) w A 暗青灰 30 か・--2 G 須恵器器肉灰赤色

21 無蓋高坪 (2 5) w A 灰 10 県道南須恵器体部に波状文

22 宜土 (18 1) (5.2) w A 灰 25 県道南須恵器

23 高 坪 17 4 (6.3) RW'B A 鈍橙 55 き—- 4 G 

24 高 坪 (17.3) (12.1) (11 5) RB A 橙 45 け— 4 G 

25 高 坪 12.3 8.0 9.6 RW A 鈍赤褐 55 <-4 G 

26 高 坪 (9.5) RB A 橙 80 きー 5G 

27 高 坪 (6.4) 7.8 RW A 橙 90 < -5 G 

28 高 坪 (4.6) (13. 2) RB B 橙 50 け一 5G 四方透し孔

29 高 坪 (8.8) 8.9 RWW' A 鈍橙 75 かー 4G 

30 高 坪 (15 8) 4.1 RB A 橙 20 けー 4G 

31 高 坪 (17. 7) (4.2) RB A 橙 25 お— 4 G 

32 高 坪 (23.5) (5. 7) RW A 橙 25 <-5 G 

33 高 坪 (3.3) RW'B A 鈍橙 so 
34 高 坪 (5.0) 11.0 RB A 橙 70 こ一 6G 

J9J 「 高 坪 (4.3) 9.0 w A 橙 100 かー 4G 

36 甑 WB A 淡赤橙 破片 か— 4 G 大型甑取手

37 ミニチュア (8.0) (5.1) RW B 橙 45 <-5 G 

38 ミニチュア 5 5 5.6 RW A 鈍橙 80 

39 手捏土器 (1.7) (5 0) RWB B 橙 15 <-5 G 

40 手捏土器 (1.5) (5 4) WW' B 浅黄橙 30 

41 支 脚 5.5 (9.5) RW'B A 灰褐 80 <-4 G 

42 支 脚 (8.0) RB A 橙 95 きー 5G 

43 支 脚 (5.5) (7.0) RB A 鈍黄橙 25 

44 鉢 19.6 11. 9 5.8 RWB B 鈍橙 70 <-4 G 火に掛けた痕跡無し

45 鉢 19 0 (14.2) RWW'B A 橙 F 3-3 けー 5G 火に掛けた痕跡無し

46 壺 8.2 (18.5) RWW' B 浅黄橙 80 <-4 G 

47 芦＋ 12.6 17 1 4 5 RW B 鈍橙 80 

48 四土 12.9 24.8 6 8 RWE A 橙 90 け一 5G 
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遺構外採集出土土器観察表(2)

番号 器種 口径 器 高 底径 胎土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

49 壺 13.8 22.0 5.8 RWW'B A 橙 I 95 <-5 G 

50 豆ギ (24.5) (12.0) RW B 鈍橙 40 農道北

51 空• (20.1) (16.5) RW'B B 鈍橙 35 農道北

52 宮ギ 21.8 37.0 7.5 RW A 鈍橙 70 けー 5G 穿孔土器

53 甕 18.3 30.3 5.0 RWW'B B 橙 90 農道北

54 甕 17.6 30.5 5.0 RW B 鈍黄橙 75 農道北

55 甕 (16.5) (26.2) (6.4) RW  B 鈍橙 40 かー 4G

56 甕 17.7 31.4 6.0 RWW' A 鈍橙 70 農道北

57 甕 15.8 27.4 6.2 RW A 鈍橙 80 かー 4G 

58 甕 (19.9) (36.8) (4.8) RWW'B B 鈍黄橙 45 きー 4G 

59 甕 19.2 (35.0) RWW' B 鈍黄橙 80 こー 6G 

60 甕 25.0 (28.6) RWW' A 橙 60 農道北

61 甕 18.2 18.0 RWW' A 橙 70 かー 4G 

られるが坪部の形態は不明である。同様の高坪脚部は他に第87号住居跡の35がある。 29は有稜坪が

のる形態と思われるが、口辺部が大きく開く。 32は大型の坪部である。 27と35は異系統の脚部だが

どちらもミニチュア的である。

36は甑の把手だが、付け根が胴部に埋め込まれていた痕跡を残す。

37~40はミニチュア土器および手捏土器である。

41~43は土製支脚だが、 43は壺の口縁部を倒立したような精緻な作りである。

44~52は鉢と壺である。 44• 45の鉢は煤付着等の火に掛けられた痕跡はない。 48の壺は模倣杯状

の口縁部をもつ特殊な形態である。 52の壺は胴部下半の粘土接合部分を、焼成前に精緻な粘土で上

塗り補修するという本来的な特徴に加えて、胴部上半に 1か所焼成後穿孔されている。

53~61は甕である。 53は外面のケズリがあまく、底部も丸底気味である。 59は頸部のくびれと胴

部の張りが弱いため円筒状の胴部である。口縁端部に面をもたずに丸く仕上げられ、胎土も黄色味

を帯びており、第120号住居跡の38が同様の特徴を持つが、これらの特徴は本遺跡出土の他の甕とは

異なる。 60は広口で球形胴だが胴部下半に煤が付着する。

本項でまとめた土器の大部分は原位置を離れたものだが、住居跡等の掘り込まれた遺構に伴なわ

ず、明らかに旧地表面上から出土したものもある。 52の壺は穿孔された特殊なものだが第18号住居

跡北側の空白地点で出土し、周辺には28の脚部に透し孔をもつ高坪や48の特殊口縁の壺も存在した。

また44の鉢と46の壺も第36号住居跡北側の空白地点で出土した。さらに20の須恵器の蓋坪も第103号

住居跡東方の地表面上で検出したものである。これらの土器は第 1号・第 2号祭祀跡のように旧地

表面に意図的に据え置かれた可能性もあるが、一方では他の土器片とともに不用となったものが放

置されたと考えることもできる。いずれにしても旧地表面上に存在した土器としておく。
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2 平安時代の遺構と遺物
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(1) 土壊•井戸

県道南側で土墳 9基、遺跡北寄りで井戸 1基を検出した。出土遺物はなかったが、後述する溝と

同様な覆土であることから平安時代のものと判定した。

第13号土壊

おー 4グリッドに位置する。長径1.56m、短径1.04m、深さ0.12mの不整楕円形で長軸方向はN

-42°-Eである。

第14号土墟

おー 4グリッドに位置する。北東端が 2段掘りになっているが、長径2.16m、短径1.24m、深さ

0.18mの不整楕円形で、長軸方向はN-46°―Eである。

第15号土壇

えー 3グリッドに位置する。長径1.12m、短径0.8m、深さ0.22mの楕円形で長軸方向はN-68°

-Wである。

第16号土壊

えー 3グリッドに位置する。南半が 1段深くなるが長径1.26m、短径0.68m、深さ0.12mの楕円

形で長軸方向はN-33°-Eである。

第17号土壊

えー 2グリッドに位置する。第119号住居跡を切り込んでいた。北端は掘り込みが不明瞭で、南端

は確認できなかった。長径約4.lm、短径0.6mの規模で、長軸長方向はN-45°-Wである。深さは

O.lmほどで、南端ではさらに0.16m落ち込む。

第18号土壊

おー 3グリッドに位置する。長径1.46m、短径0.78m、深さ0.26mの不整楕円形で、長軸方向は

N-53°-Eである。

第19号土壊

おー 3グリッドに位置する。長径1.66m、短径0.72m、深さ0.12mの不整楕円形で長軸方向はN

-15°―Eである。

第20号土壊

おー 3グリッドに位置する。長径2.54m、短径1.82m、深さ0.34mの楕円形で長軸方向N-13°-E

である。覆土の堆積はやや乱れていた。

第21号土壊

えー 2グリッドに位置する。第146号住居跡を切り込んでいた。長径1.2m、短径0.9m、深さ0.3

mほどの楕円形と考えられる。

第 1号井戸

さー 7グリッドに位置する。径1.32mの円形の素掘りで、底面は土層の乱れより深さ0.94mにな

ると思われれが、砂層には達していない。
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SK 14 

＼ 
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1 褐灰色(lOYR4/1) 枯性強。多駄の白色微粒、微址の炭化物を含む。

2 褐灰色(lOYR5/1) 粘性強。微絋の白色微粒を含む。

3 鈍黄掲色(lOYR7/2) 砂プロック。

4 灰黄褐色(lOYR5/2) 粘性強こ微量の白色微粒を含むc

SK 15 

□), ＇ 
” ］ 褐灰色(lOYR6/ll 粘土質（多最の炭化物を含むc・

2 灰黄褐色（10YR6/2) 砂質，』多最の鉄分を含む。

旦 29 1 0 

ニ1 褐灰色(IOYR6/l) 粘性有。多絋の灰白色砂を含むs

2 掲灰色（IOYR6/]) 粘性有。少量の灰白色砂を含むc

3 褐灰色(IOYR5/]) 粘性有こ微量の赤褐色鉄粒を含む。

4 褐灰色(IOYR54/l) 粘性有。微景の赤褐色鉄粒を含む，

＜ 祉

旦ー29 2 0 -g 

三言
SK 18 \:~/ ＼

 

1 褐灰色IJOYR5/l) 粘土閥多昼の炭化物を含む。

2 灰黄褐色(JOYR6/l) 粘土質。微祉の炭化物を含むe

3 鈍黄橙色(JOYR7/2) 砂質微紐の炭化物を含むc

4 灰白色(JOYR7/l) 枯土質ら混入物なし。
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冒 ： 
l 褐灰色 (!OYR6/!) 枯土酋こt昆入物なし，

1 灰白色（IOYR7/_I) 粘士質混人物なし。 2 褐灰色 (10YR6/1) 砂質o t昆入物なし，

2 褐灰色（10¥'R6/1) 粘七乳少試の土器片を含むこ 3 灰黄褐色（10¥'R6/2) 砂質。混入物なしこ

3 褐 灰 色(IOYR6/1) 粘ナ質混入物なし゜ 4 褐灰色(IOYR6/2) 粘上質。少量の砂、微最の炭化物を含む 。 2m 

第602図 平安時代土塙（ 1)
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冒
1 灰 白 色(!OYR7/1) 粘十質。灰白色土ブロックを含むこ

2 鈍黄橙色（!OYR7/2) 粘士質。微凪の炭化物粒を含むn

3 灰黄褐色(!OYR6/2) 砂質。混入物なし，』

4 褐 灰 色(10YR6/1) 砂質。混入物なし。地山土流入層。

□EO 

SK 20 

｀ 

~I 

B 四 "

1 褐灰色（JOYR5/J) 粘士質J多凪の炭化物を含む。

2 褐灰色（!OYR6/1) 粘土質口炭化物を含む。

3 鈍黄橙色 (10YR7/2) 粘土質こ混入物なし。

4 灰黄褐色（10YR6/2) 粘土質'i昆入物なし。

5 灰白色(!OYR7/1) 粘土質c t昆入物なしロ

6 鈍黄橙色（!OYR7/2) 砂質。混入物なし。

1 灰黄褐色(10YR4/2) シルト質。多量の炭化物・灰を含むc

2 灰白色（10YR7/1) シルト質。灰色粘土フロノクを含むロ

3 灰裁褐色(10YR5/2) 粘土質。多量の白色粒を含む。

4 渇灰色（10YR5/1) 粘土質c 少拭の白色粒を含む。

5 掲灰色(10YR4/1) 粘土質。混入物なし。

6 灰黄褐色（10YR6/2) 粘土質。鉄分•砂を含む(9
7 褐灰色（10YR6/1) 粘土質。微鼠の炭化物、青灰色士フロックを含むc

8 褐灰色（10YR5/1) 粘土質口混入物なし。

9 鈍黄橙色（10YR6/3) 粘土質。壁に形成された鉄分層。

10 掲灰色（10YR6/1) 粘土質y少最の白色粒を含む。

11 灰黄褐色（JOYR6/2) 枯土質。混入物なしC

12 褐灰色(10YR4/1) 粘土竹こ多絋の炭化物を含む粘士プロ；；ク。

13 灰黄褐色（10YR5/2) ンルト質2 鉄分•砂を含むc

゜f---V I 朽

第603図平安時代土塙（ 2)• 井戸
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(2) 溝

平安時代の溝は17条が検出されたが、形状や走行方向によって 3種類に大別することができる。

本項では個々の詳述をせず、種類ごとに特徴をまとめることにする。なお、平面図中の破線のうち、

上端・下端が揃うものは古墳時代の遺構との切り合い部分を示し、上端のみのものは表土除去時に

平面形のみを記録した部分である。
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第 9号・第10号・第12号・第13号・第21号の各溝は旧地形である自然堤防の等高線を横切るよう

に北東から南西へ向けて平行して掘削され、途中に水溜め状の膨らみのある共通した要素をもって

いる。水溜め部は地山砂層に掘り込まれ、第 9号・第10号・第21号の各溝は北東方向からの細い溝

が接続しており、第13号溝も本来は同様な形態だったと考えられる。第10号溝は水溜め部付近で掘

り直しされたことが断面で観察でき、第21号溝は第22号溝に接続すると見られる。第12号溝以外の

三L 」 寸
本来 m位円より
Hm斗行B[h

I入も

a-I 

I 

0/ + ~三r I 芍＇／ノ

O 10m 
l -+ - --- l 9 500 

冒
]

／ 

ぃノ ＇ 

第605図平安時代溝群（ 2)

-707--



麟

量

冒 馴 瓢 畠瓢

冒瓢冒' ”□冒

冒冒 ・冒 冒言

“`;~.,,.W 
公 ’旦―』'.豆_

贔

冒

且ぷ冒 疇

―£'. 

9
9

冒
SD 16 

2 9 4 0.A-

冒1冒
第606図平安時代溝群断面図

-708-

0 2m 
l | --I9 80 



□‘
‘
¥
“
-
¥
I
/
]

』

ー

し

／
＼
 

い＼
 ゜

ーSD 

SD 13 
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冒
1 渇灰色（IOYR411) 枯質。炭化物を含む。

2 灰白色（!OYR7/1) 枯質混入物なし。

3 褐灰色（IOYR5/ll シルト質。微量の白色軟質拉を含む，

4 褐灰色（IOYR5/1) シルト質。多量の砂を含む。

5 鈍黄橙色（!OYR7/2) 砂質。土器片を含む。

6 褐灰色（IOYR5/ll シルト質。微量の炭化物を含む。

7 灰白色（IOYR7/I) 粘質。微量の炭化物を含むc

8 褐灰色（IOYR6/ll シルト質。微量の炭化物を含む。

9 灰白色（IOYR8/J) シルト質。i昆入物なし，

l¥:¥ 

SD 9 

＼ 

IL¥ 

A-2 9 2 0 A' 

1 灰黄褐色(lOYR4/2) 粘士質。鈍黄渇色土・黒褐色士をラミナ状に含む，
2 鈍黄褐色(lOYR4/3} シルト質。束9土プロックを含む。

3 灰黄褐色(lOYR4/2) 粘土質。阻砂を含む。

4 純黄褐色(lOYR4/3} シルト質。粘土小プロックを含むU

5 鈍黄褐色(!OYR4/3} シルト質。混入物なし。

SD 21 

＼ 

SJ 155 

“ 
A-2 9 4 0 A' 1 褐灰色(JOYR6/1) 粘土質，微量の白色微砂粒を含む，

2 灰黄褐色（10YR5/2) 粘士質。微量の白色微砂粒を含むコ

3 褐灰色（10YR5/1) 粘土質。灰白色粘土プロックを含むe

4 灰黄褐色（10YR6/2） 枯土質，混入物なしe

5 灰黄褐色（JOYR6/2) 粘士質，灰白色粘士プロックを含む，

6 灰黄褐色（10YR5/2) 粘土質，白色砂プロックを含む，

1 灰渇色110¥'R5/ll 枯性強．灰色土・暗灰色土の互層 少蓋の白色微粒を含む，

2 白灰色IJOYR7/JI 粘性99 地山砂混合層。

第607図 平安時代溝・水溜部
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第608図平安時代溝出土遺物

平安時代溝出土土器観察表

番号 器種 口径 器 高 底径 胎 土 焼成 色調 残存 出土位置•その他

1 坪 13.5 3.4 5.7 WB A 灰 100 第9号溝「大田力」内外面墨書

2 坪 13.3 2.6 6.7 WB B 灰 85 第9号溝

3 坪 (3.0) 5.7 WB A 灰 60 第9号溝

4 坪 (1.0) 5.7 WB A 灰 100 第9号溝転用硯内面底部磨滅

5 坪 12.5 3.6 6.2 WW'B B 鈍黄橙 85 第9号溝

6 坪 (12.4) (3.6) WB A 青灰 45 第10号溝

7 坪 12.7 3.5 6.2 WB A 灰 85 第21号溝外面墨書

水溜め部は一直線上に並び、その直線は最高所にある第 9号溝の走行方向に直交する。各溝間の間

隔は水溜め部を基準にすると第12号溝ー第10号溝で22.0m、第10号溝ー第 9号溝で37.0m、第 9号

溝ー13号溝で68.5m、第13号溝ー第12号溝で53.5mとまちまちだが、水路としての機能に加えて一

定の規格のもとで土地を区画していたと考えられる。出土遺物は第 9号溝より 1~5の坪、第10号

溝より 6の坪、第21号溝より 7の坪がそれぞれ出土した。 1と7には墨書がみとめられるがいずれ

も不鮮明でハネやハライ等は確定し難く判読には困難をきわめた。 4は転用硯で、内面底部が磨滅

している。 9世紀後半のものと見られる。このほか、第 9号・第21号溝からは土錘も出土した（第

559図67~73)。

第14号・第15号・第18号・第19号・第25号の各溝は平行し、前者の一群とは走行方向がわずかに

にずれている。第18号溝と第19号溝は接続すると考えられる。出土遺物はないが第15溝の覆土上層

に浅間B軽石がみとめられたことから12世紀初頭ごろのものと考えられる。

等高線と直交するような前二者に対して、第16号溝とそれに接続すると見られる第17号溝とは走

行方向を違える。出土遺物はなく、交差する他の溝との新旧関係も確認できなかった。
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v 調査のまとめ

城北遣跡はこれまで見てきたように、古墳時代後期の集落跡であり、 157軒の竪穴住居跡を中心と

して、それに付随する祭祀跡、土壊および溝や集落の外縁部を取り巻く河川跡の一部も検出するこ

とができた。また、これらに伴う遺物も膨大な量があり、図示した土器約3600点のほか、多数の上

製品・石製品・木製品も良好な状態で出土した。

調査中から住居跡出土の人骨や獣骨、祭祀跡などが注目されていたが、これらに加えて整理段階

で特殊な遺構や遺物の存在が明らかになってきた。遺構ではカマド構造にかかわる諸要素、遺物で

は土器削片や赤色顔料、黒色樹脂といった生産関連遺物などである。これらの遺構や遺物は特定の

範囲や住居跡等に集中的に存在するのではなく、複数の遺構の床面上や覆土中から少数が散発的に

出土するため、ともすると見過ごされがちなものであり、かりに本遺跡を狭い面積で調査すると不

明確な事項も、 2万m2157軒の規模で考えると明確化してくることも少なくないのである。

本章では、城北遣跡を代表する遺構・遺物はもとより、このようなものも集成的に取り扱うこと

によって本遺跡の特徴をより鮮明にすることを目的とし、以下に示すような 8項目を設定した。

1 遺跡の変遷

(1) 土器の変遷

(2) 集落の変遷

2 人骨・獣骨

(1) 人骨

(2) 獣骨

3 祭祀跡

(1) 第 1号祭祀跡

(2) 第 5号祭祀跡

4 住居施設

(1) 周堤と壁面構造

(2) カマドの構造

(3) 貯 蔵穴

5 土器

(1) 模倣坪の製作痕跡と製作過程

(2) 坪□辺部の製作痕跡

--711-

(3) 甕の口縁部形態

(4) 転用器台と甑

6 生産関連遺物

(1) 土器削片

(2) 滑石製品製作遺物

(3) 赤色顔料

(4) 黒色樹脂

(5) その他

7 木 製 品

(1) 農具

(2) 建築部材

8 特殊遺物

(1) 特殊土器

(2) 穿孔土器

(3) 特殊木製品



1 遺跡の変遷

(1) 土器の変遷（第609図）

城北遣跡で検出した住居跡は157軒にのぼり、図化しえた土器は3600点を越える。このような大規

模遺跡の変遷や諾特徴を考えるとき、時間的な尺度が必要となり、そのために土器の変遷を追うこ

とは避けて通れず、次に示すような土器変遷案を試みた。原則としてカマドや床面上から出土した

坪および甕を用いたが、これは既に述べたように大部分の住居跡ではカマドおよび床面上以外の出

土遺物を平面位置。垂直位置で記録していないためである。本文中に掲載された土器の図は、すべ

てが床面上の一括資料とは限らないため、同一遣構内の遺物であっても文章および観察表で出土位

置を確認してもらうことを明記しておく。

I期：模倣坪出現以前で、カマドが採用されている段階である。坪は和泉期の椀の延長線上にあり、

内湾気味につまみ上げられた口縁部で、平底と丸底が混在する。甕は球形胴である。

II期：模倣坪が採用され、カマドも定型化する段階である。坪の形態によって 2小期に細分できる

が、甕の形態変化は見られず、胴部中位が張り口縁端部は丸く仕上げられるものが主流で、

面取りするものも出現する。

II-1 坪口辺部は直立し、端部が丸くわずかに内湾気味となるものが主流である。

II-2 坪口辺部は直立するが、端部に面をもち、径がやや小さくなる。この比率が、端部

が丸いものを上まわる。

III期：坪の径が全体的に小さくなり、口辺部は前の時期に比べて短かく外傾化して、体部は浅くな

る。甕は肩が張らず、長胴化がすすむが、最大径は下位に下がる。口縁端部の面取りは顕著

になる。 FA降下直前の段階で、第98号住居跡では床面上でFA層が確認できた。

IV期：坪には数種類のバリエーションがみられるようになる。第87号住居跡の床面上一括の坪を見

ると、 III期の坪と判別し難いものが残在する一方で口辺部の外傾化がすすみ、体部の浅い坪

が見られるようになる。さらに特筆されるのは、ヘラミガキを施した上に黒色処理する蓋と

身がセットとなる坪が出現することだが、蓋の形態は周辺遺跡でも見られないものである。

甕はさらに長胴化がすすむ一方で、口縁端部の面取りもすすみ、当該期の甕口縁部形態を席

巻する。 FA降下以降のものを一括したが、細分は可能かもしれない。

つぎに他遺跡、他地域の土器編年との対比をしてみたいが、本遺跡では他遺跡との共通項となる

べき須恵器の出土がほとんど皆無に近い反面、多くの遺構において FAを包含する層が確認された。

このため既成編年のうち、須恵器およびFAからクロスチェックや年代比定のできるものとして隣

接遺跡のA:砂田・柳町遺跡（剣持1993)、隣接する児玉地域のB:後張遺跡（立石1983)、FAが鍵

層となる群馬県榛名山麓のC:FA・FP層下出土土器編年（坂口1990)を用いることにする。

I期： AのII。III期、 BのV期、 CのI期に相当し、 いずれもほぼTK208型式の須恵器の段階と

され、 Aでは 5世紀第III四半期にあてられている。

II期： AのIV期（時期設定はここまで）、 BのVIa • b期、 CのII期に相当し、 AではTK23型式の

須恵器の段階で 5世紀第IV四半期に比定され、 CではTK47型式の須恵器の段階とされてい
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る。本項でのII-1期． II-2期の細分がそれぞれに対比できるかもしれない。

III期： BのVII期（この時期以降詳細不明確）、 CのIII期に相当し、 Cでは FA層の下位にあたり、 T

K47~MT15型式の須恵器の段階とされ、さらに FAの降下年代をMT15型式段階の 6世紀

第 I四半期に比定されている。

IV期：模倣坪が浅くなる傾向にあることから CのIV期に相当する。 FPで直接埋没する時期とされ

TKlO型式の須恵器の段階にあって、 6世紀第II四半期に比定されている。

(2) 集落の変遷（第610• 611図）

前項で試みた土器による時期区分を援用して、 157軒の住居跡が密集する集落の変遷を概観して

みたい。

I期： 9軒［全157軒中の5.7%]。自然堤防の最高所寄りに散在し、ちょうど県道の北と南で各 1グ

ループとなる。いずれもカマドをもつが、後の時期のものに比べて袖内面の焼上化がきわめ

て弱いものであった。

II期： II-1期・ 17軒［10.8%]。II-2 期 •]8軒［11.5%] 。計35軒 [22. 3%]。上器変遷の上で 2

小期に細分したため、これに対応する分布図を作成した。短期間の変遷と考えられ、 II-1

期には最北部・中央部・県道南部の 3グループに大きく分けられたものが、 II-2期になる

と最北部には住居がなくなり、他の 2グループは中心部に向かって展開する傾向が見られる。

なお、集落最北端を画する第 1号溝はこの段階で掘削され、さらにその外側には第 4号祭祀

跡が営まれた。一方集落南端部には住居はまだ造られていない。

III期： 67軒[40.1%]。この時期に至って、集落規模は最大級に膨張した。第21号住居跡以北が他か

らわずかに分離して小グループとなる以外は住居跡が連綿と分布する。前時期との大きな違

いは集落の西側から南側にかけて分布が広がったことだが、これは河川に向かう低位置に住

居が営まれたことになる。河川の水位あるいは地下水位の変動によるものであろうか。この

ほか集落内に第 1号・第 2号祭祀跡が形成された。

IV期： 46軒 [29.3%]。III期に膨張した集落はFAの降下を契機として収束がすすみ、北部・中央部

（西部）・南部の明確な 3グループとなる。北部・南部の 2グループは集落の北端と南端に及

び、それぞれのグループの中に、床面上に人骨の残存する住居跡と覆上中に馬骨を包含する

住居跡が存在するという共通点がある。このほかに、集落北方の河畔および河岸には第 3号・

第 5号祭祀跡が形成された。

以上が土器の変遷に基づいた集落の変遷であるが、これ以降の住居跡は存在しない。河川跡内で

は木製品集中地点を 2か所検出したが伴出土器は 7世紀前半のもので、当該期の遺構は対岸の柳町

遺跡に存在するため、城北集落ではなく柳町集落から廃棄された可能性が強い。

集落範囲の東限は定かではないが、第103号・第128号以東に住居跡はなかった。第128号住居跡北

側の第 1号性格不明遺構は集落機能時の樹木痕の可能性があり、そうであれば集落の最高所に存在

し、周囲には住居が造られなかったという景観の一部が推察できる。
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2 人骨。獣 骨

集落内の各所においては人骨および獣骨を検出した（第612図）。それぞれの詳細な鑑定結果は人骨

が付編 7、獣骨が付編 1に詳しいので参照されたい。

(1) 人骨（第613図、図版 2~5 • 33 • 37) 

床面上から人骨を検出できた住居跡は第 4号・第124号・第125号・第126号の 4軒で、合計 9個体

が存在していたことが明らかになった。この 4軒からの遣物の出土状況を見てみると、いずれも力

マド燃焼部およびカマド周辺から土器がほぼ使用時の状態で出土している。これは人骨を伴わない

住居跡でも頻繁に見られる状況だが、これに加えて該当する 4軒のみで見られる他の住居跡とは

異なっている要素をまとめてみたい。まずカマドの構追は第 4号・第125号住居跡のカマド袖の構築

方法が特殊であることがあげられ、前者では両袖に、後者では右袖に 3個体の甕および甑を倒立さ

せており、この構築方法が見られたのはこの 2軒のみであった。土器以外の遺物にも注目すべきも

のは多く、第 4号住居跡からは赤色顔料ブロック・鉄滓・土玉が出土し、第124号住居跡からは土玉

と牛骨、第125号住居跡では赤色顔料ブロック・土玉、第126住居跡では赤色顔料ブロック・鉄滓．

ガラス小玉・臼王が出土した。顔料ブロック・土玉・臼玉などは人骨を伴わない住居跡からも希に

検出されるが、鉄滓やガラス小王は他の住居跡からの出土例はなく、カマドの構築方法もあわせる

と、これらの要素が人骨を伴う住居跡で複合する点に特殊性を感じざるを得ない。

住居の埋没状況は集落最北端に位置する第 4号住居跡と最南端に位置する第124号・第125号・第

126号住居跡とは対照的で、第 4号住居跡は自然な堆積で覆土中から遺物はまったく出土しなかった

が、他の 3軒は覆土中に多量の土器と礫が投入されていた。

死因や各個体の血縁関係については解明できなかったが、様々な姿勢をとりつつ部分的に重なり

合っていた。また、各住居跡の土層観察からは住居の埋没途中の覆土への掘り込みや遣体への被覆

土はみとめられず、第 4号住居跡では人骨直上に上屋構築木材が乗っていた。使用された土器の撤

去や破壊行為もみられないため、住居としての機能を中断した上で家屋の原形をとどめている期間

内に遺体が床面上に存在していたと考えられる。その後、人または動物によって骨格は動かされ、

第 4号住居跡のA号は頭蓋が住居の隅に移動し、膝以下の骨格も乱されていた。同B号も膝より下

の骨格以外は乱され、頭蓋骨は隣接する第 2号住居跡の覆土中から出土した。第126号住居跡ではA

号の頭蓋骨が散乱し、 C号との間にある骨格の混在も不自然だった。

さて本遺跡と同様に住居跡から人骨の出土したものを他に求めると類例はきわめて少ない。管見

に触れた例を列挙してみるならば、近隣では児王町藤塚遺跡B地点（徳山1991)、群馬県渋川市中筋

遺跡（大塚1988)、地域は離れるが長野市榎田遺跡（長野県埋文センター1992)などがある。藤塚遣跡

B地点では古墳時代後期の住居跡床面上より小児骨が検出された。この住居跡は火災住居で、焼土

や炭化材が骨の上に覆いかぶさっていた。同遣跡の他の住居跡や同町後張遺跡D地点の住居跡から

も床面上から骨粉が検出されているが、いずれも古墳時代後期の火災住居であるという。中筋遣跡

では弥生時代後期の住居跡床面上より頭蓋骨・下顎骨が検出されている。榎田遺跡では古墳時代前

期と後期の住居跡の床面上で人骨が検出された。いずれの例も出土状況の詳細を伝える報告がない
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ため細部の比較検討はできないが、床面上からの出土という共通点をもっている。

これまで述べてきたように、本遺跡の 4軒の住居跡は集落内では特殊性を持っているといえるが、

住居跡に人骨が存在する事例は時期や地域を広げれば他遺跡・他地域にも見出すことができる。集

落内での特殊性は「日常」に対する「死」がもつものであり、住居内に遺体を置くことが時期や地

域を越えて他でも実施されていたことから推察すると遺体の処置法として普遍性をもっていた可能

性もある。これまで古墳時代の古墳以外の葬法については資料が皆無に近かったが、本例が突発的

な死亡事故に遭遇した人がそのままの状態で埋没したものではなく、何らかの原因で死亡した人を

第三者が葬った葬法のひとつと考えたい。

(2) 獣骨（第614図、図版38• 39) 

① 馬・牛

馬は第 9号・第11号・第13号・第155号住居跡の 4軒の覆土中から歯および骨格が混在した状態

で出土した。特に第 9号・第13号住居跡は歯が中心で、後者は歯の本数から 2頭分の存在が判明し

ているが、上顎・下顎に着いた並列状態ではなく、散乱状態であるため、他所で破壊したものを投

入したと考えられる。このほか第 2号住居跡の覆土中からも馬歯が 1点出土しているが、以上のす

べての例はIV期の土器を伴う。一方、第53号住居跡ではFAブロックを包含する覆土中から馬骨が

出土したが、歯は伴わず、 III期に相当すると思われる。特筆すべきは第9号住居跡で馬歯群に混じ

って臼玉が検出されたことである。馬歯骨の出土状況は馬頭骨を用いた祭祀というよりは他の目的

で利用した後に不用となったものを投棄したと見られるが、本来的に貴重であった馬ゆえに残滓の

投棄にあたっても祭祀遺物を添えたものと考えられる。

牛は第124号住居跡の 1軒のみで検出され、カマド脇の灰層中からの出土だが、焼骨ではない。馬

骨と同じIV期のもので散乱する出土状況も類似しているが、馬が直接住居に伴わない覆土中のもの

であるのに対して、本例は住居に直接伴うと考えられる。本住居跡からは人骨も検出されているが、

関連は不明である。古墳時代に属する牛の検出例は馬以上に希有なものといえる。

②鹿・猪

鹿は 7軒の住居と 1基の土塙から歯・角片・骨片を検出した。すべてII~III期にかけての遺構で、

第64号住居跡以外は覆土中からの散発的な出土である。第76号住居跡では貯蔵穴内から 3点出土し

たが、うち 1点は角の根元に当たる角座骨で、角をへし折るための刃物による加工痕が明瞭に残っ

ている。焼骨はなく、何らかの用途に付されたのちに投棄されたと考えられる。

確実に猪とされる骨片は第13号・第15号・第92号住居跡の 3軒から出土した。第13号・第92号住

居跡ではカマド内外の灰層中、第15号住居跡では覆土中から出土したが、いずれもIV期の土器に伴

う焼骨である。上述の鹿には確実な焼骨はないため、鹿か猪か判別できないもののうち、焼骨は猪

である可能性が強い。そうだとすると第62号住居跡カマド灰層からの焼骨は I期の猪ということに

なるし、第 1号祭祀跡で検出された焼骨も猪と考えられることになる。

③ その他

カマドの灰層を洗い出すことによって鳥と魚の骨を得ることができた。特筆されるのは第70号住

居跡（IV期）と第94号住居跡(I期）から海棲魚のタイ型魚類の焼骨が検出されたことである。
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3 祭 祀 跡

本遺跡では 5か所の祭祀跡を検出した。第 1号祭祀跡は集落内に存在し、多菫の土器と滑石製模

造品を用いている。第 2号祭祀跡も集落内にあって、甕を中心とする土器と滑石製模造品を用いて

いるが、模造品は刀子形・斧形であり、第 1号祭祀跡のものが剣形・有孔円板・臼玉であるのと対

照的である。第 3号祭祀跡と第 4号祭祀跡は集落北方の河川跡に至る河畔帯に存在する。前者は地

面に据えられた大型壺と坪・鉢からなる土器群で後者は地表面に置かれた 7点の坪群である。どち

らも滑石製模造品を伴わないが、無遣構地帯に意図的に据え置かれた土器群との判断から祭祀跡と

した。第 5号祭祀跡は無遺構地帯を越えて河岸に持ち運ばれ意図的に投棄された土器群であり、舟

形木製品も伴うことから祭祀跡と判断した。集落内の第 1号・第 2号祭祀跡はIII期のものであり第

3号・第 4号・第 5号祭祀跡は一直線上に並ぶが、時期的には第 4号がII期、第 3号・第 5号がIV

期のものである。

(1) 第 1号祭祀跡（第615• 616図、巻頭図版 1~3、図版 7• 41) 

出土状況の詳細については既に述べており、本項では土器の配置や滑石製模造品の使用状況等の

復原を試みた。土器の配置では、まず eの大型壺と破線部に存在したであろう大型壺とを据えて a.

b 。 C•d の壺群を置き、 e の傍には中型の土器群、想定大型壺の周囲には高坪群、そして壺によっ

て囲まれた空間に坪の集積を置いている。大型壺群のうち b• c • eの3点には胴部に焼成後の穿

孔がみとめられる。第616図には 2点以上の坪が重なる集積中の各ブロックを示した。すべてのブ

ロックの最下段にあった坪と一部の最上段の坪が明らかにできたが、概してIII期に相当する坪でブ

ロック間や最下段と最上段との間で明確な型式差はみとめられない。土器群周囲の旧地表面には F

Aブロックが存在する一方で、土器群の下の地表面にはFAブロックが存在しないため、 FA降下

直前の短期間に集積された土器群と考えられる。

滑石製模造品のうち、剣形品と有孔円板は土器群北側に接して存在するピットの周辺に集中し、

細かく見れば土器群側の半径約75cmの範囲に限定される。これはピットに木柱ないしは枝状のもの

を樹立させ、土器群側へ向けて剣形品や有孔円板を吊り下げたものと推察される。一定期間が経過

し模造品が落下したのち、樹立柱は引き抜かれ、その際周辺に存在した高坪が陥落したと考えられ

る。これに対して臼玉は坪群の範囲内に集中し、集積行為と同時進行で坪内に数点入れられたり、

振り撒かれたようである。

このほか、特筆すべき要素が 2点ある。 1点は土器群北縁寄りの坪ラ (228)の下面から鹿または猪

と見られる焼骨が出土したことだが、獣骨のまとめで既に述べたように猪の可能性が強く、渋川市

中筋遺跡（大塚1988)でも祭祀跡から猪の歯が検出されている。もう 1点は土器群南側の樹痕の存在

であり、樹木の傍らに営まれた祭祀跡である可能性が考えられる。

集落の北西縁に FA降下直前に営まれた本祭祀跡だが、上述した土器配置を集落内から見た場合、

2つの大型壺が両脇に据えられ、その間の手前に中・小型土器群が集積され、奥には壺群が障壁状

に立て並べられているという土器群の立面観を得ることができる。さらにその遠方の延長線上には

榛名山を臨むことができるため、祭祀行為の対象として考えられるものに、活動する榛名山をあげ
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ておきたい。 III期に営まれたこの祭祀跡はその後IV期を経て集落の終焉を迎えるまでほとんど手を

加えられずに放置されて埋没した。

(2) 第5号祭祀跡（第617図、巻頭図版 2、図版 8• 42) 

前述の第 1号祭祀跡が集落内に存在したのに対して、本祭祀跡は、同時期で最寄りの第 4号住居

跡から90mを隔てた集落外の河岸に位置する。また第 1号祭祀跡をはじめとする 4か所の祭祀跡が

完形土器を地表面に据え置く形態をとるのに対して、本跡は河岸から河中に向けて土器を投棄した

ような形態である。河川へ土器を投棄する事例は他にも多く見られ、すべてが祭祀行為によるもの

とは限らないが、本例は集落内でも出土することの少ないきわめて大型の壺が 2点も存在すること

と、海洋・湖沼•河川の祭祀に関係する舟形木製品が伴うことから祭祀行為の痕跡と判断した。

遺物の出土範囲は、土器の集中する状況によってA・B・Cの3ブロックに分けられる。各ブロッ

クごとに壺を中心として坪片が散乱していたが、 Aブロック中の36• 37の大型壺 2点が比較的まと

まっていた以外は検出時にはいずれも原形をとどめておらず、位置的に離れた破片どおしが接合し

た例もあるため、他所で破砕した土器をこの場所で投棄した可能性が強い。また各ブロックとも中

心的な壺の位置を起点として破片の分布が南方向に伸びる傾向にあるが、これは河川の水流が南に

向いていた影響を受けていたためと考えられる。

幅約40mの調査区にかかった河川跡において唯一確認できた祭祀跡だが、この位置に痕跡を残す

に至った背景を若干考えてみたい。先述したように第 3号・第 4号・第 5号の 3か所の祭祀跡は集

落から河川にかけて一直線上に位置している。さらにこの線上には河川跡 1~4および 7の土器の

出土地点も乗る（第538図参照）。 ここに挙げた遺構のうち第 4号祭祀跡と河川跡の 1~4の土器出

土地点はII期に、また第 3号・第 5号の 2か所の祭祀跡はIV期に属するものである。河川跡の土器

出土地点は祭祀跡とはしなかったが、 4の大型壺は祭祀跡出土のものと比べても遜色のないもので、

集落から離れた位置に持ち込まれた点に特殊性が感じられる。 2つの時期に分かれる祭祀跡および

土器出土地点だが、 II期の河川跡土器出土地点とIV期の第 5号祭祀跡、またII期の第 4号祭祀跡と

IV期の第3号祭祀跡はそれぞれ近接した位置にある。これは集落内における住居跡の分布にも対応

し、 II期とIV期には遺跡最北端にまで分布が広がるが、この方面に祭祀跡のないIII期には北限は後

退している。

以上の状況から判断すると、時期を越えてほぼ同じ場所を意識して祭祀にかかわる土器が持ち運

ばれた可能性が考えられ、さらに集落と河川を結ぶ道の存在も想定可能かもしれない。東側をのぞ

くすべての側縁が河川に面しているにもかかわらず、なぜ祭祀の痕跡を残す場を集落北方の離れた

位置にしたかについては考えるすべもない。しかし、あえてその条件のひとつをあげるならば北側

のみが非常に緩い傾斜で河川に移行していくという地形的な特徴をもち、この地形ゆえに北側が選

定されたものと考えられる。河川の祭祀を考える上での今後の留意点としておきたい。
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4 住居施設

(1) 周堤と壁面構造（第618図）

①周堤

竪穴住居跡の周堤の実態は群馬県榛名山麓のテフラに埋没した集落跡で明らかにされているが、

本遺跡においても一部の住居跡で断面観察によって周堤状の盛土を確認することができた。周堤の

存在が明らかになったのは第 3号・第41号・第46号の 3軒の住居跡でいずれも II~III期のものであ

るため、住居廃絶後も周堤の高まりを残したまま他の住居が営まれていたことになる。周堤幅は

45~150cmとまちまちだが壁面が垂直に残る第 3号・第41号住居跡では、高さ45cmほどの壁上に約50

cm幅の平坦面を取り、その外側に盛り土されている。

渋川市中筋遺跡では、深さ70cm前後の竪穴を掘ったのちに、垂木尻を壁上の地表面に置くように

屋根を作り、この垂木尻を固定させるように土を寄せて周堤帯とした工程が復原的に考えられてい

る（大塚1988）。これと比較すると本遺跡の竪穴の深さや周堤の位置および幅、さらに後述するカマ

ド煙道の長さは大きく異なり、根本的に住居の上屋構造が違っていたと考えられる。周堤が住居内

への雨水等の浸入を防ぐ機能をもっていたと考えれば、軒先は周堤最頂部より外側にあり、壁上の

平坦部は棚状の空間として利用されたことを想定しておく。

② 壁面構造

砂丘状の自然堤防の上に形成された本遺跡は、最北部の数軒をのぞく大部分の住居跡が床面を砂

層に掘り込んでいる。さらに高所の住居ほど薄い地表土とその下の厚い砂層を掘り抜くこととなり、

壁面のほとんどが砂壁となるものも多くなる。

図示したように、平面では本来の竪穴プランの外側に傾斜帯をもつ住居があり、この部分の断面

を観察すると斜めに掘削された部分に灰色粘土が充填されていた。第141号住居跡では炭化材が床面

から壁面にかけてへばりつき、この充填粘土が壁面を形成していたことがわかる。これらの住居跡

は上述したように壁面の大部分が砂壁となるべきものであるが、充填粘土はこの砂壁の崩落を防ぐ

ものであり、竪穴掘削時にすでに充填スペースが掘り方として準備されていたといえる。これも砂

地に形成された本遺跡独自の構築方法である。

(2) カマドの構造

① 袖と天井（第619図、図版39• 40) 

本遺跡のカマドの袖はすべて灰白色粘土を使用した造り付けのものだが、これは地山が砂層で、

他の遺跡のように堅固な粘土質の地山を削り出して袖とすることができないためである。調査では

強度の低い造り付け袖を補強するための構築方法をいくつか確認することができた。

Aは袖の中軸に芯材として径 1cm程の竹を立てる方法である。竹の長さや本数、間隔は任意で、

竹の下端は床面に達しておらず、さらに第12号・第17号住居跡のように縦方向の竹を横方向に繋ぐ

竹も見られるため、粘土を積み上げる途中の段階で縦横の芯材を塗り込んでいったことがうかがえ

る。図示した 9例のほか、第136号・第142号住居跡でもみとめられるが、第 7号・第34号住居跡の

2例がIV期であるほかは、すべてII~III期のものである。
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Bは3点の甕および甑を用いて袖を形成する方法で、調査した157軒の住居跡の中で第 4号・第

125号の 2軒のみに見られた特殊なものである。どちらも甕が細身となるIV期のものだが、この時期

の他の住居跡には袖粘土が低く不明瞭なカマドもあるため、あるいはカマドの廃棄・破壊にあたっ

て袖形成土器を除去してしまったものかもしれない。

Cは袖の先端に甕を倒立させるものである。粘土で造り付ける袖の転倒を防ぐためのものと考え

られ、周辺遺跡の地山削り出し袖のカマドにはほとんど見られない。本遺跡では図示した 3例のほ

かに第52号住居跡で見られる程度だが、 B形態と同様、カマド廃絶の際に除去された可能性も考え

られる。時期的にはII~III期のものである。

DとEは天井構造に関する例であるが、具体的な天井の構造を想定するのに必要な情報はきわめ

て少ないため、資料の紹介にとどめておく。 Dの焚口天井材のうち、第90号住居跡では甕 2点を入

れ子にしたものを架構している。第141号住居跡のものは第450図49に示したが、表面にはナデ、裏

面には植物繊維痕が見られ、天井粘土上面を加熱硬化させたものである。これと関連させて考えら

れるのが第71号住居跡の崩落した燃焼部天井であり、袖と同質の粘土を挟んで上下両面が硬く焼土

化していた。天井架構後、直接火を受ける下面だけでなく、上面にも意図的に火をあて、焼土化さ

せて強化をはかったものと考えられる。

② 煙道（第620図）

カマドの存在を確認できた住居跡のうち、煙出口の痕跡やそれに対応する煙出ピットの存在に

よって長さの確認できたII期以降の56軒の煙道をもとに、煙道形態の変遷を概観してみたい。図左

半のグラフでは黒丸で表した煙出口の位置によって煙道長を示し、時期に関係なく短→長順に配列

した。さらに、地山を掘り抜く角度で 2種類に分けた傾斜型(A)と水平型(B)の別を添付した。

長さでは120~130cmのものが主流を占め、長さと角度との関係では、 110cm以下の短いものに傾

斜型のものが多い反面、 150cm以上の長いものに水平型のものが多く、その間の110~150cmには両者

が混在する傾向が見られる。さらに時期を加味して長さ・角度の三者を総合すると、 II期の煙道は

傾斜型で100cm以下のものが多い反面150cmを越えるものがなく、傾斜をつけることが必然的に煙道

長を短く抑えていたことを示している。これに対してIV期の煙道は水平型で、 100cm以下のものはほ

とんどなく、この間を繋ぐIII期には長・短、傾斜型・水平型のそれぞれが併存するが、傾斜型は110

cm以下の短距離グループ、水平型は150cm以上の長距離グ）レープを占めている。

これにより、本来は傾斜型であった煙道がIII期になって長距離化の必要に迫られて除々に水平型

に移行し、IV期には以前は傾斜型によってカバーできた距離の煙道も水平型になったと考えられる。

長距離化を促した要因のひとつには居住空間の変化が考えられ、特にカマド側の壁上の平坦スペー

スの拡大化と考えておきたい。

③ 甕の使用実態（第621固）

甕の付着物を観察して使用状況の復原を試みた。付着物は必ずしも直立した甕に対して水平に付

いているとは限らず、斜めに付いた例も多数確認できたため、特に斜め付着の場合、傾斜の最高部

が左側縁、最低部が右側縁になるように図化した。外面の煤や粘土は条件によって微妙に角度を変

えることがあるが、液状食物による内面の焦げ状付着は直線的で信頼のおけるものである。
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付着物の角度は、実際にカマドに掛けられていた甕の角度を反映するため、垂直にカマドに掛け

られて付着物が水平に付いたものを「垂直掛け」、斜めに付いたものを「斜め掛け」と呼んでおきた

い。この両者の使用実態を対比させるため、実際にカマドから並列して出土した 6例を選び付着状

況と出土位置を合わせて図示した。この結果、垂直掛けの甕は支脚の上に乗せられ、斜め掛けの甕

の下には支脚がないという傾向が明らかになった。前者は大型甑を乗せて荷重を受けるために支脚

の上に垂直に掛ける必要があったと考えられる。第52号・第143号住居跡のように内面に付着物がみ

とめられないのは、水を入れることが多かったためであろう。一方後者は第39号・第128号・第141

号・第143号住居跡のように手前に位置することが多く、袖や天井に粘土で塗り込まれて固定されて

いた。カマド手前に斜め掛けにされているのは、長胴の容器から液状食物をすくい出しやすくする

ためと考えられる。甕を掛ける位置は横並列。斜め並列。縦並列と様々で時期的な傾向も割り出せ

ないが、垂直掛けと斜め掛けの使い分けはII期以降共通のものといえる。

④ カマド外灰層（第622図）

多くの住居跡でカマドの袖の外側に灰層が存在した。灰ぱカマド燃焼部のものと同質で、被熱変

質した土器片や焼骨を包含するためカマド内から掻き出した灰溜めと考えられる。灰層が形成され

たのはカマドの左右片側および両側と様々で、時期的にも I~IV期にわたっている。特定の時期や

住居に偏らず、ほぼ普遍的にみとめられることから、日常生活のなかで灰をためておいて利用して

いたことが推察できる。草木灰の用途は多種あるが（小泉1984)、食物のアク抜きを主たる利用目的

と考えておきたい。

(3) 貯蔵穴（第622図）

第 4号住居跡で検出した貯蔵穴は、蓋材、平面形態、土器の設置の 3点についてこれまで不明確

であった実態を明らかにするものである。

古墳時代後期(IV期）に属するこの貯蔵穴は棒状木材を並べて蓋としていた。周辺の遺跡のうち古

墳時代前期の深谷市明戸東遺跡では棒材を並べた貯蔵穴の蓋が検出され（磯崎1989)、古墳時代後期

でも本遺跡より新段階の深谷市清水上遺跡からも棒状木材で蓋をした貯蔵穴が検出されている（大

屋1994)。他地域では古培時代前期の羽生市大道遺跡（矢口1995)、静岡市駿府城内遺跡（朝日新聞

社1992）、古墳時代後期の滋賀県蒲生町麻生遣跡（近藤1993)などでも貯蔵穴の蓋が検出されている

が、いずれも板材を使用するという共通点がある。本地域では古墳時代前期の明戸東遺跡以来、棒

材の使用がその後も継続しており、地域的な特色と言えるかもしれないが、類例の増加を待ちたい。

貯蔵穴の肩の一部には段が設けられ蓋材が掛けられていた。本遣跡では第71号・第78号住居跡で

円形ピットの周囲を方形の段が取り囲むタイプの貯蔵穴を検出したが、同様の例は渋川市中筋遺跡

（大塚1988)などでも見られ、これも蓋を受ける段と考えられる。

蓋材の上には転用器台が置かれ、少し陥没した状態で出土した。図示した他の 2例の様に覆土中

に浮いているものも本来は蓋の上に置かれ、蓋材の腐食とともに穴内に陥落したものと考えられる。

さらに貯蔵穴上および周辺から出土する土器には、後の項で述べるように転用器台と大型甑が併存

する例が多く、これらの土器と貯蔵穴との機能上の関連も考慮しなければならない。
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5 土器

(1) 模倣坪の製作痕跡と製作過程（図版148~151)

ここでは模倣坪の観察の中から、製作過程に起因すると考えられ城北遺跡出土遺物の中に一定の

普遍性をもって見いだされた痕跡に着目し、この痕跡から遡航して模倣坪の製作過程の一端に迫っ

てみたい。

•分類

城北遺跡出土の模倣坪の器表面から見いだされた製作時の痕跡と考えられる代表的なものは、以

下の 5種類である。

a 口辺部外面に横位に連続する押圧痕跡

b 内面の底部～口辺部と外面の口辺部に認められるヨコナデ及びナデ上げ

c 口辺部外面の軟質木口状のエ具の止め跡

d 口端部の凹みとその内面の同心円状条線

e 底部内面の弧状ヘラ跡

・各痕跡

a 口辺部外面に横位に連続する押圧痕跡

図版148-1~149-9に示したように、この押圧痕跡は模倣坪の口辺部外面に横位に連続して一定間

隔で認められる事を特徴とする。押圧痕跡は、口辺部を成形する際に口辺部材料の粘土紐乃至は粘

土帯を、押圧した痕跡と考えられる。

この押圧痕跡は更に、凹み（図版148-1~8)、膨らみ（図版148-9)、開裂痕（図版148-10~149-9)な

どに大別することができる。

凹みは一般的に斜位になっており、右上がりのもの（図版148-1~7)と左上がりのもの（図版148-8)

が認められる。これをそれぞれ右上がり斜位連続凹み、左下がり斜位連続凹みと仮称する。膨らみ

は一般的に上向きの弧状を呈し、横位に連続している（図版148-9）。これを上向き連続弧状膨らみと

仮称する。開裂痕はいずれも S字状を呈し、斜位のもの（図版148-10~149-6)と横位のもの（図版

149-7~9)があり、斜位のものには右上がり（図版148-10~149-5)と左上がり（図版149-6)がある。そ

れぞれを、右上がり斜位連続S字状開裂痕、左上がり斜位連続s字状開裂痕、横位のものを横位連

続S字状開裂痕と仮称する。

この中で、斜位連続凹みと上向き連続弧状膨らみは、口辺部の成形手法の細部の違いに起因して

生じると考えられる。模倣坪の口辺部は、粘土紐乃至は粘土帯を押圧して形成されるが、このとき

の押さえ方の違いを両者は反映していると考えられる。斜位連続凹みでは、主として親指を外側か

ら斜位に当てて細かい間隔で押圧が加えられた痕跡と考えられ、上向き連続弧状膨らみでは、主と

して親指を内側から横位に当てて外側に押し出すように力が加えられた痕跡であると考えられる。

また開裂痕が認められることから、口辺部の幅の中に粘土帯の境界が存在することが明らかであ

り、口辺部成形の際には、僅かに口辺部の付いたコマ状の底部に粘土紐乃至は粘土帯を一帯積み上

げて押圧接合して一定幅の口辺部を作り出していると想定される。
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なお、この押圧痕跡は写真に示したように横位に等間隔で連続していることを特徴としているが、

このように等間隔で横位に連続するためには、粘土紐を押圧する工程の際に、器体が回転台上に固

定されており、器体を乗せた回転台が比較的等速度で断続的に回転していたと考えることができる。

少なくとも、固定された台の上で土器自体が回っていることや、掌上で土器自体を回しながら押圧

することは、不可能ではないが現実的ではないと考えられる。

b 底部～口辺部内面と口辺部外面のヨコナデ及びナデ上げ

図版149-10~150-3に示したようなもので、内面では底部から口辺部にかけて、外面では口辺部に

認められるヨコナデとそれのナデ上げの痕跡である。回転体である模倣坪は、成形時のみならず調

整にも回転運動を用いており、器壁の広範囲にヨコナデが認められる。

口辺部のヨコナデに関しては一般的に内外面でナデ上げの位置が一致している。したがって、ロ

辺部のヨコナデは 2指で挟み込んで行われていたことが想定される。内面に関しては、底部と口辺

部は別の工程でヨコナデされている。ここには通常 2~3、あるいは数単位のヨコナデが認められ

るが、やはり多くの場合ナデ上げの位置が一致している。今、この点に着目して考えてみると、底

部内面内周、外周、口辺部内面、外面などに場所を変えて複数回施されているヨコナデのナデ上げ

場所が一致しているという事は、 1回のヨコナデ工程のそれぞれの単位の終点が一致しているとい

う事である。この条件を満たすためには、土器が回転台上に固定され、自由な回転運動を行ってい

る事は考えられず、土器が掌上にあることが必要であり、掌上で土器を回しながら、あるいは掌上

の土器に対して工具を持った手を器体に添って回しながらヨコナデをしているかという事が考えら

れる。つまり指ヨコナデの工程は、回転台上ではなく掌上で行なわれていたことが想定される。な

おこの工程は、俯廠した位置から眺めて、相対的に土器が時計回りに、エ具が反時計回りに回って

いることが一般的である。

C 口辺部外面のエ具の止めあと

口辺部外面のエ具の止め跡は、多くの場合口辺部の中位から下半にかけて認められる（図版

150-4~151-4）。この止め跡は、先にふれたヨコナデとは異なりやや硬質な原体を用いているが、ハ

ケ目に比べるとやや弾性をもった柔軟で軟質な原体であることから、軟質木口状工具と呼称されて

いるものである。このエ具の止め跡が等間隔に付いている点から、硬質木口状工具によるヨコナデ

の工程が台上で行なわれていることが想定される。更に止め跡があること自体からは、回転台の回

転力が比較的弱く、これに比して工具を押し当てる力が強く、回転台が連続的ではなくて断続的に

回転していることが考えられる。また、この止め跡は口辺部と底部の境界に最も強くつけられてお

り、口辺部の上方ほど弱くなっている。したがって整形時のエ具の下端は口辺部と底部の境界の綾

に強く依存して器体と接していると考えられる。

痕跡相互の新旧関係についてみてみると、この軟質木口状工具によるヨコナデの痕跡は押圧を

切っており、また指ヨコナデには切られていることから、各工程の順位が、指による口辺部の押圧

成形→軟質木口状工具によるヨコナデの器体整形→指ヨコナデによる器壁の調整、の順に行われて

いることが明らかである。

この軟質木口状工具によるヨコナデ痕跡の止め跡が口辺部の内面に認められる事が希にある（図
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版151-5)。ただし内面に認められる場合には、横位に走行する条線が水平ではなく弧状を呈してお

り、横方向の回転運動が前者に比べて安定していないことが一般的である。したがって、希に、製

作工程の中で軟質木口状工具を内面に用いる場合には、この工程が土器を回転台上から分離し、掌

上で行われていると考えられる。

d 口端部の凹みとその内面の同心円状条線

古い段階の模倣坪は、口端部が比較的平らにつくられながらも、内外面両端が盛り上がり、中央

がやや窪んだ形状をしていることが多い。そしてこの窪んだ部分には、同心円状の細かい条線が認

められる。この凹みと条線の形成要因については、口端部を一旦、軟質木口状工具によって水平に

ョコナデし、ついで内外面両側から 2指で挟み込んでヨコナデをしている事が想定される。この結

果沈線状の凹みが生じ、この凹みの内面には同心円状の細かい条線ができると考えられる。

この口端部の凹みの中の細かい条線が、口端の径に沿った同心円であることから、口端部の軟質

木口状工具によるヨコナデは、台上ではなく掌上で行なわれていたことが想定される。

ここで模倣坪の口縁に着目すると、かなり平らにつくられていることが一般的であり、又、口縁

が緩やかな波状を呈している場合には、口径の歪みと波状の凹凸が一致し、口径の小さい部分が波

状に出っ張り、口径の大きい部分が波状に窪んでいる事が多い。つまり、模倣坪の口縁は成形・整

形時にはかなり正確な平縁としてつくられ、波状の歪みが認められる場合には、その後の工程でカ

が加わり器体が変形したものであると考えることができる。このように考えた場合、粘土紐乃至は

粘土帯を押圧して口辺部を作り出すだけでは、回転台程度の回転力のみでは平縁にする事は不可能

であると思われる。ここでは、成形後の口辺部上端の剰余粘土の掻き取りを想定しておきたい。そ

して掻き取り及び、掻き取り後の口端部の整形に軟質木口状工具が用いられ条線がつけられ、更に

口唇部の仕上げに 2指によるヨコナデが行われたと考えておきたい。

e 底部内面の弧状ヘラ跡

底部内面の弧状ヘラ跡も一般的に認められるものである（図版151-6~12)。この弧状ヘラ跡は長谷

川勇氏が初めて注目したもので、底部の丸みを内面から作成するために弧状のヘラを用いた工程が

存在すると考えたものである。この弧状のヘラの痕跡が不規則であることから、弧状ヘラによる底

部内面の湾曲の作りだしは掌上で行われていたと想定される。

・小 結

以上の痕跡から、模倣坪の製作工程に関して以下のような復元案を提示することができる。

①コマ状の粘土を製作し台上に固定する工程

②台上に固定したコマ状の粘土に粘土紐を押圧し、基本的な口辺部の形態を成形する工程

③台上に固定したままで、軟質木口状工具でのヨコナデによって基本的な整形を行なう工程

④台上で口端部の剰余粘土を掻き取り、軟質木口状工具でのヨコナデによって整形する工程

⑤台上から切り放し、掌上で弧状ヘラを用いて底部内面の丸みを成形する工程

⑥掌上で口唇部をヨコナデ調整する工程

⑦掌上で底部内面と口辺部内外面を指ヨコナデする工程

⑧乾燥
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⑨ヘラケズリ

⑩乾燥

この中の各工程の前後関係は、痕跡の切り合い関係から想定し、更に、①及び⑧～⑩を補足した

ものである。ただし④と⑤の新旧関係に関しては、前者が台上の工程と考えられ、後者が掌上のエ

程と考えられることからこの序列とした。又、⑤と⑥の新旧関係も幾分不確定であり、⑤の前に⑥

が来ることも考えられる。

以下では、ここで想定した製作工程の中で問題となる二三の点について見てみたい。

まず第ーに、模倣坪には一般に粘土単位の接合痕が認めにくい点である。少なくとも底部と口辺

部の境界に粘土単位の境界があるとは考えられない。又、一塊の粘土から手捏ねによって形態を作

り出していることも考え難い。今回城北遺跡からは、口辺部の中程に開裂痕を持つ模倣坪が先述の

ようにいくらか検出されており、この開裂痕が粘土の接合痕であると考えられることから、粘土の

境界が口辺部の中にあり、これが強い斜め方向からの力によって圧着されていることによって、一

般的に粘土単位の境界が不鮮明になっていると考えられる。

このときに既に台上に固定され、粘土紐乃至は粘上帯を接合される側の器体は、口辺部が痕跡程

度に認められるコマ状を呈していると考えられる。底部ヘラケズリが十分に行われていないコマ状

を呈した模倣坪が希に検出されることもこれを裏付けている。

回転台からの一時的な切り放しも、基本的にはコマ状のまま行われていると考えられる。ただし、

やや新しい時期の模倣坪には底部に糸切りの痕跡が認められるものがあることから、新しい時期の

模倣坪にはコマ状の原型から糸切りによって坪部を切り放している工程が介在するものがあること

が予想される。

このように成形の初期に台上に固定されることが模倣坪製作工程の特色であり、和泉期の椀や比

企型坪のように粘土が柔らかい工程のごく初期から掌上でつくられ、手と土器との剥離材として木

葉が用いられているものとは根本的に工程上に差異が認められる。

又、いわゆる型づくり説についてであるが、ここまでで述べた製作時の痕跡とその成因、並びに

製作工程から考えて、少なくとも模倣坪の製作過程の中には型づくり説の介入する余地はないと考

えられる。これは、模倣坪に剰余粘上（いわゆるバリ）が付着したものが認められないこと、口径が

型づくりと考えられるほどに一定ではないこと、などからも明らかである。

模倣坪は比較的単純な器形を呈し、差異化が難しい。また製作工程も明らかになっているとはい

えない。ここでは製作時に残された痕跡から製作工程にどこまで迫れるか検討してみた。他に、製

作痕跡に認められる差異からどのような意味を見いだすことができるのかといった点や、あるいは、

形式論的な変化と手法の関係などを次の課題としたい。

なお、ここで取り上げた製作時の痕跡については、その存在に着目した山川氏より指摘を受け、

更に解釈についても山川氏から基本的な教示を得た。

（大屋道則）
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(2) 坪口辺部の製作痕跡（第623図）

本遺跡出土の模倣坪の製作痕跡に基づく製作過程については、前項で大屋氏によって体系的な解

釈がなされた。このうち口辺部にみとめられる製作痕跡に関して、編者も大屋氏とは別の観点から

所見をもつに至ったので別項のかたちでここに述べることにする。

・開裂痕とナデ上げ

本項で取り扱う坪口辺部の製作痕跡とは開裂痕とナデ上げの二者である。これらについては大屋

氏によって詳細な写真が提示されているが、多くの個体上で観察することができるため、編者は次

のような観点から極力図化につとめた。

開裂痕は口辺部内部でみとめられることがきわめて希なため外面のみの図化となった。開裂痕の

形状は右上がりの「／」形、左上がりの「＼」形と屈折した「フ」形（「＞」形）のものとがある。ナ

デ上げは図上では内面に示したが、基本的には口辺部の内外面で対応してみとめられるものであり

2指で挟んで施したと考えられる。ただし厳密には内外面で位置的にわずかなズレが生じている。

土器を真上から見たときに大部分のナデは左回り（反時計回り）だが、外面の方が内面よりもナデ上

げ位置が後方にくる。これは右手の親指を外面に、また人差し指を内面にあてるように挟んでナデ

たためと想定され、希に右回りのナデが認められるが、ナデ上げ位置はやはり外面が後方にあるた

め、左手で同様のナデを行なっていると考えられる。

開裂痕とナデ上げの二者の関係を示したものが第623図のA-1、A-2の3段の坪である。 A -

1には坪の大部分を占める左回りナデのものを示したが、開裂痕は／形かフ形である。これに対し

てA-2は割合の少ない右回りナデの坪で、開裂痕は＼形である。すなわちナデの回転方向と開裂

痕の形は対応するものであり、ナデ上げ位置のズレから想定すると右手によるナデが主流だったと

考えられる。

・坪形態と製作痕跡

本遺跡出土の坪は模倣坪が主流形態だが、比率は低いもののそれ以外の形態も存在し、それぞれ

においても開裂痕やナデ上げの痕跡をみとめることができる。便宜的に次のように形態を分け、製

作痕跡との関係を見たい。

A 標準的な模倣坪である。既に見たように左回りナデをA-1、右回りをA-2とした。

時期的にはII期からIV期のいずれのものにも同様な製作痕跡がみとめられる。

B 半球形の体部の坪だが、口辺部をヨコナデし体部をヘラケズリしており、稜を明確に成形し

て口辺部を直立させればA形態となる。開裂痕とナデ上げも A形態と同様である。

C IV期に普遍化し、黒色処理されて蓋と身がセットとなる坪である。身はA形態、蓋はB形態

からのバリエーションとして考えられる。図示した 4点とも／形またはフ形の開裂痕がみと

められる。

このほか、大型坪も各期に属するものをとりあげたが、標準大の坪同様、左回りナデで／形およ

びフ形の開裂痕がみとめられる。また坪以外の形態を最下段に示したが、中央の短頸壺の肩部にも

開裂痕がみとめられ、坪と同様の技法で成形されたことは注目される。さらに右端の坪はB形態で、

口唇部を整形していないため波を打っているが、この波は開裂痕に対応しており、口辺部の成形が
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開裂痕単位の粘土塊によってなされていることが明らかである。

このように、 II期以降、模倣坪を中心として口辺部に見られる開裂痕とナデは、時期と形態を越

えて採用された一連の製作技法の痕跡としてとらえることができる。

(3) 甕の口縁部形態（第624図、図版147)

本遺跡の土器の特徴を示す要素のひとつとして、凹面をつくり出すように面取りされる甕の口縁

端部をあげることができる。第624図にはII期からIV期までのカマドに掛けられたり、床面上から出

土した甕の口縁部を掲載した。口縁端部の面取りはII期からみられるようになるが、面取り幅が狭

いものや斜め上方を向くものなどが主で、混在する丸端部のものに比べて比率が小さい。 III期には

幅広気味に面取りされ、面が垂直に近いものが目立つようになり、面取り口縁端部の比率が丸端部

を上まわるようになる。 IV期に至って面取り口縁端部は完成されたと言ってよく、幅広く面取りさ

れ、面はほぼ直立し上端がシャープにつまみ上げられる。この時期は大部分が面取り口縁端部で、

丸端部のものも混在するが比率は非常に少ない。

本遺跡の中で把握できる甕の面取り口縁端部の変遷も、周辺の遺跡に目を向けると状況は一変す

る。 II・III期に相当する甕には、わずかながら面取り口縁端部がみられるが、 IV期になっても依然

丸端部が主流である。管見に触れた限りでは本地域を取り巻く比企・児玉・上毛野の各地域にも同

様な状況がみとめられないため、現状では本遺跡の独自形態である可能性が強いが、この形態が独

自性をもつ背景については不明と言わざるをえない。一方、 6世紀末～ 7世紀前半と年代は下がる

が、面取り口縁端部をもつ甕の比率が高い遺跡として利根川・渡良瀬川合流地域にある北川辺町太

田遺跡（宮井1985)、茨城県総和町北新田A遺跡（中沢他1986)をあげておく。本遺跡とは利根川を通

して通交可能な地域でもあり、今後は埼玉県東部低地の遺跡にも注目して行く必要を感じる。

(4) 転用器台と甑（第625図、図版128)

壺や甕からの転用器台の使用は図示したように甑と結びついて考えられ、甑の大小によって使用

の場所や方法が異なっていると言える。大型の方から見てみると、カマドで蒸し上げた食物をよそ

うにはカマドから甑をおろす必要があり、そのとき甑の転倒を防ぎ安置させるために転用器台が使

用されたと考えられる。第 4号と第123号住居跡の器台は貯蔵穴の蓋上に置かれており、他の出土位

置も貯蔵穴近辺である。ここでは解明しえないが貯蔵穴のピットを利用した調理の一工程があった

のだろうか。実際に組み合わさって出土したのは第85号住居跡のもののみでほかは分離した位置に

あったが、必要な時以外は甑を器台からはずしていたことが推察できる。

これに対して小型のものは甑と器台の間に壺・甕が入る 3点セットで組み合わさったままカマド

脇から出土するものが多い。大型と同じように甑を受けるだけであれば中段の土器は必要ないが、

出土状況から見て常にセットとなるものと考えられる。第98号住居跡では穿孔されて小型甑状に

なった坪と、一般的な坪がセットとなっていることから、小型甑の容量に応じて中段の土器の容量

も変わると考えることができる。この場合中段土器の用途を考えなければならず、仮に小型甑の小

孔から落ちるものを受ける容器とするならば、小型甑そのものも蒸し器とは別の漏斗的な機能をも

つ可能性も出てくるが、この点に関しては今後の検討課題としたい。
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6 生産関連遺物

本遺跡では、集落内で確実に生産活動のあったことを裏付ける工房跡や窯跡の様な遺構を検出す

ることはできなかった。一方、生産の途中工程で排出される残滓や、生産にかかわる用具は各所か

ら出土し（第626図）、集落内で生産活動が行なわれていた可能性を考察する資料となっている。ここ

では上器削片、滑石製品製作遺物、赤色顔料、黒色樹脂の 4項目を中心に出土遺物と生産活動との

関係を考えてみたい。

(1) 土器削片（第627図、巻頭図版 3、図版131)

坪体部のケズリ調整によって生じた粘土削片をさらに焼成したものを「土器削片」と呼んだが、

II • III期の19遣構からの出上を確認した。このうち出土状況が捉えられたのは、貯蔵穴内の灰白色

粘土に絡まって検出された第135号住居跡のみで、それ以外は覆土中からの出土と考えられる。点数

の上では第135号住居跡のほか、第llO号・第lll号住居跡からまとまって出土しており、 3軒の集ま

る県道南側のこの一角が土器製作に関係の強い地点であったことがうかがえる。第lll号住居跡から

は坪の未成品も出土した（第568図68)。

図化できた剥片は74点で、その形状から 3種類に分けることができ、そこからさらに 3段階のケ

ズリエ程を想定することができる。まずケズリ前の原形として平らな突出底部をもつ模倣坪が存在

する。全体の成形、体部内面および口辺部内外面のナデ調整まで終了し、体部のケズリを残すのみ

のものだが、出土は希で本遺跡では突出しない平底のものはあるが、突出底部で全体の形状がわか

るものは検出されていない。底面は木葉痕だけでなく、ナデられているものや既に削りこまれてい

るものもある。なお高坪にはこの形状の坪が転用されているものもある。

この突出底部をケズリ落とす工程を 1次ケズリとした。円板形の削片が得られるが、削り落とし

のためにはエ具の切り込みは 1度ではすまず、多方向から数回切り込まれている。この段階の坪体

部は底部のあった部分にのみケズリ痕跡が見られるが、それ以外は成形時の指頭痕やナデが残り凹

凸が著しい。この成形時の状態を残す体部を半球形に整えるためのケズリを 2次ケズリとした。ケ

ズリは比較的大まかなため、削片も大きめである。 2次ケズリの段階までで器面調整を中止してし

まった坪は体部が厚手で重量感があり、ケズリが及ばない体部最上位に成形時の小亀裂やナデが残

る。最後に体部を均等に薄く仕上げるケズリを 3次ケズリとした。このケズリで得られる削片は薄

い小片であり、薄いがゆえに小さくカールするものが目立つ。

これらの剥片は本来、焼成前の産物だが、本遺跡で取り上げたものはすべて焼成されている。何

のために焼成されたかは明確な解答が得られないが、 第135号住居跡で粘土に絡まって出土した状

況から見て、土器製作の材料であった可能性が考えられる。ともに本報告書の土器実測に携わった

西口。大屋両氏からは土器胎土中に見られるシャモットに類似するという示唆を受けた。

(2) 滑石製品製作遺物（第628図、図版133)

ここでは滑石製模造品の製作に関連する未成品。失敗品・剥片および砥石。台石を取り上げる。

本遺跡ではこれらの遺物は集落北縁部にあたる第 1号・第 2号住居跡とその周辺の旧地表面から集

中して出土した。 2軒の住居跡のものはどちらも覆土中に投棄されたもので、管玉・臼玉の未成品
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や小剥片のほかに砂岩製の荒砥片などがIV期の土器を伴って出土した。また周辺の旧地表面からも

大きめな剥片と台石を検出したことから、製作工房跡は直接確認できなかったがこの近辺の調査区

外に存在すると考えられる。

周辺の遺跡では深谷市上敷免遺跡（蛭間1978)と同市本郷前東遺跡（川口1989)で滑石製品の製作遺

物が出土している。上敷免遺跡ではエ房と考えられる II期の住居跡から臼玉の未成品と剥片、そし

て床面上から台石が出土した。また本郷前東遺跡では 7世紀前半の住居跡から大型の剥片が多量に

出土しているが、これは隣接する深谷市新屋敷東遺跡（田中1992)とあわせて馬形・横櫛形・有溝円

板などが存在することと関連している。上敷免遺跡と本郷前東遺跡は近接する大型集落であるが、

どちらも製作痕跡が継続的に見られるわけではなく、特定の時期に散発的に存在する。本遺跡でも

IV期に集落北縁部で見られるだけで、他に存在する可能性は低い。滑石製模造品の製作は集落内の

特定の地点で特定の時期に行なわれることはあっても、地域内で伝統的に製作にかかわった特定の

集落をみとめることはできない。

(3) 赤色顔料（第629図、巻頭図版 4)

本遺跡では赤色顔料のブロックが10遺構から出土し、分析の結果、ベンガラであることが明らか

になった。また、このうちの第71号住居跡・第 4号土壇から出土したものは非常に純度の高い良質

のものであることが判明した（付編 6参照）。

顔料ブロック以外に顔料精製にかかわると思われる遺物なども検出でき、これらを合わせた出土

位置を見ると、第 4号土塙とその周辺の北グループ、第114号住居跡とその周辺の南グループに大き

く二分される。第 4号土壇は床面から壁にかけて顔料が厚く広がっており、他の遺物はなかった。

この土塙の周辺遺構からは、 3~5の赤鉄鉱の小角礫、 10の敲石、 2の顔料付着坪などが出土した。

敲石は下端が割れているものの敲打面が残り顔料が付着している。 2の坪は塗彩されたものではな

く、液状の顔料が器面を流れた状態で付着しているため、塗彩作業に伴うパレットと考えたい。南

グループでは 1の壺、 6~9の顔料の付着した石器類などが出土した。壺は第141号住居跡から出土

したが、内面下半に顔料が付着している。近接した位置からは顔料ブロックも出土しており、顔料

の容器だったと考えられる。 6~8は第114号住居跡からまとまって出土し、 6は磨石、 7• 8は石

皿として顔料の粉末化に使用されたと考えられる。また、 9は赤鉄鉱の破砕に用いられた台石と見

られる。

以上の状況から、本遺跡内でIII期を中心とした時期に顔料の製造が行なわれていた可能性が高い

と言える。分析の結果、良質のベンガラは砂鉄から製造されたと指摘されたのに対して、赤鉄鉱の

小角礫も存在することから、砂鉄と赤鉄鉱の双方を原料とした可能性が考えられる。本遺跡では赤

色塗彩された土器はきわめて少ないため、製造された顔料の用途は不明であるが、次項で扱う樹脂

（漆）とあわせて赤漆とした可能性も考えておきたい。

(4) 黒色樹脂（第630• 631図、巻頭図版 4、図版146)

黒色の樹脂が付着した土器を一括してまとめてみるが、 I~IVの各時期に付着土器は見られる。

肉眼観察の上では漆の可能性が大きいが、分析を実施しなかったため本報告書ではすべて黒色樹脂

とした。また漆だとすれば精製された「クロメ」と見られる。
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黒色樹脂の付着する土器は塗布作業の際に用いられたパレットと考えられ、内面はほぼ全面が浸

透により暗褐色化し、部分的に光沢のある黒い雫状の付着が見られる。坪および高坪が大部分を占

めるが、大型土器からの転用もあり、第33号住居跡では壺胴部下半からの転用鉢、第53号・第89号・

第120号住居跡では壺や甕の胴部破片を転用したパレットが見られた。この他にも特殊な例が存在

し、第 5号住居跡の高坪は坪部の半分と脚裾部を欠損し、床面上から横転して出土したが、上から

かけられた樹脂が雫となって流れたように付着している。第107号住居跡の用は、縦割りした瓢鐙を

杓として使用したのと同じ状態で内外面に樹脂が付着している。第94号住居跡の甕は床面上で出上

したが、横転状態で内容物をすくい出しやすいように口縁部と胴部が打ち欠かれており、樹脂の一

時的な容器と見られる。

第631図には実際に確認することのできた黒色樹脂使用遺物を集めた。竹製の竪櫛 2点と上器 5点

のみで、土器は亀裂の補修に使用されている。土器への使用例が少なく、樹脂のもつ接着・皮膜の

機能を考えると木製品への塗布が主であったと考えられる。また、第114号住居跡では樹脂の付着し

た上器と赤色顔料の付着した石器が伴出しているため、赤漆がつくられた可能性もある。

(5) その他

これまで見てきた 4項目は、多数の出土遺物から考えられる手工業生産の数々だが、これ以外に

も少数ながら生産に関する遺物が出土しているので簡単に述べておきたい。

ひとつは皮革生産に関するもので、鹿や馬の骨の存在がそれにあたる。鹿皮をなめす工程におい

て馬の脳が利用され、さらに皮の水洗のために流水の利用可能な場所が必要だったとされるが

（松井1987)、河川に近い低位置の集落という本遺跡の状況も皮革生産に必要な条件と適合する。た

だし、現状では鹿はII• III期、馬はIV期に集中し、供伴するものもないためここでは可能性をあげ

るのみにとどめておく。

もうひとつは鍛冶製鉄に関するもので、第 4号。第125号住居跡で人骨に伴って鉄滓が出土した

（第593図）。上敷免遺跡（瀧瀬・山本1993)では既に I期段階で小鍛冶炉や羽口が存在しているが、

本遺跡では炉・羽口や鉄製品さえも皆無だった。鉄滓は人骨にかかわる 2軒のみでしか出土せず、

集落内に散乱していたものの流れ込みというよりは、他所から應図的に持ち込まれた副葬品的な意

味あいが感じられるため、本遺跡で鍛冶製鉄が行なわれていた可能性は非常に低いと考えられる。
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7 木 製 品

(1) 農具（第632図）

本遺跡では河川跡から多数の木製品が出土したが、これに混じって一木鋤・膝柄ナスビ形鍬・膝

柄などの農具を検出した。時期的には 7世紀前半のものと見られ、これまで県内において不明だっ

た当該期の農具形態を示す良好な資料である。いずれも 1点のみなので、他遺跡で出土した類例を

援用してその特徴を明らかにしておきたい。

ー木鋤は、これまで古墳時代前期の坂戸市中耕遺跡（杉崎1993)、行田市小敷田遺跡（吉田1991)、

深谷市深谷町遺跡（澤出1985)で二又鋤が出土しているが、柄長70cm前後、刃部長26~36cmと大きさ

はほぽ一定している。これに対して、本遺跡のものは柄長58cm、刃部長60cmと、大きさのまった＜

異なった形態である。柄の短小化・刃部の長大化という特徴は美里町向居遺跡（岡本1987)出土の一

木鋤にも見られるが、いずれもほぼ7世紀前半のものである。形態の差異は時期差と関係している

と見ることもできるが、使用法や土壌も考慮しなければならないであろう。

膝柄ナスビ形鍬は、多量の木製品が出土した小敷田遺跡でも 1点のみだが、本遺跡のものは軸部

が長い点で形態的に異なる。またこの時期のものは刃部の肩がはらないとされているが（樋上1993)、

本例は肩がはってスコップ形になる。熊谷市北島遺跡（浅野1989)で鋤と報告されているものが、同

時期で同形態の鍬とみられるが、その他に類例は見当たらない。

柄は断片で全体の形状が不明だが、ナスビ形鍬の存在から膝柄であると考えられる。行田市池守

遺跡（斉藤1981)、小敷田遺跡でも出土している。

(2) 建築部材（第633図）
まぐさ

明らかに建築部材として認定できたものは第 1号木製品集中地点から出土した楯のみで、 7世紀

代のものとみられる。楯が使用される建物の入口構造は図示したように復原されているが（奈文研

1993)、扉の軸を挿入するため軸受け穴は円形である。これに対して、本遺跡のものは方形穴である

ため、扉とは違った閉塞方法を想定するに至った。

大阪府北新町遺跡、長原遺跡の 2例（奈文研1993)は扉軸穴が円形で、穴の間隔はそれぞれ77cm• 

72cmだが、これに対して愛知県山崎遺跡（小野田他1993)、城北遺跡のものは、扉軸穴が方形で間隔

はそれぞれ57cm• 58cmである。これにより、扉軸穴の形の差は間隔の長短に対応することがわかる。

円形の場合は、復原図どおり観音開き状に 2枚の扉板が取り付けられ、実際に検出される扉板も幅

33~38cmほどである。扉が開かれたときに確保される70cmほどの間隔は、成人が無理なく通り抜け

ることのできる幅である。一方、 50~60cmの間隔は成人男性の肩幅で通り抜けるためには必要最低

限の距離であり、扉板を取り付けたのでは板の厚さだけさらに狭くなる。このことから短い間隔の

場合、扉に代わるものとして一枚板の戸が用いられたと考えられる。その形状は左右の扉板を合体

させたように左右上下端に断面方形の突起をもち、着脱しやすように上端に比べて、下端突起が短

かったものと想定される。

本遺跡には当該期の遺構はないため、河川跡対岸の柳町遺跡から投入された可能性が大きい。
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扉軸穴の間隔と孔形
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8 特殊遺物

(1) 特殊土器（第634。635図）

輪状つまみ付蓋 第118号住居跡から出土した。大型坪をベースにして、天井部につまみを丁寧に

取り付けている。つまみの形状をもとに類例を求めたが、管見に触れたものはとぼしく、韓国玉田

M3号墳（趙・朴1990)のものと、坂戸市塚の越遺跡（昼間1991)のもののみである。玉田M3号墳の

ものは軟質土器で陶質土器の壺とセットで27点が出土しているが、本遺跡のものは同一住居内でこ

の蓋を受けるべき壺や坪などは出土しなかった。本遺跡のものは 5世紀第IV四半期、玉田M3号墳

のものは 5世紀末から 6世紀初頭（若松1991)、塚の越遺跡のものは 6世紀第IV四半期から 7世紀第

I四半期と考えられているが、系統的には須恵器もしくは韓式系土器に原形を求められるものであ

ろう。

連結土器 第 2号土塙の周辺と第110号住居跡から連結坪が出土した。どちらも II期の小型坪で、

前者は単体としては完形だが連結部の穴と粘土剥離面が残り、本来は 2個体が連結していたとみら

れ、後者も同様の穴をもつ連結部の破片である。県内では本庄市夏目遺跡（長谷川他1985)で I期に

相当する住居跡から、坦が 3個体連結したものが出土している。連結土器は古墳時代前期に小型甕

や椀など 3個体が環状に連結したものが見受けられるが、一方で、須恵器のなかに加古川市印南野

2号墳の足付二連迎（田辺1981)をはじめ器台上で連結する壺．漣。坪なども見られるため、本遺跡

や夏目遣跡の連結土器は須恵器の影響を受けて製作されたと考えられる。

須恵器模倣土器 第634図の下段には漣、透し孔をもつ高坪脚部、把手付甑を集めた。 2点の遜の

うち第39号住居跡は TKlOに相当するIV期、第46号住居跡はTK47に相当する II-2期のものであ

るが、どちらのプロボーションも各段階の須恵器の聰に類似する。 2点の高坪脚部は三角形で四方

の透し孔をもつ。把手付甑は本地域では希少な存在だが、第121号住居跡のものは粗雑な整形にもか

かわらずプロボーションは須恵器的である。

線刻文土器 内外面に絵画的な線刻文をもつ坪片が、第 1号・第135号住居跡から出土した。前者

は口辺部外面に細線で、また体部内面に太線で描かれている。後者は同一個体とみられる 2片で、

体部内面に細線で描かれ、うち 1片は焼成後の穿孔部分である。

有窓土器 第 1号祭祀跡から出土した壺口縁部片は破砕時の打撃痕をもつが、これとは別に頸部

が焼成前に水平に切られている。肩部に窓孔をもつ土器と考えられるが、下部の状況が不明なうえ

類例も見当たらないため、窓孔の形は不明である。

供献用土器 第53号住居跡の鉢片は内面に粘土塊が指頭でなでつけられている。前橋市舞台 1号

墳（西田・杉山1991)からは、高坪の坪部に供物を模した粘土を貼付した供献用土器群が出土してい

るが、そのうちのひとつに本遺跡のものと同様の貼付物をもつものがある。

匙形土器 第32号住居跡から出土した。群馬町三ツ寺II遺跡（関他1991)から同様のものが出土し

ているが、本来は一端に把手のつく匙形と想定されている。

有文土器第635図下半に放射状の線刻文および暗文が施された土器を集成した。このうち線刻

文のものは I.iI期に属し、さらに 5本線の人手形文は模倣坪以前の古い要素をもつものに施され
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ている。

(2) 穿孔土器（第636図）

焼成後に二次的に穿孔された土器をすべて穿孔土器として集成した。器種のうえでは坪に最も多

く見られるが、大部分は中央に穿孔されている。第98号住居跡では上から順に穿孔坪。坪。転用器

台が重なって出土し、第72号住居跡のものも体部の外縁が磨滅しているため他の土器上に重ねて使

用されたと考えられる。このことから中央に穿孔された坪は、既に第625図に示したように小型甑と

して使用されたことが想定できる。一方、壺の胴部に小孔を穿つ例が見られるが、特に第 1号祭祀

跡から 4点が出土しているため、儀礼的な意味をもつ穿孔と見ることができる。

以上の 2種類以外の穿孔の意味について現状では言及できないが、墳墓出土のものとは別に集落

出土の穿孔土器には実用と儀礼の種別があることを指摘しておく。

(3) 特殊木製品（第637図）

ここでは竪櫛と舟形木製品を取り上げる。なお、竪櫛は竹製であるがここに含める。

竪櫛は第45号・第116号の 2軒の住居跡の床面上から各 1点が出土した。ムネ部の大きさは、第45

号住居跡のものが縦3.9cm、横3.4cm、第116号住居跡のものが縦3.4cm、横3.2cmである。どちらも

12~13本の竹ヒゴを半折しているが、縦糸はない。県内では他遣跡に類例を求めても少なく、熊谷

市横間栗遺跡（木戸1995)の古墳時代後期の溝内、大宮市寿能泥炭層遺跡（山田1984)の古墳時代前期

の包含層、古式古墳である美里町長坂聖天塚古墳（菅谷1984)の粘土榔からの出土が見られるにすぎ

ない。前期のものは縦 2cm前後の大きさであるのに対して、後期のものは縦3.5cm前後と大きくなる

ようである。

従来、竪櫛は古墳の埋葬主体部から出土することが多いため、葬送儀礼にかかわる装身具という

印象が強かった。本遺跡でも葬られたと見られる人骨を伴う住居跡が 4軒存在するため、竪櫛の出

土した 2軒の住居跡でリン酸・カルシウム分析を実施して人骨存在の有無を確かめたが、存在を示

す反応はみとめられなかった。

舟形木製品はIV期の第 5号祭祀跡から河川内に投棄された多量の土器に混じって出土した。 2分

割した丸材をくりぬいて作られており、紬先を欠損するが船尾は丸く、残存長23.5cmである。

関東地方では舟形木製品の検出例は少なく、行田市小敷田遺跡（吉田1991)、前橋市元総社寺田遺

跡（朝日新聞社1993)の2例にすぎない。前者は残存長34.3cm、後者は全長57cmだが、どちらも古墳

時代前期の河川跡から出土し、尖頭形の紬先に横穴が穿たれるという形態上の共通点をもつ。 S字

状口縁台付甕を使用する地域の文化要素のひとつと考えられる。本遺跡のものはこの 2例よりも時

期的に新しく、大きさも小型である。全国的に見ても、全長が40cmを越えるものの大部分は古墳時

代前期までで、 7世紀から古代にかけては10~30cmが主流になるとされており（久保1987)、ここで

とりあげた 3遺跡の舟形木製品はこの傾向にほぼ合致するものである。
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線刻文土器 有窓土器
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